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第 １分冊　本文編

平 成 ４ 年 度
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序

　青森平野の周辺には、多 くの埋蔵文化財包蔵地が周知されて

お ります。

　本報告書は、平成 ２、 ３、 ４年度に実施 した東北電力株式会

社新青森変電所新設予定地内に係 る青森市朝 日山遺跡発掘調査

の結果をまとめたものであります。

　本遺跡の発掘調査は、未だ継続中であ りますが縄文時代、弥

生時代、平安時代、室町時代の一大複合遺跡であることが明ら

かになりました。特に平安時代の集落については、注目される

ものがあります。

　本書が今後、埋蔵文化財の保護と研究、郷土史の解明などに

幾分なりと活用されるところがあれば幸いに思います。

　ここに、種々御指導、御協力をいただいた調査指導員をはじ

め、関係各位に厚 くお礼申し上げます。

平成 ５年 ３月

青森県教育委員会

教育長　石　川　正　勝



例 言

１　 本報告書 は、平成 ２ ・３ ・４年度 に実施 した新青森変電所の新設事業予定地 内に所在す る

　 「朝 日山遺跡」の発掘調査報告書であ る。

２　 発掘調査 を実施 した 「朝 日山遺跡」 は、当初 、県教育委員会が 昭和５３年度 に刊行 した 『青

森 県遺跡地名表』 に、遺跡番号 ０１１６５番 と して登録 されてい る周知 の遺跡で あったが 、範 囲

確認調査 な どを実施 した結果 、平成 ４年 ３月に県教育委員 会が編 集 ・発行 した 『青森 県遺跡

地図』には朝 日山（１）遺跡 （遺跡番号０１１６５）、朝 日山（２）遺跡 （同０１１９７）、朝 日山（３）遺跡 （同０１１９８）

　と して再度あるいは新規 に登録 された。 したが って 「朝 日山遺跡」 は、 これ ら ３遺跡の総称

であ る。

３　 本書 は、平成 ４年度調査 分 を一部含め、朝 日山（１）遺跡の平安時代 を中心 とした遺構編 とし

　て刊行 し、次年度以降 に、遺物編、朝 日山（２）遺跡編 を刊行す る予定で ある。

４　 本書の執筆者氏名 は、依頼原稿 について は文頭 に、 その他 につ いては文末 に記 した。

５　 本書 に掲載 してあ る図版の縮尺 は、で きるだけ統一 を図 り、スケール を各 図版 ご とに表示

　 している。

６　 本文 中及 び表 において使用 した略称 ・ス クリー ン トー ン等 の表示は次の とお りであ る。

　　住居跡 ・住 ・Ｈ―竪穴住居跡　　土 ―土壙　　 Ｍ―溝　　 建物跡― 掘立柱 建物跡

　　 また、遺構番号 は、第○号 の 「第」 と 「号」 を省略 した場合 もあ る。

　　 スクリーン トーンの表示は、次の とお りであ る。

７　 遺構 の規模 に関す る計測値 は、各遺構 の妥 当 と考 え られる部位 を計 る ように し、重複 のた

め計測がで きない場合 は、残存値 を記載 した。 また、竪穴住居跡 の面積 は、計 測可能な もの

に限 って、プラニメー ターを使用 して算 出 した。遺構 の計 測値 の単位 は、「ｃｍ」 と した。

８　 遺構の覆土のほか、色調 に関す る表記 は、『新版　標準土色帖』（小 山正忠 ・竹原秀雄 ：１９８７）

　に基づいている。

９　 遺構の分析 については、次 の方に依頼 した。 （敬称略）

掘立柱建物の建築学的分析 八戸工業大学教授 高島　成侑



また、試料 （出土遺物）の鑑定及び同定並びに分析は、次の方々に依頼 した。

（順不 同、敬称略）

火山灰蛍光Ｘ線分析　　　　　　　奈良教育大学教授　　　　三辻　利一

須恵器の胎土分析による産地同定　奈良教育大学教授　　　　三辻　利一

炭化材の樹種同定　　　　　　　　元奈良教育大学教授　　　嶋倉巳三郎

鉄器の金属学的解析　　　　　　　岩手県博物館専門学芸員　赤沼　英男

石　質　鑑　定　　　　　　　　　県立八戸高等学校教諭　　松山　　力

　　　　　　　　　　　　　　県立板柳高等学校教諭　　山口　義伸

　　これらの結果については、次年度刊行の遺物編に掲載する。

１０　調査並びに報告書作成にあたり、次の機関 ・諸氏にご指導をいただいた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略 ・順不同）

　　林 謙作 ・小林 達雄 ・須藤 隆 ・設楽 博巳 ・千葉 孝弥 ・長島 栄一 ・千田 和文 ・

　田村　俊之 ・岡村　道雄 ・高橋　与衛門



目 次

（第 １分冊 ・本文編）

　序

例　言

目　次

第 Ⅰ章　調査に至る経過と調査要項

　第 １節　調査に至る経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

　第 ２節　調査要項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２

第 Ⅱ章　調査方法 と調査の経過

　第 １節　調査方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６

　第 ２節　調査の経過　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７

第Ⅲ章　遺跡の環境

　第 １節　遺跡周辺の地形　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １１

　第 ２節　遺跡周辺の地質　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １３

　第 ３節　遺跡の歴史的環境　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８

第Ⅳ章　検出遺構

　第 １節　竪穴住居跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２０

　第 ２節　掘立柱建物跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３３

　第 ３節 土壙 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　１５２

　第 ４節 溝 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３７５

　 第５節　鍛冶遺構　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１６

　第 ６節　製鉄炉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１７

　第 ７節　井戸跡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１８



（第 ２分冊 ・図版編）

１　 竪穴住居跡

２　 掘立柱建物跡

３　 土壙

４　 溝

５　 鍛冶遺構

６　 製鉄炉

７　 井戸跡

４２１

５８５

６０３

８６０

８９０

８９２

８９４

写真図版 ８９５

付図―１　 竪穴住居跡 ・溝

　　―２　 土壙 ・掘立柱建物跡

　　―３　 縄文時代の土壙





第Ⅰ章　調査に至る経過と調査要項

第 １節　調査に至る経過

　昭和４４年に東北電力株式会社の青森中央制御 （変電）所建設工事の際に、青森市教育委員会

が調査を行い、土師器、須恵器が出土 した （県埋文報第４９集 ：１９７９）ことがある。

　東北電力株式会社では、津軽地方の電力需要の増加に対応するため、青森中央変電所の南側

に新青森変電所の新設を計画 した。そのため昭和５３年 ４月２５日、県教育委員会に対 して、埋蔵

文化財の分布調査 を依頼 し、昭和５３年 ９月下旬、５６，４００㎡の建設予定地を調査 したところ、そ

のうちの４２，０００㎡が平安時代の遺跡であることを確認 した。この遺跡は、小字名をとって朝日

山遺跡 と命名し、東北電力株式会社青森支店長に埋蔵文化財包蔵地 （遺跡）である旨の通知を

出 した。

　東北電力株式会社では、搬入道路部分１，０００㎡だけの発掘調査を昭和５７年 ５月１４日に依頼 し

てきた。

　県教育委員会文化課では、昭和５７年 ８月２３日か ら１０月２日まで発掘調査を実施 した。調査中

に道路造成計画の変更から調査面積は１，０００㎡から７２０㎡に変更 されたが、狭い面積の割に、平

安時代の住居跡１７軒、土壙 ３基、溝１４条などが重複 して検出された。

　 この、第 １次調査の成果は、昭和５９年 ３月末に県埋蔵文化財調査報告書の第８７集として刊行

された。

　平成元年１０月９日に平成 ２年度発掘予定地の現地踏査が、東北電力株式会社、教育庁文化課、

県埋蔵文化財調査センターの関係者が参加 して行われ、調査期間、調査面積、排土地、プレハ

ブ用地、費用、報告書刊行等について協議された。

　 平成 ２年度の発掘調査は、搬入路新設に伴う第 ２次調査で、調査予定地は、第 １次調査の南

側に隣接 している。当初、平成 ２年で調査を終了する見込みであったが、予想以上に遺構数が

多 く、重複の度合いが著 しいため、遺構の新旧関係の把握 も難 しく、調査期間を延長 しても年

度内の調査完了が困難 となり、平成 ３年度 も発掘調査 を継続することになった。

　 平成 ３年度は、前年度の残 りを発掘調査する予定であった。 しかし、変電所本体工事予定範

囲内の立木伐採後に竪穴住居跡 とみ られる凹地や遺物の散布が認められた。関係機関が協議 し

た結果、遺跡の範囲確認のため、調査期間を延長 して試掘調査 を併行させることとなった。

　 試掘調査の結果、本体工事予定範囲のほぼ全体に遺構、遺物の分布が確認され、今後も継続

－ １ －



して発掘調査 が行 われる ことになった。 そ して、調査 の総 対象面積 も１１０，０００㎡ と拡大 し、遺

跡 も広大で、地形的 に も分割が妥当 と思 われるこ とか ら、教育庁文化課 では遺跡名 を改称 し、

３分割す る方法 （朝 日山（１）・（２）・（３）） を採用す るこ とになった。

（北林八洲晴）

第 ２節 調 査 要 項

平成 ２年度

１　 調　査　目　 的

　　東北電力株式会社新青森変電所新設事業の実施に先立ち、当該地区に所在する朝 日山遺跡

　の発掘調査 を行い、その記録保存 を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２　 調　査　期　間

　　　平成 ２年 ７月 ２日から同年１１月１６日まで （当初予定　平成 ２年 ７月 ２日から同年１０月３１

　　 日まで）

３　 遺跡名及び所在地

　　　朝 日山遺跡　青森市大字高田字朝 日山４２２― ２・３、４２３― １・２

４　 調　査　面　積

　　　４，２００平方メー トル

５　 調 査 委 託 者

　　　東北電力株式会社青森支店

６　 調 査 受 託 者

　　　青森県教育委員会

７　 調査 担 当機 関

　　　青森県埋蔵文化財調査センター

８　 調 査協 力 機 関

　　　青森市教育委員会、東青教育事務所

９　 調 査 参 加 者

　　　調査指導員　村越　　潔　　弘前大学教授 （考古学）

　　　調査協力員　花田　陽悟　　青森市教育委員会教育長

　　　調 査 員 高島 成侑 　八戸工業大学教授 （建築史）

　　　　　　　　　山口　義伸　　青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

　　　　　　　　　遠藤　正夫　　青森市教育委員会社会教育課主幹 （現、課長補佐）（考古学）

－ ２ －



葛西　　励　　青森山田高等学校主事教諭 （考古学）

調査担当者

　青森県埋蔵文化財調査センター

　調査第二課　課　　長　北林八洲晴 （現、総括主幹、調査第一課長）

　　　　　　　総括主査　成田　滋彦 （現、主幹）

　　　　　　　主　　査　白鳥　文雄

　　　　　　　主　　事　成田　　悟

　　　　　　　主　　事　中嶋　友文

　調査補助員　木村　功、蝦名　芳純、坪谷　光明、奥崎　晋、神山　温子、福士　敦

　　　　　　　子、後藤　優子、佐藤　由紀子

平成 ３年度

１　 調　査　目　 的

　　東力電力株式会社新青森変電所事業の実施に先立ち、当該地区に所在する朝 日山遺跡の発

　掘調査を行い、その記録保存を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２　 調　査　期　間

　　平成 ３年 ４月 ８日から同年１１月１５日まで （当初予定　平成 ３年 ４月 ８日か ら同年 ７月３１日

　まで）

３　 遺跡名及び所在地

　　　朝 日山遺跡　青森市大字高田字朝日山４２２―２ ・３ほか

４　 調　査　面　積

　　　総対象面積　　　１１０，０００平方メー トル

　　　発掘調査面積　　　５，４００平方メー トル （平成 ３年度）

　　　試掘調査面積　　　６，０００平方メー トル

　　　当初予定面積　　　６，２００平方メー トル

５　 調 査 委 託 者

　　　東北電力株式会社青森支店

６　 調 査 受 託 者

　　　青森県教育委員会

７　 調査担当機関

　　 青森県埋蔵文化財調査センター

８　 調査 協 力 機 関

－ ３ －



　　 青森市教育委員会、東青教育事務所

９　 調 査 参 加 者

　　 調査指導員　村越　　潔　　弘前大学教授 （考古学）

　　 調査協力員　花田　陽悟　　青森市教育委員会教育長

　　 調 査 員 高島 成侑 　八戸工業大学教授 （建築史）

　　　　　　　　 山口　義伸　　青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

　　　　　　　　 遠藤　正夫　　青森市教育委員会社会教育課主幹 （現、課長補佐）（考古学）
　　　　　　　　 葛西　　励　　青森山田高等学校主事教諭 （考古学）

　　 調査担当者

　　　 青森県埋蔵文化財調査センター

　　　 調査第一課　総括主幹

　　　　　　　　　 課 長 北林八洲晴

　　　　　　　　　 主　　査　白鳥　文雄

　　　　　　　　　　　 〃　　 岡田　康博

　　　　　　　　　 主　　事　下山　信昭

　　　　　　　　　　　 〃　　 羽柴　直人 （現、（財）岩手県文化振興事業団、埋蔵文化財セン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ター文化専門調査員）

　　　　　　　　　　　 〃　　 木村　　高

　　　　調査補助員　福士　敦子、奥崎　晋、北風　州康、相馬　和徳、神山　温子、後藤

　　　　　　　　　 優子、成田　和世

平成 ４年度

１　 調　査　 目　的

　　東力電力株式会社新青森変島所事業の実施に先立ち、当該地区に所在する朝 日山遺跡の発

　掘調査を行い、その記録保存を図 り、地域社会の文化財の活用に資する。

２　調　査　期　間

　　　平成 ４年 ４月１３日から同年１１月１３日まで （当初予定　平成 ４年 ４月１３日か ら同年１１月２７

　　 日まで）

３　 遺跡名及び所在地

　　　朝 日山遺跡　青森市大字高田字朝 日山４２２―２・３ほか

４　 調　査　面　積

　　　総対象面積　　　１１０，０００平方メー トル

　　　調査対象面積　　　２０，０００平方メー トル （平成 ３年度）
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　　 試掘調査面積　　　２８，２００平方メートル （粗掘り含む）

５　 調 査 委 託 者

　　 東北電力株式会社青森支店

６　調 査 受 託 者

　　 青森県教育委員会

７　調査担当機関

　　 青森県埋蔵文化財調査センター

８　調査協力機 関

　　 青森市教育委員会、東青教育事務所

９　調 査 参 加 者

　　 調査指導員　村越　　潔　　弘前大学教授 （考古学）

　　 調査協力員　花田　陽悟　　青森市教育委員会教育長

　　 調 査 員 高島 成侑 　八戸工業大学教授 （建築史）

　　　　　　　　 山口　義伸　　青森県立板柳高等学校教諭 （地質学）

　　　　　　　　 遠藤　正夫　　青森市教育委員会社会教育課主幹 （現、課長補佐）（考古学）
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第 Ⅱ章　調査方法と調査の経過

第 １節 調 査 方 法

（調査区の設定）

　調査区の基準軸線は、当初、昭和５７年度の軸線を延長 しようとしたが、当時の杭等が残って

いなかったことから、新規に設定 した。軸線は東北電力株式会社新変電所用地の工事用道路部

分の南東端境界杭と、この線上の近接 した境界杭を結んだ線を延長 して基準軸線 とした。

　この、軸線に沿って ４ｍ四方のグリッドを設定 した。グリッドは北方向にアルファベ ットの

大文字を、西方向に算用数字を付 して、この組合せにより南東隅の杭の番号で呼称 した。軸線

の基準 とした境界杭はＦ―８である。平成 ３年度にはいり、遺跡の範囲が南方に広がったこと

から、当初のＡラインより南側は、アルファベ ット２文字で表示することとした。以下、南方

向へＢ―ＡＺＺ―ＺＹ～ＺＡ―ＹＺ～と表記 した。

　 この軸線は、以降の継続調査でも基準軸線 として延長 し、使用 している。

　軸線の南北軸は、磁北から６．７度東へ偏っている。

（粗掘 り及び試掘の方法）

　平坦部は、２０ｍ間隔に畦 を残 し標準土層 を確認 しながら調査 を進めた。丘陵部は、立ち木伐

採時に捨てられた枝や木根等の制約から、まず、これらのまばらな部分を手掘 りで粗掘 りし、

遺物の出土状態を確認 した上で、重機 （バ ックホウ）によって上物の処理をした。また、表土

の上面を同様に剥ぎ取 り、全体の粗掘 り及び試掘を行った。

（遺構の調査方法）

　遺構は、各種類ごとに、確認順に番号を付 した。精査中に、遺構と断定できないものについ

ては、欠番としたものもある。

　精査においては堆積土の状態を観察するために、セクション・ベル トを適宜設けた。また、

規模の大小によって、 ４分法、 ２分法、その他を用いた。

　 遺構の実測の縮尺は、２０分の １を基本とした。また一部、規模の大小によって縮尺を変えた

ものもある。

　 遺構内の堆積土は、算用数字を付 して呼称 した。

　 記録保存のため、モノクロームフィルム及びリバーサルフィルムを使用 して、適宜、写真撮

影を行った。
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（遺物の取 り上げ方法）

　遺構内か らの出土遺物は、遺構 ごとに出土地点及 び層位 ・標高 を記録 して取 り上げ た。

　遺構外か らの出土遺物は、 グ リッドごとに層位 ・標高 を記録 して取 り上 げた。一部散発的 に

出土 した もの について はグリ ッド ・層位だ けを記録 して取 り上げ た もの もあ る。

　遺物の取 り上げ に際 して は、種類 ごとに色分 け した カー ドを使用 した。

（土器 ―白カー ド ・石器―青 カー ド ・その他 ―赤 カー ド）

　カー ドにはそれぞれ、遺構名 ・出土 グ リッ ド・層位 ・取 り上げ 日時 を明記 した。

（白鳥　文雄）

第 ２節 調 査 の 経 過

　平成 ２年 ７月２日、遺跡内へ調査資材を搬入 し、調査を開始 した。

　調査は、 ２チーム編成で行い、前半は白鳥チームが単独で、 ９月からは成田チームが合流す

る予定で進め られた。

　調査は、調査区の草刈 りから始め、併行 してグリッドの設定を行った。調査の基準 となる軸

線は当初、昭和５７年度の軸線を延長 しようとしたが、当時の杭等が残っていないことから、東

北電力株式会社の用地の境界杭を基準として新規に設定することにした。

　粗掘 りは、グリッドに沿って ４ｍごとに トレンチを設け、表土の厚 さ及び遺構 ・遺物の密集

度 を確認することを前提に行った。

　 ７月２７日には、高田公民館において、関係者が集 まり調査打合せ会議 を行 った。

　 ８月にはいり調査区全体の様子が把握で きるようになった。この時点で調査区に続 く低位段

丘面上に遺物の散布が認められたため、 １ｍ四方の小 トレンチを数箇所設けた。この結果、平

安時代のものと考えられる遺構の一部を確認 した。

　 また、調査区全体では、当初の予想をはるかに越えた遺構の密集が認められ、調査予定期間

内での終了が困難 となった。このため、 ９月から他チームから何人かずつの応援 を得ることに

なった。

　 ９月にはいり、成田チームが合流 したが、調査の経過に伴 って、遺構の重複が著 しいことが

明らかになり、当センターをあげての本格的な応援体制を組むことになった。

　全面的な応援にもかかわらず、予定期間内での調査終了は難 しい状態 となったため、県教育

庁文化課を通 し原因者 との協議を重ねた。この結果、調査期間を１１月１６日まで延長することと

し、また、平成 ３年度に未調査範囲の調査を行 うことが決定 された。
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　１１月にはい り、当センター職員のほぼ全員の応援を得て調査を行い、１１月１６日、平成 ２年度

の調査 を終了した。

　平成 ３年度にはい り、 ４月 ８日から調査を再開 した。調査範囲は、平成 ２年度の残 り部分と

２年度に確認 した丘陵部の一部が加わった。調査は、 ２チームを主体 として行ったが、 ４月中

旬か ら同月末までは、担当者のほかに、セ ンターから十数名の応援を得て調査を実施 した。

　冬期間には、東北電力株式会社の用地全域の立木の伐採が行われてお り、丘陵地の全体像が

把握で きるようになっていた。

　この山林伐採に伴う木材搬出用の仮設道路から、遺物の散布が確認され、また数基の落ち込

みも確認された。このことから手掘 りの試掘に調査方法を切 り替え、平安時代の竪穴住居跡な

ど、遺構の存在 も確認 された。このため、丘陵地全体に遺跡の範囲が広がることが示唆された。

　 ４月２０日には、高田公民館において関係者が参集 し調査打合せ会議が行われ、この席上で、

原因者か ら工事の工程に伴い、引渡 しが急がれる範囲の提示がなされ、この部分の調査を最優

先 させることとなった。また、遺跡範囲の拡大に伴 う今後の計画について、見直 しを行 う事な

どを申し合わせた。

　 ５月にはいり、低位丘陵部の表土剥 ぎを行い、試掘先行で遺構数の把握に努めた。 この結果

当初の予想に反 し、低位段丘面か ら遺構が連続 していることが分か り、調査期間の延長につい

て教育庁文化課を通 じ協議することとなった。同月下旬に、新変電所建設用地の全体について

遺跡範囲の確認を優先することが協議 され、試掘調査 を行 うこととなった。このため、６月に

はい り、４月当初に確認 された落ち込み及び主要な平場 を手掘 りによって試掘調査 し、また、

表面採集を行 った結果、新たに遺物の散布及び遺構 らしい落ち込みを確認 した。この結果 をも

とに、南東側丘陵部及び、沢を隔てた西側丘陵の斜面にも試掘 を行 うこととなった。立木伐採

後の下枝等が用地全域 を覆っていたため、同月中旬に重機 を導入して残材処理と表土剥 ぎを行

い、試掘 トレンチを設定 して調査 を行 った。この試掘により、遺跡範囲がほぼ新変電所建設用

地の全域に広がる可能性が高くなり、この旨を、東北電力株式会社及び教育庁文化課に伝えた。

また、低位段丘部の調査終了及び引渡しを７月１０日とすることとなった。

　 ７月にはい り、調査期間を１１月１５日まで延長することが決定 し、当初の調査予定範囲を変更

し、試掘調査によって、より正確な遺跡範囲及び調査の必要範囲の確定が原因者から要請があっ

た。また、精査作業はこれと併行 して行 うこととなった。調査対象範囲は実質の工事対象部分

の約７５．０００平方メー トルとした。用地全体の遺跡範囲確認調査 は７月下旬から９月上旬まで行

い、試掘の範囲の増加に伴い１０月には、対象面積 を新変更所建設用地全域の１１万平方メー トル

に変更 した。

　 ９月下旬、試掘結果から立木の未伐採部分を除いて、遺跡の範囲と最小限の調査必要範囲を
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まとめ、教育庁文化課 を通 し原因者に提示 した。

　１０月初旬、東北電力株式会社及び教育庁文化課との協議の結果、東北電力株式会社から、調

査の必要範囲を最終的には全面調査することを前提として、平成 ５年 ６月中に調査を完了 して

欲 しい旨の具体的な範囲 （約３万平方メー トル）が提示 された。

　これに基づき、次年度の調査 を迅速かつ省力化するため、該当する丘陵部の表土剥 ぎを重機

を使用 して行うこととした。

　遺構精査は、これらの試掘及び表土剥ぎと併行 して実施 し、試掘で確認された範囲中、工事

優先部分 （朝 日山 （２）遺跡）の調査を併せて行った。

　１１月にはいり、一部当センター職員の応援 を得て、同月１５日、平成 ３年度の調査を終了 した。

　平成 ４年度は、４月１３日から調査を開始 した。当初は、 ３年度に連続する平安時代の遺構を

精査 し、６月初旬から丘陵部の調査に移行 した。丘陵部は当初、当該時期の遺構が散発的に存

在すると考えられたが、調査の進展に伴い、丘陵全体から縄文時代の土壙群が検出されはじめ

た。

　調査は、調査区域全域にある伐採後の根の処理に手間取ったが、一部重機による排土や表土

剥ぎを併用したところ、当初に予定 した範囲の調査は、円滑に消化 されていった。また、遺構

の精査 と併行 して、平成 ５年度調査予定地内の排土及び抜根と遺構確認を一部行った。

　１１月にはい り、これまで、遺構確認の因難であった丘陵南端部に存在する土壙の精査が調査

期間内での終了が困難になったため、調査期間を２週間延長 し、１１月２７日、無事平成 ４年度の

調査を終了 した。

（白鳥　文雄）
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第Ⅲ章 遺 跡 の 環 境

第 １節　遺跡周辺の地形及び地質について

青森県立板柳高等学校教諭　山　口　義　伸

１．地形 につ い て

　 陸奥湾は西側が津軽半島に、東及び北側が下北半島に囲まれている。その陸奥湾南岸に舌

状に張 り出 した夏泊半島を境に して東西両側の湾奥部が各々青森湾、野辺地湾と呼ばれてい

　る。

　 青森平野は、北側が青森湾に面 し、西側が南北性の直線的な急崖で もって丘陵地に接 して

いる。この北側及び西側を２辺とし、また南西方の小館から横内を通 り東方の幸畑を結ぶ線

　を斜辺とするほぼ直角三角形に囲まれた範囲に位置する沖積平野である。

　 西側の丘陵地は、南から都谷森山 （３５１ｍ） ・坊主畑山 （２２０ｍ） ・高陣馬山 （２０８ｍ） ・

天狗平山 （１７３ｍ）・高頭森山 （２３３ｍ）・栄山 （１４４ｍ）・鳥屋森 （１８２ｍ）・鷹森山 （１６２ｍ）・

女蛇山 （１５４ｍ）などが連なり、約１０ｋｍの東西幅で もって北方へ張 り出している。新城川、

沖館川などの深い侵食谷の発達により開析度が大 きい ものの、頂部付近には多少ではあるが

　まだ平坦面が残っていて全体的には北方への緩傾斜面 となっている。丘陵地北端にあたる新

城付近では標高約５０ｍまで高度を下げている。なお、本遺跡の南西方にあたる、この丘陵地

の高陣馬山東方の標高約２００ｍ付近には青森空港が位置 している。本丘陵地の北側には、お

　よそ新城川を境として梵珠山地が位置 している。

　 南側の火山性の台地は八甲田山北麓に連続 していて、いわゆる 「田代平熔結凝灰岩」 と呼

ばれる火砕流堆積物から成 り立っている。 この台地は約 ５／１００と西方の丘陵地よりはやや

急勾配ではあるが北西方に緩傾斜 し、市街地南方の、斜辺にあたる小館―横内―幸畑を結ぶ

線付近でこの火砕流堆積物が平野下に埋没 しているといわれている （中川１９７２）。この台地

　を侵食する主な河川として、入内川 ・荒川 ・合子沢川 ・横内川 ・駒込川などがあり、このう

ち荒川が合子沢川及び横内川と青森平野内で合流 して堤川 となって青森湾に注いでいる。ま

た、入内川は西部丘陵地の東縁部をほぼ南北に直線的に流れる構造谷であって、およそ西部

丘陵地と南部の火山性台地との境としている。なお、現状では河川改修により遺跡南方の高

田集落付近で堤川と合流する形 となっている。これらの河川はいずれも八甲田連峰に源を発

　し、深いＶ字谷 をなして北北西流して青森平野に達 している。

－１１ －



　平野部周辺に発達 している段丘地形をみてみると、上位から、豆ノ坂段丘 （標高３０～５０ｍ）、

浪館段丘 （標高１５～２０ｍ）、そ して諸河川沿岸にみられる低位段丘 （標高約１０ｍ）のおよそ

３段である。しかし、中位の浪館段丘の発達がやや良好なものの、他の段丘はきわめて小規

模かつ断片的な分布 を示すのみである （中川１９７２）。全体的に各段丘の構成層及び段丘相互

の関係を知る露頭が少なく、詳細については不明な点が多い。主に西部丘陵地の北縁部にあ

たる浪館―三内―石江付近及び丘陵地東縁部に中位段丘としての浪館段丘が顕著に分布 して

いて、また南側の火山性台地の北縁にあたる小館―横内―幸畑付近にも断片的ではあるが分

布 している。高位段丘としての豆ノ坂段丘は西部丘陵地の北縁部にあたる三内霊園 ・県総合

運動公園付近にわずかに分布している （水野 ・堀田１９８２）が、西部丘陵地の東縁部において

は露頭が少な く、細越字栄山西方約７００ｍの標高約７０ｍ付近においてその分布 を確認したの

みである。図 １の地形分類においては省略した。

　平野部は、市街地南方の安田―笹崎線を境として、北の陸奥湾側は標高約 ６ｍ以下の三角

州性の低地及び海岸線の小浜付近に認められる砂州と堤間湿地であ り、南方の火山性の台地

側は扇状地性の地形を成 している。なお、堤川 （荒川）沿いには自然堤防が発達 していて、

高田 ・荒川 ・金浜などの集落が古 くからこの微高地に立地 している （図 １）。

　青森環状野内線は、市街地を通過 して、西部丘陵地の東縁部に分布する中位段丘相当面上

に立地する安田、栄山、浅田の各集落を通って南下 してきたあと、沖積平野に立地する高田

集落に向かって左折 している。朝 日山遺跡は、県道が高田集落に向かって左折する直前の、

前方 （南方）の同段丘面上に構築されている東北電力青森制御所の南側に位置 している。

　 本遺跡の調査区域は西部丘陵地の東縁部、特に栄山 （標高１４４ｍ）の東方約 １ｋｍ地点の中

位段丘相当面 （標高３０～４０ｍ）及び西接する小丘地 （標高７０～８０ｍ）上に位置している。遺

跡周辺に分布する中位段丘相当面は浪館―三内―石江付近に分布する同段丘面よりも約１０ｍ

も標高が高 く、東西幅が１００～２００ｍと小規模であって東方に向かってやや急傾斜 している。

ただ、青森空港へ通 じる朝 日山集落付近 より南方では本段丘面は分布 していないようである。

また、西部丘陵地の東縁部に認められる侵食谷はすべて東流 していて、河床勾配が急で距離

が きわめて短い。谷底が深 くＶ字状の形状を成 している。朝日山集落付近より南方では丘陵

地 と沖積平野との間には比高１５０ｍ以上の急崖が認められるが、本遺跡付近より北方では５０ｍ

以下の急崖で もって段丘面と接 している。

　 遺跡北端には小谷があって、丘陵地において北流 したのちに東流 している。この小谷の侵

食作用により栄山を擁する丘陵地か ら分離 した２つの小丘地 （標高７０～１００ｍ及び標高７０～

８０ｍ）が認められる。

　 中位段丘相当面上に構築された平安時代の竪穴住居跡の検出状況をみると、耕作による削
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平及び攪乱 もあるが、その東壁側が確認できなかった り周溝底部のみの存在であった りとい

　う状況であった。このことから段丘面の東方への傾斜がいかに大きかったかが理解できる。

なお、この段丘面は東方に展開する堤川 （荒川）の野沢付近を扇頂部とする扇状地とは比高

　３～ ５ｍの急崖でもって接 している。

　　また、中位段丘に西接する標高７０～８０ｍの小丘地も本遺跡の調査区域に該当 し、段丘面と

　は比高約３０ｍの急崖が認められる。この小丘地から東方の段丘面に向かって小規模に張 り出

　している痩せ尾根には縄文時代後期～晩期を中心とした土壙群が検出され、また小丘地の稜

線部には主に平安時代の竪穴住居跡が検出された （図Ａ）。

２．地 質 につ い て

　 青森平野を取 り組む西部丘陵地及び南部の火山性台地はいずれも新期火山噴出物から成 り

立ち、平野部は扇状地及び三角州堆積物等から成 り立っている。

　 西部丘陵地は、新城～鶴ヶ坂付近を模式地とする鶴ヶ坂層及び岡町層を基盤としている。

　 鶴ヶ坂層は塊状無層理の暗灰色浮石質凝灰岩 （石英安山岩質）で、熔結度がきわめて低い。

層厚２０ｍ以上で、模式地では１００ｍを越えるもの と思われる。浮石粒 （５～１０ｃｍ、最大１５ｃｍ

以上）および石質岩片をかな り多量に含んでいるのが特徴的である。ただ、鶴ヶ坂において

　は浮石の風化が進み粘土質となっている。重鉱物組成では、多い順に、磁鉄鉱＞紫蘇輝石＞

普通輝石となっていて、角閃石を確認することができなかった。

　　岡町層は鶴ヶ坂層を不整合に覆い、層厚約２０ｍ以上である。凝灰質砂を主 とし、礫 ・粘土 ・

　シル トを伴う。多 くは薄成層をなし、一部に斜交層理を示 しているところもある。

　 八甲田山北麓に連続する南部の火山性台地は、上述のように、北八甲田の田代平カルデラ

の形成に関係する田代平熔結凝灰岩の流出によって形成されたものである。また、この凝灰

岩の弱熔結～非熔結部が西部丘陵地の基盤岩をも覆い、厚 く堆積 している。

　　ところで、鶴ヶ坂層及び田代平熔結凝灰岩について、村岡 ・長谷１９９０は各々八甲田第 １期

及び第 ２期火砕流堆積物と命名 し、いずれもその噴出源を八甲田カルデラに求めている。そ

　して、鶴ヶ坂層の噴出年代をＫ―Ａｒ年代等によりおよそ６５万年前、田代平熔結凝灰岩をお

　よそ４０万年前と推定 している。

　 段丘構成層をみると、高位の豆ノ坂段丘は田代平熔結凝灰岩を不整合に覆い、下部に安山

岩の円礫 （径 ５～３０ｃｍ）を主 とした礫層 （厚さ約 ５ｍ）、上部に三内火山灰層 （赤褐色粘土

質火山灰を基本とし、基底部及び中位に黄色浮石層をもつ）をのせている。まだ不明な点が

多 く、段丘構成層及び分布範囲等の詳細な調査が必要である。

　　沖館段丘は、その構成層により２～ ３段に細分化されるものと考えられる。丘陵地縁辺の

三内～近野～栄山付近にかけては三内火山灰層上半部直下に浮石質粘土及び同質砂の堆積を
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主な構成層 とする段丘面が分布 し、三内丸山遺跡～安田及び本遺跡付近では斜交層理の発達

した浮石質砂 （あるいは粘土）の上に降下火山灰相の八戸火山灰層 （中川１９７２）が堆積する

段丘面が分布 している。今後、上位段丘と同様に詳細な調査が必要である。

　本遺跡周辺では田代平熔結凝灰岩を不整合に覆って、下位から砂礫層 ・泥炭層 ・浮石質粗

粒砂層 ・砂質粘土層が堆積 し、その厚さは約 ３～ ４ｍである （図 ２）。

　次に、調査区域内の土層の概要について述べたい。段丘面 と小丘地 とでは土層の堆積状態

が異なるので、区別 して記述することにする。

　小丘地においては、基盤をなす田代平熔結凝灰岩の非熔結部にあたる暗灰褐色～暗灰色の

粗粒砂質凝灰岩が露出していて割れ目に酸化の染みが認められる。白色浮石 （径 １～５ｃｍ大）

を含み、非常に緻密である。基盤岩の上には段丘礫層がなく、段丘面に堆積する降下火山灰

相の黄褐色浮石質火山灰が直接覆っている。

　Ⅰ 層　黒褐色土層 （厚 さ約１０ｃｍ）

　　　　　 表土。粘性 ・湿性に欠け、ソフトな感 じである。

　 Ⅱ層　暗褐色土層 （厚さ１０～５０ｃｍ）

　　　　　 粗粒砂及び浮石粒が混 じるローム質土である。粘性 ・湿性があるものの、全体的

　　　　 にしまりに欠け格子状の割れが 目立ちソフ トな感 じを受ける。検出された遺構の確

　　　　 認面である。

　 Ⅲ層　黄褐色浮石質火山灰層 （厚さ０～２０ｃｍ）

　　　　　 中川１９７２の降下火山灰相の八戸火山灰層に相当する。やや粗粒の火山砂質で非常

　　　　 に緻密である。小丘地の頂部付近にて確認できるが、斜面においては崩落等によっ

　　　　 て局部的な堆積を示すのみである。直下に暗茶褐色ロームのクラック帯を伴 う。

　 Ⅳ層　浮石質砂層 （厚 さ２０～２００ｃｍ以上）

　　　　　 基盤の粗粒砂質凝灰岩層の風化再堆積層であって、特に斜面で厚 く堆積 している。

　　　　 赤褐色を呈する酸化層が横縞模様をなし斜面下方へと傾斜 している。斜面下方ほど

　　　　 厚 く堆積 している。頂部付近は緑灰色を呈 し、約２０ｃｍと薄いが、斜面下方に向かう

　　　　 につれて灰白色の浮石質中～粗粒砂に層相変化 して浮石粒 （径 １～５ｃｍ）の混入が

　　　　 目立っている。

　 Ⅴ層　基盤岩

　　　　　 暗灰褐色～暗灰色の粗粒砂質凝灰岩で、浮石粒の混入が 目立つ。塊状無層理で、

　　　　 ほぼ均一な層相を示 していて、田代平熔結凝灰岩の非熔結部にあたる。小丘地北端

　　　　 の緩斜面にあたるＫ～Ｏ―４０～４５グリッド付近ではガラス質凝灰岩になっていて、

　　　　 やや縞模様が認め られる。
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　次に、中位段丘相当面に堆積する土層について述べたい。小丘地での層区分とは必ず しも

一致 しない。なお、検出遺構の覆土中に降下火山相の細粒火山灰が堆積 しているのを確認で

きた。おそらくは苫小牧火山灰 （Ｂ―Ｔｍ）及び十和田ａ降下火山灰 （Ｔｏ―ａ）と思われ

る。

　 Ⅰ層　黒褐色土層 （厚 さ２０～８０ｃｍ）

　　　　　耕作土。全体的に耕作により削平及び攪乱を受けている。このために下位層の粒

　　　　子状の混入量が多 く、また出土遺物 も縄文時代～平安時代 と幅が広い。Ｍ～Ｏ―２０

　　　　ラインにおいては、混入物及び土相の特徴からⅠａ～ Ⅰｅ層の ５層に細分 された。

　Ⅱ層　黒色土層 （厚 さ１０～２０ｃｍ）

　　　　　粘性 ・湿性があり、腐植質である。ローム粒の混入が 目立つ。 Ⅰ層が耕作土 とい

　　　　うこともあるが、本層上面にて平安時代の遺構を確認することができた。特に、遺

　　　　構の確認にあたっては本層中に堆積すると考えられる降下火山灰 （Ｂ―Ｔｍと思わ

　　　　れる）の堆積が鍵となっているようだ。ちなみに、朝 日山 （県埋文報８７集）におい

　　　　て もこの事実が報告されている。

　Ⅲ層　暗褐色土層 （２０ｃｍ）

　　　　　ローム層への漸移層で、遺物は出土 していない。粘性 ・湿性があ りしまっている。

　　　　やや砂質で、小礫サイズの円礫 （安山岩礫など）を含むことが多い。

　Ⅳ層　黄褐色浮石質火山灰層 （２０～３０ｃｍ）

小丘地でのⅢ層に同じ。耕作によりⅡ～Ⅳ層あるいはⅤ層 まで攪乱され欠如 していること

　　　　が多い。

　Ⅴ層　浮石質粘土層 （１００ｃｍ以上）

　　　　　段丘構成層で、やや砂質に富む部分 との互層になっている。全体的に薄成層を成

　　　　しているが、乱堆積の状態が認められる。最上部にはクラック帯が認められる。粘

　　　　土層の下位には浮石質砂層 （１～１．５ｍ） ・泥炭層 （０．５～ １ｍ） ・砂礫層 （約 １ｍ）

　　　　が堆積 していて、田代平熔結凝灰岩を不整合に覆っている。

引用 ・参考文献

　東北地方第四紀研究グループ　１９６９　東北地方における第四紀海水準変化　 日本の第四系　地学団体研

　究会専報１５号

　中 川 久 夫 １９７２ 青森県の第四系 青森県の地質 青森県

　青森県教育委員会　１９７４　近野遺跡発掘調査報告書 （Ⅱ）　 県埋文報告書第２２集

　青森県教育委員会　１９７８　近野遺跡　県埋文報告書第４７集

　岩井武彦 ・大久保貢 ・沢田庄一郎　１９８２　５万分の １表層地質図 「青森西部」及び同説明書　土地分類

　基本調査 「青森西部」　 青森県
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水野　裕 ・堀田報誠　１９８２　 ５万分の １表層地質図 「青森西部」及び同説明書　土地分類基本調査 「青

森西部」　 青森県

青森県教育委員会　１９８３　朝 日山 県埋文報告書第８７集

松山　力 ・大池昭二　１９８６　十和田火山噴出物 と火山活動　十和田科学博物館Ｎｏ４

村岡洋文 ・長谷紘和　１９９０　黒石地域の地質　地域地質研究報告 （５万分の １地質図幅）　 地質調査所

第 ３節　遺跡の歴史的環境

　朝日山遺跡は青森平野の西方の段丘面及び後方にのびる丘陵地に位置 している。段丘及び丘

陵地帯は、青森平野 を弧状に囲んでお り、この連続する台地上には、本遺跡のみならず多 くの

遺跡の存在が確認 されている。 また、段丘下位の現水田面下にも、一部の遺跡の存在が確認さ

れている。

　本遺跡周辺の遺跡は、第 １図のとお りであるが、Ｎｏ２６の細越遺跡は、発掘調査を行 なった遺

跡としては、もっとも近接 した遺跡である。また、 ２ｋｍ北に位置する細越館遺跡 （Ｎｏ２５）から

は、青森県内では最 も古い土師器が出土 している。

　本遺跡周辺での調査報告では、明治２４年 ７月刊行の東京人類学会雑誌に、角田猛彦氏によっ

て、細越地区を中心 とした数箇所での発掘事例 と出土遺物の紹介がなされている。

　昭和４４年の夏には、朝 日山遺跡の一部 （現東北電力株式会社青森変電所地内）を青森市教育

委員会が中心 となって発掘調査 を行なっているが、この調査での報告書は刊行されていない。

　昭和５２年度には、青森県教育委員会によって前述の細越遺跡が調査 され、縄文時代晩期及び

平安時代 を中心 とした遺跡であることが確認 されている。

　昭和５７年度には、今回の調査区に接する北側部分 （７２０㎡）の発掘調査が行われている。調

査範囲が狭い割に、竪穴住居跡等が重複 して検出されている。

（白鳥　文雄）
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第Ⅳ章　検出遺構

　朝日山遺跡は、調査前は畑地 として耕作されており、平成 ２～ ３年度の調査区域 （段丘面）

は、著しく削平が行なわれていた。また、丘陵地にかかる部分には高さ３メー トル程の土盛が

なされていた。このため遺構は、上部がほとんど確認できないものが多 く、また、遺構間の重

複も著しく、全体形を把握できない遺構 も多数あった。

第 １節　竪穴住居跡

　竪穴住居跡は、低位段丘面から丘陵地の頂上まで構築 されている。特に、段丘面は著 しい重

複及び削平が認められ、丘陵の斜面では急傾斜地のため、斜面下側が確認できないものが多数

存在する。

　確認 した住居跡は、ほとんどが平安時代のものであるが、第 ３０１号竪穴住居跡は、縄文時代

中期末のものである。この住居跡については、本節の最後に記載 している。

第 ３号竪穴住居跡　　　（第 ４図）

［位置］　 Ｎ ・Ｏ―２１・２２グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため全体 のプラ ンは不 明であったが、住居 の南東部分及 び貼床

の一部 か ら確認 した。昭和５７年度 に調査 した残 り部分 である。

［重複］　 第８７号土壙、第 ２号溝 ・第 ３号溝 と重複す る。本住居跡 は第８７号土壙 より新 しく、

第 ２号溝及 び第 ３号溝 よ りは古 い。

［平 面形 ・規模］　 東壁 は４９４ｃｍであ る。全体 の平面形 は方 形 を呈す る もの と思 われる。主軸

方位 は概 ね Ｎ―５７°―Ｗで ある。

［堆積土］　 １６層 に分層で きた。暗褐色土 ・黒色土 を基調 とす る。全体 的にロームブロ ックが

混入 している。

［壁］　 重複及 び削平の ため、東壁 ・南壁 ・西壁 の一部 のみが残存 している。壁高 は東壁 で ５

～１５ｃｍ、南壁で１０～２０ｃｍ、西壁で４０ｃｍで ある。

［床面］　 第 Ⅳ層 を掘 り込 んでい る。

［周溝］　 東壁 ・南壁 ・西壁 にお いて一部 を確認 した。幅 は１４～３０ｃｍである。 なお、カマ ド部
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分には周溝は巡っていない。

［柱穴・ピット］　床面及び壁際から 4個の穴が検出された。いずれも本住居に伴うものかど

うかは判らない。

［カマド］　東壁南寄りに構築されている。袖は粘土をつき固めて構築し、芯材は使用されて

いない。燃焼部火床面は袖部のほぼ中央部分にあり下部は窪んでいる。直径は約40cmである。

火床面の奥には伏せられた土師器と半月状の扁平なの礫が支脚として設置されていた。煙道下

部は地山を掘り残して構築している。煙出し孔は検出できなかった。

［出土遺物］　覆土中より、土師器・須恵器片が出土した。

［その他］　出土した遺物から本住居は平安時代のものと考えられる。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（長瀬　　昇）

第 5号竪穴住居跡　　（第 6図）

［位置］　Ｏ－24・25グリッドに位置する。

［確認状況］　調査区域の北端にカマドの上面と落ち込みを確認した。昭和57年度に調査した

残り部分である。

［重複］　第 6号竪穴住居跡と重複しており、本住居跡が古い。

［平面形・規模］　確認した南壁は220cmである。前回調査した部分と合体すると、方形にな

ると思われる。面積は3.9㎡である。主軸方位はＮ－12°－Ｅである。

［堆積土］　暗褐色を主体としている。

［壁］　南壁は緩やかに立ち上がる。壁高は10～12cm程である。

［床面］　平坦で堅緻な造りである。

［周溝］　認められない。

［柱穴・ピット］　カマドの袖の下からピットを 1個確認した。

［カマド］　南壁東寄りに構築されている。残存状態はこの遺跡としては、良好であるが、煙

道部より上部は削平されて残存していない。燃焼部火床面は、明確でなく、焼土粒の散らばる

範囲は、直径25cmである。袖は床面に粘土をつき固めて構築しており芯材は使用されていない。

煙道下部は、地山を掘り残して構築している。煙出し孔は検出できなかった。

［出土遺物］　覆土中より土師器坏の破片が出土した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（三浦　孝仁）



第 ６号竪穴住居跡　 　　（第 ６図）

［位置］　Ｏ ―２５グ リッ ドに位置 する。

［確 認状 況］　 調査 区域 の北端 に落 ち込 み を確認 した。昭和５７年度 に調査 した残 り部 分である、

［重複］　 第 ５号 竪穴住居跡 と重複 してお り、本住居 跡が新 しい。

［平面形 ・規模］　 確認 した南壁 は３５０ｃｍで ある。前 回調査 した平 面形か ら、方形 にな ると思

われ る。面積 は１２．５㎡である。

［堆積土］　 晴褐色 を主体 としてい る。

［壁］　 南壁 は垂 直に立 ち上が る。壁 高 は４０～４５ｃｍ程であ る。

［床面］　 平坦で堅緻 な造 りであ る。

［周溝］　 認め られない。

［柱穴 ・ピ ット］　 深 さ１３ｃｍの ピ ットを １個確 認 した。

［カマ ド］　 昭和 ５７年度の調査 で東壁 北寄 りに確認 されてい る。

［出土遺物］　 この住居 跡の床面か ら、昭和 ５７年度の調査で刀 の鐔 が 出土 している。

（三浦　孝仁）

第１６号竪穴住居跡　　　（第 ７図）

［位置］　 Ｏ―２７グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 暗褐色土の落 ち込みか ら確認 したが 、東側 は削平 されていた。

［重複］　 第８０号溝 を破壊 して構築 されている。 また昭和５７年度 の調査 では、北側が 第 ８号住

居跡 に破壊 されていることが確認 されている。

［平面形 ・規模］　 南壁３３８ｃｍ、西壁 （３３４ｃｍ） の隅丸方形 である （東壁 、北壁 は第 ８号住居跡

に破壊 されて、計測不能）。

［堆積土］　 ４層 に区分で きた。堆積土 の大半 は浮石粒 を多量 に含 んだ褐色土 であ り、人為堆

積 と考え られる。 第 ４層 は黄褐色土 の貼 り床 である。

［壁］　 第Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 とし、壁高 は南壁 で、２０ｃｍ前後 である。壁 は急 に立 ち上がる。

［床面］　 第Ⅳ層 を床面 とし、ほぼ平坦 で堅緻 である。カマ ドの東側付 近では、黄褐色土 の貼

り床が施 されている。

［周溝］　 壁 直下 に幅 １６～４０ｃｍ、深 さ１０～２０ｃｍの壁溝 を検 出 した。昭和 ５７年度の調査 で も検 出

されてお り、それに よる とカマ ドを除いて一周 する もの と思われる。

［柱穴 ・ピ ット］　 昭和 ５７年度の調査で は北西 隅 に １個検 出されている （Ｐ１）。今 回の調査 で

は南東 隅 に １個検 出 した （Ｐ２）。 ともに周溝 内に検 出 され た。 Ｐ１は ３ｃｍ、 Ｐ２は２６ｃｍの深 さで

あ る。主柱穴 と考 え られる。

－２２ －



［カマ ド］　 東壁の南寄 りに構築されている。片袖 を確認できたのみで、カマ ドの遺存状況は

よくない。前庭部はいくぶん窪み、白色粘土により貼 り床が施 されている。燃焼部火床面は地

山を掘 り窪めて構築 している。焼土範囲は１７ｍ×３０ｃｍの楕円形で、片方の袖 しか検出できなかっ

たが、ほぼ中央に位置するものと思われる。袖は床面上に粘土をつ き固めて構築 しており、芯

材は使用されていない。煙道部下部は地山を掘 り残 した半地下式のものと考えられるが、明瞭

に確認できなかった。

［出土遺物］　 昭和５７年度の調査では、鉄器が出土 している。覆土中より土師器 ・須恵器が出

土 している。

［その他］　 本住居跡は北側を昭和５７年度に調査されているが、今回の調査でその全容を知る

ことができた。住居の営まれた年代 は、出土土器から１０世紀前半の ものと思われる。

（畠山　　昇）

第１９号竪穴住居跡　　　（第 ８図）

［位置］　 Ｆ―８・９グリッドに位置する。

［確認状況］　 東側の一部が調査区外にある。また削平及び重複のため全体像は把握できない。

［重複］　 第 ５号土壙と重複 し、本住居跡が古い。第２７号土壙 ・第２０号住居跡と部分的に接 し

ている。また、室町時代の第 １号掘立柱建物跡の柱穴数本により、床面が攪乱を受けている。

［平面形 ・規模］　 北壁は概ね確認できるが、東 ・西壁は一部分不明である。南壁は調査区外

にあると思われ、不明である。北壁 （３６０ｃｍ） ・東壁 （７０ｃｍ） ・西壁 （３１０ｃｍ）で、方形 または

南北にやや長い長方形 を呈すると考えられる。主軸方位はＮ―６８°―Ｗである。

［堆積土］　 暗褐色土 を基調 としており、ローム粒、炭化物粒 を混入する。部分的に後世の攪

乱を受けている。全体に軟質である。

［壁］　 第Ⅲ ・Ⅳ層 を壁 としている。立ち上が りは、ほぼ垂直である。壁高は床面までは５ｃｍ

程であるが、壁下の周溝の底までは５～１０ｃｍである。

［床面］　 中央部に貼 り床状のやや硬い面があるが、明瞭に貼 っているかどうかは不明である。

［周溝］　 北壁及び西壁下に床面より低い部分が連続 して確認されたが、周溝としては不明瞭

である。掘 り方の可能性 も考えられる。

［柱穴 ・ピット］　 確認できなかった。

［カマ ド］　 東壁北寄 りに、第 ５号土壙と重複 して焼土の広が りを確認 した。火床部の残存部

と考えられる。焼土範囲は３０×２０ｃｍ程の不整楕円形で、床面上に ５ｃｍ程盛 り上がって検出され

た。地山を５ｃｍ程掘 り込んで構築 している。火床部より上部の施設は削平のため存在 しない。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（白鳥　文雄）

－ ２３ －



第２０号竪穴住居跡　　　（第 ９図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ― ８ ・９グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 上部 は削平 されていたが 、残存状況 は他 の遺構 に比べ て良好 で、暗褐色土 の方

形のプ ランとして確認で きた。

［重複］　 第１９・２１～２４・６８・６９号竪穴住居跡 ・第 ６ ・７号土壙 ・第 １号掘 立柱建物跡 ・第２１

号溝 と重複 している。本住居跡 は第 ６ ・７号土壙 ・第 １号掘立柱建物跡 よ りも古 く、他 の住居

跡 よ りも最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁 （５１０ｃｍ）、南壁 （５２０ｃｍ）、西壁 （５３４ｃｍ）、北壁 （５１２ｃｍ）の方形 をなす。

面積 は２２．９ｍ２である。

［堆積土］　 １４層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、 ローム ・炭化物粒が混入す る。

第 ４層 中に苫小牧火 山灰 が混入 している。 自然堆積 と考え られ る。

［壁］　 重複 のため東壁 の残存状態 は不 良で、壁 高は１５ｃｍほ ど しか ない。重複や削平の攪乱 を

うけていない南壁 は約４０ｃｍの壁 高 をもつが、他 の ２辺 は３０ｃｍ前後であ る。壁面 は第Ⅳ層で壁の

立ち上が りは、ほぼ垂 直である。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ５～１０ｃｍの厚 さに ローム及 び暗褐色土 を貼 り、床 と してい る。

全体 に しま りが強い。 またカマ ド付 近の貼 り床は、厚 さ １～ ３ｃｍの炭化物の上 に薄 く施 されて

お り、東南隅では、一部酸化 した ように見え る個所があ る。

［周溝］　 カマ ド付 近 を除いてほぼ一周す る。但 し東壁沿い は、第２１号溝の攪乱 によって確認

が難 しい。深 さは、概 ね ５～１５ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 床 面及び周溝中か ら検出 した小 ピ ッ トは１６個で、周溝 中のＮｏ． １～ ４が主

柱穴 と考 えられ る。Ｎｏ． ５～ ７は東、南、北辺の周溝か ら内側、それぞ れの辺の ほぼ中央 にあ

り、周囲の貼 り床 よ りは薄めのかたい土 を被 っていた。形状 は長辺１０～１５ｃｍ、短辺 ５～１０ｃｍの

長方形で、深 さは約２０ｃｍほ どであ る。西辺中央 に も同様の ピ ッ トが確認 され たが 、当住居跡 よ

りも古い と思われ るＮｏ．１６の覆土中 に構築 されてお り、明瞭 に検 出で きなか った。用途 は不明

である。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてい る。残存状態 はほぼ良好 だが、煙道部 より上部 は削平

のため残存 してい ない。燃焼部火床面 は両袖の ほぼ中央手前 にあ り、 ３面が確認 された。地山

を掘 りくぼめ、黄褐色 ロームでつ き固めて構築 して いる。焼土範囲 は、直径約３０ｃｍが ２面、 そ

れに満 たない ものが １面で、厚 さはそれぞれ約 ５ｃｍで ある。全体 に しまりが強 く、上面 は硬質

である。袖 は、床面上 に粘土 をつ き固めて構築 してあ り、芯材 は使用 されていない。煙道下部

は地 山を掘 り残 してあ るが、煙 出 し孔 は検 出で きなか った。 また支脚 は確認 で きなか った。

［その他 の施設］　 カマ ド近辺 を除 く床面 を切 るよ うに掘 られた溝 が検 出 された。幅約１５ｃｍ、

－ ２４ －



深さはほぼ均等に１０ｃｍほどである。貼 り床 と同質と思われるかたい土で埋められていた。住居

の北東隅に向かって緩やかに傾斜 しており、水捌けのことを考慮 した施設かとも思われるが、

用途に関 しては不明である。また、本住居跡に伴 うかも不明である。南西隅の貼 り床下からは、

これも用途不明のピットが検出された。規模は９０×７５ｃｍ、ほぼ円形 をなすが、壁の立ち上がり

が浅 く、掘 り方またはくぼみ状の形状である。他の ３方向と違い、この一角は貼 り床下の掘 り

方が乱雑だったため、この落ち込み も断面の観察をせずに掘 り上げてしまった。覆土が砂質だっ

たことは確認できているが、その記録はない。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。また、カマ ド袖の横から石製垂飾品が １点出土し

ている。

（神山　温子）

第２１号竪穴住居跡　　　（第１１図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ― ９グリッドに位置する。

［確認状況］　 第Ⅳ層上面に暗褐色土とロームの混合土の広が りとして確認 した。重複及び削

平のため全体形は不明である。

［重複］　 第２０・２２・２３・６７号竪穴住居跡と重複 している。本住居跡は第６７号住居跡より新 し

く、第２０号住居跡より古い。第２２・２３住居跡とは、確認時の状況では、本住居跡が古いものと

考えられるが、削平のため断定 し得ない。

［平面形 ・規模］　 削平及び重複のため形状は不明である。床 と考えられる残存部分は約２８０

×２４０ｃｍである。

［堆積土］　 貼 り床と考えられる暗褐色 とロームの混合土が確認できただけである。また、上

部が削平されているため、全体の堆積土は確認できなかった。

［壁］　 西壁の一部が確認できた。壁高は ８～ ５ｃｍであ り、第Ⅳ層を壁としている。

［床面］　 暗褐色 とロームの混合土 を貼 り、床面としている。厚さは ５ｃｍ程であ り、やや軟質

である。貼 り床面は第６７号住居跡上に一部広がっている。

［周溝］　 確認できなかった。

－ ２５ －



［柱穴 ・ピット］　 本住居跡内に８個の柱穴が確認できたが、Ｎｏ． １・２が本住居跡と伴 うも

のと考えられる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［出土遺物］　 床面上及び貼 り床の混合土中から土師器及び須恵器片が出土 している。

（白鳥　文雄）

第２２号竪穴住居跡 　　　（第１２図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ― ９ ・１０グリ ッドに位 置す る。

［確 認状 況］　 削平 及び重複 のため、西側部 分 を確 認で きただ けであ る。

［重複］　 第２０・２１・２３号 竪穴住居跡 と重複 してい る。本住居 跡 は、第２０・２３号住居 跡 よ り古

い。第２１号住居跡 との新 旧関係 は不 明であ る。

［平面形 ・規模］　 東側部分 が第２０号住居跡 に切 られてい るため残存 しないが、方形 を呈 す る

もの と考 えられる。残存す る部分 は、南壁 （２３０ｃｍ）、西壁３２０ｃｍ、北壁 （２００ｃｍ）であ る。

［堆積土］　 １層 だけ確認 で きた。 暗褐色土 中に ローム粒 が混入 してい る。 また焼 土粒 が混入

してい る。第２３号住居跡 は本層上面 を床面 としてお り、本層 は第２３号住居 跡の貼 り床 部分 の可

能性 も考 えられる。本層 中 より多量 の炭化材 が出土 してい る。

［壁］　 重複 のため残存部分 はほ とん ど確認 で きなか った。

［床面］　 第Ⅳ層 を床面 としてお り、貼 り床等 は確認 で きなか った。

［周溝］　 残存す る壁下 で確認で きた。幅 は４０～１０ｃｍで概 ね２０ｃｍ程 であ る。深 さは北壁側 が約

７～１０ｃｍ、南壁側が約２０ｃｍ程で ある。

［柱 穴 ・ピ ット］　 本住居跡 に伴 う柱穴 は確認 で きなか った。Ｎｏ１内か ら土 師器 の甕 が出土 し

た。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 確認面及び床面上か ら土師器の破片が出土 している。 また、ピット１から土師

器の小型甕が完形品で出土 した。

（白鳥　文雄）

第２３号竪穴住居跡　　　（第１３図）

［位 置］　 Ｇ ・Ｈ― ９ ・１０グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 暗褐色土の広が りとして確認 したが、削平及 び重複 のため全体 は不明であ る。

－ ２６ －



［重複］　 第２０・２１・２２・６８号住居跡 と重複 してお り、第２２・６８号住居跡 よ り新 しく、第２０号

住居跡 よ り古い。第２１号住居跡 との新 旧関係 は、不明瞭であ るが、本住居跡 が新 しい可 能性が

高い。

［平面形 ・規模］　 重複 に より全体像 を把握 で きないが、方形 を呈す るもの と考 えられる。南

壁 （２４０ｃｍ）、西壁 （４８０ｃｍ）、北壁 （３８０ｃｍ）で ある。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム及 び焼土粒 ・炭化物粒 を混入す

る。第２２号住居跡の堆積 土 も本住居 跡の貼 り床の可能性 も考 えられ る。

［壁］　 削平の ため残存 しない。東壁 は第２０号住 居跡 によ り切 られてお り、南壁 は地山の若干

の高低差 によって確認 した。

［床面］　 中央部 は第２２号住居跡の覆土 を床面 と して いるが、他の部分 は第 Ⅳ層 を床 と してい

る。貼 り床 の痕跡 は明瞭 に確認で きなか った。

［周溝］　 西壁下 ・北壁下で確認で きた。幅 は約３０ｃｍで 、深 さは ５～１０ｃｍで ある。

［柱 穴 ・ピ ット］　 本住居跡 に伴 う柱穴 は、周溝 中に存在す るＮｏ． １～ ４の ４個 と考 えられる。

周溝 に沿 って確認 した大型 の柱穴 は第 １号掘立柱建物跡 の ものである。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 床面及 び確認面 か ら、土 師器 ・須恵器 の破片が 出土 している。

（白鳥　文雄）

第２４号竪穴住居 跡　　　（第１４図）

［位置］　 Ｆ～ Ｉ― ７ ・８グ リ ッドに位 置する。

［確認状況］　 第 Ⅲ ・Ⅳ層 で暗褐色土 の広 が りと して確 認 した。東側 半分は調査 区外 に存在す

る。覆土上部 は、耕作 のため攪 乱 を受 けている。

［重複］　 第２０号住居跡、第２７・８１・７１号 土壙、第１６・２１・２７号溝、第 １号掘立柱 建物跡 と重

複 してい る。本住居跡は、第２７号土壙 ・第２７号溝 よ りも新 しく、他 の遺構 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 及 び南 ・北壁 の各々半分づつが残存 す る。西壁８７０ｃｍ、北壁 の残存長

（５００ｃｍ）、南壁の残存長 （４８０ｃｍ）で、大型 の方形 を呈 している もの と考 え られる。

［堆積土］　 南北セ クシ ョンで１６層 に分層で きた。黒褐色土及 び暗褐色 土 を基調 と してお り、

ローム粒の混入が認め られ る。全体 に軟質であ る。底面直上の第 ２層中 に十和田 ａ降下火山灰

と推定 され る火山灰が、ブ ロ ック状 に少量混入 してい る。

［壁］　 削平のため残存状態は不 良であ る。第 Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 と してお り、ほぼ垂直 に立ち上

が る。壁高 は、２０～４０ｃｍである。

［床面］　 第Ⅳ層 を床面 と してい るが、全体 にご く薄 く貼 り床 を施 してい る。
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［周溝］　 北西隅で不明瞭になる。また、第２０号住居跡 との重複部分で未確認である。周溝の

幅は１０～３０ｃｍで、深さは１０～２５ｃｍである。

［柱穴 ・ピット］　 南西隅の周溝中及び西壁中央各々１個づつ検出した。主柱穴と考えられる

ものはこの ２個だけであ り、他のピットは本住居跡に付属 した ものかは不明である。

［カマ ド］　 確認できなかった。調査区外に存在するものと考えられる。

［その他の施設］　 床面精査時に馬蹄形の溝 （第２７号溝）が検出された。床面下に存在するが

本住居跡に伴うかどうかは不明である。

［出土遺物］　 土師器及び須恵器が出土 している。

（白鳥　文雄）

第２５号竪穴住居跡　　　（第１５図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―１３・１４グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び重複のため残存状態は非常に悪 く、床面の一部だけを確認 した。

［重複］　 第２６・２７号竪穴住居跡及び第５１号溝 と重複 している。確認時の状況からは本住居跡

が最 も古い。

［平面形 ・規模］　 重複のため平面形は不明である。

［堆積土］　 南側部分に残存 してお り、 ３層に分層で きた。褐色土を基調 としており、ローム

粒 ・炭化物粒 ・焼土粒が混入する。また堆積土中に苫小牧火山灰が２８０×１００ｃｍの範囲で確認さ

れた。

［壁］　 南側部分に一部残存する。立ち上が りは不明瞭である。

［床面］　 一部に貼 り床を確認できたが、他の部分は第Ⅳ層 を床面としている。残存する床面

は３００×９０ｃｍである。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 南側に、径２８ｃｍ、深 さ１５ｃｍ程の柱穴が １個確認できたが、本住居跡に伴 う

ものかは不明である。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 土師器片等が少量出土 したが、本住居跡に伴 うかどうかは不明である。

（白鳥　文雄）

第２６号竪穴住居跡　　　（第１５図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―１３グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び重複のため、床面の一部 と西側の壁の一部を確認 しただけである。
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［重複］　 第２５・２７・５２号住居跡、第２２号土壙、第５１号溝 と重複 している。本住居跡 は第２７号

住居跡 ・第２２号土壙 よ り古 く、他の遺構 よ り新 しい。 また東側部分 を第２６号溝 に より切 られて

いる。

［平面形 ・規模］　 重複 に より平面形 は不 明である。残存部分で は西壁 （２００ｃｍ）、北壁 （２７０ｃｍ）

である。

［壁］　 西壁 の残存部分で、壁高 ５～ ７ｃｍ程で あ り、北壁 は若干 の高低差 を確認で きただけで

ある。

［床面］　 第 Ⅳ層 を床面 としてお り、部分的 に褐色土 とロームの混合土が確認 された。貼 り床

の残存部分 と考 え られる。

［周溝］　 確認で きなか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 確認で きなか った。

［カマ ド］　 残存 しない。

［その他 の施設］　 西側部分で焼土が確認 された。焼土 は６０×５０ｃｍ程 の範 囲で、厚 さは約 ５ｃｍ

程である。床面上 より浮 いているこ とか ら、本住居跡 に伴 うか どうかは不 明である。

［出土遺物］　 土 師器 、須恵器片及 び鉄滓が 出土 している。

（白鳥　文雄）

第２７号竪穴住居跡　　　（第１６図）

［位置］　 Ｈ―１３・１４グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 に より、残存状態 は不 良で、貼 り床面 と考 え られる部分 を確認 し

ただけである。

［重複］　 第２６・５２号住居跡 ・第２３号土壙 ・第５１号溝 と重複 してお り、本住居跡が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 確認 で きた貼 り床範 囲は２１５×１７０ｃｍの不整形 である。

［堆積土］　 暗褐色土 とロームの混合土 で、厚 さ約 ５ｃｍである。

［壁］　 確認 で きなか った。

［床 面］　 堆積土 の項 で述べ た混合土 を貼 り床面 としてお り、全体 に しまっている。

［周溝］　 確認 で きなか った。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 確認 で きなかった。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（白鳥　文雄）
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第２８号竪穴住居跡　　　（第１７図）

［位置］　 Ｌ・Ｍ―１７・１８グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び耕作のため、周溝と床面の一部を確認できただけである。

［重複］　 第２９・５１号住居跡、第１８号溝 と重複 している。本住居跡は、第５１号住居跡より新 し

く、第１８号溝 より古い。第２９号住居跡 との新旧は判定 し得ない。

［平面形 ・規模］　 平面形は、方形を呈する。壁がほとんど残存 しないことから全て推定値で

あるが、東西 （約５６０ｃｍ）、南北 （約５４０ｃｍ）である。主軸方位は、概ねＮ―５２°―Ｗである。

［堆積土］　 ２層に分層できた。 ともに黒褐色土で、ローム粒が混入している。全体にしまり

が認められない。

［壁］　 削平のためほとんど残存 していない。南壁及び西壁の一部を確認できただけである。

壁高は５ｃｍ程で、垂直に立ち上がる。

［床面］　 第Ⅳ層 を床面としている。貼 り床は南東隅近 くで小規模な範囲を確認 したが、全体

的には確認できなかった。ほとんど削平されているものと考えられる。

［周溝］　 不連続であるが、南壁下のほぼ全てと、西及び北壁下に一部分確認で きた。幅は概

ね１５ｃｍ程であ り、深さは３～１５ｃｍである。

［柱穴 ・ピット］　 ２４個の柱穴を検出 した。Ｎｏ． １～５は伴うかどうかは不明である。ピット

Ｎｏ． ２・３は焼土下より検出されたことか ら、本住居跡より古いものと考えられる。住居跡の

全体がほぼ床面直上まで削平されていたことか ら、各柱穴 との同時性及び新旧関係が把握で き

ないが、周溝内及びこれに沿って位置する１９個は、本住居跡の主柱穴 または支柱穴の可能性が

高い。東西 または南北の柱穴で対応 しないものは改築等による可能性 も考えられる。

［カマ ド］　 東壁中央、やや南寄 りに焼土が ３箇所で確認 された。上部施設は残存 しないが、

カマ ド火床部の可能性が高い。

［その他］　 重複する第２９号住居跡 とは床面に段差が認められることから、別の住居跡 として

把えたが、住居跡の軸線がほぼ同一であることから本住居跡の覆土上部に貼 り床 を施 し、増築

した可能性も考えられる。

［出土遺物］　 土師器片が少量出土している。

（白鳥　文雄）

第２９号住居跡　　　（第１７図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ―１７・１８グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び耕作のため、南壁の一部 を柱穴 を確認 しただけで ある。

［重複］　 第２８・５１号住居跡、第２８号土壙 ・第１８号溝 と重複 している。本住居跡 は第５１号住居
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跡 よ りも新 しく、第１８号溝 、第２８号土壙 よ りも古 い。第２８号住居跡 との新旧は断定で きない。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、方形 または長 方形 を呈す るもの と考 えられ る。壁長は不明であ

る。主軸 方位 は、第２８号住居跡 と同様 に、ほぼ Ｎ―５０°―Ｗ と考 えられる。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きたが、ご く限 られた部分 に堆積 していたため、住居跡全体の覆土

を把握 するには至 らなかった。暗褐色土 を基調 と してお り、全体 にローム粒 を混入 してい る。

［壁］　 残存部分 は南西 隅の一部分 だけである。残存部の壁高 は ５～１０ｃｍ程であ る。

［床面］　 第Ⅳ層 を床面 としているが、残存部分 は南側の ご く一部分だ けであ る。貼 り床は確

認で きなか った。

［周溝］　 検 出で きなかった。

［柱 穴 ・ピ ット］　 ４個 の柱穴 を検 出 した。Ｎｏ． ２ ・３が主柱穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 残存 しない。

［その他］　 第２８号住居跡 の増築部分 の可能性 も考え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（白鳥　文雄）

第３０号 竪穴住居跡 　　　（第１８図）

［位 置］　 Ⅰ ・Ｊ―３０グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平 されているため、貼 り床 だけの状 況で確 認 された。

［重複］　 重複 は、認 め られない。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （２３８ｃｍ）の一部が残存 して いるだけで、全体 の平面形 は不 明で ある。

確認 で きた貼 り床範 囲は、２８０ｃｍ×１２０ｃｍである。

［堆積土］　 ７層 に分層 された。黒褐色土 を基調 としてお り、 ローム ・炭化物 ・焼土粒 が混入

している。

［壁］　 西壁 の一部 だけが残存 している。壁 高は西壁 が１８～２２ｃｍであ る。第Ⅳ層 を壁面 と して

お り、壁 の立上 が りは、やや緩 やかである。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、ローム及 び暗褐色 の混合 土 を ５～１０ｃｍの厚 さに固めて、貼 り床

としている。

［周溝］　 認 め られない。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面 か ら検 出 した小 ピッ トは、 ６個 で、Ｎｏ． ３とＮｏ． ６が柱 穴 と考 え られ

る。

［カマ ド］　 残存 してない。

［その他の施設］　 認められない。
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［出土遺物］　 覆土中より土師器片が出土 している。

（中嶋　友文）

第３２号 竪穴住居跡　　　（第１９図）

［位 置］　 Ｊ―３４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３３号住居跡 と重複 している。本住居跡が 第３３号住居跡 より新 しい。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （２７８ｃｍ）、南壁２１２ｃｍ、西壁 ２５１ｃｍ、北 壁 （１７０ｃｍ） の長方形で ある。

主軸方位 は Ｎ―１０°― Ｆである。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。第 ２ ・４層 中に焼土 ブロ ック ・焼土粒 を含 んでお り焼失住居

の可 能性 も考 え られる。

［壁］　 南 ・西壁 だけが残存 している。壁高 は南壁 ６ｃｍ、西壁 ７ｃｍである。壁 の立 ち上が りは

ほぼ垂 直である。

［床 面］　 住居跡 の西側か らカマ ドにかけてロームを貼 り、床 としてお り、全体 に しまりが強

い 。

［周溝］　 検出されなかった。

［柱穴 ・ピット］　 検出されなかった。

［カマ ド］　 東壁南隅寄 りに構築されている。遺存状態は不良で、煙道部は残存 していない。

燃焼部火床面は、両袖中央部に位置する。袖は、灰白色粘土をつ き固めて構築 しており、芯材

は使用していない。

［その他の施設］　 検出されなかった。

［出土遺物］　 土師器及び須恵器片が出土 している。

（成田　滋彦）

第３３号竪穴住居跡　　　（第２０・２１図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ ・Ｊ―３２～３５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３２・３９・４１・４５号住居跡、 第３０～３２号溝 と重複 している。本住居跡 は第３２号住居

跡 ・第３０～３２号溝 より古 く、第３１・４１・４５号住居跡 より新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁 （７５６ｃｍ）、南壁８３６ｃｍ、西壁８１０ｃｍ、北壁 （８４０ｃｍ） の方形 を呈す る。
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面積 は （約６３．２㎡） である。主軸方位 は Ｎ―０°― Ｅであ る。

［堆積土］　 ７層 に分層 で きた。第 ６ ・７層 は住居跡 の埋 土であ る。第 １ ・２層 中 に炭化材 と

焼土 を含 み、焼失住居 の可能性 も考 え られる。

［壁］　 壁高 は、東壁 は不 明、西壁２７ｃｍ、南壁 １９ｃｍ、北壁 ２１ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、ほ

ぼ垂 直である。

［床面］　 ３～ ５ｃｍの厚 さに、ローム及 び暗褐色 土の混合土 を貼 り床 に してい る。貼 り床 は、

カマ ド付 近 を除いて、ほぼ全面 に施 され、全体 に しま りが強い。

［周溝］　 カマ ド部分 及び北側 を除いて一周す る。周溝の幅 は１２～４０ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面か ら検 出 した小 ピッ トは１１個で、Ｎｏ１ ・２ ・５が主柱 穴 と考え られる。

［カマ ド］　 東壁 寄 りに構 築 されてい る。遺存 状態 は不良で、煙道部及 び袖部 は削平の ため残

存 してい ない。焼 土範囲 は６５ｃｍで、全体 に しま りはな く軟質で ある。

［その他 の施設］　 本住居 跡の外側 に弧状の溝が検 出されてお り、本住居跡 に伴 う外周溝 とみ

られる。溝 は、東側 を開 口 し幅９０～１１０ｃｍ、深 さ３０～４０ｃｍであ る。壁 は緩 やか に立 ち上が り、

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［出土遺物］　 覆土及 び床面か ら土師器及 び須恵器が 出土 している。

（成田　滋彦）

第３４号竪穴住居跡　　　（第１８図）

［位置］　 Ｊ・Ｋ―２９・３０グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平 されているため、ほとんど貼 り床だけの状況で確認された。

［重複］　 第３８号土壙 と重複 し、本住居跡が古い。

［平面形 ・規模］　 南壁 と西壁の一部だけが残存 してお り、全体の平面形は不明である。面積

及び主軸方位 も推定できない。

［堆積土］　 ７層に分層された。黒褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 ・焼土粒 を含んでいる。

［壁］　 南壁 と西壁の一部だけが残存 している。壁高は６～２８ｃｍである。第Ⅳ層を壁面として

いる。
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［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ローム及 び暗褐色 土の混合土で貼 り床 を形成 してい る。

［周溝］　 認め られない。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面か ら検 出 した小 ピ ットは、 ８個で、周溝中のＮｏ． １～ ４が柱穴 と考 え

られる。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［その他の施設］　 認め られない。

［出土遺物］　 土師器及 び須恵器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３５号竪穴住居跡　　　（第２２・２３図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ ―３４・３５グリ ッ ドに位置す る。

［重複］　 第４２号土壙 と重複 してい る。本住居跡が第４２号土壙 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 東壁４２０ｃｍ、南壁３２０ｃｍ、西壁５０６ｃｍ、北壁 ３１８ｃｍの長方形 を呈す る。面積 は

約３０㎡である。主軸方位 はＮ―９０°― Ｅである。

［堆積土］　 ７層 に分層で きた。第 ６ ・７層 は住居跡の掘 り方 の埋土で あ り、断面観察等か ら

自然堆積土 と考 えられ る。

［壁］　 壁高 は、東壁１５ｃｍ、南壁３２ｃｍ、西壁４２ｃｍ、北壁２３ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りは、ほぼ

垂直である。

［床面］　 約 ５ｃｍの厚 さで、 ロームを用 いて貼 り床 と している。貼 り床 は、ほぼ全面 に施 され

ている。

［周溝］　 南 ・西側部分 に周溝がみ られ一周 していない。周溝 の幅 は１１ｃｍであ り、深 さは ９ｃｍ

で浅い。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピッ トは２４個 である。Ｎｏ． ５ ・１５が主柱穴

でＮｏ３ ・４ ・６～１４・１６・１７が支柱穴 と思 われる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構 築 されてい る。半地下式煙道部 をもつカマ ドである。焼土範囲は、

長径約４０ｃｍで、全体 に しま りはな く、軟質で ある。袖 は、粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯

材 は使用 されていない。袖の中央部 に偏平 な礫があ り、支脚 と して使用 された とも考 えられる。

［その他 の施設］　 本住居跡の外側 に弧状 の溝が検 出されてお り、本住居跡 に伴 う外周溝 とみ
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られ る。溝 は東側 を開 口 し、幅６０～８０ｃｍであ る。溝の北側 は第４８号土壙 に切 られ残存 していな

い。壁 は垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦であ る。

［出土遺物］　 土師器及 び須恵器が出土 してい る。

（成田　滋彦）

第３６号竪穴住居 跡　　　（第２４図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２９・３０グリ ッドに位 置す る。

［確 認状 況］　 削平 されてい るため、ほぼ床面だ けが確認 され た。

［重複］　 第３５号溝 と重複 し、本住居跡 のほ うが古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （３８８ｃｍ）、南壁 （３１０ｃｍ）、西 壁 （４１８ｃｍ）、北壁 （４００ｃｍ） のやや北側

が広い形 をしてい る。主軸方位 はＮ―２１°―Ｅで ある。

［堆積 土］　 削平 されてい るため確認 で きなか った。

［壁］　 削平 されてい るため残存 していない。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ローム及 び暗褐色 土の混合土 を ２～ ５ｃｍの厚 さに貼 り、床面 と

してい る。

［周溝］　 一部 を除いてほぼ一周 する と思 われ る。周溝の幅 は、１０～１８ｃｍとほぼ一様で、深 さ

は、１０～２８ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面か ら検 出 した小 ピ ッ トは、１１個であ るが、柱穴 か どうかは不 明である。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 認 め られない。

［出土遺物］　 覆土 中 よ り土 師器 ・須恵器片 が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３７号竪穴住居跡　　 　（第２５図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２９・３０グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平の ため、残存状態 は不 良で 、ほぼ床面 と周溝 だけが確認 された。
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［重複］　 第８７号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第８７号住居跡 より新 しい。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （５０２ｃｍ）、南壁 （５２４ｃｍ）、西壁５１０ｃｍ）、北壁 （５１２ｃｍ）の方形 を呈す る。

面積 は （約２３．７㎡） である。主軸方位 は Ｎ―２５°― Ｅであ る。

［堆積土］　 削平 されているため残存 していない。

［壁］　 削平 されているため残存 していない。

［床 面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ５～１０ｃｍの厚 さに、ローム及び暗褐色 土の混合土 を貼 り床 とし

ている。貼 り床 は、ほぼ全面 に施 され、やや しまりが弱い。

［周溝］　 ほぼ一周す る。周溝 の幅 は、１４～２０ｃｍ、深 さは、 ５～２０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ットは、１５個で、床面のＮｏ． １～ ４が柱

穴 と考 え られる。周溝 中のＮｏ． ５～ ８が支柱 穴の可能性 もあ る。

［カマ ド］　 残存 しない。

［その他 の施設］　 本住居跡 の外側 に弧状 の溝 （第４８・４９・６４号溝）が、検出 されてお り、本

住 居跡 に伴 う外周溝 と考 え られる。溝 は、幅６０～１４０ｃｍ、深 さ ８～３０ｃｍであるが溝の北側 は、

残存 していない。溝 の壁 は、上方にやや開いて構 築 されてお り、底面 は、やや起伏が多い。

［出土遺物］　 土師器片 が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３８号竪穴住居跡　　　（第２６図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―３０・３１グリ ッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため、 ほぼ床面 だけが確認 された。

［重複］　 第８０号竪穴住居跡 と重複 し、本住居跡が新 しい。

［平面形 ・規模］　 西壁 （３６０ｃｍ） だけが残存 してお り、全体の平面形 は不明であ る。

［堆積土］　 ８層 に分層 され た。暗褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒 が混入 してい

る。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 削平 のため、西壁 と南壁の一部 だけが残存 している。壁高 は西壁 で、１１～１９ｃｍであ る。
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第８０号竪穴住居跡 の覆土 を壁面 としてお り、壁 の立ち上が りは、やや緩やかであ る。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 込み、 ２～ ５ｃｍの厚 さに、 ロー ム及 び暗褐色土の混合土 を貼 り、床 とし

てい る。

［周溝］　 東側 を除 いて確認 した。周溝 の幅 は、１３～２８ｃｍとほぼ一様であ る。深 さは、３～１１ｃｍ

であ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 床 面か らで検 出 した小 ピ ットは、 ８個で、柱穴か どうか は不明であ る。

［カマ ド］　 南壁 に構 築 されている。遺存状 態は不良で、煙道部及 び袖の一部 は削平 され残存

していない。火床面は、検 出 されなか った。袖は、床面上 に粘土 を固めて構 築 してお り、芯材

は使用 されていない。

［その他 の施設］　 本住居跡 の外側 に第３８号 溝が検出 されてお り、本住居跡 に伴 う外周溝 と考

えられる。溝 は、幅７０～１１０ｃｍ、溝 の南側 だけが残 って お り、他 の部分 は、残存 していない。

溝の壁は、上方にやや開いて構 築 されてお り、底面は、平坦であ る。

［出土遺物］　 覆土及び床 面か ら土師器 ・須恵器 ・鉄製品が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３９号竪穴住居 跡　　　（第２７図）

［位置］　 Ｉ―３５グリ ッドに位 置する。

［重複］　 第３３・４０号住居 跡 と重複 している。本住居跡 は第３３・４５号住居跡 よ り古 く、第４０号

住居跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 東 壁 は不 明であ るが 、南壁 （２５８ｃｍ） ・西壁２７５ｃｍ・北 壁 （１７８ｃｍ） で、方

形 を呈する もの と思われる。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。第 ２層 中に多量 の焼 土ブ ロ ックを含んでい る。

［壁］　 壁高 は、南壁 ５ｃｍ・西壁１６ｃｍ・北壁 ６ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂直であ る。

［床 面］　 貼 り床 はみ られず 、ほぼ平坦 である。

［周溝］　 南 ・西側 の一部 で検 出 し、全周 していない。周溝 の幅は１４ｃｍ・深 さ１７ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 ピッ トは ３個検 出された。壁 のコーナー部 に位 置するＮｏ１ ・２が主柱穴 と

思われる。

［カマ ド］　 検 出 しなかった。
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［その他の施設］　 検出 しなかった。

（成田　滋彦）

第４０号竪穴住居跡　　　（第２７図）

［位 置］　 Ｈ ・Ｉ―３５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３３・３９・４１・４５号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第３３・３９・４５号住居跡 より

古 く、第４１号住居跡 より新 しい。

［平面形 ・規 模］　 残存部 か ら推 定す る と平面 形 は不整 方形 を呈す る。東壁 （３２０ｃｍ）、南壁

（２１８ｃｍ）、西壁 は不 明、北壁 （１８２ｃｍ）で ある。

［堆積土］　 分層 はで きなか った。黒褐色 土 を基調 としてい る。

［壁］　 壁高 は、東壁 ２７ｃｍ、南壁 ４ｃｍ、北壁 ３ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が る。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、ほぼ平坦であ る。

［周溝］　 検 出 しなか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検 出 しなか った。

［カマ ド］　 検 出 しなか った。

［その他 の施設］　 検 出 しなか った。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（成田　滋彦）

第４１号竪穴住居跡 　　　（第２７図）

［位置］　 Ｈ―３５グ リ ッドに位置 する。

［重複］　 第３３・３５号住居 跡 と重複 している。本住居 跡は、第３３・３５号住居 跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （２２８ｃｍ）、南壁 （２００ｃｍ）、西 ・北壁 は不明で、残存部か ら推定する と

方形 を呈す る と思われ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と してお り、焼土が混入 してい る。

［壁］　 壁高 は西壁１４ｃｍ、南壁１６ｃｍであ る。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。

［床 面］　 貼 り床 はみ られず、 ほぼ平坦であ る。

［周溝］　 検 出 されなか った。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 東 ・南隅 にピ ッ トを １個検 出 した。主柱穴か どうか判断で きなか った。

－ ３８ －



［カマ ド］　 検出されなかった。

［その他の施設］　 検出されなかった。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

（成田　滋彦）

第４２号竪穴住居跡　　 　（第２８図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ―３４グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため 、住居跡 の一部 だけを確認 した。

［重複］　 第３０・３１・４２号溝 と重複 して お り、本住居跡 は第３０・３１溝 より古 く、第４２号溝 との

新 旧関係 は不明で ある。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２８５ｃｍ）、北壁 （１１２ｃｍ）で残存部か ら推定す ると方形であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と してお り、ロームが混入す る。

［壁］　 削平及 び重複のため、東壁 と南壁の一部 だけが残存 している。壁高 は東壁１９ｃｍ、南壁

１０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは傾斜 してい る。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］　 検出 した ピ ットは ２個 で、主柱穴か どうか判断で きなか った。

［カマ ド］　 検 出 されなか った。

［その他 の施 設］　 検 出 されなか った。

［出土遺物］　 覆土上 面か ら土 師器片 が出土 してい る。

（成田　滋彦）

第４３号竪穴住居跡　　　（第２９図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―２９・３０グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 重複 と削平のため西壁の一部 と本住居 に伴 うと思 われ る柱穴か ら確認 され た。

［重複］　 第１１９・１２０・１２６号溝 と重複 している。本住居跡 は これ らの溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存 部は （２３０ｃｍ）で平面形 は方形 を呈 する と思 われる。

［堆積土］　 １層 で、火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆 積、人為堆積の別 は不明であ る。
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［壁］　 西壁の壁高 は、約１２ｃｍで壁の立 ち上が りはほぼ垂直で ある。

［床面］　 厚 さ１０ｃｍほどの貼 り床の残存が部分 的にみ られる。

［周溝］　 な し。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面 か ら検 出 した ピッ トは１２個 で、これ らが柱 穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［出土遺物］　 須 恵器片 が出土 している。

（羽柴　直人）

第４５号竪穴住居跡　　　（第２７図）

［位置］　 Ⅰ―３５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３３・３９号住居跡 と重複 し、本住居跡 は第３３号住居跡 よ り新 し く、第３９号住居跡 よ

り新 しい。

［平面形 ・規模］　 南壁 （３０ｃｍ）、西壁１５０ｃｍ、北壁 （１８ｃｍ）で、残存 部か ら推定す ると方形 を

呈す ると思われる。

［堆積土］　 分層 で きなか った。褐色土 を基調 に してい る。

［壁］　 壁高 は、南壁 ７ｃｍ、西壁 ８ｃｍ、北壁 ５ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、緩 やか に傾斜 し

ている。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、ほぼ平坦であ る。

［周溝］　 検 出され なか った。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 検 出され なか った。

［カマ ド］　 検 出されなか った。

［その他 の施設］　 検 出されなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（成田　滋彦）
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第４６号竪穴住 居跡　　　（第３０図）

［位置］　 Ｌ―３０グリ ッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 されて いるため 、貼 り床 だけが確認 された。

［重複］　 第３６号住居跡、第７２号溝 と重複 している。本住居 跡は第３６号住居 跡、第７２号溝 より

古 い。

［平 面形 ・規模］　 重複及 び削平 されているため平面形 は不明であ る。確認で きた貼 り床の範

囲は、２８０ｃｍ×１３０ｃｍである。

［堆積土］　 削平 されてい るため残存 していない。

［壁］　 削平のため残存 していない。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込み、 ５～ ８ｃｍの厚 さに、 ローム及 び暗褐色土 の混合土 を貼 り、床 と

している。貼 り床 は、全体 に しま りが弱い。

［周溝］　 認 め られない。

［柱穴 ・ピッ ト］　 確認で きなかった。

［カマ ド］　 東側 にカマ ドと考 え られる焼土 を確認 した。残存状 態 は不良で、煙 道部及 び袖は

削平のため残存 していない。焼土 の範 囲は、直径約４０ｃｍで、厚 さは、中央部が約 ５ｃｍであ る。

全体 に締 ま りはな く、軟 質であ る。袖 は、一部残 ってい るが芯材 は使用 されて いない。

［その他の施設］　 検出 しなか った。

　［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が 出土 して いる。

（中嶋　友文）

第４７号竪穴住居跡　　　（第３０・３１図）

［位 置］　 Ｍ ・Ｎ―２８・２９グ リッ ドに位 置する。

［確 認状 況］　 削平及び重複 のため、残存状 態は不良で、ほぼ床面だ けが確認 された。

［重複］　 第３０号 土壙、第３７・４５・７４号 溝 と、重複 す る。本住居跡 は第４５・７４号 溝 よ り新 しく、

第３０号土壙、第３７溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （４９２ｃｍ）、南壁 （４８４ｃｍ）、西壁 （４６８ｃｍ）、北壁 （４８０ｃｍ）の方形であ る。

面積 は （１８．８㎡）であ る。主軸方位 はＮ―７０°―Ｗで ある。

［堆積土］　 ４層 に分層 された。黒褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒が混入す る。

自然、堆積 と考 えられ る。

［壁］　 削平の ため、わずか に壁が残存 して いる。壁高 は ５～１０ｃｍである。壁の立 ち上が りは、

ほぼ垂直であ る。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込み、 ５～１０ｃｍの厚 さで 、 ２ｃｍ程度 の礫 を含 んだ ローム及び暗褐色土
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の混合土 を貼 り床 としている。貼 り床 は、ほぼ全 面に施 され、全体 に しま りが強い。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて一周 する。周溝 の幅は、１２～２２ｃｍで、深 さは ６～１９ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ット］　 床 面及び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ットは、 ９個 で、Ｎｏ． ５～ ８が柱 穴 と考

えられる。周溝中のＮｏ． １～ ４も支柱穴 と思われ る。

［カマ ド］　 東壁 南寄 りに構築 されてい る。残存状 態は不 良で、煙 道部 よ り上部 は削平 のため

残存 してい ない。袖部 がわずかに残存 してい るにす ぎない。袖 は、床面上に粘 土 を固めて構 築

して お り、芯材 は使用 していない。全体 に締 ま りはな く、軟質であ る。

［その他の施設］　 検 出 しなか った。

［出土遺物］　 覆土中 よ り土 師器 ・須 恵器片が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第４８号竪穴住居跡　　　（第３３図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―３３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第４９・７８・８６号住居 跡 と重複 している。本住居跡 は、第７８・８６号住居跡 より新 しく、

第４９号住居跡 との新旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 南 壁 （１８０ｃｍ）、西壁 （１７６ｃｍ）で、残存 部か ら推定 す ると方形 を呈 す ると

思われる。主軸方位 はＮ―１０°―Ｗで ある。

［堆積土］　 確認で きなか った。

［壁］　 削平 されて しまったため不明で ある。

［床面］　 カマ ド周辺 を除 いた南側 にロームを もちいた貼 り床が み られる。床面 はカマ ド周辺

が一段低 く構築 されている。

［周溝］　 検 出されなか った。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 検 出されなかった。

［カマ ド］　 西壁南寄 りに構築 され ている。上部及 び袖部が削平 された遺存状態 の不 良な半地

下式のカマ ドである。燐焼部火床面 は、両袖 中の中央部 か ら東 に偏 った位置 にある。焼土範囲

は、長径８０ｃｍで全体 に締 ま りな く軟質で ある。袖 は粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使

用 されていない。
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［その他の施設］　 検出されなかった。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

（成田　滋彦）

第４９号竪穴住居跡　 　　（第３２図）

［位置］　 Ｎ ・Ｏ―３３・３４グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 第４８・７８号住居跡 と重複 してお り、本住居 跡は第４８・７８号住居跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 南壁 （２５９ｃｍ）、西 壁 （３３７ｃｍ） で、残存部 か ら推定す る と方形 を呈す る と

思われる。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。堆積 土中に焼 土 ・炭化材 を含 む。

［壁］　 削平 のため南壁 と西壁 の一部 だけが残存 している。壁高 は南壁２０ｃｍ、西壁 １７ｃｍである。

壁の立ち上が りは、ほぼ垂直である。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、ほぼ平坦であ る。

［周溝］　 検出 され なか った。

［柱穴 ・ピ ット］　 検出 されなか った。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 された半地下式煙道部 をそ なえたカマ ドであ る。燃焼部火床面

は、両袖 中央か らやや北側 に偏 った位置 にあ り、地 山を掘 りくぼめ ている。袖 は床面上 に粘土

をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使用 されてい ない。

［その他の施設］　 検 出され なか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（成田　滋彦）

第５１号住居跡　　 　（第３４図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ― １７・１８グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び耕作 のため、周溝及 び掘 り方 の一部 だけ を確認 した。

［重複］　 第２８・２９号住居跡 ・第１８号住居跡 と重複 してい る。本住居跡 が もっとも古 い。

［平面形 ・規模］　 確認 で きた部分 は長軸３２０ｃｍ、短軸２４０ｃｍで長方形 を呈 す る。

［堆積土］　 削平 のため、検 出で きなか った。

［壁］　 削平 のため存在 しない。

［床面］　 削平 のため存在 しない。

［周溝］　 ４面 に不連続で あるが確認で きた。幅 は概 ね１０～１５ｃｍで、深 さは ５ｃｍ程である。

［柱穴 ・ピッ ト］　 １２個 の ピッ トを検 出 したが、周辺 に小 ピ ットが多 く検 出 されてい ることも
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あ り、本住居跡 には、Ｎｏ． １ ・２ ・３ ・４の柱穴が伴 う可能性が高 い。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 第２８・２９号住居跡 と軸線が 同 じこ とか ら住居跡 として調査 したが 、形状 ・規模 か

ら土壙 （竪穴式の倉庫跡）の可能性 も考 え られる。

（白鳥　文雄）

第５２号竪穴住居跡　　　（第３５図）

［位置］　 Ｈ―１４グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び重複のため、床面の一部だけを確認 した。

［重複］　 第２４号住居跡 ・第２３号土壙 ・第２３・５１号溝他 と重複 している。残存部分が少ないこ

とから新旧関係は明瞭に把握で きなかったが、本住居跡は第５１号溝より新 しく、第２７号住居跡 ・

第２３号土壙より古い。第２３号溝 との新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 確認で きた貼 り床範囲は２２０×１４０ｃｍ程である。

［堆積土］　 本住居跡に伴 う堆積土 と断定で きるものは確認できなかった。

［壁］　 確認で きなかった。

［床面］　 暗褐色土 とローム主体の混合土を貼 り床 としており、厚 さは ５ｃｍ程である。全体に

かた くしまっている。

［周溝］　 確認で きなかった。

［柱穴 ・ピット］　 確認で きなかった。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 確認面上で、数片の土師器片が出土 したが、本住居跡に伴 うかは不明である。

（白鳥　文雄）

第５３号竪穴住居跡　 　　（第３６図）

［位置］　 Ｉ ・Ｊ―１６・１７グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平及 び重複 のため、残存状態 は不 良であるが、西壁 な どか ら確認 した。

［重複］　 第５４・５５号住居跡 や第７０号土壙 、第５６号溝 と重複 してい る。本住居跡 は、第７０号土

壙 よ り古 いが、その他 の遺構 よ りは新 しい。

［平面 形 ・規模］　 東壁 （４４３ｃｍ）、南壁 （３８０ｃｍ）、西壁 （４０８ｃｍ）、北壁 （４０３ｃｍ） で方形 を呈

す る。主軸方位 は Ｎ―２４°―Ｗ である。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 が混入す る。 自然堆積
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と考 えられる。

［壁］　 壁 は削平 に より残存状態 は不 良で、総 ての壁 は検 出で きなかった。壁高 は、東壁 ７ｃｍ、

西壁 ７ｃｍ、南壁 ７ｃｍ、北壁 ４ｃｍで ある。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂 直であるが、柔 らか く軟弱

である。

［床 面］　 床面 は暗褐色土 の混合土 を貼 り、床 としている。貼 り床 は、ほぼ全面 に施 され、全

体に しまりが弱 い。

［周溝］　 検出で きなか った。

［柱穴 ・ピ ット］　 床面か ら検 出 した小 ピ ットは１５個で、床面下か ら検出 した ピ ットは ３個で

合計１８個検出 した。 ピ ットＮｏ． １ ・５ ・７は壁の隅 に位置 してお り、主柱穴の可能性 も考え ら

れる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されていた と思われ るが確認で きなか った。

［その他 の施設］　 認め られ なか った。

［出土遺物］　 覆土 中よ り土師器片が出土 して いる。

（成田　　悟）

第５４号竪穴住居跡　　　（第３７・３８図）

［位置］　 Ｈ～ Ｊ―１６・１７グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平及 び重複 のため、残存状態 は不 良であるが、周溝及 び柱穴 な どか ら確認 し

た。

［重複］　 第５３・５５号住居跡 、第７０号土壙 、第５４・５６号溝 と重複 してい る。第５３号住居跡 、第

７０号土壙 よ りは古いが、その他 の遺構 よ りは新 しい。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （６７５ｃｍ）、南壁 （６６０ｃｍ）、西壁 （６４８ｃｍ）、北壁 （６１８ｃｍ） で方形 を呈

す る。主軸方位 は Ｎ―１９°―Ｗ である。本住居跡 の面積 は （約４０．３㎡） である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。暗褐色 土 を基調 と してお り、 ローム ・炭化物粒が混入す る。

自然堆積 と考 えられ る。
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［壁］　 壁 は削平 のため、南壁 と西壁 の一部 しか検 出で きなか った。壁高 は、南壁 ５ｃｍ、西壁

８ｃｍである。第Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 の立ち上が りは、ほぼ垂直で西壁 は堅緻であ る

が、南壁 は柔 らか く軟弱 である。

［床面］　 床面は黄褐色土 の混合土 を貼 り、床 と してい る。貼 り床 は、 ほぼ全面 に施 され、全

体 に しま りが弱い。

［周溝］　 本住居跡の西側 と南側の一部か ら検出で きた。規模 は幅１１～２１ｃｍで 、深 さは１３～２２ｃｍ

であ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面か ら検 出 した小 ピ ットは３６個であ り、床面下か ら検出 した小 ピ ッ トは

４個で合計４０個検 出 した。住居跡 の床面 に位 置す るＮｏ．２７～４７は規模 や配置 な どか ら、主柱穴

と考 えられ、周溝 中や東側住居跡 範囲内 に位置 す る、Ｎｏ．１～２３は支柱穴 をな していた と考 え

られ る。

［カマ ド］　 本住居跡 の東側南寄 りか ら焼 土が検出 された。位置的 にカマ ド燃焼部火床面 と考

え られる。上部 が削平 されているため、煙 道部及び煙 出孔 は確 認で きなか った。焼土範囲 は４６

×３１ｃｍで、厚 さは、中央部 で約 ５ｃｍである。

［その他 の施設］　 本住居跡 の南側 か ら ３個 の ピ ットが検出 されたが、本住居跡 には伴わ ない

と考 えられる。

［出土遺物］　 覆土 中 より土 師器片 が出土 してい る。

（成田　　悟）
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第５５号竪穴住居跡　 　　（第３９図）

［位 置］　 Ｉ・Ｊ―１５・１６グ リッ ドに位置 する。

［確認状 況］　 削平 と重複 のため、残存状態 は不 良であ るが、南壁の一部な どか ら確 認 した。

［重複］　 第５３・５４号住居跡 、第５１号土壙 、第５４号 溝 と重複 してい る。第５３・５４号住居跡 よ り

は古 いが、その他 の遺構 よ りは新 しい。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （２８０ｃｍ）、南壁 （３６０ｃｍ）、西壁 （２７０ｃｍ）、北壁 （３５８ｃｍ） で方形 を呈

す る。主軸方位 は Ｎ―２７°―Ｗ である。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化 物粒 が混入する。自

然堆積 と考 え られる。

［壁］　 壁 は削平 によ り、東壁 と西壁 の一部 しか検 出で きなか った。壁 高は、東壁 ５ｃｍ、南壁

８ｃｍ、北壁 ４ｃｍである。壁 の立 ち上が りは、緩 やかで柔か く軟 弱である。

［床面］　 床面 は暗褐色土 の混合土 を貼 り、床 としている。貼 り床 は、ほぼ全 面に施 され、全

体 に しまりが弱 い。

［周溝］　 検 出で きなかった。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面 か ら検 出 した小 ピッ トは ７個 である。Ｎｏ． １ ・６ ・７は壁 の隅に位置

してお り、主柱穴 をな していた可能性 も考 え られる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されている。上部が削平 されていたため、燃焼部 火床 面だけが

検 出され、煙道部及 び煙 出孔 は確認で きなかった。焼土範 囲は８５×７３ｃｍで、厚 さは、中央部 で

約１１ｃｍで ある。火床面 の南側 は第５４号住居跡 の柱穴 と重複 している。

［その他 の施設］　 認 められ なか った。

［出土遺物］　 土師器が 出土 して いる。

（成田　　悟）
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第５７号竪穴住居跡　　　（第４０図）

［位置］　 Ｈ～ Ｉ―１２～１４グ リッ ドに位 置す る。

［確認状況］　 削平 及び重複 のため、貼 り床 の範囲 を確 認 した だけであ る。

［重複］　 第２６・５２・５８・１２１・１２３号住 居跡、第１８ａ～ ｃ ・１９・２３号土壙、第２０・２６号溝 と重

複 してお り、貼 り床の残存状 態か ら本住居跡が最 も古 い可能性が高 い。

［平面形 ・規模］　 形状 は重複の ため不明で ある。残存部分 は、東西約５８０ｃｍ・南北５００ｃｍで、

中央部で南北 間約２４０ｃｍ程である。

［堆積土］　 本住居跡 の堆積土 と断定 で きる ものは確認 で きなか った。

［壁］　 確認 で きなかった。

［床面］　 ローム主体 の混合土 で貼 り床 を構 成 している。厚 さは １～１０ｃｍ程であ る。やや軟質

であ る。

［周溝］　 確認で きなか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面上で多数の ピ ッ トを検 出 したが、本住居跡 に伴 うもの と断定で きる も

のはない。

［カマ ド］　 残存 しない。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

（白鳥　文雄）

第５８号竪穴住居跡　　　（第４１図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―１４・１５グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複のため、一部 を確認 しただけで ある。

［重 複］　 第５７・１２１号住居 跡、第２３号土壙 、第２３・５２・５５・５７号 溝 と重複 してい る。本住居

跡は、第１２１号住居跡 ・第２３号土壙 ・第５７・５２号溝 よ り古 く、第２３・５５号溝 よ り新 しい。第５７

号住居跡 との新 旧関係 は不明瞭で あるが 、本住居跡が新 しい と考 え られる。

［平面形 ・規模］　 削平及 び重複 のため、平面形 は不 明であ る。残存 部の規模 は東西で約４７０ｃｍ、

南北で約３００ｃｍであ る。

［堆積土］　 残存 する堆積 土は、 ３層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基 調 と してお り、ローム粒 を
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混入する。 １層には炭化物 を少量含む。 ３層は貼床 と考えられる。

［壁］　 南壁及び西壁の一部 を確認できただけである。壁高は約１０ｃｍである。

［床面］　 ローム主体の混合土 を貼 り、床 としている。厚さは５ｃｍ程である。削平のため部分

的に確認できただけである。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 本住居跡に伴 う柱穴は確認できなかった。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 本住居跡を切 って構築している第５７号溝中から苫小牧火山灰が検出 したことから、

本住居跡はこの火山灰の降下時期より古い時期 と考えられる。

（白鳥　文雄）

第６１号竪穴住居跡　　　（第４２図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―１９グリッドに位置する。

［確認状況］　 遺構確認作業時に、焼土 ・炭化物及び土器片の散布する範囲として確認した。

当初は、第 ８号焼土として調査 した。大部分が抜根による攪乱と削平を受けてお り、ごく一部

分だけ残存 している。

［重複］　 第９６号溝と部分的に接 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 確認できた部分は、長軸約３００ｃｍ、短軸１３５ｃｍである。平面形は不明である。

［堆積土］　 ７層に分層できた。黒褐色土を基調 としてお り、ローム粒を混入する。ほとんど

がブロック状に堆積 している。確認面上で、苫小牧火山灰 と推定される火山灰がブロック状に

堆積 している。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 第 ６層を掘 り方の埋め土 として、その上面を床面 としている。

［周溝］　 残存 しない。

［柱穴 ・ピット］　 確認で きなかった。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 土師器甕、坏の破片が出土 している。

［その他］　 残存状態が非常に悪いため、住居跡 としては不明瞭である。調査担当者が、焼土

部分の精査中に、住居跡の床面の一部 と推定 したことから、住居跡 として取 り扱 った。

（白鳥　文雄）
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第６２号竪穴住居跡　　 　（第４３図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２７グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 地 山まで粗掘 したところ、床面 の一部 と周溝 を確認 した。

［重複］　 第 ２、 ３、１１号掘立柱建物跡 と重複 してお り、本住居跡が古 い。

［平面形 ・規模］　 基本的 に東壁４００ｃｍ、南壁３５０ｃｍ、西壁３９０ｃｍ、北壁 ３６０ｃｍの方形であ る。南

側に張 り出 し部 を もつ。面積 は１３．３㎡で ある。主軸 の方位 はＮ―７０°―Ｗ である。

［増 築］　 張 り出 し部 と方形の プラ ンの境 に、周溝 ら しき ものを確認 した。張 り出 し部 は増築

に よって造 られた もの と思 われ る。

［堆積土］　 掘 り方 を含め ５層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と してお り、炭化粒 を含 む。 自

然堆積の様相 を呈する。

［壁］　 ほ とんど確認で きなか った。壁高 は南壁で１５ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りは緩やかであ

る。

［床面］　 ほぼ平坦であ る。貼 り床 は、 ほぼ全面 に施 されて いる。堅緻 な造 りであ る。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて、一周す る。幅 は１０ｃｍ～２５ｃｍで ある。深 さは概ね１０ｃｍ～２０ｃｍで

ある。

［柱穴 ・ピッ ト］　 周溝の 四隅の ピ ッ トが主柱穴 と思 われ る。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてい る。残存状態 はこの遺跡 と しては、 良好であ るが、煙

道部 より上部 は削平の ため残存 してい ない。燃焼部火床面 は、明確で、焼土範囲 は、直径 ９０ｃｍ

で深 さは ４ｃｍ程であ る。全体的 に極めて堅緻であ る。袖 は床面 に粘土 をつ き固めて構 築 してお

り芯材 は使用 して いない。煙道下部 は、地 山を掘 り残 して構築 して いる。煙 出 し孔 は、検出で

きなかった。 中央部 に支脚の機能 を有す ると思 われ る焼 けた粘土の盛 り上が りが確 認 された。

［その他 の施設］　 南側 に南壁 １８５ｃｍ、西壁８０ｃｍ、東壁９５ｃｍの長方形 の張 り出 し部 をもつ。床

面は堅緻 な作 りであ る。

［出土遺物］　 床面上 よ り須恵器が出土 してい る。

（三浦　孝仁）

第６３号竪穴住居跡　　　（第４４図）

［位置］　 Ｌ ・２５・２６グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 地山 まで粗 掘 した ところ、床面の一部 と周溝 を確認 した。

［重複］　 第 ６号掘立柱建 物跡 と重複 してお り、本住居跡が古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２９５ｃｍ）、南壁 （３６５ｃｍ）、西壁 （３１０ｃｍ）、北壁 （３３０ｃｍ）の方形 である。

主軸 の方位 はＮ―２３°―Ｅであ る。
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［堆積 土］　 掘 り方 を ２層 に分層 した。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 ほぼ平坦 である。貼床 は、住居 の中央 部に施 されてい る。堅緻な造 りであ る。

［周溝］　 北側 に一部確認 した。幅 は１０～１８ｃｍである。深 さは概 ね１５ｃｍ程であ る。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 住居 の四隅の ピッ トが主柱穴 と思 われる。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 されている。残存状態 は、 この遺跡 の もの と しては、良好 であ

るが、煙道部 よ り上部 は削平 のため残存 していない。燃焼部 火床面 は、明確 ではな く、焼土粒

の範 囲を確認 したのみである。袖 は、床面 に粘土 をつ き固めて構築 してお り芯材 は使用 されて

いない。煙道下部 は、地 山を掘 り残 して構築 している。煙 出 し孔 は、検 出で きなかった。土 師

器 が まとまって出土 した。

［その他 の施設］　 本住居跡 の外側 に弧状 の溝 （第５９号溝）が 、検 出されてお り、本住居跡 に

伴 う外周溝 と考 えられる。溝 は幅５０～７０ｃｍ、深 さ３０～５０ｃｍである。 この溝 は第６４号住居跡 よ り

新 しく、第６３号土壙 よ り古 い。溝の壁 は、上方 にやや開いて構築 されてお り、底面 は若干 の起

伏が認め られる。

［出土遺物］　 床面上 よ り土師器及 び須恵器が 出土 している。

（三浦　孝仁）

第６４号竪穴住居跡　　　（第４５図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―２５・２６グリ ッドに位 置す る。

［確 認状況］　 地山 まで粗掘 した ところ、 カマ ドの上部 と床面の一部 を確認 した。

［重複］　 第６５号 竪穴住居跡 、第 ７号掘 立柱 建物跡、第８０号、５９号溝 と重複 して お り、本住居

跡が古い。

［平面形 ・規模］　 残存部 か ら推定 する と東壁 （５００ｃｍ）、南壁 （３７０ｃｍ）、西壁 （５００ｃｍ）、北壁

（３６０ｃｍ） の長方形で ある。主軸の方位 はＮ―７６°―Ｗ である。

［堆積土］　 掘 り方 を確認 したのみである。褐色土 を基調 としてい る。

［壁］　 ほ とん ど残存 していない。

［床面］　 ほぼ平坦 である。貼 り床 は、住居 の中央部 に施 されている。堅緻 な造 りである。

［周溝］　 認 め られない。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面か ら検 出 した ピッ トは、１５～２０個 である。重複 のため主柱穴 は明確で

はないが、 Ｐ１～ Ｐ４が考 え られる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてい る。残存状態 は、 この遺跡 の もの としては、 良好であ

るが、煙道部 よ り上部 は削平のため残存 してい ない。燃焼部火床面 は、明確で堅緻であ る。袖

－ ５１ －



は床面に粘土をつき固めて構築 してお り芯材は使用されていない。煙道下部は、地山を掘 り残

して構築 している。煙出 し孔は、検出できなかった。中央に支脚の機能を有すると思われる焼

けた粘土の盛 り上が りが確認された。

［出土遺物］　 覆土及び床面から土師器及び須恵器が出土 している。

（三浦　孝仁）

第６５号竪穴住居跡　　　（第４５・４６図）

［位 置］　 Ｎ―２５・２６グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 第６４号竪穴住居跡 を精査 中にカマ ドの上面 と方形 の落ち込 み を確認 した。

［重複］　 本住居跡 は、第６４号竪穴住居跡 より新 しく、第８０号溝 よ り古 い。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （３５５ｃｍ）、南壁３５５ｃｍ、西壁３７０ｃｍ、北壁３４０ｃｍの方 形であ る。面積 は

（１０．９ｍ２） である。主軸 の方位 は Ｎ―７８°―Ｗ であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 としてい る。炭化粒 、焼土粒 を含 む。 自然堆

積の様相 を呈 す る。

［壁］　 壁 は緩 やかに立ち上が る。壁 高 は、各壁 とも１０ｃｍ程であ る。

［床面］　 ほぼ平坦であ る。貼 り床 は、住居の ほぼ全面 に施 されて いる。堅緻 な造 りであ る。

［周溝］　 北壁 と西壁の一部で確 認 した。幅１０～１５ｃｍで ある。深 さは ５ｃｍ程で ある。

［柱穴 ・ピ ット］　 住居の四隅 にあ る。Ｎｏ１１～１４が主柱穴 の可能性が高 い。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてい る。遺存状態 は、 この遺跡 の もの としては、良好で あ

るが、煙道部 よ り上部 は削平の ため残存 していない。燃焼部火床面 は、明確 で堅緻 である。袖

は床 面に粘土 をつ き固めて構築 してお り芯材 は使用 されていない。煙道下部 は、地 山を掘 り残

して構 築 している。煙 出 し孔 は、検 出で きなかった。

［その他 の施設］　 掘 り方 を精査 中、南壁 に壁 の ような段差 を確認 した。床面等 は確 認で きな

か ったが、 この住居 は改築 された可 能性 がある。

　［出土遺物］　 覆土及び床面 より土 師器 及び須恵器が出土 してい る。

（三浦　孝仁）

第６６号竪穴住居跡　　　（第４７図）

［位置］　 Ｆ―１２・１３グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 第２６・２８号溝の調査中 に堆積土 とにあ る焼土 と して確認 した。調査の失敗 によ

り住居跡本体 は確認で きなか った。 また、後世の柱穴が焼土 の一部 を切 っている。

［重複］　 第２６・２８号溝 と重複 してお り、本住居跡が新 しい。
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［平面形 ・規模］　 平面形 ・規模は不明である。カマ ド火床面の標高よりも、第２６号溝の西側

部分が約３０ｃｍ程高いことか ら、本住居跡は溝の内部におさまる規模 と推定され、一辺約２００ｃｍ

程であったと考えられる。

［堆積土］　 カマ ド内部の焼土を確認できただけであるｏ

［壁］　 確認できなかった。

［床面］　 確認できなかった。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 確認できなかった。

［カマ ド］　 東壁に構築されてお り、カマ ド本体は粘土を主体として構築 している。火床部は

４５×３５ｃｍでやや堅 くしまっている。煙道部は天井部を欠失 していたが緩やかな斜面を構成 して

いる。煙出 し部は削平により不明である。

［出土遺物］　 火床部及び煙道部下位から、土師器甕の破片が１０数片出土 している。

［その他］　 住居跡と伴うカマ ドとして確認 したが、遺構の推定される規模等の状況から、単

独の存在または施設の可能性も考えられる。

（白鳥　文雄）

第６７号竪穴住居跡　　　（第４８図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ― ８ ・９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第２１・２４・１００号住居跡 、第８６号 土壙 、第１４３号溝等 と重複 している。本住居跡 は ２

軒 の住居 跡 よ り古 く、溝 よ りも新 しい。８６号 土壙 との新 旧関係 は不 明である。 また、第１２７号

住居跡 と一部接 している。

［平面形 ・規模］　 平面形 はほぼ方形 を呈 している。南壁 が残存 しているが、他 の壁 は部分 的

に確認で きただけで ある。東壁 （３１０ｃｍ）、南壁 （４７０ｃｍ）、西壁 （４４０ｃｍ）、北壁 （３００ｃｍ）である。

［堆積土］　 ６層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 を混 入する。 また、全体 に焼

土粒及 び炭火物 を含 んでお り、第 ４層 中には焼土及 び炭 火物 が多量 に混入 している。

［壁］　 第 Ⅳ層 を壁 としてお り、ほぼ垂直 に立 ち上 がる。

［床面］　 地 山上 に若干 のロームを貼 っているが 、明瞭 な貼 り床 は確認 で きなかった。全体 に

軟 質である。

［周溝］　 南壁下及 び東壁 と西壁の下部で一部 を確認 した。幅 は１５ｃｍ～２５ｃｍで、概 ね２０ｃｍ程で

ある。深 さは１０ｃｍ～２０ｃｍで ある。 カマ ドと思 われる焼土下 に も存在す る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 本住居跡内で１４個の ピ ッ ト及 び柱穴 を確認 したが 、本住居跡 に伴 うと考 え

られる もの は ５個の ピ ッ トで、他 は後世の もの と考 え られる。 ピッ ト１・４が主柱穴 と考 えら
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れる。ピット６は本住居跡に伴 うかどうかは不明であるが、緩やかなスロープを呈 している。

［カマ ド］　 内部施設は確認できなかったが、東壁の南寄 りに周溝上から外部へ延びる焼土が

確認された。カマ ド煙道部の一部 と考えられるが断定はできない。焼土の厚 さは ３～ ５ｃｍ程で

ある。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器 ・鉄製斧 ・鉄滓などが出土 した。

［その他］　 床面下から弧状の溝が ２条平行 して確認 されたが、本住居跡に伴 うかどうかは不

明である。床面下からの深さは２～５ｃｍ程である。

（白鳥　文雄）

第６８号竪穴住居跡　　　（第４９図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―１０・１１グリッドに位置する。

［確認状況］　 暗褐色土の広が りとして確認 したが、重複及び削平のため、西壁の一部分を確

認 しただけである。

［重複］　 第２２・２３号住居跡 と重複 している。第２３号住居跡より古いが、第２２号住居跡 との新

旧関係は不明である。また、第 １号掘立柱建物跡の一部により攪乱 を受けている。

［平面形 ・規模］　 西壁の残存部分は、約 ６ｍと推定 される。平面形は不明である。

［堆積土］　 確認時に暗褐色土を部分的に確認できただけである。

［壁］　 西壁の一部を確認 した。壁高は５ｃｍ程である。

［床面］　 西壁の下で、部分的に確認できたが、貼 り床等は不明である。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 確認できなかった。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 確認面上で、土師器の破片が出土 したが、本住居跡に伴 うかどうかは不明であ

る 。

（白鳥　文雄）

第６９号竪穴住居跡　　　（第５０図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ― ９・１０グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び重複のため、床面の一部だけを確認 した。

［重複］　 第２０・６８号竪穴住居跡と重複 してお り、本住居跡は第２０号住居跡より古い。第６８号

住居跡 との新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 削平及び重複のため平面形は不明である。貼 り床及び周囲より固 く締 まっ
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ている部分 は約３６０×３２０ｃｍであ る。

［堆積土］　 削平 のため確認で きなか った。

［壁］　 確認で きなか った。

［床面］　 地 山上 に暗褐色土 とロームの混合土が若干確認で きたが 、貼 り床 の範囲 として は、

不 明瞭で あった。

［周溝］　 確認で きなか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 ２個 の柱穴 を確認 したが、本住居跡 に伴 うものかは不明で ある。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 確認面上で土師器片が数片 出土 した。

（白鳥　文雄）

第７０号竪穴住居跡　　　（第５１図）

［位 置］　 Ｊ ・Ｋ―１０・１１グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 のため北壁が確認で きなかった。

［重複］　 第 １７号溝 と重複 してお り、本住居跡が新 しい。

［平 面形 ・規模］　 南壁が残存 するが、他の三方 の壁 は全体 を確 認で きなかった。南壁２９０ｃｍ

で西壁 の残存長 （２１０ｃｍ）、東壁 （２２０ｃｍ） であ る。方形 を呈 していた もの と考え られ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム粒 の混入が認 め られる。

［壁］　 削平 のため残存状態 は不 良で ある。 Ⅳ層 を壁面 としてお り、ほぼ垂直 に立 ち上が る。

壁高 は、１０～１５ｃｍである。

［床面］　 壁寄 りは第 Ⅳ層 を床 としているが 、住居跡 の西側部分 は、軟 質の堆積土が存在 し、

床面 は不 明瞭 である。

［周溝］　 南壁下及 び東西壁下で部分的 に確認で きた。 カマ ド下部 には存在 しない。周溝の幅

は１０～１５ｃｍで、深 さは ５～１０ｃｍと浅 い。

［柱穴 ・ピッ ト］　 南東 ・南西隅 の周溝 中か ら各 １個づつ検 出 した。主柱穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されている。袖 の上部及 び煙道部 ・煙 出 し孔 は削平 のため残存

していない。燃焼部 は地 山を若干掘 り窪めて構築 している。 中央部 にはスサ入 りの粘土 を薄 く

貼 った痕跡 が認 め られた。焼 土 は、両袖 間の全体 に広 がってお り、中央部の厚 さは ６ｃｍである。

袖 は床面上 に粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使用 していない。南側の袖 は外側 に開い

ている。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

（白鳥　文雄）
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第７１号 竪穴住居跡　 　　（第５２図）

［位置］　 Ｍ―２２グリ ッドに位 置する。

［確認状況］　 削平のため、カマ ドと貼 床の一部 を確 認 した。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 不明。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 貼床 の一部が 、１５ｃｍ×１５ｃｍの範 囲で残存 していた。

［周 溝］　 残存 しない。

［柱 穴 ・ピ ット］　 残存 しない。

［カマ ド］　 火焼面 と袖部 の一部 が残存 していた。規模 は、東西７０ｃｍ×南 北８０ｃｍで、火焼面 の

範囲 は３５ｃｍ×５０ｃｍであ る。煙 道部 は残存 しない。

［出土遺物］　 土師器及 び須恵器が出土 してい る。

（岡田　康博）

第７２号 竪穴住居跡　　　（第５２図）

［位置］　 Ｍ―２２グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平 のため、カマ ドの一部 を確認 した。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 不 明。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 残存 しない。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 残存 しない。

［カマ ド］　 北側 の袖部 と南側の袖部の一部 のみが残存 していた。規模 は、６０ｃｍ×８０ｃｍで、火

焼面の残存範 囲は１０ｃｍ×１０ｃｍで ある。煙道部 は残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（岡田　康博）

第７３号竪穴住居跡　　　（第５２図）

［位置］　 Ｍ―２１グリ ッドに位 置す る。
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［確認状況］　 削平のため、 カマ ドのみ を確認 した。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 不明。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 残存 しない。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 残存 しない。

［カマ ド］　 北側の袖部 は一部 しか残存 しない。規模 は９０ｃｍ×１２０ｃｍで、火焼面の範 囲は４０ｃｍ

×４０ｃｍであ る。煙道部 は半地下式 である。

［出土遺物］　 土師器 及び須恵器 が出土 した。

（岡田　康博）

第７４号竪穴住居跡　　　（第５２図）

［位置］　 Ｍ― ２１グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平のため、 カマ ドの火焼面のみ を確認 した。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 不明。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 残存 しない。

［柱穴 ・ピッ ト］　 残存 しない。

［カマ ド］　 火焼面 のみ残存 し、規模 は４０ｃｍ×４０ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（岡田　康博）

第７６号竪穴住居跡　　　（第５３図）

［位置］　 Ｏ―３６グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第５０・６１号溝 と重複 してお り、本住居跡 は第５０号溝 よ り古 く、第６１号溝 よ り新 しい。

また、北側部分 は昭和５７年度 の調査終 了地 区である。

［平 面形 ・規模］　 南壁 （１３８ｃｍ）や西壁 （２０４ｃｍ） で、残存 部か ら推定す ると方形 を呈する と
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思われ る。

［壁］ 南 ・西壁 だけが残存 している。壁 高は南壁 ２５ｃｍ、西壁２４ｃｍであ る。壁の立ち上が りはほ

ぼ垂直であ る。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、ほぼ平坦 である。

［周溝］　 検出 されなか った。

［柱穴 ・ピ ット］検 出 した ピッ トは ２個 で、主柱 穴か どうか判断で きなか った。

［カマ ド］　 南壁 寄 りに構築 されている。東側 を第５０号溝 に上部 を削平 されてお り、残存 状態

は不良である。袖 はローム をつ き固めて構 築 してお り、芯材は使用 されていない。煙 道部は不

明であ る。

［その他の施設］　 住居跡 の北側で 、長軸 （４４ｃｍ） ・短軸 （４２ｃｍ）、深 さ ９ｃｍの浅い不整方形

の ピ ットを検 出 した。用途 に関 しては不 明である。

［出土遺物］　 土師器片 が出土 してい る。

（成田　滋彦）

第７８号竪穴住居跡　 　　（第５４・５５図）

［位置］　 Ｎ ・Ｏ―３３・３５グ リッ ドに位置 し、増改築 されている住居 跡である。増改 築前 を第

７８号住居跡 （古） とし、増改築 した ものを第７８号住居跡 （新） として記 載す る。

［重複］　 第４８・４９・７６・８６・８８号住居跡 と重複 している。本住居 跡は第７９・８６・８８号住居跡

よ り新 し く、第４８・４９号住居跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 第７８号住居 跡 （古） は、東壁５８２ｃｍ、南壁６４７ｃｍ、西壁６３２ｃｍで、第７８号住

居跡 （新） は、東壁 （５５４ｃｍ）、南壁 （６５４ｃｍ）、西壁 （５８７ｃｍ） であ り、古 ・新 ともに方形 を呈

す ると思われる。主軸方位 は、 Ｎ―８５°― Ｅである。

［堆積 土］　 ４層 に分層で きた。 自然堆積 と思 われる。

［壁］　 第７８号住居跡 （古）の壁が 、東壁１４ｃｍ、南壁７０ｃｍ、西壁９０ｃｍで、第７８号住居跡 （新）

は、東壁 ７ｃｍ、南壁 ６ｃｍ、西壁 ５ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂直 である。

［床 面］　 第７８号住居跡 （古）の床面 は、貼 り床面が み られず 、ほぼ平坦 である。第７８号住居

跡 （新） の床面 は、住居跡の ほぼ全面 に貼 り床が み られる。

［周溝］　 第７８号住居跡 （古）で は、幅２５ｃｍ・深 さ４０ｃｍで一周す る。第７８号住居跡 （新）か ら

は、検 出 されなかった。
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［柱穴 ・ピ ット］　 第７８号住居跡 （古） か ら床 面及び周溝中か ら検出 した小 ピ ットは１１個 で、

Ｎｏ．２・６ ・１１が主柱穴 と考 えられ る。第７８号住居跡 （新） か らは検 出されなか った。

［カマ ド］　 第７８号住居跡 （古 ・新） ともに東壁 南寄 りに構築 され、半地下式煙 道部 をもつカ

マ ドであ る。第７８号住居跡 （古）のカマ ドの上部 に新 しくつ くりかえている。燃焼部火床面 は、

両袖中央か ら西側 に偏 った位置 にある。袖 は、粘 土 をつ き固めて構 築 されてお り、芯材は使用

されていない。

［その他 の施設］　 本住居跡 の外側 に Ｃ字形 の溝 （第５０号 溝）が、検 出 されてお り、本住居跡

に伴 う外 周溝 と考 え られる。溝 は幅６０ｃｍ・深 さ２５ｃｍであ る。壁は、ほぼ垂直に立ち上が り、底

面 は起伏 が認め られ、ほぼ平坦 である。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器 が出土 している。

（成田　滋彦）

第７９号竪穴住居跡 　　　（第５６図）

［位 置］　 Ｎ ・Ｏ―３４・３５グ リッ ドに位置 する。

［確 認状 況］　 削平 及び重複 のため、残存状態 は不 良で、床面 と周 溝だけか ら確認 された。

［重複］　 第７８・８８号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第８８号住居跡 よ り新 し く、第７８号住

居 跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （３８２ｃｍ）、南壁 （４４０ｃｍ）、西壁 （４３１ｃｍ）北壁 （４４４ｃｍ） の方形 を呈す

る。

［壁］　 検 出 されなかった。

［床 面］　 ローム及 び暗褐色土 の混合土 を貼 り、床 としている。

［周溝］　 幅２０ｃｍ、深 さ１８ｃｍで ほぼ一周す る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピッ トは ５個 である。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに焼土 の分布が あ り、カマ ドの燃焼部 と考 え られる。

［その他 の施設］　 検 出され なか った。

［出土遺物］　 土師器片が 出土 して いる。
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（成田　滋彦）

第８０号竪穴住居跡　　　（第２６図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―３１グリ ッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複のため、残存状態 は不 良で 、南東 の隅 だけが確認 された。

［重複］　 第３８号住居跡 と重複 して いる。本住居跡が 、第３８号住居跡 より古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は不明で ある。面積及 び主軸方位 も推定 で きない。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒 が混入する。

［壁］　 重複 のため、西壁 と南壁 の一部 だけが残存 している。壁高 は、西壁で２０～３０ｃｍで ある。

第Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂 直である。

［床面］　 ローム及 び暗褐色土 の混合土 を貼 り、床 としている。全体 に しま りが強い。

［周溝］　 検 出 されなかった。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面 か ら検 出 した小 ピ ットは、 ６個 でＮｏ． １が柱 穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 検 出 されなかった。

［その他の施設］　 認 め られない。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

（中嶋　友文）

第８２号竪穴住居跡　　　（第５７図）

［位置］　 Ｍ―２３・２４グ リッドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複のため、床面 と焼土粒の範囲か ら確認 した。

［重複］　 第８０・９４号土壙 よ り古い。第８４・９２～９４号竪穴住居跡、 第６０号溝 より新 しい。

［平面形 ・規模］　 確認で きた貼 り床の範囲 は、３００×２７０ｃｍで ある。

［堆積土］　 確認で きなか った。
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［壁］　 確認できなかった。

［床面］　 ローム主体の混合土 を貼 り床 としている。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 確認できなかった。

［カマ ド］　 貼床範囲の北側東寄 りに焼土粒が密集 した部分を確認 した。カマ ドが存在 した可

能性が高い。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

（三浦　孝仁）

第８３号竪穴住居跡　　 　（第５８図）

［位 置］　 Ｍ―２４グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 第 １号溝 を精査 中に、周溝 と掘 り方 の一部 を確認 した。

［重複］　 第 １号溝 と重複 してお り、本住居跡 が古 い。

［平面形 ・規模］　 確認 で きた西壁 は３８０ｃｍであ る。方形の プランで あろう。

［堆積 土］　 確認 で きなか った。

［壁］　 確認 した掘 り方の西壁 は緩 やかに立ち上がる。

［床面］　 確 認で きない。

［周溝］　 北壁 と南壁で確 認 した。幅１０～１５ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 ６個の ピ ットを確 認 した。 Ｐ１・Ｐ２が主柱穴の一部であ ろう。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（三浦　孝仁）

第８４号竪穴住居跡　　　（第５９図）

［位置］　 Ｎ ・Ｍ―２３・２４グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、床面 と焼土粒 の範 囲か ら確認 した。

［重複］　 第８５・９２～９４号竪穴住居跡、第６０号溝 よ り新 しい。 第 １号溝 、第８０、９４号土壙 、第

８２号竪穴住居跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 確認 で きた貼 り床 の範囲 は、４６５×２７０ｃｍである。

［堆積土］　 確認 で きなかった。

［壁］　 確認 で きなかった。

［床面］　 ローム主体 の混合土 を貼 り床 としている。
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［周溝］　 確認で きなかった。

［柱穴 ・ピット］　 確認で きなかった。

［カマ ド］　 貼床範囲の東側南寄 りに焼土粒が密集 した部分を確認 した。カマ ドの可能性が高

い 。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が出土 した。

（三浦　孝仁）

第８５号竪穴住居跡　　　（第６０図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―２３・２４グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 第９４号竪穴住居跡 を精査 中に貼 り床 と周溝 を確認 した。

［重複］　 第９１号溝 よ り新 しく、第８４・９４号竪穴住居跡 、第９４号土壙 、第 １号 溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 削平及 び重複 のため明確 でないが、方形 と思 われる。規模 は東壁で （４００ｃｍ）

である。

［堆積土］　 暗褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を含 む。

［壁］　 削平及 び重複の ため、 ほ とん ど確認 で きない。

［床面］　 ローム及 び暗褐色土の混合土 を貼 り床 としている。貼 り床 はほぼ全 面 に施 され、堅

緻 な造 りである。

［周溝］　 北壁 と東壁で確認 した。幅 は１５～２０ｃｍである。深 さは１０～２０ｃｍであ る。 また南側 に

長 さ１６０ｃｍの周溝 を一条確認 した。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面お よび周溝 内か ら、１９個 の ピッ トを確認 した。重複 に よ り、本住居跡

の主柱穴 の配置 は不明で ある。

［カマ ド］　 確認で きなか った。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 した。

（三浦　孝仁）

第８６号竪穴住居跡　　　（第６１図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―３３グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 第４８号住居跡 を精査 中に確認 した。

［重複］　 第４８・７８号住居跡 ・第３１号溝 と重複 してお り、本住居跡 は、重複 している全 ての遺

構 より古 い。

［平面形 ・規模］　 南壁 （２３４ｃｍ）、北壁 （２０６ｃｍ） で、残存 部か ら推 定す る と方形 を呈す る と

思 われる。主軸方位 はＮ― ５°― Ｅである。
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［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と してお り、 ローム粒が混入 している。人為堆

積 と思われ る。

［壁］　 重複のため南壁 と北壁 の一部だけが残存 してい る。壁高 は南壁で５０ｃｍ、北壁２９ｃｍであ

る。壁 は、緩やか に立ち上が る。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、ほぼ平坦であ る。

［周溝］　 検出 されなか った。

［柱穴 ・ピ ット］　 検出 されなか った。

［カマ ド］　 北壁 に構築 されてい る。燃焼部火床面 は、袖か ら南側の位置 にある。袖 は、粘土

をつ き固めて構築 してお り、芯材は使用 されてい ない。煙道 は、幅２２ｃｍで地 山を掘 り残 して構

築 してい る。

［その他の施設］　 検出 されなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った°

（成田　滋彦）

第８７号竪穴住居跡　　　（第６２図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２９・３０グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複のため、残存状態 は不良で、床面 と周溝 だけが確認 された。

［重複］　 第３７号住居跡、第３５号溝 と重複 してい る。本住居跡が第３７号住居跡、第３５号溝 よ り

古い。

［平面形 ・規模］　 南壁 （３６０ｃｍ）と東壁 ・西壁 の一部が確認 で きたが 、平面形 は、不明であ る。

面積及 び主軸方位 は推定で きない。

［堆積土］　 削平 されてい るため残存 してい ない。

［壁］　 削平及 び重複の ため、西壁 と南壁 の一部だ けが残存 してい る。壁 高 は西壁 で、１５～２０ｃｍ

であ る。第Ⅳ層 を壁面 と してお り、壁の立 ちあが りは、 ほぼ垂直で ある。

［床面］　 ローム及 び暗褐色土の混合土 を貼 り、床 とし、全体 に しまりが弱 い。

［周溝］　 ほぼ一周す ると思われ る。残存 す る周溝の幅 は、１４～２５ｃｍ、深 さは ８～１９ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ット］　 床面及 び周溝中か ら検出 した小 ピ ッ トは、１７個で、Ｎｏ． ４ ・７ ・１０・１７は

柱穴 と考 えられ る。周溝中のＮｏ． １ ・２も支柱穴 と思 われ る。

［カマ ド］　 検出 されなか った。

［その他の施設］　 認め られなか った。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

（中嶋　友文）
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第８８号竪穴住居跡　　　（第６３図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―３４・３５グリ ッ ドに位置す る。

［重複］　 第７８・７９号住居跡 と重複 して いる。本住居跡 は、これ らの住居跡 よ り古 い。 また、

北側部分 に増築がみ られる。

［平面形 ・規模］増築前は、東壁 （４７２ｃｍ）、南壁 （５００ｃｍ）、北壁 （５１６ｃｍ）で、増築後 は東壁 （５５２ｃｍ）、

南壁 （４７０ｃｍ）、西壁 （５７３ｃｍ）、北壁 （５１６ｃｍ）であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。

［壁］　 削平及 び重複 のため、確認 で きなかった。

［床面］　 貼 り床 はみ られず、 ほぼ平坦 である。

［周構］　 増築前 の周溝 は、幅２１ｃｍ、深 さ２０ｃｍで一周 する。増築後 の周溝 は幅２５ｃｍ、深 さ２０ｃｍ

であ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 床面及 び周溝 中か ら４個 の ピ ットを検 出 した。主柱 穴か どうか判 断で きな

か った。

［カマ ド］　 検 出 されなかった。

［出土遺物］　 土師器 ・須 恵器片 が出土 している。

（成田滋彦）

第８９号竪穴住居跡　　　（第６４図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―１９・２０グ リ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平のため、残存状 態は不良であ る。主に西側のみ残存 してい る。

［重複］　 第９０号竪穴住居 跡 と重複 し、本住 居跡が新 しい。
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［平面形 ・規模］　 東 壁 （２９５ｃｍ）、南壁 （２９５ｃｍ）、西壁 （３１０ｃｍ）、北壁 （３００ｃｍ）の方形 を呈

す る。面積 は （約８．４㎡）であ り、主軸方位 はＮ―７５°―Ｗ である。

［堆積 土］　 主に西側部分 で検 出 した。 ６層 に分層 で きた。暗褐 色土 を基調 と してお り、ロー

ムを多量に混入する。全体 に炭化物 を混入 し、 しま りは少ない。 ６層 は不明瞭であるが、掘 り

方の埋 め土 と考え られ、 この上 面 を床 としている。 ６層は第９０号住居 跡の埋 め土 の可能性 も考

えられ る。

［壁］　 削平のため、ほぼ住居跡 の西側半 分のみで確 認 した。第Ⅳ層 及び第９０号住居跡 の覆土

を壁 と してお り、垂直に立ち上がる。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込んでお り、１０～２０ｃｍの厚 さで掘 り方 を埋 め戻 し、 この上面 を床面 と

してい る。第 ５層 は貼 り床 の埋 め土 と考 え られる。貼 り床面は西側 に残存 する。

［周溝］　 南 ・西壁下の全面 及び北壁 の西側 に残存 する。幅は ５～１５ｃｍ程で、深 さは概 ね１５ｃｍ

であ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 本住居跡範 囲内には ９個 の ピ ットを確 認 したが、柱 穴 と断定 で きる ものは

ない。 ピッ ト７は貼 り床下 か らの検 出である。

［カマ ド］　 削平のため、内部 の施 設が痕跡程度 に残存 するだけである。東壁 の南の隅に構築

されてい る。両袖 及び火床 部が、それぞれ厚 さ ５ｃｍ程度確 認 された。袖 は黄褐色 のローム を固

めて構 築 している。焼土 は３０×２０ｃｍで、その前庭部 に も焼土混 じりの褐色土が確認 されて いる。

［その他の施設］　 床 面の下か ら大型 の ピ ット （ピ ット１７） が検 出 された。堆積 土の第 ６層 が

本住居跡の埋 め土 と考える と、１７は本住居跡 の付 属施設の可能性 が高い。 また第９０号住居跡 の

埋め土 とすれば、該住居跡 の付属施設 、 または両住居 跡の存在 時の中間に構 築 された土壙 の可

能性 も考え られ る。

［出土遺物］　 少量の土師器 ・須恵器片 が出土 してい る。

（白鳥　文雄）

第９０号竪穴住居跡　　　（第６４図）

［位 置］　 Ｊ ・Ｋ―１９・２０グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平 及び重複 のため、床面 の一部及 び周溝 を確認 しただけである。

［重複］　 第８９号竪穴住居跡 と重複 し、本住居跡 が古 い。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は方形 を呈 する。東壁 （４１０ｃｍ）、南壁 （４２０ｃｍ）、西壁 （４１５ｃｍ）、北

壁 （４０５ｃｍ）であ る。面積 は （１５．５㎡） で、主軸方位 は概ね Ｎ―５５°―Ｗで ある。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。 第 １・２ ・５層 が堆積土 と考 え られる。 ３ ・４層 は掘 り方 の

埋 め土 と考 え られる。堆積土 は暗褐色土 を基調 としてお り、ローム粒 が混入 している。第８９号
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住居跡 の第 ６層 も本住居跡 の埋 め土 の可能性が ある。

［壁］　 第Ⅳ層 を壁 としているが 、南 ・西壁 の一部 で確認 で きただけである。立 ち上が りはほ

ぼ垂 直である。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込み、西壁で は約２０ｃｍ埋 め土 をしてお り、第 ３層 を床面 としている。

ローム粒 を多 く混入 した貼 り床 の一部が南西隅 にご く一部残存 している。

［周溝］　 ほぼ全周す る。北壁の 中央で一部検 出で きなかった。 また、東壁 の南寄 りに一部掘

り込 まれていない部分が認め られ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 本住居跡内で ９個の ピ ッ トを確認 した。 この うち ２ ・３ ・６～ ８の ５個が

柱穴 の可能性が考 えられ る。

［カマ ド］　 削平のため、検出で きなか った。東壁南寄 りに周溝 を掘 り込 んでい ない部分が認

め られ ることか ら、 この部分 にカマ ドが構築 されてい た もの と考 え られ る。

［出土遺物］　 土師器片が数片出土 した。

（白鳥　文雄）

第９２号竪穴住居跡　　　（第６５図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ―２３・２４グ リ ッドに位 置する。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、掘 り方の一部だけ を確 認 した。

［重複］　 第８２・８５・９３・９４号 竪穴住居跡 、第 １ ・６０号溝 、第８０・９４号 土壙 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 削平及 び重複 のため、判 断で きない。

［堆積 土］　 確認 で きなかった。

［壁］　 確認 で きなかった。

［床面］　 確認 で きなかった。

［周溝］　 確認 で きなかった。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 ６個 のピ ッ トを確認 したが 、本住居跡 に伴 うか不 明である。

［カマ ド］　 確認で きなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（三浦　孝仁）

第９３号竪穴住居跡　　　（第６５図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ―２３グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、掘 り方の一部 と周溝 だけ を確 認 した。

［重複］　 第８２・８５・９４号竪穴住居跡 、第６０号溝 よ り古 い。第９２号 竪穴住居跡 よ り新 しい。
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［平面形 ・規模］　 削平及び重複のため、明確ではないが、残存部から判断すると方形であろ

う。

［堆積土］　 確 認で きなか った。

［壁］　 確認で きなか った。

［床面］　 確 認で きなか った。

［周溝］　 北壁 と南壁 の一部 に確認 した。幅１０～１５ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 確認 で きなか った。

［カマ ド］　 確認 で きなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（三浦　孝仁）

第９４号竪穴住居跡　　　（第６６図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ― ２３・２４グ リッドに位置す る。

［確認状況］　 第８４号竪穴住居 跡 を精査中 に貼 り床 と周溝の一部 を確認 した。

［重複］　 第８５号竪穴住居 跡、第９１号溝 よ り新 しく、第８４号竪穴住居跡、第９４号土壙、第 １号

溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 削平 及び重複 のため明確 でないが、方形 と思 われる。規模 は南壁で （３２０ｃｍ）

であ る。

［堆積土］　 暗褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 ・焼土粒 を含 む。

［壁］　 削平及 び重複 のため、 ほ とんど確認 で きない。

［床面］　 ローム及 び暗褐色土 の混合土 を貼 り床 としている。貼 り床 は数箇所 で確認 した。

［周溝］　 南壁 と東壁で確認 した。幅１５～３０ｃｍで ある。深 さ ５～１５ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピッ ト］　 周溝内か ら、 ４個の ピ ッ トを確認 した。

［カマ ド］　 確認で きなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（三浦　孝仁）

第９５号竪穴住居跡　　　（第６７図）

［位 置］　 Ｋ ・Ｌ―２２・２３に位置す る。

［確認状況］　 重複の ため周溝のみ を確認 した。

［重複］　 第 ２ ・７９・８４号溝跡 と重複 し、本住居跡が最 も古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 はほぼ方形であ る。東壁 （３３０ｃｍ）、南壁 （２８０ｃｍ）、西壁 （２５０ｃｍ）、
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北壁 （３２０ｃｍ） である。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 南西 隅 と東壁 の一部が重複 のため残存 しない。幅は１０～２５ｃｍ、深 さは ５～１５ｃｍであ

る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 残存 しない。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（岡田　康博）

第９７号竪穴住居跡　　　（第６８図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ ―２０に位置す る。

［確認状況］　 削平のため東側が失 われてい るが 、その他 は良好 な状態 で検 出 された。

［重複］　 な し

［平 面形 ・規模］　 西壁 （３９８ｃｍ）、南壁 の残 存部 （２２５ｃｍ）、北壁 の残存部 （１５０ｃｍ）で、平面

形 は方形 を呈す る と思 われる。

［堆積土］　 １層。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為堆積 の別 は不 明であ る。

［壁］　 壁高 は西壁 で ６ｃｍ、南壁 ６～ ０ｃｍ、北壁 は残存 していない。

［床面］　 厚 さ ２～１４ｃｍで貼 り床 が施 されてい る。

［周溝］　 な し。

［柱穴 ・ピ ット］　 床 面か ら検 出 した ピ ットは ６個であ るが、柱穴 と判定で きる もの はない。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土師器片が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第９８号 竪穴住居跡　　　（第６９図）

［位 置］　 Ｎ―２４グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 第 １号溝 を精査 中に、壁 と掘 り方 の一部 を確認 した。

［重複］　 第 １号溝 と重複 してお り、本住居跡が古 い。

［平面形 ・規模］　 確認 で きた西壁 は２８０ｃｍであ る。
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［堆積土］　 確認 で きなか った。

［壁］　 確 認 した西壁 は緩 やに立ち上がる。壁 高は、１０～１２ｃｍ程であ る。

［床面］　 確 認で きなか った。

［周溝］　 全体は認め られない。

［柱穴 ・ピ ット］　 一部検出 した床面上で ５個の ピ ッ トを確認 した。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（三浦　孝仁）

第９９号竪穴住居跡　　　（第７０図）

［位置］　　 Ｉ ・Ｊ―１１・１２グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため 、東側 の一部 を確認 しただけである。

［重複］　 第２６・２８号溝 と重複 してお り、本住居跡 が古 い。

［平 面形 ・規模］　 重複の ため全体形 は不明であ る。残存部 は、東壁 （４２０ｃｍ）、北壁 （１４０ｃｍ）、

南壁 （１４０ｃｍ）で ある。

［堆積 土］　 ５層 に分層 で きた。 第 １層 は表土 、第 ２層 も耕作 土の可能性 が高い。第 ３層 は後

世の柱 穴であ る。本住居跡 に確実 に伴 うものは第 ４ ・５層 で、 ロー ム主体の層であ る。炭化物

の混入が認め られ る。

［壁］　 東壁 と南及 び北壁 の一部 を確認 した。第 Ⅲ ・Ⅳ層 を壁 と してお り、垂直 に立 ち上が る。

［床面］　 ローム主体の混合土 を貼 り床 と してい る。厚 さは ５～１０ｃｍであ る。焼土付近 は堅 く

しまって いる。

［周溝］　 確認で きた壁の下部で、一部 を除いて確認で きた。輻 は１０～２０ｃｍ程で、深 さは ４～

２３ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピッ ト］　 ５個の ピ ットを確 認 した。ピッ ト１・２ ・４は、後世の もの と考 えられる。

ピッ ト５は、本住居跡 の柱穴の可能性が高 いが、断定で きない。 ピッ ト３は、周 囲か ら土師器

片等 が出土 しているが、本住居跡 に伴 うかど うか は不 明で ある。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに周溝の途切れ る部分が あ り、この周囲 に焼土の広が りが認め られた。

上部施設 は削平 された もの と考 え られるが 、この位置 にカマ ドが設置 されていた もの と考 えら

れる。焼土 は厚 さ ５ｃｍ程 である。全体 に床面上 より若干浮 いている。

［出土遺物］　 土 師器片及 び小礫が 出土 している。

（白鳥　文雄）
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第１００号竪穴住居跡　　　（第７１図）

［位 置］　 Ｉ― ７ ・８グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平及 び重複 のため、全体形 は不 明である。

［重複］　 第６７・１２６号竪 穴住 居跡及 び第２６号溝 と重複 してい る。本住居跡 は第６７号住居跡 よ

りも新 しく、第２６号溝 よ りも古 い。第１２６号住居 跡 とは削平に よ り新旧関係 は不明である。

［平面形 ・規模］　 削平及 び重複 によ り全体形 は不 明である。残存部分 は南壁及 び西壁の一部

である。規模 は南壁 （４８０ｃｍ）、西壁 （２４５ｃｍ）であ る。

［堆積土］　 ６層 に分層で きた。褐色土 を基調 と してお り、ローム粒 ・炭化物 を混入す る。

［壁］　 南壁及 び西壁 の一部 を確認 した。第 Ⅳ層 を掘 り込 んで お り、ほぼ垂直 に立 ち上が る。

［床面］　 ロームを主体 と した混合土 を貼 って、床 と して いる。貼 り床 は ５～１０ｃｍの厚 さで、

堅 くしまってお り、残存部分の ほぼ全面で確認で きた。

［周溝］　 残存す る壁の直下で確認 した。幅 は１０～１８ｃｍ程 と狭 く、深 さは約 ２～１０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 １１個の ピ ッ トを確認 した。 ピ ッ ト２ ・４ ・６が本住居跡の柱穴の可能性が

高 い。ピ ット９～１１の ３個 は、本住居 に伴 う貯蔵穴 の可能性が高 いが 、床 面か らの深 さが浅 く、

掘 り方 の一部か も しれ ない。

［カマ ド］　 東壁寄 りに焼 土範囲が確 認 された。火床部及 び天井部の崩落 による焼土で、天井

部及 び煙道部 は削平のため存在 しない。火床部の焼土 は厚 さ ５ｃｍ程であ る。

［出土遺物］　 土師器片 ・須 恵器片 ・鉄製品等 が出土 してい る。

［その他］　 南壁東寄 りに１００×９０ｃｍ程の範 囲で焼土が確認 された。床面 よ り浮 いてお り、本

住居 に伴 う可能性 は少な く、後世の廃 棄 によるもの と考え られ る。

（白鳥　文雄）

第１０１号竪穴住居跡　　 　（第７２図）

［位置］　 Ｇ―３２に位置す る。

［確 認状況］　 重複の ため東側部分が失 われてい た。

［重複］　 第１０２号住居跡 、第１０３・１０４号溝 と重複 している。本住居 は第１０２号住居跡 よ り新 し
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く、第１０３・１０４号溝 よ り古 い。

［平面 形 ・規模］　 西壁 （１９８ｃｍ）、南壁 の残存 部 （１６０ｃｍ）、北壁 の残存部 （２０５ｃｍ）で、平面

形 は方形 を呈す る と思 われる。

［堆積土］　 ３層 に分 け られた。 自然堆積 した もの と考 え られる。

［壁］　 壁高 は西壁約２８ｃｍ、南壁２８～１８ｃｍ、北壁２６～１４ｃｍであ る。壁 の立ち上が りはほぼ垂直

であ る。

［床面］　 貼 り床 は施 されていない。

［周溝］　 な し。

［柱 穴 ・ピ ット］　 検 出 されなか った。

［カマ ド］　 なし

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１０２号 竪穴住居跡　　　（第７２図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―３２・３３に位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため、西側部分の周溝か ら確認 した。

［重複］　 第１０１号住居跡 、第１０３・１０５号溝 と重 複 してい る。 これ らの遺構 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （５５６ｃｍ）、南壁 の残存部 （１８０ｃｍ）、北壁 の残存部 （４１５ｃｍ）で、

平面形 は方形 を呈す る と思 われ る。

［堆積土］　 周溝 中の堆積土が確認 されたのみで ある。

［壁］　 周溝 のみの検 出で壁面 は検 出されなかった

［床面］　 床面 は検 出 されなか ったが、厚 さ ２～１５ｃｍ （残存部 の厚 さ） で貼 り床 が施 されてい

るこ とが確認 された。

［周溝］　 西壁 、南壁 、北壁 に周溝が み られる。周溝 の幅 は１５～１８ｃｍで、深 さは ２～ １２ｃｍで あ

る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら７個 ピッ トが検 出 されているが、柱 穴 と判 断で きる も

のはない。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 している。

（羽柴　直人）
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第１０３号竪穴住居跡　　　（第７３図）

［位置］　 Ｇ―１９・２０グ リ ッドに位 置する。

［確認状 況］　 削平 と重複 のため、残存状態 は不 良であるが、壁溝 な どか ら確認 した。

［重複］　 第１０５・１１８号住居跡 、第１１３号溝 と重複 して いる。第１１３号溝 との新 旧関係 は不 明で

あ るが、その他の住居 跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁３８６ｃｍ、南壁３８７ｃｍ、西壁４３２ｃｍ、北壁３７８ｃｍで方形 を呈す る。主軸方位

は Ｎ―１５°―Ｗであ る。本住居跡 は第１０５号 と第１１８号住居 跡 を ２度拡張 して構築 されている。

第１１８号 住居跡が最 も古 く、第１１８号住 居跡 の西壁 と南壁 を拡 幅 して第１０５号住居跡 を構 築 し、

さらに第１０５号住居跡 の西壁 と南壁 を拡幅 して、本住居跡 を構築 している。面積 は （約１３．８㎡）

であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。暗褐 色土 を基調 と してお り、 ローム ・炭化物粒が混入す る。

自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 東壁の一部が削平 されてい るため確 認で きなか ったが、その他 は残存す る。壁高 は西

壁１４ｃｍ、南壁 ７ｃｍ、北壁１１ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、 ほぼ垂直であ る。

［床面］　 床面 は黒褐色土の混合土 を貼 り、床 と してい る。貼 り床 は、 ほぼ全面 に施 され、全

体 に しまりが弱い。

［周溝］　 カマ ドが存在 していた と思われ る部分 を除いて一周す る。周溝 の幅 は、８～１５ｃｍで、

深 さは概ね ５～ ８ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝中か ら検出 した小 ピ ッ トは１０個で、主柱穴 はＮｏ． １ ・２ ・４

である と考 え られ る。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてい た と思 われ るが確認で きなか った。

［その他 の施設］　 貼 り床面の下か ら円形の ピッ トが ２個検 出 された。本住居跡 の拡幅前 に伴

うもの と考 え られる。 また、本住居跡の西側 には、 ４個の不正楕 円形 を した ピッ トが あ り、本

住居跡 には伴 わない と思われ る。

　 本住居 跡の外側 にＵ字形 の溝 （第１１２号溝）が 、検 出 されて お り、本住居 跡 に伴 う外周溝 と

考え られる。

［出土遺物］　 土 師器片が出土 してい る。

（成田　　悟）

－ ７２ －



第１０５号竪穴住居跡　　　（第７４図）

［位置］　 Ｇ―１９・２０グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため 、残存状 態 は不良であ るが、壁溝 や柱穴 などか ら確認 した。

［重複］　 第１０３・１１８号住 居跡、第１１３・１１６号 溝 と重複 してい る。第１１３号溝 との新 旧関係 は

不 明であるが 、第１１８号住居跡 より新 し く、第１０３号住居跡 よ りも古 い。

［平面形 ・規模］　 東壁３９２ｃｍ、南壁３６６ｃｍ、西壁４０２ｃｍ、北壁３６７ｃｍで方形 を呈す る。主軸方位

は Ｎ―１５°―Ｗ であ る。本住居跡 は第１１８号住居跡 を拡 張 して構築 されている。第１１８号住居跡

の西壁 と南壁 を拡 幅 している。床面積 は （約 １３．３㎡） である。

［堆積土］　 黒褐色 土の １層 のみである。ローム ・炭化 物粒 ・焼 土粒 が混入する。人為堆積 と

考 えられ る。

［壁］　 東壁が削平 されてい るため確 認で きなか ったが、その他 は残存 してい る。壁高は西壁

１８ｃｍ、南壁 ５ｃｍ、北壁１８ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、 ほぼ垂直で ある。

［床面］　 床面 は黒褐色土の混合土 を貼 り、床 として いる。貼 り床 は、 ほぼ全面 に施 され、全

体 に しまりが弱 い。

［周溝］　 東壁 の南側 を除 いて一周す る。周溝 の幅 は、 ７～１２ｃｍで、深 さは概 ね ３～ ５ｃｍであ

る 。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ットは ５個 で、主柱 穴 はＮｏ． １～ ４と考

えられ る。

［カマ ド］　 東壁 北寄 りに構築 されてお り、煙道部 だけ確認 され、燃焼 部火床 面は確認 で きず 、

煙 出 し孔 は第１１６号溝 に より削平 している。堆積土 は ５層 に分層で き、１～ ３層 に焼土粒 を含 む。

　［その他 の施設］　 本住居跡 の外側 にＵ字形 の溝 （第１１２号 溝）が、検 出 されてお り、本住居

跡 または、第 １０３・１１８号住居跡 に伴 う外周溝 と考 え られる。

　［出土遺物］　 土 師器片が 出土 している。

（成田　　悟）

－ ７３ －



第１０６号竪穴住居跡 　　　（第７５図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―３７グ リッ ドに位置す る。

［確 認状況］　 削平及 び重複の ため、周溝のみか ら確認 した。

［重複］　 北側 は削平 され、東側 は大 きな攪乱 を受 けて いるため、検 出で きたの は南西側の周

溝の一部 だけである。

［平面形 ・規模］　 一部 のみ の確認で、平面形 ・規模 とも不 明である。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床 面］　 残存 しない。

［周溝］　 南側 と西側 の一部 は確認で きた。幅 は、１０～１５ｃｍで 、深 さは約 ５ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピッ ト］

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（下山　信昭）

第１０８号竪穴住居跡　　　（第７６図）

［位置］　 Ｉ・Ｊ ・Ｋ― ２５・２６グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平のため残存状 態 は不 良であ ったが、第 １号溝の東側 にあ る暗褐色土 の落ち

込みか ら確認 した。

［重複］　 第 １号溝及び第７８号溝 と重複 してい る。本住居 跡が第 １号溝 ・第７８号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁は３９６ｃｍ、北壁 ・南壁 の残存部 の長 さはそれぞれ３００ｃｍ、２３８ｃｍで ある。

［堆積土］　 ８層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 とし、全体 的 にローム粒 が混入す る。人為堆

積 と思 われる。

［壁］　 西壁及 び北壁 ・南壁 の一部 が残存 す る。壁 高 は西壁 で２４ｃｍ、南壁で１０ｃｍである。壁 の

立 ち上が りはほぼ垂直であ る。

－ ７４ －



［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込んで床 と してい る。住居の南西部分で ４箇所貼 り床の範囲が確認 さ

れた。貼 り床は堅 くしまっている。

［周溝］　 残存 部分にはすべ て周溝 が巡る。周溝の幅 は ８～２４ｃｍであ る。深 さは浅い ところで

３ｃｍ程であるが、概 ね１１～１４ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 確認面 で １個 、周溝 部分か ら ３個、床下か ら ２個、合計 ６個検出 された。

Ｎｏ． １～ ２は主柱 穴の可能性 もある。

［カマ ド］　 残存 しない。

［その他 の施設］　 西側 に本住居 を囲む Ｕ字形 の溝 が検出 された。本住居に伴 う外周溝 と思わ

れる。幅１８～２４ｃｍ、深 さ１９～３６ｃｍである。東側部分 は第 １号 溝及び第７８号溝に切 られ残存 して

いない。

［出土遺物］　 土 師器片 が出土 している。

［その他］　 構築 の時代 は平安時代 と思われ る。

（長瀬　　昇）

第１０９・１２４号竪穴住居跡　　　（第７７図）

［位置］　 Ｉ―３０～３２、 Ｊ―３０～３２に位置す る。

［確認状 況］　 第１０９号竪 穴住 居跡 は第 Ⅳ層 上面 において確認 し第１２４号竪穴住居 跡は第１０９号

竪穴住居跡 の貼床 の下面 に確認 した。

［重複］　 第３０号住居跡 と、第３８号住居跡お よび外周溝 と重複 している。両住居跡 は第３０号住

居跡 、第３８号住居跡 および外周溝 よ り古 い。第１０９号竪穴住居 跡は第１２４号竪穴住居跡 を拡張 し

た もので ある。

［平面形 ・規模］　 第１０９号竪穴住居跡 は、東壁６６５ｃｍ、南壁６４０ｃｍ、西壁６６０ｃｍ、北壁６００ｃｍの

ほぼ方形 を呈 し、第１２４号竪穴住居跡 は東壁５８６ｃｍ、南壁５３８ｃｍ、西壁５９２ｃｍ、北壁５４７ｃｍ、の ほ

ぼ方形 を呈 し、面績 は第１０９号竪穴住居跡 が約３８．８㎡、第１２４号竪穴住居跡が約３１．３㎡であ る。

主軸方位 は両住居 跡 ともにＮ―７８°―Ｗであ る。

［堆積 土］　 第１０９号 竪穴住居跡 は１３層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、ロームブロ ッ

ク、炭化物粒 が混 入す る。 自然堆積 と考 え られる。第１２４号 竪穴住居跡 は ５層 に分層 で きた。

人為堆積 と考 え られる。

－ ７５ －



［壁］　 両住居跡 ともに北壁 と西壁の一部 は削平 および重複 によ り一部 しか残存 してお らず、

さらにすべての壁 も残存 不良で ある。壁 高 は第１０９号竪穴住居跡 が東壁 で ０ｃｍ～ ２ｃｍ、西壁で

９．２ｃｍ～２２．５ｃｍ、南壁 で３．５ｃｍ～１１．５ｃｍ、北壁 は確認不 可能であ る。 第１２４号竪穴住居跡 は東壁

で ０ｃｍ～１．３ｃｍ、西壁 で １ｃｍ～３．２ｃｍ、南壁で ５ｃｍ～６．２ｃｍ、北壁 は確認不 可能である。

［床面］　 第１０９号竪穴住居跡 は第１２４号竪穴住居跡床面 を削平 し、貼床 を施 しているが、東壁

付近 は削平の ために貼床 は確認 されなか った。第１２４号竪穴住居跡 は第Ⅳ層 を掘 り込み、貼床

は確 認 されなかった。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて全周 していた と思 われるが 、北側 の周溝 は削平 されてお り、確

認で きなかった。 第１０９号 竪穴住居跡 の周溝 の幅 は ５ｃｍ～１５ｃｍであ り、深 さは６．７ｃｍ～１８．９ｃｍで

あ る。第１２４号竪穴住居跡 の周溝 の幅は ５ｃｍ～２２ｃｍであ り、深 さは ４ｃｍ～１６．９ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 第１０９号竪穴住居跡 の床面 お よび周溝 中か ら検 出 した小 ピッ トは１２個 で、Ｎｏ．

５、 ６、 ７、 ８は主柱穴 である と考 え られる。第１２４号 竪穴住居跡 の床 面お よび周溝 中か ら検

出 した小 ピッ トは２０個 でＮｏ．１、 ２、 ３、 ４は主柱 穴であ ると考 えられ る。

［カマ ド］　 第１０９号竪 穴住 居跡の東壁南 寄 りに構築 されてい た と思 われ るが、第３０号住居跡

に切 られているため残存状態 は不 良である。東壁南寄 りに焼土 と黄 白色粘土 （カマ ドの袖 部か）

が散乱 して検 出 されたのみで、第３０号住居跡 に切 られた部分 の底面 には燃焼部火床面が検 出さ

れた。煙道部 も検出 され なか った。なお、第１２４号竪穴住居跡 に伴 うカマ ドは全 く検 出されなかっ

た。

［その他の施設］　 本住居跡 の外 側 には平面観 が Ｕ字形 を呈 す る溝 （第６３号溝 、第１０１号溝）

が検 出されてお り、これ らは本住居 に伴 う外周溝 と考 え られ る。第６３号溝 、第 １０１号溝 と も東

側 を開 口 し、幅 は第６３号溝が４８ｃｍ～９７ｃｍ、第１０１号溝が４７ｃｍ～１２８ｃｍである。第６３号溝の深 さは、

３４ｃｍであ り、第１０１号 溝が２７ｃｍで ある。 両溝 と も東側 の一部 を第３２号溝 に切 られ、更 に途 中で

プランが確認 で きなかった。第６３号溝 の覆土 中か らは苫小牧火 山灰が検 出 された。 なお、第６３

号溝 は第１０１号溝 よ りも新 し く、それ らの規模 、形状 、新 旧関係 か ら推察 して第１２４号竪穴住居

跡 には第１０１号溝が、第１０９号竪穴住居跡 には第６３号溝が伴 うもの と考 え られる。

［出土遺物］　 第１０９号住居跡 か ら、土 師器 ・須 恵器 ・鉄 製品 ・鉄 滓が出土 してい る。

（木村　　高）

第１１０号竪穴住居 跡　　　（第７８・７９図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ ・Ｌ―２１・２２・２３グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 精査 中に方形の黒褐色土の落 ち込み を確認 した。

［重複］　 第１１５号 ・第１２０号 ・第１３２号住居跡 、第８１号溝跡 と重複 し、本住居跡 が最 も新 しい。

－ ７６ －



［平面形 ・規模］　 平面形 はほぼ方形で ある。東壁 （９４０ｃｍ）、西壁 （９２０ｃｍ）、南壁 （８６０ｃｍ）、

北壁 （８７０ｃｍ）であ る。総床 面積 は約７８．３㎡であ る。主軸方位 はＮ―４６°―Ｗ である。

［堆積土］　 ６層 に分層 した。層全体 に小 さなローム ・ブロ ックや焼土 ブロ ックを含 む。第 １

層 ・第 ２層 は 自然堆積 で、それ以下 は人為堆積 と考 え られる。

［壁］　 第Ⅳ層 を掘 り込 んで構築 され、床面 か ら直線 的に外傾 しなが ら立ち上が る。壁 高は東

壁４５ｃｍ、西壁４５ｃｍ、南壁４５ｃｍ、北壁３０ｃｍである。

［床面］　 住居の東側、カマ ドの周 囲に顕著 に貼 り床 が施 されてい る。範 囲は２３０ｃｍ×４３０ｃｍで、

厚 さは ２～ ５ｃｍである。

［周溝］　 拡 張後には検 出 されなかった。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 住居跡 の対 角線上 に ４個検 出 された。規模 は約８０ｃｍ～１００ｃｍで 、深 さは４０

～６０ｃｍであ る。 これ ら中で礎板 の痕跡 が認 め られた ものが ３個あ る。

［カマ ド］　 東壁の南壁寄 りに構 築 されている。遺存 状態 は良好であ る。規模 は１１０ｃｍ×１７０ｃｍ

で、火焼面の範囲 は４０ｃｍ×５０ｃｍである。袖部は粘土 を盛 り上げて構築 した ものであ る。壁際に

比べて、火焼部 に近づ くにつれて袖 部の膨 らみが大 き くな る。少 な くとも ２回の作 り替 えが認

め られ る。煙道部 は半地下式である。火焼面には支脚 と考 えられ る土師器の甕の破片が集中 し

て 出土 した。

［出入 り口］　 南壁の東寄 りに粘土 を突 き固めた スロープと、外側 に舌状の貼 り出 しを検出 し

た。 出入 口の施設 と考 えられ る。

［改築］　 少 な くとも本住居 は ２時期の変遷が認め られ る。当初の規模 は東壁 （８００ｃｍ）、西壁

（８１０ｃｍ）、南壁 （７９０ｃｍ）、北壁 （７８０ｃｍ）であ る。これに伴 う周溝 は幅が２０～３５ｃｍ、深 さ１０～２５ｃｍ

である。東壁の一部が途切れてお り、改築以前の 出入 口の可能性が高 い。 さらにＹ字状 に溝が

北側方向 の住居外 に延 び、外周溝の第７９号溝跡 に接続す る。

［付属施設］　 住居の東側以外 を弧状 に外周溝 （第７９号溝）が取 り巻 いている。

［出土遺物］　 覆土 ・床面 よ り土師器 ・須恵器 ・鉄製品 ・鉄滓等が 出土 した。

（岡田 康博）

第１１１号竪穴住居 跡　　　（第８０図）

［位置］　 Ｉ・Ｊ―２２・２３グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 遺構確認 中に方形の暗褐色の落 ち込み を確認 した。

［重複］　 第１１２号 ・第１２９号住居跡、第８２号 ・第１２３溝跡 と重複 し、本住居 跡が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形はほぼ方形形 であ る。東壁 （３７０ｃｍ）、西壁 （３８０ｃｍ）、南壁 （３８０ｃｍ）、

北壁 （３６０ｃｍ） である。壁 は底面 か ら直線 的に立ち上が る。面積 は１１．８㎡であ る。

－ ７７ －



［堆積 土］　 １１層 に分層 した。層全体 に ローム ・ブ ロ ックを含 む。人為堆積 と考 えられ る。

［壁］　 削平 されてい るが、現存 してい る部分 の壁 高 は ５～１０ｃｍであ る。

［床面］　 北 ・西側 を除いて貼床 が施 されてい る。貼床 の厚 さは ５ｃｍ前後であ る。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて全周 巡る。幅は２０ｃｍ前 後で、深 さ ８～２０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 四隅に主柱 が配置 され る。径２０～３０ｃｍで、深 さは１５～２０ｃｍであ る。

［カマ ド］　 東壁 の南寄 りに構築 されている。煙道部 は残存 しない。火焼面 は３０～４０ｃｍである。

芯材 は用いず、粘土 を盛 った ものである。支脚 には土 師器 の甕 の底部 を倒立 して使用 している。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器 ・鉄滓 が出土 してい る。

（岡田　康博）

第１１２号竪穴住居跡　　　（第８１図）

［位 置］　 Ｈ ・Ｉ―２３グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため、床面 と周溝 を確認 した。

［重 複］　 第１１１号 ・第１２９号住 居跡、第１２３号 ・第１２７号土壙 、第 ２号溝跡 と重複 し、第１２９号

住居跡 より新 しく、第１１１号住居跡、第１２３号 ・第１２７号土壙、第 ２号溝跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 はほぼ方形 である。東壁 （４００ｃｍ）、西壁 （３９０ｃｍ）、南壁 （３９０ｃｍ）、

北壁 （４１０ｃｍ）であ る。床面積 は （１４．２㎡）であ る。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床 面］　 ほぼ全面 に、厚 さ５～２０ｃｍの貼床 が施 される。

［周溝］　 遺構 の重複部分 を除いて、ほぼ全周 に巡 る と考 え られるが、南壁西側部分 は設 け ら

れていない可能性 もある。幅 は ５～２０ｃｍ、深 さ ５～１５ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 南東隅 を除 く、各隅 に主柱穴が ある。規模 は径 １５～２０ｃｍで、深 さ１１～２２ｃｍ

であ る。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 土 師器片が少量 出土 している。

（岡田 康博）

第１１５号竪穴住居 跡　　　（第８２図）

［位置］　 Ｊ―２２グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複の ため、周溝 と床面の一部 を確認 した。

［重複］　 第１１０号 ・第１３２号住居跡 と重複 し、本住居跡が最 も古 い。

－ ７８ －



［平面形 ・規模］　 不 明。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 北側部分に、３２０ｃｍ×７０ｃｍの範囲で 、薄 い貼 り床が検 出 された。

［周溝］　 西壁側 のみ残存 していた。幅は約 １０ｃｍ、深 さ約 ５ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 ３個検 出 したが、明 らかに主柱 穴 と判断で きるもの はない。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 土師器片が少量 出土 している。

（岡田　康博）

第１１６号竪穴住居跡

［位置］　 Ｇ ・Ｈ― ３０・３１グ リッ ドに位 置す る。

［確認状 況］　 削平 と重複 のため、貼 り床 の一部確 認 した。

［重複］　 第１０２号溝 と重複 している。本住居跡 は１０２溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２９５ｃｍ）、南壁の残存部 （２０５ｃｍ）、北壁の残存部 （５５ｃｍ）で、方形 を

呈す ると思われ る。

［堆積土］　 堆積土 は残存 していない。

［壁］　 残存 していない。

［床面］　 床面 は残存 していないが、厚 さ ５～１５ｃｍ （残存部の厚 さ）で貼 り床が施 されてい る

ことが確認 された。

［周溝］　 検出 され なか った。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 検出 されなか った。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［そ の他 の施設］　 本住 居の西、南側 に溝 （第１０４号溝）が検 出 されて お り、本住居 に伴 う外

周溝の可能性があ る。溝の幅 は５８～８５ｃｍ、深 さ１８ｃｍほどで ある。覆土 は ２層 に分 けられ る。第

１０３、１０５号溝 と重複 してお り、 これ らの溝 よ り古 い。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）
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第１１８号竪穴住居跡　　　（第８３図）

［位 置］　 Ｇ―１９・２０グ リッ ドに位置 する。

［確認状況］　 削平 及び と重複 のため、残存状態 は不 良であ るが、壁溝 な どか ら確認 した。

［重複］　 第１０３・１０５号住居跡 、第１１６溝 と重複 してい る。本住居跡 は、いずれの遺構 よりも

古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、東壁が確 認で きなか ったが方形 を呈す る。東壁 （３２８ｃｍ）、南壁

３２０ｃｍ、西壁３７５ｃｍ、北壁 （３５５ｃｍ）であ る。主軸方位 は Ｎ―１５°―Ｗ であ る。本住 居跡は、第１０３・

１０５号住居跡が拡張 される以前 に構 築 された ものであ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒が混入す る。

人為堆積 と考 え られる。

［壁］　 東壁 の一部 は削平 のため確認 で きなかったが、その他 は残存す る。壁高 は西壁 １７ｃｍ、

南壁１３ｃｍ、北壁２０ｃｍである。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂 直である。

［床 面］　 床 面 は柔 らか く全体 的 に しま りが弱い。 また、南側 の周溝 か ら北側 に約１００ｃｍほ ど

の びる溝 が存在 してお り、本住居跡 よ りも古 い住居 跡が存在 した可能性 も考え られる。

［周溝］　 カマ ドが存在 している部分 と東壁 際 を除いて一周 してい る。周溝の幅 は、１２～２１ｃｍ

で、深 さは概ね ５～ ８ｃｍである。

［柱穴 ・ピット］　 カマ ド燃焼 部の西側か ら６６×４６ｃｍの楕円形の ピ ッ トを検出 した。

［カマ ド］　 東壁寄 りに構築 されてい る。焼土範囲 は直径約４５ｃｍで、厚 さは中央部で１０ｃｍであ

る。袖 は、床面上 に粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使用 して いない。煙道部及 び煙出

し孔 は削平 されて検 出で きなか った。

　［その他 の施設］　 床面 の南側 か ら北側 に約 １００ｃｍ延 びる溝 を検 出 した。本住居跡 よ りも、 さ

らに古い住居跡が存在 した可能性 も考 え られる。

　 本住居跡 の外側 に Ｕ字形 の溝 （第１１２号溝）が、検 出されてお り、本住居跡 または、第１０３・

１０５号住居跡 に伴 う外周溝 と考 えられ る。

　［出土遺物］　 土師器片 が出土 した。

（成田　　悟）

第１１９号竪穴住居跡　　　（第８４図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―２３・２４グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 重複のため、東壁の一部が残存 しない。

［重複］　 第 ２号 ・第７９号 ・第８１号 ・第８４号溝跡、第１３０号住居跡 、第１１４号土壙 と重複 し、第

２号 ・第７９号 ・第１１４号土壙 よ り古 く、第８１号 ・第８４号溝跡 、第１３０号住居跡 よ り新 しい。
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［平 面形 ・規模］　 東壁 （３８０ｃｍ）、西壁 （３６０ｃｍ）、北壁 （３５０ｃｍ）、南 壁 （３６０ｃｍ） で、平面形

はほぼ方形 である。

［堆積土］　 ２層 に分層 した。 第 １層 にはローム ・ブロ ックと焼 土 を含 む。第 ２層 は黒褐色土

である。人為堆積 と考 え られる。

［壁］　 壁 は床面 か ら外側 に直線 的に立 ち上 がる。壁 高は西壁 で２０～２５ｃｍ、北壁で１０～１５ｃｍ、

南壁 で１０～１５ｃｍである。東壁 は残存 しない。

［床面］　 貼床 は ２～ ５ｍで、全面 に施 されるが全体 に しま りが弱い。

［周溝］　 検 出 されなか った。

［柱 穴 ・ピ ット］　 西側 の溝跡 と重複 した箇所 を除いて壁柱穴が巡 る。径１０～１５ｃｍで、深 さ ２

～１５ｃｍであ る。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 土師器 ・須 恵器片が出土 した。

（岡田 康博）

第１２０号竪穴住居跡　　　（第８５図）

［位置］　 Ｊ―１３グ リッドに位置す る。

［確認状況］　 削平のため、 カマ ドと床面の一部が残存 していた。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 確認で きた床面の範囲 は１７０～２００ｃｍで ある。

［堆積土］　 な し。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 厚 さ ５ｃｍ程の貼床が施 されて いる。

［周溝］　 残存 しない。

［柱穴 ・ピッ ト］　 残存 しない。

［カマ ド］　 火焼面 の一部 （５０×４０ｃｍ）残存 していた。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 した。

（岡田　康博）

第１２１号住居 跡　　　（第８６図）

［位置］　 Ｉ～Ｋ―１３～１５グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため 、周溝 の一部 と柱穴 のみか ら確認 した。柱穴 の配置 か ら住

居跡 とした。
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［重複］　 第５８・１２２・１２３・１２５号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第５８・１２５号住居跡 より

新 しく、第１２２・１２３号住居跡 よ りは古 い。第１２５号住居跡 を南 、西 、北へ拡張 した可能性 もある。

［平面形 ・規模］　 東 壁 （７１０ｃｍ）、南壁 （７１０ｃｍ）、西壁 （７１０ｃｍ）、北壁 （７３０ｃｍ）の方形 を呈

す る。面積 は （約５０．０㎡） である。主軸方 向は Ｎ―１７°―Ｗであ る。

［堆積 土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒 が混入 する。

［壁］　 削平及 び重複 のため、西壁 と南壁 の一部 だけが残存 している。壁高 は西壁で、１５～２０ｃｍ

であ る。壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂直 である。

［床 面］　 床面 は、南西 の一部 だけが残存 している。約 ５ｃｍの厚 さに、 ローム及 び褐色土 の混

合土 を貼 り、床 としている。

［周溝］　 南西 の一部 にだけ残存 している。周溝 の幅 は１５～２０ｃｍで、深 さは概 ね１０ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］　 床 面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ッ トは、３３個 であ る。東側 は、第１２５号

住居跡 に伴 うピッ トとの判別がで きなか った。

［カマ ド］　 第１２３号住居跡 の カマ ド２が本住居 跡 に伴 う可能性があ る。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が 出土 した。

（下山　信昭）
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第１２２号竪穴住居跡　　　（第８７図）

［位 置］　 Ｊ ・Ｋ―１３グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平 及び重複 のため、周溝 の一部 と柱 穴か ら確 認 した。

［重 複］　 第１２１・１２３・１２５号住居跡 と重複 して いる。本住 居跡 は第１２１・１２５号住居跡 より新

し く、第１２３号住居跡 よ りは古い。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （３５０ｃｍ）、南壁 （３４０ｃｍ）、西壁 （３５０ｃｍ）、北壁 （３４０ｃｍ）の方形 を呈

する。面積 は （約 １０．０㎡） である。主軸方位 は Ｎ―２１°―Ｗであ る。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 削平 されて ほ とんど残存 していない。

［周溝］　 南側 の一部 だけが残存 している。周溝 の幅 は１５～２０ｃｍで、深 さは概 ね１０ｃｍである。
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［柱穴 ・ピ ット］　 本住居 跡 に伴 う小 ピ ットは、周溝 とい っ しょに検 出され た ５個であ る。主

柱穴 は、隅 にあ るピ ット２３、２４、２６と思われ る。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（下山　信昭）

第１２３号住居跡　　　（第８７・８８図）

［位置］　 Ｉ～ Ｋ―１３・１４グ リッ ドに位 置する。

［確認状況］　 削平 と重複 が認 め られたが、北東側以外 は確 認で きた。

［重複］　 第１２１・１２２・１２５号住居跡 と重複 している。本住居跡 はそれ らの住居跡 よ りも新 しい。

［平面形 ・規模］　 東 壁 （７８０ｃｍ）、南壁 （７９０ｃｍ）、西壁 （７９０ｃｍ）、北壁 （７６０ｃｍ） の方形 を呈

す る。面積 は （約５６．０㎡）である。主軸方向は Ｎ―１４°―Ｗであ る。

［堆積土］　 １１層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒が混入 している。

［壁］　 削平及 び重複のため、西壁 と南壁 の一部 だけが残存 している。壁高 は西壁で 、１５～２０ｃｍ

である。壁の立ち上が りは、ほぼ垂直であ る。

［床面］　 南西部分だけが残存 しているが、約 ５ｃｍの厚 さのローム及び褐色 土の混合 土 を貼 り、

床 としている。

［周溝］　 北東 の一部 を除 いて残存 している。周溝 の幅 は１５～２０ｃｍで、深 さは概 ね１０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面及び周溝中か ら検出 した ピ ットは、２２個であ る。主柱穴 はピ ットＮｏ．

６～ ９と思 われ る。

［カマ ド］　 カマ ドの残骸 と思われ る焼 土 を ２箇所検出 した。 どち らも遺存状態 は不良で、袖
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や煙道は削平されて残存 していない。カマ ド１は、東壁南寄 りに位置する。本住居跡に伴 う可

能性が高いが、主柱穴と思われるピットに近いことから重複 している住居跡に伴うことも考え

られる。燃焼部火床面の焼土範囲は、１００×７０ｃｍの楕円形で、焼土の厚 さは中央部で約 ５ｃｍで

ある。袖部や煙道部は確認できなかった。カマ ド２はカマ ド１の １ｍ西側に位置する。焼土の

範囲は１００×６０ｃｍの楕円形である。袖部 と思われる粘土の固まりがわずかに確認 された。煙道

部は確認できなかった。本住居跡に伴わず件の住居跡に伴う可能性 もあるが、特定できなかっ

たので本住居跡にのせた。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が出土した。

（下山　信昭）

第１２５号住居跡　　　（第８６図）

［位置］　 Ｉ―１３・１４、 Ｊ―１３～１５グ リ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平及び重複 のため、柱 穴範囲か ら確 認 した。

［重複］　 第１２１～１２３号住居跡 と重複 してい る。本住居跡 はそれ らの住居跡 よ りも古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （５１０ｃｍ）、南壁 （５６０ｃｍ）、西壁 （５２０ｃｍ）、北壁 （５５０ｃｍ）の方形 を呈

す る。東側 は第１２１号住居 跡 と重複 してい ると思 われるが、明確 に区分 で きない。面積 は （約

３２．０㎡）であ る。主軸方向は Ｎ―１７°―Ｗで ある。

［堆積土］　 残存 していない。

［壁］　 残存 していない。

［床面］　 残存 していない。

［周溝］　 残存 していない。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 検出 した小 ピ ットは、２５個であ る。主柱穴 は不明であ る。

［カマ ド］　 確認で きなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（下山　信昭）

第１２６号住居跡　 　　（第８９図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ― ８ ・９グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平及 び風倒 木のため、周溝か ら確認 したが、北側 はで きなか った。

［重複］　 第１００号住居跡 と重複 して いる。本住居跡 はそれ よりも古 い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （５７０ｃｍ）、南壁 （５５０ｃｍ）、西壁 （５６０ｃｍ）、北壁 （５５０ｃｍ）の方形 を呈

す る。面積 は （約２７．０㎡） である。主軸方向は Ｎ―２８°―Ｗで ある。

［堆積土］　 残存 していない。

－ ８５ －



［壁］　 残存 していない。

［床面］　 残存 していない。

［周溝］　 北側 は確認 で きなかったが、一周 する と思 われる。周溝 の幅 は２０～３０ｃｍとほぼ一様

であ る。深 さは１０～２０ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ット］　 検 出 した ピッ トは、２２個 である。主柱穴 は不 明である。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されている。遺存状態 は不 良で、火床面 だけが残存 していた。

火床面は、直径約６０ｃｍで、焼土 の厚 さは１５ｃｍほ どである。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 している。

（下山　信昭）

第１２７号住居跡　　　（第９０・９１図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ― ８～１０グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、残存状態 は不 良で、周溝 か ら確認 した。

［重複］　 第１２８号住居跡 と第８５号土壙 に重複 している。本住居跡 は第８５号 土壙 よ り古 く、第

１２８号住居跡 よ りも新 しい。第１２８号住居跡 を東 と南へ拡張 した可能性が ある。

［平面形 ・規模］　 東壁 （５５０ｃｍ）、南壁 （４８０ｃｍ）、西 壁 （４９０ｃｍ）、北壁 （４９０ｃｍ） で南東 隅 に

張 り出 し部 をもった形 を呈す る。面積 は （約２１．０㎡） である。主軸方 向は Ｎ― ６°―Ｗ である。

［堆積 土］　 １０層に分層 された。暗褐色土 を基調 と して、ローム ・炭化物 ・焼土粒 が混入す る。

［壁］　 南側 と西側 だけ残存 して いた。壁高 は１５～２０ｃｍで、 ほぼ垂直 に立 ち上が ってい る。

［床 面］　 第 ５ｃｍの厚 さの、 ロームと褐色土の混合土 を貼 り、床 と して いる。

［周溝］　 ほぼ一周 してい る。周溝の幅 は、２０～３０ｃｍとほぼ一様で、深 さは２０～３５ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検 出 した小 ピ ッ トは、 ９個であ る。主柱 穴 は、Ｎｏ． ６～ ８、１０である。

－ ８６ －



［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されている。削平 され遺存状態は不良で、燃焼部と袖部の一部

だけが残存 している。燃焼部火床面は、３０×４５ｃｍの楕円形で、両袖中央に位置する。袖は床面

上に粘土をつき固めて構築 しており、芯材は使用されていない。煙道部は検出できなかった。

［その他の施設］　 南東隅の南側の壁約半分が、７０ｃｍほぼ南側へ張 り出 している。

［出土遺物］　 土師器片及び鉄器が出土 した。

（下山　信昭）

第１２８号住居 跡　　　（第９２図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ― ８～１０グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため、残存状態 は不 良で、周溝 か ら確認 された。

［重複］　 第１２７号住居跡 と第８５号土壙 に重複 している。本住居跡 はそれ らよ りも古 く、東 と

南へ拡張 して第１２８号住居 跡にな った可能性 があ る。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （４００ｃｍ）、南壁 （３５０ｃｍ）、西壁 （３８０ｃｍ）、北壁 （３３０ｃｍ） の方形 を呈

する。面積 は （約９．３㎡）であ る。主軸方向 はＮ―２１°―Ｗで ある。

［堆積土］　 残存 していない。

［壁］　 残存 していない。

［床 面］　 第 ５ｃｍの厚 さの、ローム と褐色土 の混合土 を貼 り、床 と している。

［周溝］　 一周 している。周溝 の幅 は、２０～３０ｃｍとほぼ一様 である。深 さは２０～３０ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 検 出 した小 ピッ トは、 １個 である。主柱 穴不 明であ る。

［カマ ド］　 東壁南 寄 りに構築 されている。遺存状 態は不 良で、燃焼部火床面 と袖の一部 しか

残存 していない。燃焼部 火床面 は両袖 中央か らやや北側に偏 った位 置にあ り、６０×５０ｃｍの不整

な楕円形 を呈す る。袖部 はほ とん ど残 っていないが、床面上 に粘土 をつ き固めて構築 してお り、

芯材 は使 用 されていない。煙 道部は検 出で きなか った。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

（下山 信昭）

－ ８７ －



第１２９号竪穴住居 跡　　　（第９３図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―２２・２３グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 重複 のため、柱穴 のみ残存 してい る。

［重複］　 第１１１号 ・第１１２号住居跡 と重複 し、本住居跡 が最 も古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は南北 に長 い長方形 であ る。規模 は東壁 （４８０ｃｍ）、西壁 （４８０ｃｍ）、

南壁 （４５０ｃｍ）、北壁 （４７０ｃｍ）であ る。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 残存 しない。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 壁柱穴 と考 えられる柱穴が検 出された。方形 の ものが多 く、深 さは１０～２５ｃｍ

で ある。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（岡田　康博）

第１３０号竪穴住居 跡　　　（第８４図）

［位 置］　 ＪＫ―２３グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 重複の ため柱穴 と周溝 の一部 を確認 した。

［重複］　 第 ２号溝跡 、第７９号溝跡 、第１１９号住居跡、第１１４土壙 と重複 し、本住居跡 が最 も古

い ｏ

［平面形 ・規模］　 西壁 （３７０ｃｍ）、南壁 （３００ｃｍ）、北壁 （２６０ｃｍ）で、長方形 と考 え られ る。

［堆積 土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 北 ・南側 の一部 が残存 しない。幅は ８～２５ｃｍ、深 さ ４～１０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 ５個 の柱穴 を検 出 したが、伴 うか どうか不 明であ る。

［カマ ド］　 残存 しない。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（岡田　康博）

－ ８８ －



第１３１号住居跡　　　（第９４図）

［位 置］　 Ｌ―１５グ リ ッドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平 のため、残存状態 は不 良で、周溝 のみか ら確 認 した。北側半分 は残存 して

いない。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規模］　 南壁だけが残存 してい るが、残存壁長 （３２０ｃｍ） の方形 を呈す る。

［堆積土］　 １層だ け確認で きた。暗褐色土 を基調 に して お り、炭化物粒が混入 している。

［壁］　 残存 してい ない。

［床面］　 ローム と暗褐色土の混合土 を貼 り、床 としている。

［周溝］　 南側 と東西の一部が残存 してい る。周溝 の幅 は１０～２０ｃｍで、深 さは１０～１５ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検 出 した小 ピッ トは、 ５個 である。主柱穴 は不 明である。

［カマ ド］　 依存状態 が不 良で、火床面 だが残存 してい る。火床 面は直径約４０ｃｍで、焼土 の厚

さは１０ｃｍ程である。

［出土遺物］　 土師器片 が出土 している。

（下山　信昭）

第１３２号竪穴住居 跡　　　（第７８図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―２２・２３グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 重複 のため、周溝 のみを確認 した。

［重複］　 第１１０号 ・第１１５住居跡 と重複 し、第１１５号住居跡 よ り新 しく、第１１０号住居 跡 よ り古

い 。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ方形であ る。西壁 （２４０ｃｍ）、南壁 （２４０ｃｍ） である。

［堆積土］　 残存 しない。

［壁］　 残存 しない。

［床面］　 残存 しない。

［周溝］　 西側 と南側か ら検出 した。幅 は１５～２０ｃｍ、深 さ ５～１０ｃｍで ある。西壁 中央か らは検

出され なか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 南西隅か ら柱穴が １個検 出された。

［カマ ド］　 残存 しない。

－ ８９ －



［出土遺物］　 土師器片が少量出土 している。

（岡田　康博）

第１３６号竪穴住居跡　　　（第９５図）

［位置］　 Ｋ―３７グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平のため東側 と北側が失われていた。

［重複］　 第１３７号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１３７号住居跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （１３５ｃｍ）、南壁 の残存部 （３２０ｃｍ）で、平面 形 は方形 を呈 す

ると思われ る。

［堆積土］　 手違いか ら堆積土 は観 察する ことがで きなか った。

［壁］　 壁高は西壁 の３２ｃｍ、南壁 は３２～ ０ｃｍである。壁 の立ち上が りはほぼ垂直であ る。

［床面］　 貼床 は施 されていない。

［周 溝］　 西壁 と南壁 に周溝 がみ られる。周溝 の幅は１４～３５ｃｍで、深 さは ２～１２ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら ２個 の ピッ トを検 出 した。南 西隅の ピ ットが柱穴 と考

えられる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 している。

（羽柴　直人）

第１３７号竪穴住居跡　　　（第９５図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―３７グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平のため東側 と北側 が失われてい た。

［重複］　 第１３６号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１３６号住居 跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存 部 （９５ｃｍ）、南壁 の残存部 （１１０ｃｍ）で、平面形 は方形 を呈す る

と思 われ る。

［堆積土］　 手違 いか ら堆積土 は観察す る ことがで きなか った。

［壁］　 壁 高は西壁 の６０ｃｍ、南壁２６～６０ｃｍである。壁 の立 ち上 が りはほぼ垂 直である。

［床 面］　 厚 さ ５～１２ｃｍで貼 り床 を施 している。

－ ９０－



［周溝］　 西壁 と南壁 に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ５～１５ｃｍで 、深 さは ２～ ８ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 検 出され なか った。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［その他の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１３８号住居跡 　　　（第９６図）

［位置］　 Ｈ―４５、４６グリ ッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 北側 と東側が第 １４７号住居跡 と重複 し削平 されて いるが、残存状 態 は割合良好

で ある。

［重複］　 第１４７号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１４７号住居跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 南 壁 と西壁 の一部 だ けが残存 してい るが 、壁長 （３４０ｃｍ） の方形 を呈す る

と思 われる。

［堆積土］　 １０層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 に してお り、炭化物粒が混入 している。

［壁］　 南壁 と西壁の一部だ け残存 してい る。壁高 は南壁で２５～３５ｃｍで ある。壁 の立 ち上が り

はほぼ垂直であ る。

［床面］　 ロームと暗褐色土の混合土 を貼 り、床 と して いる。

［周溝］　 西側 に一部が確 認 された。周溝の幅 は１５～２０ｃｍで、深 さは ５ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 検 出 した小 ピ ッ トは、 ５個で ある。主柱穴 は不 明で ある。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 されてい る。燃焼部火床面 は、両袖 の中央部 に位置 している。

焼土範囲 は、直径約６０ｃｍであ る。袖 は床面土 に粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使用 さ

れて いない。煙道下部 は、地山 を掘 り込 んで構築 されて いる。煙 出孔 は検 出で きなかった。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が出土 して いる。

（下山　信昭）

第１４０号竪穴住居跡　　 　（第９７図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―３７・３８グリ ッドに位 置す る。

－ ９１ －



［確認状況］　 削平 と重複 のため東側が失 われていたが 、西側 は良好 な状況 で確認 で きた。

［重複］　 第１４６号溝 と重複 してい る。本住居 跡 は第１４６号溝 より古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （４６２ｃｍ）、南壁 の残 存部 （２４６ｃｍ）、北壁 の残存部 （１７８ｃｍ）で 、平面

形 は方形 を呈 する と思 われる。

［堆積土］　　 ３層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られる。第 ２層 中に十和 田 ａ火山灰 ？が混

入 してい る。

［壁］　 壁高は西壁約３５ｃｍ、南壁 は３５～ ０ｃｍ、北壁 も３５～ ０ｃｍであ る。壁の立ち上が りはほぼ

垂直であ る。

［床面］　 ５～２０ｃｍの厚 さで部分的に貼床 を施 してい る。

［周溝］　 西壁、南壁、及び北壁に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ８～２２ｃｍで、深 さは ６～１２ｃｍ

で ある。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面か ら検出 した ピ ッ トは ３個であ るが、柱穴 と考 えられる もの はない。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［その他の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器 ・鉄器が 出土 している。

（羽柴　直人）

第１４１号竪穴住居跡　　 　（第９８図）

［位置］　 Ｅ～Ｇ―３６・３７グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため南西部分 のみ検 出 された。

［重複］　 第１４３・１４４・１４６号 住居跡 と重複 して いる。本住居跡 は第１４４、 １４６号住居跡 よ り新

しく、第１４６号住居跡 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残 存部 （２１５ｃｍ）、南 壁の残存部 （１６５ｃｍ） で、平 面形 は方形 を呈 す

る と思 われ る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 壁高 は西壁約３５ｃｍ、南壁３５～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、 ほぼ垂直であ る。

［床面］　 貼床 は施 されていない。

［周溝］　 西壁 と南壁 に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ６～１２ｃｍで、深 さは ４～１０ｃｍであ る。西

壁 の周溝 の手前 に断続的 に周溝状の ものがみ られ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検出 されなか った。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 床面の南西側 に直径約 １ｍの皿状の ピ ッ トが検 出された。本住居 に伴 う何
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らかの施設かと思われる。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

（羽柴　直人）

第１４２号竪穴住居跡　　　（第９８図）

［位 置］　 Ｊ―３７グ リッ ドに位 置する。

［確 認状 況］　 重複 のため東側 が失われていたが、他の部分 は良好 な状況で検出 された。

［重複］　 第１４３号住居跡 と重複 してい る。本住居跡 は第１４３号住居跡 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存 部 （１２５ｃｍ）、南壁の残存部 （３５ｃｍ）、北壁 の残存部 （４５ｃｍ） で、

方形 を呈す ると思われ る。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。火山灰 の混入 はみ られ ない。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 壁高 は西壁約９８ｃｍ、南壁９８～ ０ｃｍ、北壁９８～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、 ほぼ垂

直であ る。

［床面］　 貼床 は施 されていない。

［周溝］　 南壁 と西壁の約 ２分の １に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ５～１０ｃｍで、深 さは、 ２～

１０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面か ら ２個の ピ ッ トを検 出 した。 これが柱穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 な し。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１４３号竪穴住居跡　　　（第９９・１００図）

［位 置］　 Ｋ ・Ｌ―３６・３７グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 のため東側部分が失 われた状況 で検 出 された。

［重複］　 １４１・１４２・１４４・１４６号住居跡 と重複 している。本住居跡 は これ らの住居跡 より新 し

い 。

［平面形 ・規模］　 西壁 （６４５ｃｍ）、南壁 の残存部 （２７２ｃｍ）北壁の残存部 （２３０ｃｍ）で、方形 を

呈する と思 われる。
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［堆積土］　 ５層 に分層で きた。火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 壁高 は西壁８２ｃｍ、南壁８２～ ０ｃｍ、北壁７９～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りはほぼ垂直で

ある。

［床面］　 厚 さ ５～２５ｃｍで貼床が施 されてい る。

［周溝］　 西壁 と南壁の一部 に周溝がみ られ る。周溝の幅 は２０～３５ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍであ

る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面か らピ ット１３個 を検出 したが、柱 穴 と考 えられ るもの はない。

［カマ ド］　 な し

［そ の他 の施設］　 本住居 に西側 に溝 （第１５４号溝） が検 出されてお り、本住居 に伴 う外 周溝

の可能性があ る。溝は東側 に伸 びてい くと考え られ るが、削平のために失われてい る。溝の幅

は３１～３５ｃｍ、深 さ１２ｃｍほ どであ る。 覆土 は １層 に分 け られ る。第 １４６号溝 と重複 してお り、第

１５４号溝 の方が古 い。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器 が出土 している。

（羽柴　直人）

第１４４号竪穴住居跡　　　（第９８図）

［位置］　 Ｊ―３７グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 重複 のため南西側 の一部分が検 出 されたにす ぎない。

［重複］　 第１４１・１４３・１４４号住居 跡 と重複 してい る。本住居跡 はこれ らの住居跡 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存 部 （８０ｃｍ）、南壁の残存部 （１８ｃｍ）であ る。平面形 は方形 を呈

す ると思われる。

［堆積土］　 堆積土 は観察す ることがで きなかった。

［壁］　 壁 高は西壁２４ｃｍ、南壁１０～２４ｃｍで、壁 の立 ち上が りはほぼ垂直 である。

［床 面］　 検 出された床面が わずかで、貼床 の有無 を確認す るこ ともで きなかった。

［周溝］　 な し。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検 出され なか った。

［カマ ド］　 残存 してい ない。

［その他 の施設］　 な し

［出土遺物］　 須恵器片が出土 した。

（羽柴　直人）
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第１４５号竪穴住居跡　　　（第１０１図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―４４・４５グ リ ッドに位 置する。

［確 認状 況］　 褐色土 の広 が りとして確認 した。

［重複］　 第１４６号土壙 と重複 してお り、本住居跡が新 しい。

［平面形 ・規模］　 東西 に若干長 い方形 を呈 する。東壁約３３０ｃｍ、西壁約３３０ｃｍ、北壁約３６０ｃｍ、

南壁約３６５ｃｍであ る。 カマ ド焼土 範囲 を除 いた面積 は約７．８㎡であ る。主軸方位 はＮ― ３４°― Ｅ

である。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒及 びローム粒 を混入する。

［壁］　 第Ⅳ層 を壁 と してお り、やや上方 に開 き気味 に立 ち上 がる。上部 は崩落が認め られる。

［床 面］　 第Ⅳ層 を掘 り込み、上部 にロームと褐色土 との混合土 を貼 った もの と推定 され るが、

貼 り床 は非常 に薄 い。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて、確認で きた。西壁下以外 は、床面 が軟 質のため、上端が不明

である。西壁下 の溝 は副１０ｃｍ～２０ｃｍで、深 さは ６～ ８ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 住居跡 の四隅 の周溝 中に ４個 の柱穴 を確認 した。主柱穴 と考 え られる。柱

穴 は、周溝 よ りもやや深 く穿 たれて いる。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 されて いる。上部の施設 は削平 によ り残存 しない。袖 の一部 と

燃焼部 の焼土 を確認 しただけであ る。 また、確認時 には、長径１７０ｃｍ、短径 １１０ｃｍ程の焼土混 じ

りの範囲 を確認 した。火床部の焼土 は約６５×４０ｃｍ程の範囲で、厚 さは約１０ｃｍで ある。袖 は左側

が残存 してお り、右側 は、粘土の ブロ ックを ２個確認で きただけで ある。

［出土遺物］　 土師器甕 ・坏 、須恵器片が出土 してい る。

（白鳥　文雄）

第１４６号竪穴住居跡　　　（第９８図）

［位置］　 Ｊ―３６グリ ッドに位置す る。

［確 認状 況］　 重複のため南西側 の一部分 が検 出 されたにす ぎない。

［重複］　 第１４１・１４３・１４４号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１４１・１４３号住居跡 よ り古 く、

第１４４号住居 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （９４ｃｍ）、南壁 の残 存部 （３２ｃｍ）で ある。平 面形 は方形 を呈

する と思 われる。
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［堆積土］　 ３層 に分 け られた。 自然堆積 か人為堆積 かの別は判 断で きなか った。

［壁］　 壁高 は西壁 １０ｃｍ、南壁 ２～１０ｃｍで、壁 の立 ち上が りはほぼ垂 直である。

［床面］　 検 出 された床面 がわず かで、貼床 の有 無 を確認 する こともで きなか った。

［周溝］　 南壁 と西壁 に周溝 がみ られる。溝 の幅は ５～１０ｃｍ、深 さは ２～ ８ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ット］　 西壁 の周溝 中に ピ ットが検 出 された。柱 穴 と思われ る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他の施設］　 な し

［出土遺物］　 須恵器片が出土 している。

（羽柴　直人）

第１４７号竪穴住居跡　　　（第１０２図）

［位置］　 Ｈ～ Ｊ―４４～４６グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 試掘調査時に、北壁の一部が確認 された。残存状態 は良好で ある。

［重複］　 第１３８・１６３号住居跡 と重複 し、本住居跡が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 住居本体は一辺約６６０ｃｍの方形 を呈 し、 カマ ドの南側 に張 り出 し部 をもつ。

東壁 は８０５ｃｍ、南壁６４０ｃｍ、西壁６３０ｃｍ、北壁６５５ｃｍで、張 り出 し部 は２３５ｃｍ×１５０ｃｍで ある。主軸

方位 はＮ―５６°―Ｗ である。

［堆積土］　 １９層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、ローム粒 を混入 している。 また

全体 に炭化物粒 を含 んで いる。壁の直下及 び張 り出 し部分 にはローム主体 の堆積土が多 い。

［壁］　 全面残存状態 は良好で 、第 Ⅳ層 としてお り、壁高 は８０ｃｍ～５０ｃｍである。 ほぼ垂直 に立

ち上がるが、上方が やや開 く傾向が み られ、特 に北壁 の北寄 り部分 は大 き く開いている。

［床 面］　 周溝寄 りで不明瞭 な部分が多 い。地 山上 にローム と暗褐色土 との混合土 を薄 く貼 っ

て床面 としている。緩 い起伏が認 め られるが 、概 ね平坦 であ る。張 り出 し部 は若干の傾斜 が認

め られ、境界部分 は地 山をベ ル ト状 に掘 り残 こしている。

［周溝］　 張 り出 し部 を含 め、全壁下 に存在 する。 また、カマ ド下 にも検 出 された。幅は１５～

２５ｃｍで、深 さは１０～２０ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 １０個 の柱穴 を確認 した。 Ｎｏ．７ ・８を除いて主柱穴 と考 え られるが 、　Ｎｏ．２

と ３、 ４と５が同時存 在 して いたかは不明で ある。 またＮｏ．４は カマ ドに近接 してお り、他 の

用途の ピ ットとも考 え られる。

［カマ ド］　 東壁 の南寄 りに位置 し、両袖 の中央部 が確認 で きなか った。 また、燃焼部 の東側

は後世の柱穴 に より攪乱 を受 けていた。火床部 は４５ｃｍ×４０ｃｍで、焼 土の厚 さは ８ｃｍ程 である。

カマ ド煙 道部 は粘土 に より構築 されてお り、上部 は明瞭 に確認 で きなか った。 また煙 出 し部 も
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不明である。

［出土遺物］　 覆土中及び床面 ・カマ ド内か ら土師器甕 ・坏 ・須恵器片等が出土 した。

（白鳥　文雄）

第１４８号 竪穴住居跡　　　（第１０５図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ―３７グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため東壁、南壁、及 び北壁 の大部分が失 われていたが 、西壁 は良

好 な状況で検 出された。

［重複］　 第 １４２号土壙、１４６・１５２・１５３号溝 と重複 している。本住居跡 は第１４６・１５２・１５３号溝、

第４２号土壙 よ り古 い。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （５１８ｃｍ）、南壁 の残存 部 （７６ｃｍ）、北壁の残存部 （６５ｃｍ）で、平面形

は方形 を呈 する と思 われる。

［堆積 土］　 ３層 に分層 された。火 山灰 の混 入はみ られない。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 壁 高は西壁２８ｃｍ、南壁２８～ ０ｃｍ、北壁 ２８～ ０ｃｍであ る。壁の立ち上が りはほぼ垂直で

あ る。

［床面］　 ２～ ５ｃｍの厚 さで貼床 を施 してい る。

［周溝］　 西壁 と南壁、北壁に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ８～１５ｃｍで、深 さは ６～１２ｃｍであ

る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面及 び周溝中か らピ ッ トを ３個検 出 した。周溝 中のＮｏ． １、 ２が主柱穴

と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 して いない。

［その他 の施設］　 本住居 の西側 に溝 （第１５１号溝）が検 出 されてお り、本住居 に伴 う外周溝

の可能性が ある。溝 は東側 に伸 びて い くと考 え られるが、削平 のために失 われている。溝 の幅

は２５～３０ｃｍ、深 さ１０ｃｍほ どで ある。覆土 は １層 に分 け られる。

　［出土遺物］　 須恵器片が 出土 している。

（羽柴　直人）

－ ９７ －



第１４９号 竪穴住居跡　　　（第１０６・１０７図）

［位置］　 Ｅ～Ｇ―３６・３７グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平のため南壁 の半分 と北壁の大部分、東壁の全部が失 われてお り、 また南西

コーナー部分 も重複のため失われてい る。

［重複］　 第 １５２・１５３号住 居跡、第１４６号溝 と重複 して いる。 本住居 跡 は１５２、１５３号住居 跡 よ

り新 しく、第１４６号溝 より古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （２７０ｃｍ）、南壁 の残存部 （２４５ｃｍ）、北壁 の残存部 （７２ｃｍ）で、

平面形 は方形 を呈す ると思 われ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 された。火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 壁高 は西壁約３５ｃｍ、南壁３５～ ０ｃｍ、北壁３５～ ０で ある。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂直

である。

［床面］　 貼 り床 は施 されてい ない。

［周溝］　 西壁 と南壁、北壁の カマ ド部分 を除 き周溝が み られる。周溝 の幅 は１５～３１ｃｍで、深

さは１０～１８ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面か ら ６個 のピ ッ トを検 出 したが 、柱穴 と考 え られる ものはない。

［カマ ド］　 南壁 中央 ？に構築 されている。削平 のため煙道部分 が失 われているが他 の部分 の

残存状態 は良好で ある。燃焼部火床面 は両袖 の中央 か らやや東寄 りにあ り、焼土範 囲は直径約

３５ｃｍである。袖 は粘土 をつ き固めて構築 している。

［その他 の施設］　 床面 の南西側 に馬蹄形 の溝が み られるが、本住居 に伴 うか どうかは不 明で

あ る。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器片が 出土 している。

（羽柴　直人）

第１５０号竪穴住居跡　　　（第１０８・１０９図）

［位 置］　 Ｅ～Ｇ―３９～４１グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 のため東壁が失 われていたが 、他 の部分 は良好 な状況 で確認 された。

［重複］　 第１５１・１５４・１５８～１６０号住居跡、第１４９号土壙 と重複 してい る。本住居跡 は第１５４、

１５８、１５９号住居跡、第１４９土壙 よ り新 し く第１５１、１６０号住居 跡 よ り古い。

－ ９８ －



［平 面 形 ・規 模 ］　 東 壁 （約 ５３０ｃｍ）、 西 壁 （５２５ｃｍ）、 南 壁 （５６２ｃｍ）、 北 壁 （５４３ｃｍ） の 方 形 を

呈す る。

［堆積土］　 ８層 に分層 された。火山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 削平のため東壁 が、重複のため西壁の一部が失 われている。壁高 は西壁約９０ｃｍ、南壁

９０～ ０ｃｍ、北壁９０～ ０ｃｍであ る。壁 の立 ち上が りは、 ほぼ垂直で ある。

［床面］　 ２～ ５ｃｍの厚 さで貼 床 を施 してい る。 カマ ドの前面 に浅 い溝が み られ、間仕切 りの

施設か とも考 えられ る。

［周溝］　 東壁 と南壁、北壁 の東端 は削平のため はっき りしないが 、カマ ド部分 を除 き周溝が

み られ る。周溝の幅 は１５～４８ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面及 び周溝中か ら１２個の ピ ッ トを検 出 した。周溝 中のＮｏ． １～ ６が主柱

穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構 築 されてい る。残存状態 は良好で ある。燃焼部火床面 は両袖 の中

央部分 にあ り、焼土範囲 は直径約３０ｃｍであ る。袖 は粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使

用 して いない。煙道 は長 さ約５０ｃｍで、か な りの角度で立 ち上が っている。半地下式 の もので あ

る。

［その他 の施設］　 本住居の西側 に溝 （第１５７号 溝）が検 出 されてお り、本住居 に伴 う外周溝

の可能性 もある。溝 は東側 に伸 びてい くと考 えられるが 、削平 のために失 われている。溝 の幅

は２５～７９ｃｍ、深 さ１０ｃｍほどであ る。

［出土遺物］　 覆土 ・床面か ら土師器 ・須恵器 ・鉄器 ・鉄滓等 が出土 している。

（羽柴　直人）

第１５１号竪穴住居 跡　　　（第１１０図）

［位置］　 Ｇ―４１グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 他 の遺構 と重複 して いるが、本住居跡が一番新 しい良好 な状 況で確認 された。

［重複］　 第１５０・１５４・１５８号住居跡 と重複 してい る。本住居跡 は第１５０、１５４、１５８号住居跡 よ

り新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２１０ｃｍ）、西 壁 （１９５ｃｍ）、南壁 （２７２ｃｍ）、北 壁 （２５６ｃｍ） の方形 を呈

す る。
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［堆積土］　 ４層 に分層 された。火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 壁高 は東壁３６ｃｍ、西壁７９ｃｍ、南壁 ７９～３６ｃｍ、北壁７９～３６ｃｍであ る。壁の立ち上が りは、

ほぼ垂直 である。

［床面］　 貼床 は施 されて いない。

［周溝］　 南壁 、西壁 、北壁 に周溝が み られる。東壁 には周溝 は確認 で きなか った。周溝 の幅

は ３～２５ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した ピッ トはないが、周溝 の四隅がやや深 くな っ

てお り主柱穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 な し。

［その他 の施 設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器 ・須 恵器 ・鉄器 ・鉄 滓が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１５２号竪穴住居跡　　　（第１１１図）

［位置］　 Ｅ～ Ｇ―３６グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため南西側の一部分が検 出されたにす ぎない。

［重複］　 第１４９・１５３号住居 跡 と重複 してい る。本住居跡 は第１５３号住居跡 よ り新 し く、第１４９

号住居 跡 よ り古い。第１４８号住居跡 とは直接重複 してい ないが、本住居 に伴 うと考 えられ る第

１５２号溝 よ り第１４８号住居が古 く、本住居か第１４８号住居跡 より新 しい と思われ る。

［平 面形 ・規模］　 西壁の残存部 （４９５ｃｍ）、南壁 の残存 部 （１５５ｃｍ） であ る。平面形 は方形 を

呈する と思 われる。

［堆積土］　 １層であ る。火山灰 の混入 はみ られ ない。自然堆積 、人為堆積 の別は不 明である。

［壁］　 壁高 は西壁１２ｃｍ、南壁 ０～１２ｃｍ、壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂直 である。

［床面］　 厚 さ３～１０ｃｍで貼 り床が施 されている。

［周溝］　 南壁 、西壁 に周溝がみ られる。周溝 の幅 は ８～１８ｃｍで、深 さは ５～１４ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら２個 の ピッ トを検 出 した。Ｎｏ．１が主柱穴 と考 え られ

る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他の施設］　 本住居 の北西側 に溝 （第 １５２号溝） が検 出 され てお り、本住居 に伴 う外周

溝の可能性 がある。溝 は東側 に伸 びてい くと考 え られるが 、削平 のために失 われている。溝 の

幅 は３１～７２ｃｍ、深 さ３５ｃｍほ どであ る。覆土 は ５層 に分 け られた。第１４６号 溝 と重複 してお り、

第１５２号溝の方が古 い。
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［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

（羽柴　直人）

第１５３号 竪穴住居跡　　　（第１１２図）

［位置］　 Ｅ～Ｇ―３６グ リッドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため南西側の周溝部分 を確認 した。

［重複］　 第１４９・１５３号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１５３号 、第１４９号住居跡 より古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁の残存部 （２４８ｃｍ）、南壁 の残存 部 （１５５ｃｍ） であ る。平面形 は方形 を

呈 する と思 われる。

［堆積土］　 １層 である。苫小牧火 山灰 の混入が み られる。 自然堆積 、人為堆積 の別 は不明で

ある。

［壁］　 周溝 のみの検 出で壁 の立 ち上が りは検 出で きなか った。

［床 面］　 厚 さ ３～ ８ｃｍで貼床が施 されている。

［周溝］　 南壁 、西壁 に周溝 がみ られる。周溝 の幅は１３～１８ｃｍで、深 さは ５～ ９ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面 か ら検 出 した ピ ットは １個 であるが、柱 穴は と考え られない。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 本住居 の北西側 に溝 （第１５３号 溝）が検 出 されてお り、本住居 に伴 う外周

溝の可能性があ る。溝は東側に伸 びてい くと考 えられ るが、削平のため に失 われてい る。溝の

幅 は２０～９１ｃｍ、深 さ３５ｃｍほどである。覆土 は ３層 に分 けられた。第１４６号溝 と重複 してお り、

第１５３号溝 の方が古 い。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

（羽柴　直人）

第１５４号竪穴住居跡　　　（第１１３図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ―３９～４１グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平のため東壁が、重複のため南壁全部 と西壁の半分が失われていたが、他の
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部分 は良好 な状況で検 出された。

［重複］　 第１５１・１５０・１５８号 住居 跡 と重複 してい る。本住居跡 は第１５８号住居跡 よ り新 しく、

第１５１、１５０よ り古 い。

［平 面形 ・規模］　 東壁 （約４９５ｃｍ）、西壁 （４７３ｃｍ）、南壁 （４７３ｃｍ）、北壁 （４６８ｃｍ）の方形 を

呈する。面積 は （約２１．８㎡）で ある。

［堆積土］　 ４層 に分層 された。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 削平 のため東壁が 、重複 のため南壁全部 と西壁 の半分 が失 われている。壁 高は西壁約

５５ｃｍ、北壁５５～ ０ｃｍである。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂 直である。

［床面］　 ５～ ７ｃｍの厚 さで貼床 を施 している。

［周溝］　 南壁 と西壁 に周溝が み られる。北壁 には周溝 はみ られない。東壁は削平のため有無

は不 明である。周溝 の幅 は ８～２１ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面及 び周溝 中か ら２０個 の ピ ットを検 出 した。周溝中 と壁際のＮｏ． １～ ８

が主柱 穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 カマ ドは検 出 されなか ったが南壁 中央に皿状 の ピ ットがみ られ、その埋土中に焼

土や カマ ドの構築材 と思 われる粘土 が多 量に認め られた。 これ はこの住居の カマ ドを壊 した痕

跡 と思われ る。

［その他の施設］　 床 面の西側 にみ られる溝は、間仕切 りの可能性があ る。

［出土遺物］　 覆土 ・床 面か ら土師器 ・須恵器 ・鉄器等が出土 した。

（羽柴　直人）

第１５８号竪穴住居跡　　　（第１５８図）

［位置］　 Ｇ―３９～４１グ リ ッドに位 置する。

［確認状況］　 重複のため北壁 と西壁 の半 分 を確 認 したにす ぎない。

［重複］　 第１５１・１５０・１５４号住居跡 と重複 して いる。本住居跡 は第１５１・１５０・１５４号住居 跡 よ

り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存 部 （２４７ｃｍ）、北壁 （約４７０ｃｍ） で方形 を呈す る と思 われる。

［堆積土］　 ４層 に分層 された。火山灰 の混入はみ られない。 自然堆積、人為堆積の別は不 明

で ある。
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［壁］　 壁高 は西壁約４１ｃｍ、北壁 は４１～ ０ｃｍである。壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂 直である。

［床 面］　 残存す る部分が少 ないため床面 の状態 は よ く観 察で きなか った。

［周溝］　 西壁 に周溝 がみ られる。北壁 には周溝 はみ られない。周溝 の幅 は ８～１８ｃｍで、深 さ

は１０～１８ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床面及 び周溝 中か ら ３個 の ピ ットを検 出 した。周溝 中 と壁 際のＮｏ． １～ ３

が主柱 穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１５９号竪穴住居跡　　　（第１１４図）

［位置］　 Ｆ―４１グリ ッドに位 置す る。

［確 認状況］　 重複のため北西側約 ４分 の １が検 出 された にす ぎない。

［重複］　 第１５０・１６０号住居跡 、第１５７号溝 と重複 している。本住居跡 は第１５０・１６０号住居跡、

第１５７号溝 より古 い。

［平面形 ・規 模］　 西壁の残存部 （３５８ｃｍ）、北壁 の残存部 （約１４８ｃｍ） で方形 を呈す る と思 わ

れる。

［堆積土］　 ５層 に分層 された。第 １層 に小 量の苫小牧火山灰が混入 してい た。 自然堆積 した

もの と思 われ る。

［壁］　 壁高 は西壁約３５ｃｍ、北壁３５～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、 ほぼ垂直であ る。

［床面］　 厚 さ ５～２３ｃｍで貼床 が施 されてい る。

［周溝］　 西壁 と北壁 に周溝がみ られ る。周溝の幅 は ８～２３ｃｍで、深 さは１０～１６ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面及 び周溝中か ら ４個 の ピ ッ トが検 出された。周溝 中のＮｏ． １～ ２が主

柱穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）
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第１６０号竪穴住居 跡　　　（第１１５図）

［位 置］　 Ｄ～ Ｆ―４０・４１グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平 のため東壁が失 われていたが、他 の部分 は良好 な状 況で検 出 された。

［重複］　 第１５９・１５０号住居跡 、第３５、３７号掘立柱建物跡 と重複 している。本住居跡 は第１５０、

１５９号住居跡 よ り新 しい。第３５、３７号掘立柱建物 との前後 関係 は不明で ある。

［平面形 ・規模］　 東 壁 （約４８１ｃｍ）、西 壁 （４７５ｃｍ）、南壁 （４７６ｃｍ）、北壁 （４７５ｃｍ） の方形 を

呈 し、面積は約 （２１．９㎡）である。

［堆積土］　 ５層 に分層 された。第 １層上部 に苫小牧火山灰の混入が少量み られ た。 自然堆積

と考 えられ る。

［壁］　 削平のため東壁が失われてい る。壁高 は西壁約５３ｃｍ、南壁５３～ ０ｃｍ、北壁５３～ ０ｃｍで

ある。壁 の立 ち上が りはほぼ垂直で ある。

［床 面］　 ローム面 をその まま床面 に してお り、貼 り床 は施 されていない。カマ ドの前面 に浅

い溝 がみ られ、間仕切 りの施設で ある可能性 も考 え られる。

［周溝］　 な し。

［柱穴 ・ピ ット］　 床面 か ら２１個 の ピッ トを検 出 した。壁 際のＮｏ． １～１５が主柱 穴 と考 えられ

る。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構 築 されてい る。削平のため焼燃部火床面のみ検 出され た。焼土範

囲は直径約５０ｃｍであ る。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

（羽柴　直人）
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第１６１号竪穴住居 跡　　　（第１１６・１１７図）

［位 置］　 Ｌ ・Ｍ―３８・３９グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平 のため東側が失 われていたが、他 の部分 は良好 な状 況で検 出 された。

［重複］　 第１６２号住居跡、第１５９号土壙 と重複 している。本住居跡 は第１６２号住居跡、第１５９号

土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 西 壁 （４８５ｃｍ）、南壁 の残存部 （３９５ｃｍ）、北壁 の残存部 （２２０ｃｍ）で平面形

は方形 を呈す る。

［堆積土］　 ６層 に分層 された。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 削平のため東壁が失われてい る。壁高 は西壁約６３ｃｍ、南壁６３― ０ｃｍ、北壁６３～ ０ｃｍで

ある。壁 の立 ち上が りはほぼ垂直であ る。

［床面］　 ５～１５ｃｍの厚 さで貼 り床が施 されてい る。

［周溝］　 西壁 と北壁 、南壁の カマ ドよ り西側 に周溝が み られる。幅 は１０～２５ｃｍ、深 さは１０～

１４ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 ２個 の ピッ トを床面 か ら検 出 したが柱穴 と考 え られる ものはない。 カマ ド

の東側 の方形 の ピ ットは貯蔵穴 の類 と思 われる。

［カマ ド］　 南壁 西寄 りに構築 されている。焼土 範囲は直径約３０ｃｍであ る。支脚 は土 師器 の甕

の下半部 を倒 立 させた ものである。袖 は西側 の一部が欠如 してい るが、粘土 をつ き固めて構築

した ものであ る。煙 道部 は半地下式 で、長 さは約８０ｃｍで、緩やか に立 ち上が ってい る。 カマ ド

全体が南壁 に対 してやや右側 に曲 ってい る。

［その他 の施設］　 な し。

　［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器片が出土 した。

（羽柴　直人）

第１６２号竪穴住居跡　　　（第１１６図）

［位 置］　 Ｌ ・Ｍ―３９・４０グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 重複 のため東側 の大部分 が失 われていたが、西壁 は良好 な状 況で確認 された。

［重複］　 第１６１号住居跡、第１５９号土壙 と重複 している。本住居跡 は第１６１号住居跡 よ り古 く、

第１５９号土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 西 壁 （５０３ｃｍ）、南壁 の残存部 （１５０ｃｍ）、北 壁の残存部 （１０５ｃｍ）で平面形

は方形 を呈す る。

［堆積土］　 ３層 に分層 された。 自然堆積 と考え られ る。

［壁］　 削平のため東壁は失われてい る。壁高 は西壁約４５ｃｍ、南壁４５～１３ｃｍ、北壁４５～１３ｃｍで
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ある。壁の立 ち上が りはほぼ垂直であ る。

［床面］　 ５～１０ｃｍの厚 さで貼 り床が施 されてい る。

［周溝］　 西壁 と北壁、南壁 に周溝がみ られ る。幅 は１０～２３ｃｍ、深 さは ７～１４ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 検出 されなか った。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１６３号竪穴住居跡　　　（第１１８図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―４４グ リ ッドに位 置す る。

［確 認状 況］　 重複 のため西側 は失 われていたが、その他 は良好な状況で確認 された。

［重複］　 第１４７号住居跡 と重複 してい る。本住居跡 は第１４７号住居 跡 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２６５ｃｍ）、南壁 （２９０ｃｍ）、北壁 （２２０ｃｍ）で、平面 形 は方形 を呈 す る

と思われる。

［堆積土］　 ７層 に分層 された。火 山灰 の混入はみ られない。 自然堆積 と考え られ る。

［壁］　 壁高は東壁約 ８ｃｍ、南壁 ８～１０ｃｍ、北壁 ６～１２ｃｍで、壁 の立ち上が りは、ほぼ垂直で

あ る。

［床面］　 ２～１２ｃｍの厚 さで貼床 を施 している。

［周溝］　 な し。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面 か ら４個 の ピッ トを検 出 した。北壁 際Ｎｏ． １が柱 穴の可能性 がある。

［カマ ド］　 南壁 中央 に構築 されている。燃焼部火床面 は両袖 中央 か らやや東寄 りにある。袖

は粘土 をつ き固めて構築 してお り、芯材 は使用 されていない。煙道 は１５ｃｍと短 く急激 に立 ち上

が っている。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器片が 出土 して いる。

（羽柴　直人）
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第１６４号 竪穴住居跡　　　（第１１９・１２０・１２１図）

［位置］　 Ｊ―４２、 Ｋ ・Ｌ―４１・４２グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平の ため東側が失 われている。 その他 は良好 な状態 で確認 された。

［重複］　 第１６５号住居跡 、第１７５、１７９、１８２～１８４号 土壙 と重複 してい る。本住居 跡 は、第１６５

号住居跡、第１７５、１８２、１８３、１８４号土壙 よ り新 しく第１７９号 土壙 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （６８３ｃｍ）、南 壁 の残存 部 （５３８ｃｍ）、北壁 の残存部 （３５９ｃｍ）で、平面

形 は方形 を呈す る。

［堆積土］　 １３層 に分層 された。火山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 えられる。

［壁］　 壁高 は西 壁約１０２ｃｍ、南壁 １０２～ ０ｃｍ、北壁 １０２～ ０ｃｍである。壁の立 ち上 が りはほぼ

垂直であ る。

［床面］　 厚 さ ２～１４ｃｍで貼床 は施 されてい る。

［周溝］　 西壁 と南壁 、北壁 に周溝 がみ られ る。周溝の幅 は２１～４３ｃｍで、深 さは１０～１７ｃｍであ

る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面か ら１４個 の ピ ットを検 出 した。Ｎｏ． １～ ４が主柱穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 南壁 西寄 りに構築 されてい る。燃焼 部火床面 は浅 く掘 り込 まれてお り、焼土範囲

は直径約４５ｃｍであ る。羽口が ２本 み られ、支脚 と して使用 された もの と考 えられ る。袖は、羽

口を芯材 に して粘土 をつ き固めて構築 してい る。煙 道の長 さは、約 ９５ｃｍで緩やか に立ち立ち上

が ってい る。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器 ・鉄器等 が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１６５号竪穴住居 跡　　　（第１２２図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―４１・４２グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため南西部分が検 出 されたにす ぎない。

［重複］　 第１６４号住居跡 と重複 している。本住居跡 は第１６５号住居跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （３３０ｃｍ）、南壁 の残存 部 （２００ｃｍ） で、平面形 は方形 を呈す

ると思われ る。

［堆積土］　 堆積土は存在せず、第１６４号住居 の貼 り床 を剥 が した ら検 出 された ものである。
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［壁］　 壁高 は南壁約 ２ｍ、西壁 は周溝 のみの検 出で、壁面 は検 出 されなか った。

［床 面］　 貼床 は施 されていない。

［周溝］　 西壁 に周溝 がみ られる。周溝 の幅 は１５～３０ｃｍで、深 さは ５～１２ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 南西 隅か らピッ トが １個検 出 され、柱 穴 と考え られ る。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構 築 されてい る。第１６５号 住居 との重複 の ため、煙道 の一部 と火床

面のみが検出 された。火床 面の焼土 範囲は直径約５０ｃｍであ る。煙道 は半地下式で残存部の長 さ

は約５６ｃｍで、本来は １ｍほ どあ った と思われ る。

［その他の施設］　 な し。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１６７号 竪穴住居跡　　　（第１２３図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―４５・４６グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平の ため東壁 と北壁の半分以上が失 われているが 、その他 の部分 は良好 な状

況で確認 された。

［重複］　 第３８号掘立柱建物跡 と重複 しているが 、新 旧関係 を判 断する ことがで きなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、方形 を呈 し、東壁の残存部分 （１６０ｃｍ）、西壁 （５５５ｃｍ）、南壁 （５７９ｃｍ）、

北壁の残存部分 （１６２ｃｍ）であ る。

［堆積 土］　 ４層 に分層 で きた。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 と考え られ る。

［壁］　 壁 高 は東壁 １０～ ０ｃｍ、西壁３５～６５ｃｍ、南壁６５～１０ｃｍ、北壁 ３５～ ０ｃｍであ る。壁 の立ち

上が りは、ほぼ垂 直である。

［床面］　 厚 さ ８～１３ｃｍで貼床 が施 されてい る。

［周溝］　 周溝 は東壁 、西壁 、北壁 にみ られ るが、南壁 にはみ られ ない。 また西壁の 中央部分

も周溝が途切れてい る。周溝 の幅は１０～１８ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピ ット］　 床 面及 び周溝 中か ら検 出 した ピ ットは ９個であ る。Ｎｏ． １～ ７が柱穴 と思

われる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構 築 されてい る。削平のため火床面のみが残存 して いた。火床面の

範 囲は約３５ｃｍであ り、その周 りが若干皿状 に窪んでい る。

［その他の施設］　 なし。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴　直人）
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第１６８号 竪穴住居跡 　　　（第１２４図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―３７・３８グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため 、東壁 と北壁 の大部分 が失 われてい る。床面 は西側 の壁 際の

みが残存 している状態で ある。

［重 複］　 第１７０・１７１号住居 、第２１９号 土壙、第１６５・１７３号溝 と重複 してい る。本住居跡 は第

１６５号溝 よ り新 しいが、 この他の遺構 よ りは古い。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （５２０ｃｍ）、南壁 の残存部 （４６０ｃｍ）、北壁の残存部 （８５ｃｍ）であ る。平

面形は方形 を呈 す ると思 われる。

［堆積 土］　 ２層 に分層 された。 自然堆積 と考 えられ る。 １層の上部 に苫小牧火 山灰の混入が

み られ る。

［壁］　 壁高 は西壁約４２ｃｍ、南壁 ０～４２ｃｍ、北壁約２６ｃｍで ある。壁の立 ち上が りはほぼ垂直で

ある。

［床面］　 貼床 は施 されてい ない。

［周溝］　 南壁、北壁、西壁 に周溝がみ られ る。周溝 の幅 は１５～１８ｃｍで、深 さは ５～１４ｃｍであ

る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出された ピッ トは ５個 で、壁 際のＮｏ． １～ ５が柱穴

と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 本住居 の西 側 に溝 （第 １６５号溝） が検出 されてお り、本住居 に伴 う外周溝

の可能性 がある。溝 は東側 に伸 びてい くと考 え られるが、削平のため に失われてい る。溝 の幅

は３１～５２ｃｍ、深 さ１３ｃｍほ どであ る。覆土 は ２層 に分 け られた。第１６９号溝 と重複 してお り、第

１６５号溝 の方が新 しい。

［出土遺物］　 土師器 ・須 恵器 が出土 してい る。

（羽柴　直人）
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第１７０号竪穴住居跡　　　（第１２５図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―３７に位 置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため西側約 半分が検出 された にす ぎない。

［重複］　 第１６８・１７１号住居跡 、第２１７土壙 、第１７３・１４６号溝 と重複 している。本住 居跡は第１６８・

１７１号住居跡 、第２１７号土壙 、第１７３号溝 よ り新 しく、第１４６号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （４９５ｃｍ）、南壁 の残存部 （２４８ｃｍ）、北壁 の残存 部 （２７１ｃｍ） であ る。

平面形は方形 を呈 す ると思 われ る。

［堆積 土］　 火山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為堆積の別 は不明であ る。

［壁］　 壁 高 は西壁約６２ｃｍ、南壁 ０～６２ｃｍ、北壁 ０～６２ｃｍであ る。壁の立 ち上が りはほぼ垂直

であ る。

［床面］　 厚 さ ８～１０ｃｍで貼床 が施 されてい る。

［周溝］　 南壁、北壁 、西壁に周溝がみ られ る。周溝の幅 は１５～２５ｃｍ、深 さは ５～１８ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ット］　 検 出 されなか った。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器 ・鉄 器等が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１７１号 竪穴住居跡　　　（第１２６図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―３７グ リ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平 と重複 のため西側約 半分のみの検出であ る。

［重複］　 第１６８・１７０号住居跡 、第１４６号溝 と重複 している。本住居跡 は第１６８号住居跡 よ り新

しく、第１７０号住居跡、第１４６号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西 壁 （４１５ｃｍ）、南壁 の残存部 （２０５ｃｍ）、北壁 の残存 部 （２１０ｃｍ） で、平面

形 は方形 を呈 する と思 われる。

［堆積 土］　 第１７０号住居 跡の貼 り床 を剥が してか ら検 出され た もので、堆積 土 はみ られ なか っ

た。
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［壁］　 壁 高は西壁約 １０ｃｍ、北壁 １０～ ０ｃｍ、南壁 １０～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、ほぼ垂

直であ る。

［床面］　 ５ｃｍほ どの厚 さで部分 的に貼 り床 を施 してい る。

［周溝］　 南壁 、北壁 、西壁 に周溝 がみ られ る。周溝 の幅 は ８～３１ｃｍで、深 さは １～１８ｃｍであ

る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 ８個 の ピッ トを床面及 び周溝 か ら検 出 した。周溝中 と壁際のＮｏ． １～ ５が

柱穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 本住居 の西側 に溝 （第１７３号溝 ）が検 出されてお り、本住居 に伴 う外周溝

の可能性 があ る。溝 は東側 に伸 びてい くと考 え られ るが、削平のため に失われてい る。溝 の幅

は３１～９２ｃｍ、深 さ４５ｃｍほ どである。 覆土 は １層 に分 けられた。 また、床 面西側 に周溝状 の溝 が

み られ るが、間仕切 りの施設 である可能性 もあ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１７３号竪穴住居跡　　　（第１２７・１２８図）

［位 置］　 Ｃ―３３グ リッ ドに位置す る。

［確認状 況］　 削平 のため東側 が失 われた状態 で検 出 された。

［重 複］　 第１７４・１７５号住居 跡、第１６９号溝 と重複 してい る。本住居 跡 は第１７４・１７５号住居 、

１６９号溝 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （２６２ｃｍ）、北壁 の残 存部 （１３０ｃｍ）、南壁 の残存部 （２２８ｃｍ）で方形 を

呈す ると思 われ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 された。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 した もの と思われる。

［壁］　 壁高 は西壁約３８ｃｍ、北壁３８～ ０ｃｍ、南壁３８～ ０ｃｍであ る。壁 の立ち上が りはほぼ垂直

であ る。

［床面］　 厚 さ ５～１５ｃｍの貼 り床 を施 している。

［周溝］　 西壁 と北壁 、南壁の東側 に周溝が みられる。周溝の幅 は１８～３０ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍ

である。
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［柱穴 ・ピ ッ ト］　 ピッ トは ３個で床面 か ら検 出 した。南東隅のＮｏ． １が柱穴 の可能性が ある。

［位置］　 南壁のやや東寄 りに構築 されてい る。火床面の径 は約４０ｃｍ、袖 は扁平 な礫 を芯材 に

して粘土 をつ き固めて構築 した ものであ る。煙道 は長 さは５５ｃｍで半地下式の ものであ る。

［その他 の施設］　 本住居の西側 に溝」第１６７溝）が検 出 されてお り、本住居 に伴 う外周溝の

可能性が ある。溝 は東側 に伸 びてい くと考 えられ るが、削平の ため に失 われてい る。溝の幅 は

１８～２６ｃｍ、深 さ１０ｃｍほどであ る。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 して いる。

（羽柴　直人）

第１７４号竪穴住居跡 　　　（第１２９図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ―３７・３８に位置す る。

［確認状況］　 削平の ため北東側 と坏 側 の大部分が失 われた状態で検 出 された。

［重 複］　 第１７３・１７５号住 居跡 、第１６５号溝、 第２２２号 土壙 と重複 して いる。本住居 跡 は、第

１７３号住居 跡、第１５７号溝 、第２２２号 土壙 よ り古 く、第１７５号住居跡 より新 しい。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （３９９ｃｍ）、南壁 の残存 部 （３１０ｃｍ）、北壁 の残存部 （１００ｃｍ）で方形 を

呈す ると思 われる。

［堆積土］　 ２層 に分層 された。 自然堆積 した もの と思 われる。

［壁］　 壁高 は西壁約２０ｃｍ、南壁２０～ ０ｃｍ、北壁２０～ ０ｃｍである。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂

直であ る。

［床面］　 厚 さ８～２０ｃｍで部分 的に貼床 が施 されている。

［周溝］　 西壁 、南壁 、北壁 に周溝が み られる。周溝 の幅は１０～２０ｃｍで、深 さは１０～ １ｃｍであ

る。

［柱穴 ・ピ ット］　 ピ ットは ３個 で、周溝 中か ら検 出 した。柱 穴 と考 えられ る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施 設］　 本住居 の西側 に溝 （第１６９号溝） が検 出されてお り、本住居 に伴 う外周溝

の可能性があ る。溝 は東側 に伸 びてい くと考 え られ るが、削平 のため に失われてい る。溝 の幅

は４２～７５ｃｍ、深 さ２８ｃｍほ どである。覆土 は ４層 に分け られた。

［出土遺物］　 土師器 ・須 恵器 が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１７５号竪穴住居跡　　　（第１２９図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ―３７・３８グ リッ ドに位置す る。
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［確 認状 況］　 削平 と重複 のため北東側 が失われていたが、その他の部分 は概ね 良好 な状況で

検出 された。

［重複］　 第１７３・１７４号住居跡、第１６５号溝 、第２２２号土壙 と重複 して いる。本住居跡は第１７３・

１７４号住居跡 、第１６５号溝、第２２２号土壙 より古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （３４５ｃｍ）、南壁の残存部 （２６０ｃｍ）、北壁 の残存部 （６８ｃｍ）で 、平面形

は方形 を呈す ると思 われ る。

［堆積土］　 １層で ある。堆積 は非常 に薄 く、その上 に１７４号住居の貼 り床がみ られ る。

［壁］　 壁高 は西壁約１２ｃｍ、南壁１２～ ０ｃｍ、北壁 １２～ ０ｃｍである。壁 の立ち上が りはほぼ垂直

である。

［床面］　 厚 さ ３～ ５ｃｍの部分 的な貼 り床 を施 してい る。

［周溝］　 西壁 、南壁 、北壁 に周溝 がみ られる。幅は１０～２２ｃｍ、深 さは １～１２ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 ピ ットは ９個 で床 面 と周溝中か ら検出 した。周溝中のＮｏ． １～ ３が柱 穴 と

考 えられ る。

［カマ ド］　 南壁寄 りに構 築 されてい る。削平のため燃焼部火床面のみが検 出され た。焼土範

囲 は直径約５０ｃｍであ る。

［その他の施設］　 カマ ドの前面に浅い溝がみ られ、 間仕切 り施設 の可能性が考 え られる。 ま

た床面の南西隅 に直径１１０ｃｍの皿状 の ピッ トが検 出 されてお り何 らかの施設 と思 われ る。

　［出土遺物］　 出土 しなか った。

（羽柴　直人）

第１７６号竪穴住居跡　　　（第１３０図）

［位 置］　 Ａ ・Ｂ―４１グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平 のため東側 が失 われてい る。他 は良好 な状 態で検出 され た。

［重複］　 第１７７号住居跡、第２３６号 土壙 と重複 す るが本住 居が新 しい。

［平面形 ・規模］　 西壁 （５６２ｃｍ）、南壁 の残存部 （２６２ｃｍ）、北壁 の残存 部 （３３５ｃｍ） で、平 面

形 は方形 を呈す るもの と思われ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。火山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 壁高 は西壁６２ｃｍ、南壁６２～ ０ｃｍ、北壁６２～ ０ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りはほぼ垂直で

あ る。

［床面］　 厚 さ ２～１８ｃｍで貼床が施 されてい る。

［周溝］　 西壁、南壁、北壁 に周溝がみ られ る。幅 は１２～２２ｃｍで深 さは ４～１８ｃｍである。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 床面か ら検 出 したピ ッ トは ２個で あるが、柱穴 と判定 で きる ものはない。
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［カマ ド］　 残存 していない。

［その他の施設］　 北西隅に炭化物、西壁際中央に二次的に堆積 した焼土がみられた。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

（羽柴　直人）

第１７７号 竪穴住居跡　　　（第１３１図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―４１グ リッ ドに位置 する。

［確 認状 況］　 削平 のため東側 が失 われている。他 は良好 な状態 で確認 された。

［重複］　 第１７６号住居 跡 と重複す るが本住 居が古い。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （５２２ｃｍ）、南壁 の残存 部 （２７２ｃｍ）、北壁 の残存部 （２３２ｃｍ）で、平面

形は方形を呈すると思われる。

［堆積土］　 第１７６号住居跡の貼 り床を剥が した結果検出された もので、堆積土はほとんど無

か っ た 。

［壁］　 壁 高は西壁 １２ｃｍ、南壁 １２～ ０ｃｍ、北壁 １２～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りはほぼ垂直で

あ る。

［床面］　 厚 さ２～１２ｃｍで貼 り床が施 されている。

［周溝］　 西壁 、南壁 、北壁 に周溝が み られる。幅 は１８～２６ｃｍで深 さは ２～２２ｃｍである。南壁

では、周溝が ２条 になって いる。

［柱穴 ・ピッ ト］　 周溝内か ら検出 され たピ ッ トが柱穴 と考 えられる。床面 の中央部 には大 き

めの ピッ トが ３個検 出 されてい る。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施 設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

（羽柴　直人）

第１７８号竪穴住居跡　　　（第１３２図）

［位置］　 ＩＺ・Ａ―３９グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平と重複のため東壁側が失われていたが、他の部分は概ね良好な状況で検出

された。

［重複］　 第１７４号溝 と重複 してい る。本住居跡が第１７４号溝 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］　 西壁 （２１５ｃｍ）、南壁 の残存 部 （２００ｃｍ）、北壁 の残存部 （１９５ｃｍ）で、平面

形は方形を呈すると思われる。
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［堆積土］　 ２層 に分層 された。 火山灰 の混入はみ られない。

［壁］　 壁高 は西壁約２２ｃｍ、南壁２２～ ０ｃｍ、北壁２２～ ０ｃｍであ る。壁の立 ち上が りはほぼ垂直

であ る。

［床 面］　 厚 さ ５～１０ｃｍで部分 的に貼 り床 を施 してい る。

［周溝］　 な し。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 検 出 されなか った。

［カマ ド］　 な し。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器 が出土 してい る。

（羽柴　直人）

第１７９号竪穴住居跡　　 　（第１３３図）

［位置］　 ＩＹ―３７・３８グリッ ドに位 置す る。

［確 認状 況］　 削平 のため床面 が検 出 されたの は西側のわずか な部分 だけで、周溝のみか ら確

認 された。

［重複］　 な し。

［平面形 ・規 模］　 東壁 （３５６ｃｍ）、西壁 （３５８ｃｍ）、南壁 （３５８ｃｍ）、北壁 （３５５ｃｍ）で方形 を呈

す る。

［堆積 土］　 ２層 に分層 された。 自然堆積 、人為 堆積の別 は不明で ある。

［壁］　 壁高 は西壁の約 ４ｃｍのみで、他 は周溝のみの検出で壁高 を計 るこ とはで きない。

［床面］　 床面の残存状 態が非常 に悪 く、床面の状態 は観察す ることがで きなか った。

［周溝］　 ４壁側 に周溝がみ られ る。幅 は２２～３０ｃｍ、深 さは１０～１８ｃｍで ある。

［柱穴 ・ピ ッ ト］　 北西隅 と南西隅の周溝中 にピ ッ トがみ られ、柱穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 してい ないが、東壁 の南寄 りの周溝が途切れて いる部分 に構築 されていたと

考 えられ る。

［その他 の施 設］　 本住居の北側 と西 側 に溝 （第１７５号溝） が検出 されてお り、本住 居 に伴 う

外周溝の可能性があ る。溝 は本住居の南側 にも伸 びて い くと考 えられるが 、削平 のために失 わ

れて いる。溝の幅 は４５～６５ｃｍ、深 さ４５ｃｍほどであ る。覆土 は １層 に分 け られた。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴　直人）
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第１８０号 竪穴住居跡　　　（第１３４図）

［位置］　 ＩＹ ・ＩＺ―３６・３７グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平 と重複のため東側が失われた状態で確認 され た。

［重複］　 第１４６・１６６溝 と重複 してい る。本住居 はこれ らの溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 西壁 （３０５ｃｍ）、南 壁 の残存 部 （１４５ｃｍ）、北壁 の残存部 （２３５ｃｍ）で、平面

形 は方形 を呈す ると考 えられ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 された。 自然堆積 した もの と思 われる。

［壁］　 壁高 は西壁約３２ｃｍ、南壁 は ０～３２ｃｍ、北壁 も０～３２ｃｍである。壁 の立 ち上が りはほぼ

垂直 である。

［床面］　 厚 さ ５～ ８ｃｍの貼 り床 を施 している。

［周溝］　 西壁 、南壁、北壁 に周溝が み られる。幅 は１５～２０ｃｍ、深 さは １～１８ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 検 出されなかった。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 貼 り床 を剥 が した ところ１０５ｃｍ×１３０ｃｍの ピ ットが検 出 された。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（羽柴　直人）

第１８１号竪穴住居 跡　　　（第１３５図）

［位 置］　 ＩＹ―３９グ リッ ドに位置す る。

［確 認状況］　 削平 のため確認 されたのは南西側 のわず かな部分 だけである。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 西壁 の残存部 （５５ｃｍ）、南壁の残存部 （１３５ｃｍ） で、方形 を呈 する と思 われ

る。

［堆積土］　 １層で ある。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［壁］　 西壁 の壁高 は約 ４ｃｍ、南壁 は約 ２ｃｍで、他 は削平 のため壁高 は不 明である。

［床 面］　 厚 さ ５～１０ｃｍの貼 り床が施 されている。

［周溝］　 西壁 に周溝がみ られ る。幅 は ３～ ５ｃｍ、深 さは ２～ ５ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 南西隅 と北西隅部分 にピ ッ トと思 われる くぼみが認 め られ、柱穴 と考 え ら
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れる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 本住居 の南側 と西側 に溝 （第１７６号溝）が検 出 されて お り、本住居 に伴 う

外周溝 の可能性 がある。溝 は馬蹄形 ではな く、北側 に は延 びてい ない。溝の幅 は４５～６５ｃｍ、深

さ３０ｃｍほ どである。覆土 は ２層 に分 け られた。

［出土遺物］　 土 師器片 が出土 している。

（羽柴　直人）

第１８２号竪穴住居跡　 　　（第１３６図）

［位置］　 ＩＸ ・ＩＹ―４１・４２グリ ッドに位置す る。

［確認状況］　 削平のため東側 が失われてい る。

［重複］　 第１８３号住居跡 、第２４０号土壙 と重複 している。本住居 はこれ らの遺構 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 西壁 （６８５ｃｍ）、南 壁 の残存 部 （５７２ｃｍ）、北壁 の残存部 （４７５ｃｍ）で、方形

を呈す ると思 われ る。

［堆積土］　 ５層 に分層 され た。 自然堆積 した もの と思 われる。

［壁］　 壁高 は西壁約 ４ｃｍ、南壁 は約 ２ｃｍで 、他 は削平 のため壁高 は不 明である。

［床面］　 厚 さ ３～１０ｃｍの貼 り床が施 されている。

［周溝］　 西壁 、南壁 、北壁 に周溝が み られる。幅 は３２～４５ｃｍ、深 さは ５～１０ｃｍである。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面 と周溝 内か ら９個 の ピッ トが検 出 された。Ｎｏ． １～ ４が柱 穴 と考 え ら

れる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 床面 の北寄 りに長 さ ３ｍほ どの溝 が検 出 されたが、本住居に伴 うものか ど

うかは不 明である。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

（羽柴　直人）
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第１８３号竪穴住居跡　　　（第１３７図）

［位 置］　 ＩＸ ・ＩＹ―４１・４２グ リ ッドに位 置す る。

［確 認状 況］　 重複 と削平 のため北西部分 が検 出 されたにす ぎない。

［重複］　 第１８３号住居跡 、第４４号掘立柱建物跡 と重複 している。本住居 は第１８３号住居跡 より

古 く、第４４号掘立柱建物 より新 しい。

［平面形 ・規模］　 西壁 の残 存部 （５６０ｃｍ）、北壁 の残存部 （１６５ｃｍ）で、方形 を呈す る と思 わ

れる。

［堆積土］　 ２層 に分層 された。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［壁］　 壁 高は西壁約 ８ｃｍ、北壁 は ０～ ８ｃｍで、他 は削平 のため壁高 は不 明である。

［床面］　 厚 さ２～１０ｃｍの貼 り床が施 されている。貼 り床 中に苫小牧火 山灰 が混入 している。

［周溝］　 西壁 、北壁 に周溝が み られる。幅 は１０～３０ｃｍ、深 さは ５～１０ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 ピッ トが ３個床面 と周溝 内か ら検 出 された。西壁 の周溝 中央 の ピッ トが柱

穴 と考 え られる。

［カマ ド］　 残存 していない。

［その他 の施設］　 な し。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

（羽柴　直人）

第３０１号竪穴住居跡　　 　（第１６０図）

［位置］　 Ｏ ・Ｐ―５２・５３グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平 のため、貼 り床の一部 だけを確認 した。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形］　 削平 のため、不明であ る。

［堆積土］　 削平 のため、確認で きなか った。

［壁］　 削平 のため、確認で きなか った。

［床面］　 黄褐色土 とロームを混ぜ合わせた貼 り床が、幾分残存 してい る。

［壁溝］　 確認で きなか った。

［柱穴 ・ピッ ト］　 大小１５個の ピ ットを検出 したが、配列 について は、不明であ る。

［炉］　 石囲炉及 び土器片敷炉の ２基 を確 認 した。石囲炉 は、北側が開放 された コの字状 を し

てお り、礫が１０点検出 された。土器片敷炉は、 １個体 分の土器が出土 した。西側 と北側 及び南
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側の一部に土器を囲ってお り、東側が開放されたコの字状をしている。

［出土遺物］　 第 ２号炉か ら土器が １個体分及び、確認面からも土器が出土 した。

［その他］　 西側部分に、ほぼ平行に並ぶ立石を２点確認 したが、用途については不明である。

本住居跡の時期は、第 ２号炉の土器か ら榎林式期 と思われる。

（小舘　孝浩）

第３０２号竪穴住居跡　　　（第１３８～１４０図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―４６グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 しているが 、概 ね残存状態 は良好 である。

［重複］　 第３０３号住居跡 、第３５１～３５３号土 壙 と重複 してい る。本住居跡 はいずれの遺構 よ り

新 しい。 また、本住居跡 の確認面 に ３個 の ピッ トを検 出 したが 、 これは本住居跡 よりも新 しく

本住居跡 には伴 わない と考 え られる。

［平面形 ・規模］　 東壁５７３ｃｍ、南壁５５３ｃｍ、西壁５２３ｃｍ、北壁５３０ｃｍで方形 を呈す る。主軸方位

はＮ―１７９°― Ｅである。面積 は （約２３．２㎡）で ある。

［堆積土］　 ２６層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒 が混入す る。

自然堆積 と考 え られる。

［壁］　 東壁 は傾斜地下側 の為 に、ほ とん ど周溝 だけの確 認であ る。第 Ⅳ属 を壁面 としてお り、

壁 高 は東壁 ５ｃｍ、西壁６０ｃｍ、南壁６０ｃｍ、北壁４７ｃｍであ る。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ乗 直で堅緻

であ る。

［床 面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り混 み、貼 り床 は東側 に若干認 め られた。カマ ド付 近 を除いて全

体 に堅緻 であ る。

［周溝］　 カマ ドの部分 を除いてすべ ての壁 際に残存 す る。周溝 の幅は、１１～２４ｃｍで、深 さは

１７～２５ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 本住居跡 の確認面 か ら３個 の ピッ トを検 出 したが、本住居跡 には伴 わない。

床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピッ トは１３個 で、 ピ ット３～ ９は周溝の中 に位 置す る。 また、
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ピット１４～１６は床面の下から検出された。どれが主柱穴を構成 していたかは不明である。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築されてお り、残存状態は不良で、特に煙道部は第Ⅲ層を掘 り込

んで構築されていたために、煙道部壁面の確認は不明瞭であった。燃焼部火床面の焼土範囲は

直径約４５ｃｍで深さは７ｃｍである。袖部 も残存状態は不良であるが、床面上に粘土をつ き固めて

構築 しており、芯材は使用 していない。煙道部は上部が削平されているため、構築方法が確認

できなかった。

［その他の施設］　 本住居跡の西側に位置する、第３０３号住居跡の北側は、本住居跡の拡張部分、

または本住居跡以前に構築された部分 とも考えられる。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

（成田　 　悟）

第３０３号竪穴住居跡　　　（第１３８・１３９図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―４７・４８グ リ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 削平及び重複 しているため、残存 状態は不良であ る。

［重複］　 第３０３号住居 跡 と重複 してい る。本住居 跡が古 い。 また、本住居跡 の北側 には、第

３０３号住居跡 の拡幅部分か、そ れ以前の住居跡 の一部分 とも重複 している。

［平面形 ・規模］　 東側 は重複 のために壁が検出で きなか った。南壁 ・北壁 も重複の ため に、

約半分以上削平 されている。西壁 ２５６ｃｍで方形 を呈す る と考 え られる。主軸方位 は不 明である。

［堆積土］　 ６層 に分層 で きた。堆積土 は第３０２号住居跡 の第 ４ ・５ ・８ ・１０～１２層 に該当する。

黄褐色土 を基調 と してお り、ローム ・炭化物粒が混入す る。 自然堆積 と考 え られ る。

［壁］　 第Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁高は、西壁８５ｃｍ、南壁８３ｃｍ、北壁７１ｃｍであ る。壁の立 ち

上が りは、ほぼ垂直で堅緻であ る。

［床面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り混み、貼 り床 は認め られず、全体 に堅緻であ る。

［周溝］　 残存す るすべての壁 際か ら検出 された。周溝の幅 は、１５～３２ｃｍで、深 さは概ね１５ｃｍ

であ る。
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［柱穴 ・ピッ ト］　 周溝 中だけか ら３個 の ピッ トを検 出 した。 ピ ット１ ・３は周溝 中の壁際 に

位置 してお り、主柱穴 をなす と考 え られる。 また、本住居跡 の西側 には ３個 の ピ ットが位 置 し

ているが、本住居跡 には伴 わない と考 え られる。

［カマ ド］　 検 出 されなか った。

［その他 の施設］　 認 め られなか った。

［出土遺物］　 土師器片 が出土 してい る。

（成田　　悟）

第３０５号竪穴住居跡　　　（第１４１・１４２図）

［位 置］　 Ｄ ・Ｅ―４４グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］　 削平及び重複 のため、残存状 態は不良であ るが、西壁 ・壁溝 などを確認 した。

［重複］　 第３４１号土壙 と重複 して いる。本住居跡 の方が新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁は削平 されてい るため に残存 してい ない。南壁 も削平及 び土壙 と重複

してい るため に残存 してい ない。西壁３５５ｃｍ、北 （２８０）ｃｍで方形 を呈す る と思 われる。主軸方

位 は Ｎ― ５°―Ｅで ある。

［堆積土］　 １０層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 が混 入する。 自然堆積

と考 え られる。

［壁］　 第Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁面 は西壁６０ｃｍ、北壁６４ｃｍである。壁 の立 ち上が りは、

ほぼ垂 直で堅緻 である。

［床 面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り混 み貼 り床 は認 め られず、 カマ ド付 近 を除いて全体 に堅緻であ

る。 また、床 面か らは多量 の炭化物 が検 出 された。炭化物 は材木 とゆうよ りも薄 く敷いていた

物の用 に考 えられ る。

［周溝］　 カマ ドの部分 を除いた、西壁 と北壁、それ に南壁の一部分 に残存す る。周溝の幅は、

７～１０ｃｍで、深 さは概ね ４ｃｍであ る。

　［柱穴 ・ピッ ト］　 床 面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ッ トは ４個 で、主柱穴 はＮｏ．１ ・２で あ

る と考 え られる。 また、本住居跡の南側 には ５個 の ピッ トが位置 してお り、住居跡 には伴 わな

い と考 え られる。

　［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 されてお り、残存状 態不 良で、燃焼 部の焼土範囲は住居床面 よ

りも一段高 くなってお り、袖部及 び煙道部 よ不 明瞭であ った。燃焼部火床面の焼土範囲は５５×

－ １２１－



５０ｃｍで西側に支脚として使用 した土師器が存在する。煙道部の煙出し孔は検出できなかった。

［その他の施設］　 認められなかった。

（成田　　悟）

第３０６号竪穴住居跡　　 　（第１４３図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ―４５・４６グリッ ドに位 置す る。

［確認状況］　 上部が削平及び重複 のため、残存状態 は不良であ るが、 ほぼ全体の形状 を確認

した。

［重複］　 第３０７号住居跡 と重複 してお り、本住居跡が新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁３２５ｃｍ、南壁２７０ｃｍ、西壁 ３００ｃｍ、北壁２４０ｃｍで方形 を呈す る。主軸方位

はＮ― ９５°―Ｅであ る。面積 は約７．４㎡で ある。

［堆積土］　 １０層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、炭化 物粒 が混入す る。 自然堆積

と考 えられる。

［壁］　 壁 は総 て検 出で きた。 第Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 高は東壁 ９ｃｍ、西壁６０ｃｍ、南

壁３７ｃｍ、北壁４２ｃｍである。壁 の立 ち上 が りは、ほぼ垂 直で、東壁 は柔 らか く軟弱であるが、そ

の他の壁 は堅緻 である。

［床面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り混み貼 り床 は認 め られず 、全体 に堅緻 である。 また、床面 の西

側 は約 ７ｃｍ程高 くなっている。

［周溝］　 検 出されなかった。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面か ら検 出 したピ ッ トは ４個で 、いず れ も主柱穴 と考 え られる。 また、

本住居跡東側 には、 ４個の ピ ッ トが位置 してお り、 ピッ ト５ ・８は位置 的に本住居跡 に伴 って

いた可能性 も考 え られる。

［カマ ド］　 検 出され なか った。

［その他 の施設］　 認め られなか った。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器片が出土 してい る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成 田　 　悟）

第３０７号竪穴住居跡　　　（第１４３図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ―４５・４６グ リッ ドに位 置す る。
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［確認状況］　 削平及び重複のため、残存状態は不良であるが、西壁と南壁 ・北壁の一部を確

認 した。

［重複］　 第３０６号住居跡と重複 しており、本住居跡が古い。

［平面形 ・規模］　 東壁は削平 されているため確認できず、南壁 ・北壁は一部分検出である。

西壁２８５ｃｍで方形を呈すると考えられる。

［堆積土］　 ４層に分層できた。黄褐色土を基調 としてお り、炭化物粒が混入する。自然堆積

と考えられる。

［壁］　 壁は第Ⅲ層 を壁面としてお り、壁高は西壁１３ｃｍ、南壁１６ｃｍ、北壁１８ｃｍである。壁の立

ち上が りは、ほぼ垂直で、南壁及び北壁 は柔らか く軟弱であるが、西壁は堅緻である。

［床面］　 床面は第Ⅲ層 を掘 り混み貼 り床は認められず、全体に柔らかい構築である。

［周溝］　 検出されなかった。

［柱穴 ・ピット］　 床面から検出 したピットは２個で、主柱穴かどうかは不明である。

［カマ ド］　 本住居跡北側に壁面の突出部が検出され、カマ ドの可能性を有するが、燃焼部火

床面及び焼土は確認できなかった。

［その他の施設］　 認められなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第３０８号 竪穴住居 跡　　　（第１４４・１４５図）

［位置］　 ＺＺ ・Ａ― ４５・４６グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複の ため、残存状態 は不 良であるが 、西壁 ・壁溝 な どを確認 した。

［重複］　 第３０９・３１８号住居跡 と重複 して いる。第３０９号住居 跡 との新旧関係は不明であ るが、

第３１８号住居跡 より新 しい。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２６９）ｃｍ、南壁２５５ｃｍ、西壁２５３ｃｍ、北壁 ２５５ｃｍで方形 を呈す る。

［堆積土］　 １４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と してお り、 ローム ・炭化物粒が混入す る。

自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 東壁 と北壁の一部が削平 されてい るため確認で きなか ったが、 その他 は残存す る。第

－ １２３ －



Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁面 は西壁１２３ｃｍ、南壁６５ｃｍ、北壁３０ｃｍである。壁 の立 ち上が りは、

ほぼ垂直 で堅緻 である。

［床面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り混 み貼 り床 は認 め られず、カマ ド付 近 を除いて全体 に堅緻 であ

る。

［周溝］　 西壁 と南壁 に残存す る。周溝 の幅は、 ６～１８ｃｍで、深 さは概 ね ５ｃｍである。

［柱 穴 ・ピ ッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ッ トは ６個 で、主柱穴 はＮｏ．１～ ４であ

ると考え られる。

［カマ ド］　 東壁南寄 りに構築 されてお り、残存状態 は不 良で、煙 道部 より上部 は削平 のため

残存 していない。燃焼部火床面 の焼土範 囲は５３×３８ｃｍの楕 円形 で、深 さは中央部が約 ５ｃｍであ

る。火床 面西側 には、灰 を廃棄 した と思 われる深 さ３ｃｍ程の ピ ットが位置す る。 この ピッ ト北

側に ローム をつ き固めている袖部 の一部 と考 え られる ものが存在 す る。 また、火床面中央部に

は、欠損 した土 師器 を支脚 として使用 している。煙 道部は上部が削平 されてい るため煙 出 し孔

は検 出で きなかった。

［その他 の施設］　 認 め られなかった。

［出土遺物］　 土 師器 が出土 している。

（成田　 　悟）

第３０９号竪穴住居跡　　　（第１４６図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―４４・４５グ リッ ドに位置 する。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、残存状 態は不 良であ るが、西壁 ・北壁 ・壁溝な どを確認

した。

［重複］　 第３０８号住居跡 と重複 してい る。新旧関係 は不明で ある。

［平面形 ・規模］　 東壁 は削平 されてお り、南壁 は重複 してい るため残存 しない。西壁 （３４５）ｃｍ、

北壁 （４２０）ｃｍで方形 を呈す ると思 われ る。

［堆積土］　 ９層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 としてお り、 ローム ・炭化物粒が混入する。

自然堆積 と考え られる。

［壁］　 東壁 と南壁 のが削平及び重複 してい るため確 認で きなか ったが、その他 は残存す る。

第 Ⅲ ・Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 高は西壁７２ｃｍ、北壁５３ｃｍであ る。壁の立ち上が りは、ほぼ垂
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直で堅緻 である。

［床 面］　 床面 は第 Ⅳ層 を掘 り混 み、住居跡の東側 に褐色土 を基調 とした貼 り床 が認 め られる。

貼 り床 は全体 的に柔 らかい。

［周溝］　 西壁 と北壁 に残存 する。周溝 の幅は、１５～３６ｃｍで、深 さは概ね ７～１０ｃｍであ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面及び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ッ トは ４個で、周溝 中に位置す るピ ット

１ ・２が主柱 穴であ ると考え られる。

［カマ ド］　 残存 しない。

［その他の施設］　 本住居跡の北側か ら楕円形の ピッ トが検 出されたが、本住居跡 には伴 わな

い もの と考 え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（成田　　悟）

第３１０号竪穴住居跡　　　（第１４７・１４８図）

［位置］　 ＺＹ ・ＺＺ― ５０・５１グリ ッドに位 置す る。

［確認状況］　 精査 中 に暗褐色 土の落ち込み を確 認 した。

［重複］　 ５基 の土壙 と重複 して い る。本住 居跡 は、第３３９号土壙 よ り新 し く、第３２４号 ・第

３３７号 ・第３３８号土壙 よ り古 い。床面の下か ら第３５６号土壙 を検出 した。

［平面形 ・規模］　 東壁 （３６０ｃｍ）、南壁 （４００ｃｍ）、西壁 （３８６ｃｍ）、北壁 （３９０ｃｍ）の方形であ る。

面積 は１１．３㎡である。主軸方位 はＮ― １３°―Ｅである。

［堆積土］　 ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム粒 ・炭化 物粒 ・細砂塊 を含

んでいる。第 ５層 中に苫小牧火 山灰が ブロ ック状 に混入 している。 自然堆積 と思われ る。

［壁］　 斜面 であるため東壁 が削平 されているが、その他 の壁 は、残存 してい る。壁高は１５～

４４ｃｍである。第Ⅳ層 を壁面 としてお り、立 ち上が りはほぼ垂直であ る。

［床 面］ 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ５～１０ｃｍの厚 さに、 ローム及び褐 色土の混合土 を貼 り床 と してい

る。貼 り床は、削平 されている東側 を除いてほぼ全 面 に施 され、全体 に しま りが強い。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いて一周 する。周溝 の幅 は、北側 と西側が１５～２０ｃｍとやや広 く、カ

マ ドのあ る南側が狭い。東側 は、斜面 で削平 されているため狭 くな ってい る。深 さは、１０～２４ｃｍ

であ る。

［柱 穴 ・ピ ット］　 床 面及び周溝 中か ら検 出 した ピ ッ トは、１１個で、周溝 中のＮｏ．１０～１２が柱

－ １２５ －



穴と考えられる。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 され、残存状態は良好である。カマ ド本体の構造は、自然礫 を

芯材 とし、その周囲に粘土 を貼 り固めたものである。煙道部の構造は、半地下式である。支脚

は出土しなかった。

［その他の施設］　 検出しなかった。

［出土遺物］　 土師器 ・鉄器が出土 している。

（中嶋　友文）

第３１１号竪穴住居跡　 　　（第１４９・１５０図）

［位置］　 ＺＵ～ ＺＷ― ５３～５５グ リ ッドに位置す る。

［確認状況］　 精査中に褐色 土の落ち込み を確 認 した。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 斜 面に位 置するため東壁が削平 され、南北の壁 も一部削平 されてい る。西

壁 は、 （４４０ｃｍ）であ り、残存部分 か らほぼ方形 を呈す ると思われ る。

［堆積土］　 １２層 に分層 された。褐色土 を基調 と してお り、 ローム粒 ・炭化物粒 ・細い砂 が含

まれてい る。第 ５層 中に苫小牧火 山灰 が混入 している。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 削平及び重複 のため、西壁 と南壁 ・北壁 の一部だけが残存 してい る。壁高は西壁 で、

５３～８５ｃｍである。第Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 の立ち上が りは、ほぼ垂直であ る。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込 み、 ５～１０ｃｍの厚 さに、ローム及び暗褐色 土の混合土 を貼 り、床 と

している。貼 り床 は、一部 だけで、ほとんどが第Ⅳ層 を床面 と している。全体 に しま りが強い。

［周溝］　 カマ ド部分 を除いてほぼ全周す る。周溝 の幅は１６～３０ｃｍ、深 さは１０～２０ｃｍである。

［柱 穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した小 ピ ットは、 ８個 であるが確 実な柱穴 は、不

明である。

［カマ ド］　 北壁 に構築 されている。残存状態 は不 良で、煙道部 か ら上部 は削平 されている。

袖は、床面上 に粘土 を固めて構築 してお り、芯材 は使用 していない。煙 道下部 は、地山 を掘 り

下げて構築 している。
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［その他の施設］　 認められない。

［出土遺物］　 土師器 ・鉄器が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第３１２号竪穴住居 跡　　　（第１５１・１５２図）

［位置］　 ＺＶ ・ＺＷ― ５４・５５グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 精査 中に暗褐色土 の落 ち込 み を確認 した。

［重複］　 ５基 の土壙 と重複 している。本住居跡 は、第３３６号土壙 よ り新 しく、第３２７号土壙 よ

り古 い。床面 の下 か ら第４８０～４８２号土壙 を検 出 した。

［平面形 ・規模］　 土壙 と重複 しているため一部 削平 されてい るが、東壁３６０ｃｍ、南壁４００ｃｍ、

西壁 （３７０ｃｍ）、北壁 （３９０ｃｍ）の方形 を呈す る。主軸方位 は Ｎ―１０°―Ｅである。

［堆積 土］　 ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としてお り、 ローム粒 ・炭化 物粒 ・細 い砂 が含

まれてい る。第 ２層 中に苫小牧 火山灰 が混入 してい る。 自然堆積 と考 えられ る。

［壁］　 第Ⅳ層 を壁 面 としてお り、壁 の立ち上が りは、 ほぼ垂直であ る。壁高 は１５～２０ｃｍであ

る。

［床面］　 第Ⅳ層 を掘 り込み、 ５～１０ｃｍの厚 さに、 ローム及 び暗褐色土の混合土 を貼 り、床 と

してい る。貼 り床 は、ほぼ全 面 に施 され、全体 に しま りが強 い。

［周溝］　 西壁で は全体的 に存 在す るが、その他 の壁 では途中で途切れてい る部分 もみ られる。

周溝の幅 は１０～１５ｃｍで、深 さは１５～２０ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝中か らで検出 した小 ピ ッ トは、１１個で、周溝 中のＮｏ．５ ・８ ・

１０が柱穴の可能性があ る。

［カマ ド］　 南壁西寄 りに構築 されてい る。残存状態 は不 良で 、煙道部 よ り上部 は削平の ため

残存 して いない。燃焼部火床面 は、両袖 中央か らやや東側 に偏 った位置 にあ り、地 山を掘 りく

ぼめ、黄褐色 ロームを埋めて構 築 してい る。焼土範囲 は、直径約４０ｃｍで 、厚 さは、中央部が約

１０ｃｍで ある。全体 に しま りはな く、軟質であ る。袖 は、床面上 に粘土 を固めて構築 してお り、

芯材 は使用 していない。煙道下部 は、地 山を掘 り残 して構築 している。

［その他 の施設］　 貼 り床面の下か ら８０ｃｍ×６０ｃｍ、深 さ１５ｃｍの不整形 の ピッ トが検 出された。

本住居跡 に伴 う ものか と用途 などは不明で ある。
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［出土遺物］　 土師器が出土している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第３１６号竪穴住居跡　　　（第１５４・１５５図）

［位置］　 ＺＹ ・ＺＺ―４５・４６グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複 のため、残存状態 は不 良であ るが、西壁 ・壁溝 な どを確認 した。

［重複］　 第３０８・３１８号住居跡 と重複 して いる。本住居 跡はいずれの住居跡 よ りも古い。また、

昭和 の頃に構築 された と考 えられる溝 によ り、床面 の一部 が削平 されてい る。

［平面形 ・規模］　 西壁 と南壁及 ぎ西側床面 の一部分 しか残 存 して いない。西壁 （６２０）ｃｍで

方形 を呈す る と思 われ る。

［堆積土］　 １１層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、ローム ・炭化物粒 が混入す る。 自

然堆積 と考 え られ る。

［壁］　 東壁 と北壁が重複 によ り削平 されて いるため残存 していない。 その他 は、第Ⅲ ・Ⅳ層

を壁面 としてお り、壁高 は西壁８１ｃｍ、南壁 ５ｃｍで ある。壁 の立 ち上が りは、ほぼ垂直 で堅緻で

ある。

［床面］　 床面 は第Ⅳ層 を掘 り込み、残存 してい る床面の 中央部 に貼 り床が認 め られた。全体

的に堅緻であ る。

［周溝］　 西壁 と南壁の一部が残存す る。周溝の幅 は、１５～３０ｃｍで、深 さは概ね ９ｃｍであ る。

［柱穴 ・ピッ ト］　 床面及 び周溝 中か ら検 出 した ピッ トは ３個 で、主柱 穴 はＮｏ．１～ ３であ る

と考 え られる。また、本住居跡北側で重複す る第３０８号住居跡 の床 面下か ら検出 された ピ ットも、

本住居跡の主柱穴 と考え られ、合計 ４個 の柱 穴 を検出 した。

［カマ ド］　 確認で きなか った。

［その他の施設］　 認 め られなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　 　悟 ）
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第３１８号竪穴住居跡　　　（第１５６図）

［位置］　 ＺＹ ・ＺＺ―４５グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平及び重複のため、残存状態は不良であるが、壁溝などを確認 した。

［重複］　 第３１６号住居跡、第３０２号溝 と重複 している。本住居跡はいずれの遺構よりも新 しい。

また、昭和の頃に構築 されたと考えられる溝により、床面の一部が削平 されている。

［平面形 ・規模］　 西側の周溝 と南側の周溝の一部分 しか残存 していない。西壁 （５８０）ｃｍで

方形 を呈すると思われる。

［堆積土］　 床面 まで削平されていたために、堆積土は不明である。

［壁］　 周溝 と床面の一部だけの検出であるため壁高は不明である。

［床面］　 床面は第Ⅳ層を掘 り込み、西側の一部分だけの確認である。残存 している床面は全

体的に柔かく軟弱である。

［周溝］　 西壁 と南壁の一部が残存する。周溝の幅は、２５～３５ｃｍで、深 さは概ね２０ｃｍである。

［柱穴 ・ピット］　 床面及び周溝中か ら検出したピットは１０個で、ピット１～６は周溝の中に

位置 している。また、本住居跡の範囲内 と考えられる床面下から８個のピットを検出したが、

本住居跡に伴 うかどうかは不明である。

［カマ ド］　 確認で きなかった。

［その他の施設］　 認められなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　 　悟）

第３１９号 竪穴住居跡 　　　（第１５３図）

［位置］　 ＺＺ ・Ａ ・Ｂ―４４・４５グ リッ ドに位置す る。

［確認状況］　 削平及 び重複のため、残存状態 は不 良であるが 、壁溝 な どを確認 した。
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［重複］　 第３０８・３０９号住居跡と重複 している。本住居跡はいずれの遺構よりも古い。

［平面形 ・規模］　 周溝 と柱穴のみの確認である。西側の周溝から推定すると西壁 （６００）ｃｍ

で方形を呈すると思われる。

［堆積土］　 第３０８・３０９号住居跡の床面下から検出されているために、堆積土は不明である。

［壁］　 周溝と床面の一部だけの検出であるため壁高は不明である。

［床面］　 床面は第Ⅳ層 を掘 り込み、東側は確認できなかった。残存 している床面の西側は堅

緻であるが、東側は全体的に柔 らかく軟弱である。

［周溝］　 周溝の幅は、１２～１９ｃｍで深さは ２～１０ｃｍである。北側 に位置する周溝 は第３０９号住

居跡 と共用 していた可能性 も考えられる。また、住居跡の中央部から南寄 りでは、周溝が西側

から東側に伸びており、本住居跡よりもさらに古い住居跡が存在 した可能性 も考えられる。

［柱穴 ・ピット］　 床面及び周溝中から検出したピットは９個で、ピット１～４は住居跡の床

面に位置 してお り、主柱穴と考えられ、周溝に位置 している３個のピットは、支柱穴 と考えら

れる。

［カマ ド］　 確認できなかった。

［その他の施設］　 認められなかった。

［出土遺物］　 出土しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成田　　悟）

第３４１号竪穴住居 跡　　　（第１５７図）

［位 置］　 ＹＺ ・ＺＡ― ５８・５９グ リッ ドに位置 する。

［確 認状 況］　 削平の ため、残存状態 は不 良で、西壁 と北壁 、南壁 の一部 及び床 面だけの確認

である。

［重複］　 認 められ なか った。

［平面形 ・規模］　 東壁 （２５０ｃｍ）、南壁 （２８０ｃｍ）、西壁 （２２４ｃｍ）、北壁 （２９０ｃｍ）の方形 をす る。

面積 は （約６．４㎡）で ある。主軸方位 は Ｎ―６３°―Ｗであ る。

［堆積土］　 ８層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と してお り、炭化物粒が混入す る。 自然堆積 と

考 えられ る。

［壁］　 削平のため、西壁 と南壁 、北壁 の一部 だ けが残存 してい る壁高 は西壁で４９～６０ｃｍであ

る。第Ⅳ層 を壁面 としてお り、壁 の立 ち上 が りはほぼ垂直であ る。
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［床面］　 第Ⅳ層を掘込み、 ３～５ｃｍの厚さに、ローム及び明黄褐色土の混合土 を貼 り床 とし

ている。貼 り床は、カマ ド付近に鉄鐸が広がっている他は、ほぼ全面に施 され、全体にしまり

が強い。

［周溝］　 認められなかった。

［柱穴 ・ピット］　 東壁南寄 りに構築 されている。依存状態は不良で、煙道部 より上部は、削

平のため残存 していない。燃焼部火床面は、確認 されていない。焼土範囲は、直径約９０ｃｍで、

深さは、中央部が約 ３ｃｍである。全体に締 まりはなく、軟質である。袖は、地山の上に粘土を

つき固めて構築 しており、その粘土部分が一部のみ残存 してお り、芯材 は使用していない。煙

道部及び煙出し孔は削平により残存 していない。

［カマ ド］東壁南側に位置する。

［その他の施設］　 認められなかった。

［出土遺物］　 カマ ドから坏が １点出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小舘　孝浩）

第３４２号竪穴住居跡　　　（第１５８・１５９図）

［位置］　 ＺＤ ・ＺＥ―５９・６０グリッドに位置する。

［確認状況］　 遺跡範囲確認調査時に、丘陵頂上部において埋没 しきらない黒褐色土の落ち込

みとして確認 した。

［重複］　 回５５５・５９６・５９７号土壙と重複してお り、本住居跡が最も新 しい。

［平面形 ・規模］　 方形 を呈するが、東壁北側部分が重複により一部不明瞭である。東壁２１８ｃｍ、

南壁２０６ｃｍ、西壁２１７ｃｍ、北壁２２１ｃｍで、面積は１４．６㎡である。主軸方位はＮ― ６°―Ｅである。

［堆積土］　 ２５層に分層できた。黒色土及び黒褐色土 を基調 とするが、壁及び床面近 くは黄褐

色ロームを多 く混入する。覆土中位 までは腐植土が主体で、草木根が多 く、多 くの部分で攪乱

を受けている。全体にローム粒 ・炭化物粒 を混入 し、第 ３層中に、不連続ではあるが苫小牧火

山灰が堆積 していた。

［壁］　 地山を掘 り込んでお り、ほぼ垂直に立ち上がる。重複する土壙部分には、ローム主体

の土を充填 している部分も認められるが、概ねその土壙の覆土のままで検出された。

［床面］　 地山上に暗褐色土とロームとの混合土を貼って床面 としてお り、ほぼ平坦である。

南東及び北西の隅に、一部分掘 り残 しか、または、盛 り土によるものかは不明であるが、高さ

１０ｃｍ程の円形の黄褐色粘土 （ローム）の高まりがある。この上面に各々土器が完形で出土 して

いる。

　［カマ ド］　 南壁西寄 りに位置 し、半地下式の構造である。残存状態は良好である。焼土面か
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らは ２度程の改築が考えられる。燃焼部は地山を掘 り窪めて構築 してお り、煙道部の直下に大

型の羽口を支脚 として設置 している。また、左袖の短部寄 りにも支脚 を設置している。煙道部

は緩やかに立ち上がり、煙出し孔に向かっている。カマ ド本体は、黄褐色粘土及び白色の粘性

の強い粘土を使用 しており、袖部に芯材は使用していない。

［出土遺物］　 土師器の甕 ・坏 ・皿 ・鉢 ・須恵器の耳皿 ・坏 ・長頸壺、刀子、砥石破片が出土

した。前述の床面上にある高まりの上から、南東部からは長頸壺が、北西部からは ５個の小孔

のある土師器皿 ・須恵器耳皿 ・土師器皿の３点が重なって出土 している。また、カマ ド上及び

周辺から多 くの土器が出土 している。

［その他の施設］　 遺物の出土状態は、この時期の他の住居跡のように、什器の多 くを持ち出

すことな く、生活 していあ状態のそのままを示 しているようである。焼失家屋 とも異な り、特

殊な環境の基で、突如、移動 したことが考えられる。また、丘陵地の頂上部にほぼ単独で構築

されていることも特別な意味あいがあったものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３０１号竪穴住居跡　　　（第１６０図）

［位置］　Ｏ ・Ｐ―５２・５３グリッドに位置する。

［確認状況］　 削平のため、貼 り床の一部だけを確認 した。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 削平のため、不明である。

［堆積土］　 削平のため、確認できなかった。

［壁］　 削平のため確認できなかった。

［床面］　 黄褐色土とロームを混ぜ合わせた貼 り床が、幾分残存 している。

［周溝］　 確認できなかった。

［柱穴 ・ピット］　 大小１５個のピットを検出 したが、配列については、不明である。

［カマ ド］　 石囲炉及び土器片敷炉の ２基を確認 した。石囲炉は、北側が開放されたコの字状

をしてお り、礫が１０点検出された。土器片敷炉は、 １個体分の土器が出土 した。西側と北側及

び南側の一部に土器を囲ってお り、東側が開放されたコの字状をしている。

［出土遺物］　 第 ２号炉から土器が １個体分及び、確認面からも土器が出土 した。

［その他］　 西側部分に、ほぼ平行 に並ぶ立石を２点確認 したが、用途については不明である。

本住居跡の時期は、第 ２号炉の土器から榎林式期と思われる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （小舘　孝浩）
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　第２節　掘立柱建物跡

　４３棟の掘立柱建物跡を検出した。この内、第 １号掘立柱建物跡は、室町時代の建物跡 と推定

され、調査員の八戸工業大学教授高島成侑氏に分析及び原稿執筆を依頼 した。 また、第３０号掘

立柱建物跡は、鍛冶場跡として、別項で記載 している。

　図版における数値は、上段にメー トルによる記載を行い、下段には尺による記載を （ ）書

きで行った。 １尺は３０．３ｃｍとして計算 した。

　文章は、各担当者のものを白鳥がまとめて記載 した。このため不明瞭な部分の記載は省いて

いるものがある。 また、実測図の不備なものについては、模式図を使用し、計測値の不備なも

のは、一部を省略 している。

第 １号掘立柱建物跡　　　（第１６１図）

　朝 日山遺跡の中世掘立柱建物跡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八戸工業大学教授　高　島　成　侑

１　 は　 じ　め　に

　　調査の現場には何度か訪れる機会が与えられ、古代から中世にわたる大規模な複合遺跡を

　観察することができた。広大な朝日山遺跡のなかに、古代の竪穴住居跡や総柱の掘立柱建物

　跡とともに中世の掘立柱建物跡が検出された。ここでは、建物跡の全容がでているわけでは

　ないが、この掘立柱建物跡の平面の特徴 と構造について考えてみたい。

　　調査 を担当された青森県埋蔵文化財調査センターの諸氏は、広大な面績と膨大な数の遺構

　 と遺物とに取 り組まれ、その資料の整理などで精力的にご協力 して くださったことに感謝申

　 し上げる次第である。また、調査指導員 として参加 された弘前大学教授 ・村越　潔先生には、

　いつもながらの暖かいお励ましとご教示を頂いたことに、深い謝意を表明するものである。

２　 その検出について

　　 この掘立柱建物跡は、広大な朝日山遺跡の東側の辺 りに近いところで検出された。身舎部

　分の柱穴跡はしっか りとしたもので、その並びも明瞭であり、掘立柱建物跡 としての検出は

　容易になされた。これに伴う庇部分の柱穴跡は、身舎のそれに比べるとかなり小さいもので

　あ り、その並びについても、抜けている箇所があったり、身舎の柱筋 と揃わない箇所 もあっ

　て、一つの建物跡とするにはやや難があった。しかし調査区域の制限もあり、前述のように、

　建物跡全体が見えているのではないという見解の もとに、その平面を決定 した。

　　現場で建物跡の検出と平面の決定を終えた後に、図の 〔Ｘ４、Ｙ０〕の柱穴跡が見つかって

　いる。この柱穴跡 は、東庇がこれに折れ曲がって南庇となることを示唆するものとみられた。
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そのように考えると４面に庇が廻るものとなる。身舎部分の北西隅に ２間四方の部屋が ２室

取 られ、その東側には幅 １間の細長い室が来ることになる。 この細長い部分 を東庇 と見るこ

　とができるかもしれない。そのように見ると、この掘立柱建物跡は梁間４間の建物跡となり、

Ｘ５通 りは建物から離れた、一種の塀 とし見ることもで きる° しかし、Ｘ５通 りの柱穴跡はそ

れぞれ身舎の柱筋に合致 しており、一つの建物跡に伴 うものと判断され、桁行 ７間に梁間 ５

間の建物跡 として扱 うこととしたものである。これによって身舎の梁間が ３間となり、後述

するように、身舎梁間の柱間寸法 も揃 うこととなった。

３　 その平面形について

　　第 １号掘立柱建物跡 とされたこの建物跡は、桁行 ７間に梁間 ５間のものであるが、その柱

間寸法は均一ではない。身舎の梁間を３間としたものであるが、この ３間を通 して２０．０尺 を

　とり、それを３等分 して １間を６．６０尺 としており、北庇 もこれに対応 している。 この６，６０尺

　を基準柱間寸法 とする手法は、１６世紀に入ると、北東北部から道南にかけて広 く用いられて

いる。この寸法は、上述のように、２０．０尺を３等分 したことに由来するものと見 られる。

　　これに対 して桁行寸法においては７．００尺の当間となり、庇部分にも共通 している。 また、

庇の出は北 と西 とが５．５０尺で、東では６．００尺である。先に推定 した南庇が廻るとするとこれ

　も６．００尺である。

　　この建物跡の年代は、出土 した遺物の調査か らは、１５世紀後半から１６世紀前半のものと見

　られている。上の柱間寸法の検討では、１６世紀代の６．６０尺 という寸法が基準柱間として取 ら

れていることがみ られたが、その外に、７．００尺や６．００尺、５．５０尺 という数値 もあり、遺物か

　らの考察 とほぼ合致する年代の ものと見ることがで きるようである。

　　その間取 りを見ると、身舎の北西隅に２間に２間の部屋を取 り、それに続けて南側に同様

の部屋があるが、その南側は不明である°これら２室の東側は、染間２間の総柱の部屋が続

いている。このように幅 ２間で長さが数間に及ぶ総柱部分を内部にもつ平面の掘立柱建物跡

の類例 としては、八戸市根城東構跡に数棟の遺構があり、やや時期は遅 くなって１６世紀後半

になるが、根城本丸跡で歴代の主殿 とされる建物跡に数棟を数えることがで きる。また、ほ

ぼ同時期の浪岡城内館跡において も検出されている。この総柱部分は物置部分 と見 られ、根

城本丸跡の主殿 とされた建物では 「重宝の間」などと呼ばれている。

　　これら総柱の部分は、上に見たこれまでの類例では、主室の西側か北側に取 られている。

これが物置部分 とすると、間取 りの取 り方か らしても当然であろうが、ここでは２室続 きの

主室の東側にとられている。朝 日山遺跡における中世聚落の広が りや範囲などは明 らかでは

なく、この建物跡に関する通路や出入口の向 きなども知 り得ないのであるが、この総柱部分

は物置などではなくて、出入口などの施設と関わるものか もしれない。
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４　 その構造について

　　第 １号掘立柱建物跡の構造形式について考察する際の手掛かりは、平面に見られた柱間寸

法の相違であろう。上述のように、身舎部分では梁間で６．６０尺と桁行で７．００尺という数値で

　あ り、庇部分 もこれに対応 した箇所に柱穴跡が検出されているが、庇の出の寸法については、

東側が６．００尺で北側 と西側では５．５０尺 とな り、身舎部分に比べて小さなものとなっている。

　　この寸法構成からは、後世のものに見られるような均整のとれた入母屋造屋根を架けるこ

　とができず、寄棟造屋根にそれぞれの方向で寸法の異なる庇屋根が廻るという形式が想定さ

　れる。このような形式の屋根は、例えば弘前市の旧岩田家住宅 （県重宝―江戸時代後期）な

　ど近世以降の民家で も見ることができるものである。屋根葺材は、植物性の葺材のなかで考

　えると、身舎部分が茅葺で庇部分は柾葺となろうか。

５　 む　　す　　び

　　第 １号掘立柱建物跡について、これまでに中世の遺跡で検出されたものと比較しながら、

　平面形式の特徴を延べ、構造形式の推定 を試みた。ご検討いただければ幸いである。朝日山

　遺跡で営 まれた中世聚落がいかなるものであったか、どこの中世城館と関わるものかなどは

　明らかではないが、今後の調査の進捗を期待 したい。

　参　考　文　献

　浪岡町教育委員会　　　「浪岡城跡発掘調査報告書」Ⅰ～Ⅹ、１９７８～１９８９、

　八戸市教育委員会　　　「史跡根城跡発掘調査報告書」Ⅰ～ⅩⅠ、１９７９～１９８９、

　弘前市教育委員会　　　「旧岩田家住宅保存修理工事報告書」１９８４、

　注．身舎北東隅の柱穴 〔Ｘ４・Ｙ５］底面から 「永楽通宝」 １点、不明１点の古銭が出土しており、地鎮

　　具と推定される。（注．白鳥）

第２号掘立柱建物跡　　　（第１６２図）

［位置］　 Ｊ～Ｌ―２７～２９グリッドに位置する。

［重複］　 第６２号住居跡、第４９・５０・７７・１００号土壙、第７３号溝と重複 している。新旧関係は

不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間の東西に長い東西棟建物跡である。桁行は南北の両列

とも総長４９６ｃｍで、梁行方行では東列４７６ｃｍ、西列４４４ｃｍで、西列では中間の柱穴を確認できなかっ

た。

［柱穴］　 掘 り方は径３０～６０ｃｍで、概ね３０～４０ｃｍである。深さは一定 していない。

［柱間寸法］　 各柱間寸法は東列の ２間が約２４０ｃｍであるのを除いて一定 していない。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

－ １３５ －



第 ３号掘立柱建物跡　　　（第１６２図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ― ２７・２８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第 ４号掘立柱建物跡、第３１・４８・６２号土壙 、第３６号溝他 と重複 している。新 旧関係

は不 明で ある。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、東西方向 に長 い東西棟建物跡で ある。桁行方 向で

は南列４９５ｃｍ、北列５１６ｃｍで、梁行方向で は東列４４０ｃｍ、西 列４６２ｃｍで ある。

［柱穴］　 掘 り方 は径４０～５０ｃｍであ り、深 さは一様で はないが、 四隅 の柱穴が やや深 い傾向が

認 め られ る。

［柱 間寸法］　 桁行方向の平均柱間 は２５３ｃｍで、梁行方 向の平均柱 間は２２５ｃｍで ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ４号掘立柱 建物跡　　　（第１６３図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ― ２６～２８グ リ ッドに位 置す る。

［重複］　 第 ３号掘立柱建物跡 、第６２号 土壙、第１０号溝 と重複 してお り、新旧関係 は不明であ

る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西棟建物跡 であ る。桁行 方向で は南列５０６ｃｍ、北

列５０２ｃｍで 、梁行方向で は東列２６０ｃｍ、西列２７０ｃｍで ある。

［柱穴］　 掘 り方は一辺３０～４０ｃｍの方形 及び長方形 を呈す る。深 さは一定 してい ない。

［柱間寸法］　 桁行方 向の平均柱 間は２５２ｃｍで、梁行方向 の平均柱 間は２６５ｃｍであ る。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ５号掘立柱建物跡　　　（第１６３図）

［位置］　 Ｋ―２６・２７、 Ｌ―２５・２６グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 第１０８号住居 跡、第 ６号掘立柱 建物跡 、第７７号溝 と重複 して いる。新 旧関係 は不 明

であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁 行 ２間の東 西棟建物跡 であ る。桁行方 向で は南列４６４ｃｍ、北

列で は５００ｃｍで、梁行方向で は東列４７０ｃｍ、西列４５０ｃｍで ある。

［柱穴］　 掘 り方 は径３０～４０ｃｍ程 で、やや隅丸 の方形 である。深 さは一定 していない。

［柱間寸法］　 桁行方 向での柱 間は南列 の １間が２１２ｃｍと狭 いが、他 の ３間は約２５０ｃｍである。

梁行方向での柱 間は西列 でほぼ同間隔 （平均２２５ｃｍ）であ るが、東列で は一定 していない。

－ １３６ －



［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 第６２号竪穴住居跡と近接 してお り、梁行の寸法及び桁行の軸線 もほぼ同じことか

ら、本建物跡は第６２号住居跡に付随する可能性が考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第６号掘立柱建物跡　　　（第１６４図）

［位置］　 Ｌ―２５・２６グリッドに位置する。

［重複］　 第６３号竪穴住居跡 と重複する。新旧関係は、不明瞭であるが、本建物跡が新 しい可

能性が高い。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間でほぼ方形の総柱建物跡である。東列３２０ｃｍ、西列３１０ｃｍ、

北列３０８ｃｍ、南列３１０ｃｍで、南北に若干長い。南列中央の柱穴は、西側にやや寄って穿たれてい

る。

［柱穴］　 掘 り方は、径４０ｃｍ程で、円形及びやや長い楕円形を呈 している。深さは２４ｃｍ～３８ｃｍ

で一定 していないが、柱穴底面は標高はほぼ一様である。

［柱間寸法］　 各柱間寸法は１４２～１６８ｃｍでほぼ一定 しており、平均柱間寸法は１５７ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 隣接する第 ７号 ・第１２号掘立柱建物跡 と同時存在の可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ７号掘立柱建物跡　　　（第１６４図）

［位置］　 Ｍ ・Ｎ―２５グリッドに位置する。

［重複］　 第６４号竪穴住居跡、第５９号溝 と重複 している。新旧関係 は不明瞭であるが、本建物

跡が新 しい可能性が高い。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間でほぼ方形の総柱建物跡である。東列３２４ｃｍ、西列３２８ｃｍ、

北列３３２ｃｍ、南列３３０ｃｍで、東西に若干長い。南列中央の柱穴はやや西側に片寄って穿たれてい

る。

　［柱穴］　 掘 り方は径３６～４６ｃｍ程で、やや長い楕円形を呈するものが多い。中央の南北方向に

並ぶ ３個の柱穴は、それぞれ重複する柱穴状のピットが確認された。各柱穴の深 さは１８～４７ｃｍ

と一定 していないが、柱穴底面の標高はほぼ一様である。

［柱間寸法］　 各柱穴間の寸法は１４４～１８６ｃｍである。平均柱間寸法は１６４ｃｍである。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　［その他］　 第 ６号及び第１２号掘立柱建物跡 と同時存在の可能性が高い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ８号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｍ～Ｏ― ２９・３０グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第４７号竪穴住居 跡、第４４・９１号土壙、第３７・６２号溝 と重複 してい る。新旧関係 は不

明であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西棟 建物跡であ る。各柱 列の総長 は、北列６３２ｃｍ、

南列６２８ｃｍ、東列４７０ｃｍ、西列５２０ｃｍであ る。北面端 の柱 穴 は、若干偏 ってい ることか ら本建 物

跡 に伴わない可 能性 も考 え られ、北列 の他 の ３個 の柱 穴の中軸線 を用い ると、西列の推定柱 間

は４７０ｃｍであ る。

［柱 穴］　 掘 り方 は径４０～５２ｃｍであ り、深 さは一定 していない。

［柱 間寸 法］　 桁行方 向の平均柱 間寸法 は２１０ｃｍであ る。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ９号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位 置］　 Ｌ ・Ｍ― ２９・３０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３６・３７・８７号竪穴住居跡、第４７・９２号土壙 と重複 している。新 旧関係 は不 明であ

る。

［平 面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西棟建 物跡で ある。各柱 列の総長 は北列２７２ｃｍ、

南列２８８ｃｍ、東列２００ｃｍ、西列１９２ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方 は径４０～５０ｃｍ程で、深 さは１５ｃｍ～３８ｃｍで一定で はない。

［柱 間寸法］　 桁行方向の平均柱間 は、１９０ｃｍで、梁行 方向では２８０ｃｍで ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１０号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｋ～Ｍ― ３０・３１グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第３６号竪穴住居 跡他 と重複 してお り、新旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の南北棟 建物跡であ る。各柱列の総長 は、桁行方向で

は東列が５３８ｃｍ、西列が５２５ｃｍで、梁行 方向で は、北列２６４ｃｍ、南列２５２ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は径４０ｃｍ程で、やや長 い楕 円形 を呈 する。深 さは１２～３２ｃｍと一定 していない。
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［柱間寸法］　 桁行方向の平均柱間は２６６ｃｍで、梁行方向では２５８ｃｍである。梁行方向の柱間が

若干狭い。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１１号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２７～２９グリッドに位置する。

［重複］　 第 ２号竪穴住居跡、第 ２号掘立柱建物跡、第７３号溝 と重複 している。新旧関係は不

明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西棟建物跡である。柱列の総長は、東列５００ｃｍ、

西列５２０ｃｍ、南列２６０ｃｍ、北列１９０ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径３５ｃｍ～５０ｃｍで、概ね４０ｃｍである。全体に楕円形である。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向では２５５ｃｍで、梁行方向では２２５ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１３号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ―２２・２３グリッドに位置する。

［重複］　 第８４・８５・９３号竪穴住居跡、第７９号溝 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で総柱建物跡である。一部の柱穴は確認できなかった。

各柱列の総長は、東列５１０ｃｍ、中央東西列５００ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は径約４０ｃｍである。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、２５０ｃｍである。

［出土遺物］　 出土しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１４号掘立柱建物跡　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２３・２４グリッドに位置する。

［重複］　 なし

［平面形 ・規模］　 柱穴４本だけを確認 した。西列の総長は３８０ｃｍ、北列の総長２４０ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径約４０ｃｍである。

［柱間寸法］　 西列での柱間は１９０ｃｍで一定 している。
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［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１５号掘 立柱建物跡 　　　（第１６５図）

［位置］　 Ｋ～Ｍ― １７・１８グ リッ ドに位 置す る。

［重複］　 第２８・２９・５１号竪穴住居跡 、第２５号 土壙 と重複 してい る。新旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間の東西棟 建物 跡であ る。一部柱 穴 に確認で きない もの

もあ るが、総柱建物跡の可能性 もあ る。各柱列 の総長 は、桁行 方向では、南 列６８０ｃｍ、北列６８０ｃｍ

で、梁行方向では、東列４３０ｃｍ、西列４１０ｃｍであ る。

［柱 穴］　 掘 り方は、径２０ｃｍ～５０ｃｍであ る。

［柱 間寸法］　 各柱穴 間の平均柱 間 は、桁行 方向で３４０ｃｍ、梁行方 向で２１０ｃｍであ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１７号掘立柱建物跡 　　　（第１６６図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ　―３３・３４グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第３０号溝 と重複 してい る。新 旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 東西 ２間、南北 ２間で総柱建物跡 であ る。各柱列 の総長 は、東列３０８ｃｍ、

西列３１８ｃｍ、北列３０８ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は、径３０ｃｍでほぼ均 一であ る。深 さは、全体 に浅 めである。

［柱 間寸法］　 各柱 穴間の平均柱 間 は、東西方向で は、１５６ｃｍ、南北方 向で も１５６ｃｍと同一で あ

る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１８号掘立柱建物跡　　　（第１６６図）

［位置］　 Ｋ― ２５グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第１０８号竪穴住居跡 と重複 している。新 旧関係 は不 明瞭であるが、本建物跡 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 柱 穴配置 を確 認 した部分で は、東西方向 ２間、南北方 向 １間の建物跡であ

る。南北のいずれか に延び る可能性 が高いが、他の柱 穴 は確認で きなか った。確認で きた柱列

の総長 は、南列３６２ｃｍ、北列３６４ｃｍ、東列１８６ｃｍ、西列 １８６ｃｍで ある。

［柱穴］　 掘 り方 は、径３０ｃｍ～４０ｃｍの ものが ほとんどであ る。深 さは一定 しないが、深 く掘 り
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込まれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は１８３ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１９号掘立柱建物跡　　　（第１６６図）

［位置］　 Ｆ―２５～２７グリッドに位置する。

［重複］　 第１３５号溝 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 南側部分が調査区外にあたるため、全体形は不明である。確認できた柱列

の総長は、北列 ６間５２０ｃｍ、西列 ６間４６７ｃｍ、東列 ２間２５０ｃｍで、東西方向の中央列が５２０ｃｍであ

る。

［柱穴］　 掘 り方は、径２０ｃｍ～３０ｃｍ程で、隅の柱穴及び各列中央の柱穴がやや大 きく掘られて

いる。深 さは一定 していないが、全体に細 く深 く掘 り込まれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間寸法は、北列で８６ｃｍ、西列７８ｃｍ、東列１２５ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 本建物跡は、他の建物跡の柱穴配置 とまったく異なっている。調査時は、建物跡

中央に位置する柱穴により、掘立柱建物跡 として調査 したが、第５４号竪穴住居跡他のように、

壁際に多数の柱穴を有する住居跡 も存在することから、床面下まで削平された竪穴住居跡で

あった可能性 も高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄〉

第２０号掘立柱建物跡　　　（第１６７図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ―１９・２０グリッドに位置する。

［重複］　 第１０３・１０５・１１８号竪穴住居跡、第１１２・１１６・１４１号溝他と重複 している。本建物跡

は第１１８号住居跡より新 しいが、他の遺構との新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ３間、梁行 ２間で、 １個不明瞭な柱穴があるが、総柱の東西棟建物跡

である。各柱列の総長は、桁行方向では、南列６７２ｃｍ、北列６６０ｃｍで、梁行方向では、東列５３５ｃｍ、

西列５４０ｃｍである。全体に大型の建物跡である。

［柱穴］　 掘 り方は、桁行中央列の柱穴が、径３０ｃｍで小型であ り、南北両列の柱穴が５５ｃｍ以上

で大型である。深さは、 ４隅の柱穴がやや深 く掘 り込まれているが、他の柱穴は一定しない。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向では２２２ｃｍで、梁行方向では２６９ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。
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［その他］　 柱穴の配置及び軸線が類似す ることか ら、第２１号掘立柱建物跡 と同時存在の可能

性が高い。 また、径２０ｃｍ程の柱根 が ３個柱 穴で確認で きた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２１号掘立柱建物跡　　　（第１６７図）

［位置］　 Ｆ ・Ｇ― ２１・２２グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１２５・１２９号土壙、第１３４・１３８・１４１号溝 と重複 してい る。新旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ３間、梁行 ２間で、 １個確認で きなか った柱穴が あるが 、総柱 の東西

棟建物跡であ る。各柱列の総長 は、桁行方向で は南列５８０ｃｍ、中央列５８１ｃｍで 、梁行方 向で は西

列４９８ｃｍ、中央東寄 りの柱列 で４９８ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は、径３０ｃｍ～４０ｃｍ程で、平面形 は全体 に角張 っている。深 さは一定 していな

いが 、斜面の下位の柱穴底面の標高が低 くなっている傾 向が ある。

［柱 問寸法］　 各柱穴 間の平均柱 間は、桁行方 向で１９２ｃｍ、梁行方向で２４８ｃｍであ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 柱穴の配置及 び軸線の類似点 か ら、第２０号掘立柱建物跡 と同時存在 の可 能性 が高

い。 また、 ４個 の柱穴か ら、径１５～２０ｃｍ程 の柱痕 が確認 で きた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　 文雄）

第２２号掘立柱建物跡　　　（第１６８図）

［位置］　 Ｆ～ Ｈ―３１～３３グ リッ ドに位置 す る。

［重複］　 第１０１・１０２号竪穴住居跡 、第２３号掘 立柱建物跡 、第３１・１０３～１０５号溝 と重複 してい

る。新旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、中央及 び東列 中央 の ２個 の柱 穴が不明瞭であるが、

総柱建物跡 と考 えられ る。各柱列 の総 長 は、東列４１２ｃｍ、西列４１４ｃｍ、南列４２２ｃｍ、北列４２６ｃｍで

ある。

［柱穴］　 掘 り方 は、各柱列 中央部 が径 ２０ｃｍ程で、北列両端の柱穴が径３０ｃｍ程、南列両端の も

のが径５０ｃｍを超 える大型の ものであ る。平面形 は全体 に角張 ってい る。

［柱 間寸法］　 各柱 穴間の平均柱 間は、２１０ｃｍであ る。桁行方 向で は、 中央 か ら東側 が長 く設

定 されてい る。

　［出土遺物］　 出土 しなか った。

　［その他］　 柱穴の掘 り方 ・配置及 び軸線が類似 して いることか ら、第２４号掘立柱建物跡 と同

時存在 の可能性が高い。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２４号掘立柱建物跡　　　（第１６８図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―３０グリッドに位置する。

［重複］　 重複なし。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西方向に若干長い東西棟建物跡である。各柱列の

総長は、桁行方向では、南列３２０ｃｍ、北列３１４ｃｍで、梁行方向では、東列３００ｃｍ、西列３１２ｃｍであ

る。

［柱穴］　 掘 り方は、四隅が径４０ｃｍ以上の大型で、桁行方向中央の柱穴は、径２０ｃｍ程である。

深 さは小型のものが浅 く、大型のものは深 く掘 り込まれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向で１５８ｃｍ、梁行方向で３０６ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 柱穴の掘 り方及び軸線が類似 していることから、第２２号掘立柱建物跡 と同時存在

の可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２５号掘立柱建物跡　　　（第１６８図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―２０・２１グリッドに位置する。

［重複］　 第４１・６８号溝と重複している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の東西棟建物跡である。南東隅の柱穴が １個確認でき

なかった。各柱列の総長は、桁行方向では北列５１０ｃｍ、梁行方向では西列４１０ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径２０ｃｍ～３０ｃｍ程である。

［柱間寸法］　 桁行方向の平均柱間は２５４ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２６号掘立柱建物跡　　　（第１６９図）

［位置］　 Ｈ ・Ⅰ―２３～２５グリッドに位置する。

［重複］　 第１１２号竪穴住居跡及びその外周溝である第１２４・１２５号溝、第 １号溝 と重複 している。

新旧関係は不明である。

　［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、総柱の東西棟建物跡である。各柱列の総長は、桁

行方向では、南列５８０ｃｍ、北列５６４ｃｍで、梁行方向では東列で５３０ｃｍ、西列で５２０ｃｍである。
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［柱穴］　 掘 り方は、一部確認できなかったもの、また底面のごく一部分を確認 しただけのも

のもあるが、概ね径２０ｃｍ～３０ｃｍ程である。深さは一定ではない。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向では１９０ｃｍで、梁行方向では２６３ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２７号掘立柱建物跡　　　（第１６９図）

［位置］　 Ⅰ ・Ｊ―２８～３０グリッドに位置する。

［重複］　 第３４号竪穴住居跡、第３８号土壙、第１２８号溝 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間の総柱の東西棟建物跡である。各柱列の総長は、桁行

方向では、南列５９２ｃｍ、北列５７６ｃｍ、梁行方向では、東列４９４ｃｍ、西列４９８ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、底面のごく一部分だけを確認したものもあるが、概ね、径４０ｃｍ程である。

深 さは一定 していない。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向で２９５ｃｍ、梁行方向で２４７ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２８号掘立柱建物跡　　　（第１６９図）

［位置］　 Ｆ・Ｇ―１６・１７グリッドに位置する。

［重複］　 第６９号土壙 ・第６６号溝 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間の総柱の東西棟建物跡である。各柱列の総長は、桁行

方向では、南列６０２ｃｍ、北列６３０ｃｍで、梁行方向では東列５３８ｃｍ、西列５４６ｃｍである。

［柱穴］　 重複により不明瞭なものもあるが、掘 り方は概ね、径３０ｃｍ～４０ｃｍ程である。深 さは

一定していない。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向では３１０ｃｍ、梁行方向では２７６ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２９号掘立柱建物跡　　　（第１７０図）

［位置］　 Ⅰ・Ｊ―３８・３９グリッドに位置する。東側に傾斜する斜面上に立地している。

［重複］　 第３３号掘立柱建物跡、第１４４号土壙と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 １間の南北棟建物跡である。各柱列の総長は、桁行方向で
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は、東列３８４ｃｍ、西列３８２ｃｍで、梁行方向では、南列３１８ｃｍ、北列３１６ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、概ね径４０ｃｍ～５０ｃｍである。柱穴は全搬に深 く穿たれてお り、柱穴底面の

標高は斜面下のものが低 く穿たれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向で１９１ｃｍ、梁行方向で３１７ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３１号掘立柱建物跡　　　（第１７０図）

［位置］　 Ｆ～Ｇ―４３・４４グリッドに位置する。東側に傾斜する斜面上に立地している。

［重複］　 第４５号掘立柱建物跡 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間及び １間、梁行 ２間及び １間の柱穴配置による南北棟建物跡であ

る。斜面上に立地 していることから、本来、東側へ延びていた可能性が高い。各柱列の総長は、

桁行方向では、東列４７２ｃｍ、西列５０９ｃｍで、梁行方向では、南列３０４ｃｍ、北列２８８ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、概ね径３０ｃｍ程である。深さは一定 していない。柱穴底面の標高では、斜

面下位の方が低い傾向がある。

［柱間寸法］　 各柱穴間の柱間は、柱穴配置が変則的であるため一定 していない。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３２号掘立柱建物跡　　　（第１７１図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―３９・４０グリッドに位置する。東側 に傾斜する斜面上に立地 している。

　［重複］　 第３３号掘立柱建物跡 と重複 している。新旧関係は不明であるｏ

　［平面形 ・規模］　 桁行 ３間及び １間、梁行 ２間及び １間の柱穴配置による南北棟建物跡で

ある。斜面上に立地 していることから東側に延びている可能性が高い。各柱列の総長は、桁行

方向では、東列４９０ｃｍ、西列４９２ｃｍ、梁行方向では、南列２９６ｃｍ、北列２８４ｃｍである。

　［柱穴］　 掘 り方は、径２０ｃｍ～５２ｃｍで一定 していない。深 さは一定ではないが、柱穴底面の標

高は、ほぼ一様である。

　［柱間寸法］　 各柱穴間の柱間は、柱穴配置が変則的であるため一定していない。桁行方向の

西列では、中間の柱間が長 く設定 されている。

　［出土遺物］　 出土しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）
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第３３号掘立柱建物跡　 　　（第１７１図）

［位置］　 Ｉ・Ｊ―３９グ リッ ドに位置す る。東側 に傾斜 する斜面上 に立 地 してい る。

［重複］　 第２９・３２号掘立柱建物跡 、第１４４号土壙 と重複 して いる。新 旧関係 は不明で ある。

　［平面形 ・規模］　 桁行 ２間及 び １間、 梁行 １間の南北棟 建 物跡で あ る。桁行 方 向の東列 中

央 に柱穴が確認で きなか った。本来 は東側 に もう １間延 びる ２間 × ２間の建物 であ った可能性

が高 い。各柱列の総長 は、桁行方 向では、東列４６８ｃｍ、西列４４２ｃｍで、梁行方向で は、南列 １９０ｃｍ、

北列２００ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方 は、径２０ｃｍ～５０ｃｍで、楕円形の ものが多 い。深 さは一定で はないが 、柱穴底

面の標高 はほぼ一様であ る。

［柱間寸法］　 各柱穴 間の平均柱 間は、桁 行方向西列で は２２２ｃｍで、梁行方向で は１９５ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３４号掘立柱建物跡　　　（第１７２図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―３９・４０グ リッ ドに位 置する。東側 に傾斜 す る斜 面上 に立地 してい る。

［重複］　 第３５～３７・４３号掘立柱建物跡 と重複 している。新 旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、北西 隅の柱 穴がやや突出 してい る。南北にやや長

い総柱 の南北棟建物跡であ る。各柱列 の総長 は、桁行方 向では西列４７２ｃｍ、 中央列４７６ｃｍで、梁

行方向では、南列４１７ｃｍ、北列４５２ｃｍで ある。桁行方 向東列 中央 の柱穴 は確認 で きなか った。

［柱穴］　 掘 り方 は、概ね径４０ｃｍで ある。深 さは一定 しないが、柱穴底面 の標高 は斜面下位 の

ものが低 い傾向があ る。

［柱 間寸法］　 各柱穴間の平均柱間 は、桁行方向で は２３７ｃｍで、梁行方向で は１８６ｃｍである。桁

行方 向の 中央か ら北側が長 く設定 されてい る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３５号掘立柱建物跡　　　（第１７２図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―４０・４１グ リッ ドに位 置す る。東側 に傾斜す る斜面上 に立地 してい る。

［重複］　 第１６０号 竪穴住居跡、第３４・３６・３７・４３号掘 立柱 建物跡 と重 複 している。新 旧関係

は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、南北 にやや長い総柱 の南北棟 建物跡である。北西

隅の柱穴 は確認 で きなかった。各柱列 の総長 は、桁行方 向では、東列４７０ｃｍ、 中央列４６８ｃｍで、
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梁行方向で は、南列４４０ｃｍ、中央列４１４ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は、径２０ｃｍ～３４ｃｍ程の ものが多 く、平面形状 は方形 に近 い ものが多 い。深 さ

は一定 してい ないが、柱穴の底面の標高 は斜面下位 の ものが低 い傾 向が ある。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間 は、桁行方向で は２１０ｃｍで、梁行方向で は２３３ｃｍで ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３６号掘立柱建物跡　　　（第１７３図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ― ４０・４１グ リッ ドに位置す る。東側 に傾斜す る斜面上 に立地 している。

［重複］　 第３４・３５・３７・４３号掘立柱建物跡 と重複 している。新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、総柱 の東西棟建物跡 である。各柱列 の総長 は、桁

行方 向では、南列５２４ｃｍ、北列 ５００ｃｍで、梁行方 向では、東列４３６ｃｍ、西列４５２ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方 は、径２０ｃｍ～６０ｃｍで 、径３０ｃｍ～４０ｃｍの ものが もっとも多い。深 さは全搬 に浅

いが、柱穴 の底面 の標高 は斜面下位 に向 って低 くな ってい る。

［柱 間寸法］　 各柱穴 間の平均柱 間は、桁行方 向では２５３ｃｍ、梁行方 向では２２１ｃｍであ る。桁行

方向の柱 間は中央 か ら東側が やや長 く設定 されてい る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３７号掘 立柱建物跡　　　（第１７３図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―４０・４１グリ ッドに位 置す る。東側 に傾斜す る斜面上 に立地す る。

［重複］　 第１５０・１６０号 竪穴住居跡 、第３４～３６号掘立柱建物跡、第１４９・２０８号土壙 と重複 して

い る。新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、総柱 のやや南北 に長 い南北棟建物跡で ある。南東

隅の柱穴 は確 認で きなか った。各柱 列の総長 は、桁行方向で は、東列 （４６０ｃｍ）、西列４４４ｃｍで、

梁行方向で は、北列４２４ｃｍ、中央列４００ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は、径 ２０ｃｍ～４４ｃｍであ り、概ね径３０ｃｍ程で ある。深 さは一定 していないが、

柱穴底面の標 高で は、斜 面下位 へ向か って低 くなる傾向が認め られる。

［柱間寸法］　 桁 行方向での平均柱 間 は２２８ｃｍで、梁行 方向では２０１ｃｍで ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）
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第３８号掘立柱建物跡　　　（第１７４図）

［位置］　 Ａ～Ｃ―３８・３９グリッドに位置する。東側に傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第３９号掘立柱建物跡、第２３５号土壙、第１６８号溝と重複 している。本建物跡は土壙よ

りは新 しいが、他の遺構 との新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間で、総柱の南北棟建物跡である。梁行方向の北列で大

きく広が り、台形状 を呈する。各柱列の総長は、桁行方向では東列７８０ｃｍ、西列７７８ｃｍで、梁行

方向では南列３８０ｃｍ、北列４７６ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径３０～４０ｃｍ程である。深さは一定しないが、斜面下位の柱穴底面の標高

はより低 くなる傾向が認められる。

［柱間寸法］　 桁行方向での平均柱間は３９１ｃｍで、梁行方向では２１５ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３９号掘立柱建物跡　　　（第１７４図）

［位置］　 Ｂ～Ｄ―３８・３９グリッドに位置する。東側に傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第３８号掘立柱建物跡他 と重複する。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 東側の柱列が不明瞭であるが全体形は断定 し得ないが、桁行 ２間、梁行 ２

間で、総柱の南北棟建物 と考えられる。確認で きた各柱列の総長は、桁行方向では、西列６０４ｃｍ、

中央列５９０ｃｍ、梁行方向では、南列５２２ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径２４～６８ｃｍとバラ付 きが認められる。深 さは一定ではないが、底面の標

高では南北方向では、ほぼ一様であり、東西方向では、斜面下の柱穴底面の標高が低い。

［柱間寸法］　 桁行方向では中央の柱穴 より北側の柱間が約 ４対 ６の割合で、長 く設けられて

いる。梁行方向の平均柱間は２６０ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第４０号掘立柱建物跡　　　（第１７５図）

［位置］　 Ｃ・Ｄ―４２・４３グリッドに位置する。東側に向い傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第２１２号土壙及び大型の風倒木痕と重複 している。本建物跡が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 南東隅及び北東隅の柱穴 を検出できなかったが、桁行 ２間、梁行 ２間のほ

ぼ方形の総柱建物跡 と考えられる。確認できた各柱列の総長は、西列５３２ｃｍ、南北中央列５４８ｃｍ、

東西中央列５３０ｃｍである。
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［柱穴］　 掘 り方は、径２５ｃｍ程の小型の ものと、径４０ｃｍ程のものと２種類が認められる。深さ

は一定ではないが、底面の標高は南北方向ではほぼ一様であり、東西方向では、斜面下のもの

の標高が最も低い。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は２６４ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第４１号掘立柱建物跡　　　（第１７５図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―３６・３７グリッドに位置する。東側に傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第４２号掘立柱建物跡、第１７１・１７３号溝 と重複している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 南東及び北東の両端部の柱穴が未検出のため全体形は断定できないが、桁

行 ２間、梁行 ２間で、総柱の南北棟建物跡 と考えられる。検出できた各柱列の総長は、桁行方

向では、西列６３８ｃｍ、中央列６４２ｃｍで、梁行方向では中央列４３０ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径３０ｃｍ未満であるが、南列中央の柱穴は、数個の柱穴が重複 している。

深さは、南北方向では底面の標高がほぼ一様であるが、東西方向では、斜面下の柱穴の標高が

低い。

［柱間寸法］　 各柱穴間の平均柱間は、桁行方向では３２０ｃｍ、梁行方向では２１５ｃｍである。

［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 本建物跡と重複する第４２号建物跡とは新旧が不明であるが、一部の柱穴を共用す

る改築の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第４２号掘立柱建物跡　　　（第１７６図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―３７グリッドに位置する。東側に向って傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第４１号掘立柱建物跡、第１７１・１７３号溝と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 確認できた建物跡は、桁行 ２間、梁行 １間の台形を呈する南北棟建物跡で

ある。各柱列の総長は東列６３０ｃｍ、西列６２６ｃｍで、南列３３２ｃｍ、北列２２２ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、中間の柱穴が径３０ｃｍ程で、他は径４０～４８ｃｍである。深さは一定ではな く、

底面の標高は斜面下の柱穴が低 く掘 り込まれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の柱間には類似性は認められない。

［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 本建物跡は、形状及び柱間寸法において も特殊である。調査時の担当者による実
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測図を用いたが、本建物跡の本来の形状は、軸線がほぼ一様であることなどから、重複する第

４１号建物跡と柱穴を共用 した可能性 もあ り、改築の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第４３号掘立柱建物跡　　　（第１７６図）

［位置］　 Ｃ・Ｄ―４０～４２グリッドに位置する。東側に向い傾斜する斜面上に立地する。

［重複］　 第３６号掘立柱建物跡と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 桁行 ２間、梁行 ２間の総柱建物跡である。各柱列の総長は東列４８０ｃｍ、西

列５１２ｃｍ、北列５０４ｃｍ、南列５００ｃｍである。全体では北西隅がやや突出する形状である。

［柱穴］　 掘 り方は、中央の柱穴が径約２０ｃｍで最 も小 さく、他は径３０～４０ｃｍ程である。深 さは

確認面からはほぼ一定 しているが、底面の標高では傾斜に沿っている傾向が認められ、東側に

向い低 く掘 り込まれている。

［柱間寸法］　 各柱穴間の柱間寸法は２４７ｃｍである。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第４４号掘立柱建物跡　　　（第１７７図）

［位置］　 ＺＸ ・ＺＹ―４１・４２グリッドに位置する。東方向に向い急傾斜地に立地している。

［重複］　 第１８２・１８３号竪穴住居跡 と重複 している。新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 建物跡が急勾配の東側に延びるため全体の形状は不明であるが、桁行 ２間、

梁行 ２間の総柱建物跡 と推定 される。確認できた各柱列の総長は南列３６６ｃｍ、西列３２２ｃｍである。

［柱穴］　 掘 り方は、径３０ｃｍ以内の小型のもので、深さは一定ではない。底面の標高は、南北

方向ではほぼ一様であるが、東西方向では斜面の下のものが低 く穿たれている。

［柱間寸法］　 残存す る各柱穴の平均柱間は１７４ｃｍである。東西方向では、中列 より西側 （斜

面の上部）の柱間が長 く設定されている。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）

第４５号掘立柱建物跡　　　（第１７７図）

［位置］　 Ｆ・Ｇ―４４・４５グリッドに位置する。

　［重複］　 第１６２号溝 と一部重視 している。

　［平面形 ・規模］　 桁行 １間、梁行 １間のやや南北に長い建物跡である。東西約２３０ｃｍ、南北
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約２４０ｃｍであ る。

［柱穴］　 掘 り方 は、径２０～４０ｃｍ程で、一様で はない。深 さは１０ｃｍ～７０ｃｍで あ り、北東隅の柱

穴が極端 に浅い。

［柱 間寸法］　 南北 方向の柱 間は約 ２４０ｃｍで一定 しているが、東西方 向では２２０ｃｍと２３０ｃｍで一

定 してい ない。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 西列の柱穴間 を結ぶ溝があ ることか ら、竪穴住居跡の柱穴であ った可能性 もあ る

が、調査担当者が、竪穴住居 跡 と断定 し得 ない と した ことか ら、掘立柱建物跡 と して取 り扱 っ

た。

　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　　 　　　　　 　　　　　（白鳥　 文雄）
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　第 ３節　土　　　壙

第４号土壙　　　（第１７８図）

［位置］　Ｉ― １０グリッドに位置する。

［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 平面形は円形を呈する。開口部は９０×７６ｃｍ、底面で８７×７４ｃｍで、深 さは５１ｃｍ

である。壁はほぼ垂直に立ち上が り、断面形は筒状である。底面は平坦である。

［堆積土］　 ５層に分層で きた。暗褐色土及び黒褐色土を基調 としており、全体に炭化物粒を

混入する。特に２・４・５層中には多量に混入 している。下層にはロームの混入が認められる

が、混入量は全体に少なく、上部はほとんど含 まれていない。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 確認面か ら土師器片数片が出土 した。

［その他］　 堆積状況等か ら平安時代のものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ５号土壙　　　（第１７８図）

［位置］　 Ｆ―８グリッドに位置する。

［重複］　 第１９号住居跡 と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 南側の一部が調査区外にあるため、全体 は把握できないが楕円形を呈する

ものと考えられる。南北の確認できた長さは１１０ｃｍ、短軸は１２０ｃｍで、深さは２５ｃｍである。底面、

壁はナベ底状 を呈し、緩やかに立ち上がる。

［堆積土］　 ３層 に分層できた。第 １層 は耕作土である。覆土は底面上がローム主体の黄褐色

土で、基調となるものはしまりのない暗褐色土である。自然堆積と考えられる。

［出土遺物］　 出土しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第６号土壙　　　（第１７８図）

［位置］　 Ｇ― ８・９グリッドに位置する。

［重複］　 第２０号住居跡と重複 している。同住居跡の覆土を掘 り込んで構築 しており、本土壙

が新 しい。また、第 １号掘立柱建物跡の柱穴と近接 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 平面形は、攪乱により、北側部分が不明であるが、不整な方形、または隅

丸の方形を呈すると考えられる。南壁部分で一辺が約８０ｃｍ程である。深 さは約２５ｃｍである。壁

面はナベ底状に緩やかに立ち上が り、底面は平坦である。
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［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土を基調 としており、ローム粒をごく少量含む。底面

直上の第 ３層には炭化物が少量混入する。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 構築時期は、第２０号住居跡より新 しいが、室町時代の第 １号掘立柱建物跡 との新

旧が不明であることから、断定できない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第７号土壙　　　（第１７８図）

［位置］　 Ｇ― ９グリッドに位置する。

［重複］　 第２０号住居跡と重複する。また、調査時に第 １号焼土 とした焼土ブロックと重複す

る。第２０号住居跡→焼土→本土壙の順に構築されており、本土壙が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。北西側が一段低 く構築 されており、開口部で、

６０×４４ｃｍである。深さは５０ｃｍで、断面形は円筒形に近い。

［堆積土］　 ８層に分層で きた。黒褐色土及び暗褐色土を基調 としており、ローム粒を少量混

入 している。上部は炭化物粒が混入 しており、底面直上はローム主体の層である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 として取 り扱ったが、形状 ・堆積土の状況から、柱穴の可能性が高い。時期

は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８号土壙　　　（第１７９図）

［位置］　　Ｉ―１０・１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１７号溝 と重複 しており、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。長軸１０５ｃｍ、短軸６０ｃｍで、深さは１３ｃｍである。

［堆積土］　 ２層に分層できた。黒褐色土及び暗褐色土が堆積 しており、ローム粒の混入が認

められる。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第 ９号土壙　　　（第１７９図）

［位置］　 Ｆ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第１０・１３号土壙 ・第１７号溝 と重複 しており、本土壙が、最も新しい。第１３号土壙 と

－１５３ －



の重複 は、平面上で は、明確に確認で きなか った。

　［平面形 ・規模］　 楕円形 を呈 し、長軸２３４ｃｍ、短軸 （１４０ｃｍ）で、深 さは２０～５４ｃｍであ る。壁 は

ほぼ垂直 に立ち上がる。底 面は部分的に異な るが、全体 に平坦であ る。

　［堆積土］　 １２層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 とし、全 体に軟質であ る。炭化物粒 を少量含

んでいる。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１０号土壙　　　（第１７９図）

　［位置］　 Ｆ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第 ９・１３号土壙 ・第１７号溝と重複 し、本土壙は９号土壙より古 く、他の遺構より新

し い 。

［平面形 ・規模］　 楕円形 を呈 し、長軸２２０ｃｍ、短軸１３８ｃｍで、深さは４６～５６ｃｍである。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がる。底面は部分的に異なるが、全体 に平坦である。

［堆積土］　 ５層に分層できた。暗褐色土 とロームを基調 とし、全体 に軟質である。炭化物粒

を全体に多量に含んでいる。

［出土遺物］　 土師器および須恵器が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１１号土壙　　　（第１８１・１８２図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―１１に位置する。

［重複］　 第５６・８３号土壙、第１７号溝と重複 している。前 ２基の土壙との新旧関係は不明であ

るが、第１７号溝より本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整な楕円形 を呈する。長軸１７０ｃｍ、短軸１１０ｃｍで、深さは２８～３４ｃｍ

である。壁は緩やかに立ち上がり、南北両端に深 さ５ｃｍ程の くぼみが認められる。

［堆積土］　 ２層に分層できた。上部は褐色土で、下部は黄褐色土である。全体に炭化物粒を

混入し、全体に軟質である。自然堆積か人為堆積かは不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 平安時代の溝を切 っているが、用途 ・時期は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

－ １５４ －



第１２号土壙　　　（第１８１・１８２図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―１１に位置する。

［重複］　 第１７号溝 と重複 しており、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整な円形 を呈する。長軸１４０ｃｍ、短軸１１０ｃｍで、深さは３３～３８ｃｍ

である。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦で、北側に向かって傾斜 している。

［堆積土］　 ３層に分層できた。暗褐色土及び褐色土を基調としてお り、全体に炭化物粒 を混

入 し、全体に軟質である。自然堆積か人為堆積かは不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 平安時代の溝を切 っているが、用途 ・時期は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１３号土壙　　　（第１７９図）

［位置］　 Ｆ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第９・１０号土壙 ・第１７号溝 と重複 し、本土壙は ９・１０号土壙 より古 く、１７号溝 より

新 しい。

［平面形 ・規模］　 楕円形を呈 し、長軸は約１８０ｃｍ、短軸は１１２ｃｍで、深さは２７～３６ｃｍである。

壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は部分的に異なるが、全体に平坦である。

［堆積土］　 ６層に分層できた。暗褐色土とロームを基調とし、全体に軟質である。炭化物粒

を全体に多量に含んでいる。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１４号土壙　　　（第１８１・１８２図）

　［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１７・５３号溝 と重複 してお り、本土壙が、最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 楕円形を呈 し、長軸６０ｃｍで、深 さは２０ｃｍである。壁はほぼ垂直に立ち上が

る。底面は凹凸が認められる。

　［堆積土］　 １層で、暗褐色土にローム及び炭化物粒が混入している。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）
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第１５号土壙　　　（第１８１・１８２図）

　［位置］　 Ｈ―１１に位置する。

　［重複］　 第１６・５３・５５号土壙、第１７号溝と重複 している。第１６号土壙及び第１７号溝より新 し

いが、第５３・５５号土壙との新旧は不明である。

　［平面形 ・規模］　 土層観察用のベル トでは、径１１５ｃｍ程であるが、重複が著 しいため平面形

は不明瞭である。深さは約３０ｃｍである。

　［堆積土］　 ８層に分層できた。上部は褐色土 を、下部は黒褐色土を基調としている。全体に

炭化物粒 を混入 しており、軟質である。人為堆積の可能性が高い。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　［その他］　 平安時代の溝を切っているが、用途 ・時期は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）

第１６号土壙　　　（第１８１・１８２図）

　［位置］　 Ｈ―１１に位置する。

［重複］　 第１５・５３・５４号土壙 と重複 している。本土壙は、第１５号土壙より古いが、第５３・５４

号土壙 との新旧は不明である。

［平面形 ・規模］　 平面形は、不整な楕円形 を呈 し、長軸１５０ｃｍ、短軸１３０ｃｍで、深さは約４５ｃｍ

である。

［堆積土］　 ６層に分層できた。上部は暗褐色土を、下部は褐色土 を基調 としている。全体に

炭化物粒を混入 してお り、軟質である。人為堆積の可能性が高い。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 用途 ・時期は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）

第１７号土壙　　　（第１８３・１８４図）

［位置］　 Ⅰ―１０グリッドに位置する。

［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 南北に長い楕円形 を呈 し、中央部がややくびれる。開口部で１００×６２ｃｍ、

底面で７０×４０ｃｍで、深さは３０ｃｍである。壁はやや外反するが、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は

ほぼ平坦である。

［堆積土］　 ６層 に分層できた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒 を混入 している。全体に炭化

物を混入 してお り、底面直上の第 ３・５・６層は多量の炭化物 を含 む層である。炭化物は、 ２
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～３ｃｍ程の木片であ り、木材の形状は把握できなかった。また粉炭状に潰れたものも多量に混

入 している。

［出土遺物］　 確認面で土師器片が少量出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第１８号 ａ土壙　　　（第１８３図）

［位置］　 Ⅰ―１３グリッドに位置する。

［重複］　 第５７号住居跡 と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 不整円形 を呈 し、中位に段 を持つ。開口部は長軸１２０ｃｍ、短軸１０６ｃｍ、底面

は長軸８０ｃｍ、短軸６４ｃｍである。深さは４４ｃｍである。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面は全体に

平坦である。

［堆積土］　 ９層に分層できた。暗褐色土を基調とし、焼土粒及び炭化物粒を全体に混入 して

いる。

［出土遺物］　 確認面上から土器片が出土 しているが、本土壙に伴 うかどうかは不明である。

［その他］　 中位の段の部分から、堆積土の状態が若干異なることから、２基の重複の可能性

も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）

第１８号 ｂ土壙　　　（第１８３図）

［位置］　 Ⅰ―１４グリッドに位置する。

［重複］　 第５７号住居跡 と重複 し、本土壙が新 しい。柱穴により攪乱を受けている。

［平面形 ・規模］　 楕円形を呈 し、開口部で長軸１００ｃｍ、短軸７４ｃｍ、底面で長軸９４ｃｍ、短軸７０ｃｍ

で、深さは１０ｃｍである。

　［堆積土］　 １層で、暗褐色土を基調とし、ローム粒 ・炭化物粒及び焼土粒が全体に混入 して

いる。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）

第１９号土壙　　　（第１８３図）

　［位置］　 Ｉ―１３グリッドに位置する。

　［重複］　 第５７号住居跡 ・第２０号溝 と重複 している。本土壙は、第５７号住居跡 より新 しく、第

２０号溝 より古い。

－ １５７ －



［平面形 ・規模］　 不整円形を呈する。開口部で長軸 １１０ｃｍ、短軸８０ｃｍ、底面で長軸６０ｃｍ、短

軸５０ｃｍである。深さは、６０ｃｍである。

［堆積土］　 １１層に分層できた。黒褐色土を基調 としてお り、ローム粒 ・炭化物粒を混入 して

いる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 堆積土の状態から、大型の柱穴と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２０号土壙　　　（第１８４図）

［位置］　 Ｇ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第２５号溝と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は円形を呈する。開口部で１３６×１３０ｃｍ、底面で１０８×１００ｃｍで、深さ

は５０ｃｍである。壁はやや外反するが、ほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦で、かたくしまっ

ている。

［堆積土］　 ７層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、全体にローム粒を混入 している。全体

にしまりがあ り、炭化物粒が微量混入 している。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器片及び鉄滓 ・小礫が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２１号土壙　　　（第１８５図）

［位置］　 Ｉ―１６グリッドに位置する。

［重複］　 なし

［平面形 ・規模］　 ほぼ南北に長い楕円形を呈する。開口部で１３２×８１ｃｍ、底面で１１６×７３ｃｍで、

深 さは２５ｃｍである。壁は緩やかに立ち上が り、底面は起伏が認められる。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒を混入する。全体に軟質であ

り、第 １層中には焼土が少量混入する。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２２号土壙　　　（第１８５図）

［位置］　 Ｈ―１３グリッドに位置する。

［重複］　 第２５・２６竪穴住居跡 ・第２６号溝 と重複 してお り、本土壙が、最も新 しい。

－１５８－



［平面形 ・規模］　 確認時では長軸約 ２００ｃｍの楕円形を呈 していたが第２６号溝と重複部分が不

明瞭である。残存部は、（５８）×（７４）ｃｍで、深 さは最大で２０ｃｍである。

［堆積土］　 黒褐色土 を基調 とし、ローム粒が混入 しているが、明瞭に確認することができな

かった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２３号土壙　　　（第１８６図）

［位置］　 Ｈ―１３・１４グリッドに位置する。

［重複］　 第２７・５２・５７・５８号竪穴住居跡 ・第２３号溝と重複 し、本土壙が最 も新 しいと考えら

れる。

［平面形 ・規模］　 楕円形 を呈する。開口部は長軸２７０ｃｍ、短軸１３０ｃｍ、底面は長軸２１６ｍ、短

軸９６ｃｍである。深 さは２０～３０ｃｍである。壁は長軸の両端が緩やかに立ち上がる舟底型を呈 して

いる。底面は全体に平坦である。

［堆積土］　 ５層に分層できた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒を全体に混入 し

ている。底面直上に焼土のブロ ックが数箇所確認できた。

［出土遺物］　 土師器片 ・須恵器 ・鉄滓などが出土 している。

［その他］　 形状 ・底面の焼土及び鉄滓の出土から鉄関連の遺構の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２４号土壙　　　（第１８５図）

［位置］　 Ｈ ・Ｉ―１５・１６グリッドに位置する。

［重複］　 なし

［平面形 ・規模］　 東西に長い不整な楕円形を呈する。開口部で１２９×９０ｃｍ、底面で１２０×７０ｃｍ

で、深さは２０ｃｍである。壁は緩やかに立ち上が り、底面は湾曲している。

［堆積土］　 ５層に分層できた。黒褐色土を基調とし、ローム粒を混入する。一部に焼土粒を

少量混入し、全体にしまりがな く、軟質である。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２６号土壙　　　（第１８６図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―１５グリッドに位置する。

－ １５９ －



［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 楕円形を呈 し、開口部で長軸２１７ｃｍ、短軸１３５ｃｍ、底面で長軸１８８ｃｍ、短軸

１１６ｍで、深さは１３ｃｍである。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒及び焼土粒が全体

に混入している。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２７号土壙　　　（第１８７図）

［位置］　 Ｆ―８グリッドに位置する。

［重複］　 第２４号住居跡 と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 不整な円形 を呈する。開口部で１８５×１４０ｃｍ、底面で１４２×１０７ｃｍで、深さは

３８ｃｍである。壁は緩やかに立ち上が り、底面もやや湾曲 している。底面の北端部下には、第２４

号住居跡の周溝が確認 された。

［堆積土］　 ５層に分層できた。黄褐色土を基調としてお り、全体にロームブロック ・炭化物

粒を混入する。また、第 ３層上部に十和田 ａ降下火山灰と考えられる火山灰が混入 している。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第２８号土壙　　　（第１８７図）

［位置］　　Ⅰ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第２６・２８号溝 と重複 しており、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、上部が攪乱を受けているため、不明瞭であるが、長方形 を呈す

るものと考えられる。開口部で１９３×１７８ｃｍ、底面で１２７×１００ｃｍで、深さは５３ｃｍである。壁は西

壁を除いてほぼ垂直に立ち上がるが、上部は攪乱のため不明瞭である。四壁 も下部の立ち上が

りはほぼ垂直である。底面は平坦であり、中央部西側から一段高いテラス状の段が構築されて

いる。

［堆積土］　 ３層 に分層できた。暗褐色土を基調としてお り、ローム粒 ・焼土及び炭化物粒 を

混入させる。全体 にしまりが強い。人為堆積 と考えられる。

　［出土遺物］　 土師器片が数片出土 している。

［その他］　 堆積等から平安時代、またはそれ以降の所産 と考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（白鳥　文雄）
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第２９号土壙　 　　（第１８１図）

［位置］　 Ｈ― １１グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第１７号溝 と重複 してお り、新旧関係 は不明瞭で ある。

［平面形 ・規模］　 不整楕円形 を呈す る。長軸８５ｃｍ、短軸４０ｃｍで、深 さは約２０ｃｍである。

［堆積土］　 黒褐色土 を基調 と し、 ローム粒が混入 しているが、明瞭に確認 する ことがで きな

かった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第３０号土壙　　　（第１８８図）

［位置］　 Ｌ・Ｍ―２８グリッドに位置する。

［重複］　 認められない。

［平面形 ・規模］　 平面形は、円形 を呈する。長軸１００ｃｍ、短軸９０ｃｍで、深さは１６～２０ｃｍである。

壁はやや急に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ５層に分層で きた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。自

然堆積 と考えられる。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第３１号土壙　　　（第１８８図）

　［位置］　 Ｍ ・Ｎ―２８グリッドに位置する。

　［重複］　 認められない。

　［平面形 ・規模］　 平面形は、円形を呈する。長軸１３０ｃｍ、短軸１２２ｃｍで、深さは１６～２０ｃｍであ

る。壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

　［堆積土］　 ５層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。自

然堆積 と考えられる。

　［出土遺物］　 出土しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第３２号土壙　　　（第１８８図）

　［位置］　 Ｋ ・Ｌ―３５グリッドに位置する。

　［重複］　 認められなかった。

－１６１－



［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。長軸１．２４ｍ、短軸１．０６　ｍで、深さ２８ｃｍである。

壁は緩やかに立ち上が り、底面は起伏がみられる。

［堆積土］　 ３層に分層で きた。黒褐色土を基調としてお り、ロームブロックが混入 している。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）

第３３号土壙　　　（第１８９図）

［位置］　 Ｊ―３４・３５グリッドに位置する。

［重複］　 第３４号土壙 ・第３２号住居跡 と重複 している。本土壙は第３４号土壙 より古 く、第３２号

住居跡より新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は残存部から推定すると長方形 を呈すると思われる。長軸 （３．０４ｍ）、

短軸１．４２ｍで、深 さは２１ｃｍである。壁は緩やかに立ち上がり、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層で きた。第 １層中に焼土が混入 している。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）

第３４号土壙　　　（第１８９図）

［位置］　 Ｊ―３４・３５グリッドに位置する。

［重複］　 第３２号住居跡 ・第３３号土壙と重複 している。本土壙は重複 しているすべての遺構よ

り新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は長方形を呈する。長軸２．６２ｍ、短軸１．７１ｍで、深さ１６ｃｍである。

壁は緩やかに立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。黒褐色土を基調としてお り、ロームブロックを含む。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）

第３５号土壙　　　（第１８９図）

［位置］　 Ｋ―３３・３４グリッドに位置する。

［重複］　 第３０号溝 と重複 してお り、第３５号土壙は第３０号溝より古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は全体的に丸みを有する長楕円形を呈する。長軸 （１．７４ｍ）、短軸

０．５１ｍで、深さ１４ｃｍである。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面は起伏がみられる。

［堆積土］　 ３層に分層できた。ロームブロ ックを混入してお り、人為堆積 と思われる。
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［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）

第３７号土壙　　　（第１９０図）

［位置］　 Ｍ―３５・３６グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整楕円形を呈する。長軸２．７２ｍ、短軸１．８４　ｍで、深 さは５４ｃｍで

ある。壁は緩やかに立ち上が り、底面はナベ底状 を呈する。

［堆積土］　 ２層に分層できた。黒褐色土を基調 としている。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）

第３８号土壙　　　（第１９０・２０７図）

［位置］　 Ｊ―２９グリッドに位置する。

［重複］　 認められない。

［平面形 ・規模］　 平面形は、楕円形を呈する。長軸１３５ｃｍ、短軸１１０ｃｍで、深 さは１２～１５ｃｍで

ある。壁は緩やかに立ち上が り、上部が広がる。底面はナベ底状である。

［堆積土］　 ４層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、炭化物粒 ・焼土粒を含む。自然堆積 と

考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 底面から焼土が検出されている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第３９号土壙　　　（第１９１図）

［位置］　 Ⅰ・Ｊ―３５グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。長軸０．８６ｍ、短軸０．６９　ｍで、深さは１１ｃｍである。

壁は緩やかに立ち上が り、底面は起伏がみられる。

［堆積土］　 ２層に分層で きた。黒褐色土を基調 としており、焼土が混入 している。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　滋彦）
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第４０号土壙　　　（第１９１図）

［位置］　 Ｎ―３１・３２グリッドに位置する。

［重複］　 認められない。

［平面形 ・規模］　 平面形は、楕円形を呈する。長軸１５３ｃｍ、短軸１５２ｃｍで、深 さは５０～６０ｃｍで

ある。壁は緩やかに立ち上が り、上部が広がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ７層に分層で きた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。人

為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中嶋　友文）

第４１号土壙　　　（第１９１図）

［位置］　 Ｇ―２９グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、円形 を呈する。長軸７８ｃｍ、短軸７５ｃｍで、深さは２０～３６ｃｍである。

壁はやや緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦でナベ底状を呈する。

［堆積土］　 ４層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒を含んでいる。人

為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中嶋　友文）

第４２号土壙　　　（第１９２図）

［位置］　 Ｍ―３５グリッドに位置する。

［重複］　 第３５・７８号住居跡の外周溝と重複 している。本土壙は、第３５号住居跡の外周溝より

新 しく、第７８号住居跡の外周溝より古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は長方形を呈する。長軸１．９２ｍ、短軸１．３４　ｍで、深さは２３ｃｍである。

壁は、緩やかに立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。ローム及び黄褐色土が混入 している。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成田　滋彦）

第４３号土壙　　　（第１９２図）

［位置］　 Ｍ―３２グリッドに位置する。
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［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、北側が張 り出す楕円形を呈 している。長軸２４０ｃｍ、短軸１９２ｃｍで、

深さは２０～３０ｃｍである。壁はやや急に立ち上がる。底面は起伏が多 く、北側の隅に溝状のピッ

トがみられる。

［堆積土］　 ５層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒 を含んで

いる。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中嶋　友文）

第４５号土壙　　　（第１９２図）

［位置］　 Ｊ―３６グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は長方形を呈する。長軸１．１６ｍ、短軸０．８７　ｍで、深さは３４ｃｍである。

壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ４層に分層できた、第 １・２層中に焼土を含み人為堆積 と思われる。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（成田　滋彦）

第４７号土壙　　　（第１９３図）

［位置］　 Ｌ―２９・３０グリッドに位置する。

［重複］　 第３６号住居跡 ・第３７号住居跡 ・第８７号住居跡と重複 し、本土壙が一番新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ方形を呈する。長軸１００ｃｍ、短軸９５ｃｍで、深 さは１５～２５ｃｍ

である。壁はほぼ垂直に立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒 と小礫を含んでいる。自然堆

積 と考えられる。

　［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

［その他］　 底面からピットが ３個検出された。遺構に伴 うものかは、不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第４８号土壙　　　（第１９４図）

　［位置］　 Ｍ―２７グリッドに位置する。

　［重複］　 認められなかった。
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［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ方形を呈する。長軸９８ｃｍ、短軸８４ｃｍで、深さは１２～２０ｃｍで

ある。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面はやや起伏が認められる。

［堆積土］　 ４層 に分層できた。黒褐色土 を基調 とし、炭化物を含んでいる。自然堆積 と考え

られる。

［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 底面及び遺構の外側からピットが ３個検出された。遺構に伴 うものかは、不明で

ある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第４９号土壙　　　（第１９４図）

［位置］　 Ｋ―２８グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ方形を呈する。長軸１１０ｃｍ、短軸１０２ｃｍで、深 さは１２～１４ｃｍ

である。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面は平坦である。

［堆積土］　 ４層に分層で きた。暗褐色土を基調 とし、炭化物を含んでいる。 自然堆積 と考え

られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 遺構の外側からピットが検出された。遺構に伴 うものかは、不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第５０号土壙　　　（第１９４図）

［位置］　 Ｌ―２８グリッドに位置する。

［重複］　 第７３号溝と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形を呈すると思われる。規模は、不明である。深さは２２

～２６ｃｍである。残存 している壁は緩やかに立ち上がり、上部が広がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。暗褐色土を基調とし、ローム粒 ・炭化物粒を含んでいる。自

然堆積と考えられる。

［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 重複するピットは、本土壙 より新 しく、伴わないものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）
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第５１号土壙　　　（第１９５図）

［位置］　 Ｊ―１６に位置する。

［重複］　 第５５号住居跡、第５４号溝 と重複 し、本土壙は第５４号溝 より新 しいが、第５５号住居跡

よりも古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、楕円形 を呈する。長軸１１２ｃｍ、短軸８３ｃｍで、深さは２４ｃｍである。

壁は、底面から緩やかに立ち上がるが堅緻である。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土 を基調 とし、炭化物 ・ロームを混入する。自然堆積

したものと考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

［その他］　 構築時期 は、第５５号住居跡 より以前である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　 　悟）

第５２号土壙　　　（第１９５図）

［位置］　　Ｉ―１２グリッドに位置する。

［重複］　 第２５号溝と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 底面の一部と考えられるやや堅 くしまった部分だけの確認である。壁等は

確認できなかった。確認範囲は、長軸２２０ｃｍ、短軸１４０ｃｍである。

［堆積土］　 確認で きなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 確認範囲の規模か ら土壙 としたが、竪穴住居跡の一部の可能性 もある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５３号土壙　　　（第１８１図）

［位置］　 Ｇ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１５・１６・５９号土壙 と重複 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 不整楕円形を呈 し、長軸１２５ｃｍ、短軸１００ｃｍで、深さは３０ｃｍ程である。全体

にナベ底状 を呈する。重複が著 しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況は確認できなかった。暗褐色土を基調とし、ローム粒及び炭化物粒 を混

入する。

［出土遺物］　 覆土上部より土師器片 ・須恵器片等が出土 しているが、重複が著 しいため、本

土壙に伴うかどうかは不明である。

［その他］　 断定はできないが、重複及び覆土から、ほぼ本遺跡の主体時期である平安期のも
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のと考えられる。また、鉄滓等多量の製鉄関連遺物が出土する第１７号溝との関係から製鉄関連

の遺構の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５４号土壙　　　（第１８１図）

　［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１６・５５・５６号土壙と重複 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 長楕円形 を呈 し、長軸１１５ｃｍ、短軸６０ｃｍで、深さは１３～２２ｃｍである。全体

にナベ底状を呈する。重複が著 しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況を確認できなかった。暗褐色土を基調とし、ローム粒及び炭化物粒を混

入する。

［出土遺物］　 覆土上部より土師器片 ・須恵器片等が出土 しているが、重複が著 しいため、本

土壙に伴 うかどうかは不明である。

［その他］　 底面の形状から柱穴の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５５号土壙　　　（第１８１図）

［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１５・５４・５６・８２号土壙 ・第１７号溝 と重複 または接 しているが、新旧関係は不明で

ある。

［平面形 ・規模］　 不整楕円形を呈 し、長１０５軸ｃｍ、短軸７５ｃｍで、深 さは２０ｃｍ程である。全体

にナベ底状を呈する。重複が著 しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況を確認で きなかった。暗褐色土を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒を混

入する。

［出土遺物］　 覆土上部より土師器片 ・須恵器片等が出土 しているが、重複が著 しいため、本

土壙に伴 うかどうかは不明である。

［その他］　 断定はできないが、重複及び覆土から、ほぼ本遺跡の主体時期である平安期のも

のと考えられる。また、鉄滓等多量の製鉄関連遺物が出土する第１７号溝 との関係から製鉄関連

の遺構の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５６号土壙　　　（第１８１図）

［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。
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［重複］　 第１１・５４・５５号土壙と重複 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 不整楕円形を呈 し、長軸９０ｃｍ、短軸６０ｃｍで、深 さは２８ｃｍである。全体にナ

ベ底状 を呈する。重複が著 しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況を確認で きなかった。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒を混

入する。

［出土遺物］　 覆土上部 より土師器片 ・須恵器片等が出土 しているが、重複が著しいため、本

土壙に伴 うかどうかは不明である。

［その他］　 第５５号土壙ほかと同様に平安期のものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５７号土壙　　　（第１９６図）

［位置］　 Ｈ―１４グリッドに位置する。

［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 南北にやや長い円形を呈 し、開口部で長軸９２ｃｍ、短軸８２ｃｍ、底面で長軸６７ｃｍ、

短軸５４ｃｍで、深 さは８２ｃｍである。底面中央に径２０ｃｍ程、深さ５ｃｍ程の小 ピットが確認 された。

［堆積土］　 ８層に分層できた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒が上部に少量に

混入 している。全体に軟質であ り、人為堆積 と考えられる。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 形状及び覆土から柱穴の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第５８号土壙　　　（第１９６図）

　［位置］　 Ⅰ―１１グリッドに位置する。

　［重複］　 第２６号溝 と重複 し、本土壙が古い。

　［平面形 ・規模］　 一部分 を確認 しただけで、全体形は不明である。確認範囲は１８０×６８ｃｍで

ある。深さは最大で１５ｃｍ程である。底面は起伏が多い。

　［堆積土］　 ６層に分層できたが、 ４～ ６層 は２６号溝の覆土である。褐色土を基調とし、 １・

２層中に十和田ａ降下火山灰がブロックまたは帯状に堆積 しているのが確認された。

　［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）
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第５９号土壙　　　（第１８１図）

　［位置］　 Ｇ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第５３号土壙と重複 し、また、第１７号溝と接 しているが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 不整円形を呈 し、長軸９３ｃｍ、短軸８５ｃｍで、深さは２５ｃｍである。全体にナベ

底状を呈する。重複が著 しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況を確認できなかった。暗褐色土を基調とし、ローム粒及び炭化物粒を混

入する。

［出土遺物］　 覆土上部より土師器片 ・須恵器片等が出土しているが、重複が著しいため、本

土壙に伴うかどうかは不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第６２号土壙　　　（第１９６図）

［位置］　 Ｍ―２７グリッドに位置する。

［重複］　 なし。

〔平面形 ・規模］　 平面形は、長楕円形を呈する。長軸２．０８ｍ、短軸０．８８ｍである。壁はほぼ

緩やかに立ち上が り、底面は平坦である。

［堆積土］　 ７層に分層できた。黒褐色土を基調としてお り、焼土や灰白色粘土のブロックを

含む。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

［その他］　 堆積土の状態から平安時代の土壙と思われるが、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （三浦　孝仁）

第６３号土壙　　　（第１９７図）

［位置］　 Ｍ―２５に位置する。

［位置］　 なし。

［平面形 ・規模］　 平面形は、東西に長い楕円形である。長軸０．８ｍ、短軸０．７ｍで、深 さ０．２５ｍ

である。壁は底面から緩やかに立ち上が り、上部が広がる。底面は小 さな凹凸がある。

［堆積土］　 ３層に分層 した。層全体にローム ・ブロックを多 く含む。第 １層はローム土で、

人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田　康博）
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第６４号土壙　　　（第１９７図）

［位置］　Ｏ― ２７に位置する。

［重複］　 第１０号溝跡 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形 と考えられる。直径１．５ｍで、深さ０．２ｍである。壁は

底面から直線的に外傾 しなが ら立ち上がる。底面はほぼ平坦であるが、西端に小 ピットがある。

小 ピットは直径０．６ｍ、深さ０．１５ｍである。

［堆積土］　 ３層に分層 した。層全体に炭化物、ローム ・ブロックを含む。人為堆積 と考えら

れる。

［その他］　 時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田　康博）

第６５号土壙　　　（第１９７図）

［位置］　 Ｌ―２５・２６に位置する。

［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整楕円形 を呈する。長軸は０．９４ｍ、短軸は０．８０　ｍで深 さは約１０ｃｍ

である。壁はなだらかに立ち上が り、開口部が広がる。底面に２３×１８ｃｍ、深 さ１０ｃｍのピットを

伴 う。

［堆積土］　 ６層に分層で きた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 構築の時期、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （長瀬　　昇）

第６６号土壙　　　（第１９８図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―２３・２４に位置する。

［重複］　 第８１号溝 ・第８２号溝 ・第８３号溝 と重複する。いづれの溝 よりも本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整楕円形を呈する。長軸は１．３６ｍ、短軸は１．１２ｍで深 さは８～

１４ｃｍである。壁はなだらかに立ち上が り、開口部が広がる。

［堆積土］　 ４層に分層で きた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 した。

［その他］　 構築の時期、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （長瀬　 　昇）
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第６７号土壙　　　（第１９８図）

［位置］　 Ｋ―２３に位置する。

［重複］　 なし。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形である。直径１．５ｍで、深さ０．１５ｍである。壁は底面

から緩やかに外傾 しながら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。南西端に小ピットがあるが新

旧関係は不明である。

［堆積土］　 ６層に分層 した。層全体に炭化物を少量を含む。下層にはローム ・ブロックを多

く含むことから人為堆積と考えられる。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

［その他］　 時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田　康博）

第６９号土壙　　　（第１９８図）

［位置］　 Ｇ―１７に位置する。

［重複］　 柱穴 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形である。直径１．０ｍで、深さ０．７ｍである。壁は底面か

ら直線的に外傾 しなが ら立ち上がる。底面はナベ底状である。

［堆積土］　 ６層に分層 した。層全体に炭化物、焼土を含む。 自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田　康博）

第７１号土壙　　　（第１４図）

［位置］　 Ｋ―８グリッドに位置する。

［重複］　 第２４号竪穴住居跡 ・第２１号溝 と重複 してお り、本土壙が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 不整な楕円形 を呈 し、東側部分 は後世の攪乱のため不明瞭である。長軸

１７０ｃｍ、短軸１１０ｃｍで深 さは、約３０ｃｍである。全体にナベ底状 を呈している。

［堆積土］　 重複のため明瞭に確認できなかった。黒褐色土を基調 とし、炭化物粒及び焼土 を

混入 している。

［出土遺物］　 覆土上部 より土師器片及び製塩土器の破片が出土 した。

［その他］　 土壙として扱 ったが、焼土等の範囲によって確認 したため、全体形は不明瞭であ

り、意図的に掘 り込んでいなかった可能性も考えられる。焼土と製塩土器が出土 したが、本土
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壙中において製塩 したものではないと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第７２号土壙　　　（第１９９図）

［位置］　 Ｇ―１７に位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、円形を呈する。長軸７５ｃｍ、短軸６８ｃｍで、深さは２９ｃｍである。壁

は、底面からほぼ垂直に立ち上が り堅緻である。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 黒褐色土の １層のみで、ロームブロックを混入する。自然堆積かは不明である。

　［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 構築時期については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第７３号土壙　　　（第１９９図）

　［位置］　 Ｈ―１７・１８グリッドに位置する。

　［重複］　 第７４号土壙、第６９号溝 と重複 しており、本土壙が新 しい。

　［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。長軸２５１ｃｍ、短軸１９０ｃｍで、深 さは１１～１９ｃｍであ

る。壁は、底面から緩やかに立ち上が り、柔 らかく軟弱である。底面は中央部が南北方向に不

整な楕円形状 に落ち込んでお り柔 らかく起伏がある。

　［堆積土］　 ２層 に分層できた。黒土色 を基調 とし、全層にロームを混入する。自然堆積 と考

えられる。

　［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

　［その他］　 構築時期については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第７４号土壙　　　（第１９９図）

　［位置］　 Ｈ―１７・１８グリッドに位置する。

　［重複］　 第７３号土壙、第６９号溝 と重複 してお り、第７３号土壙 より古いが、第６９号溝 より新 し

い 。

　［平面形 ・規模］　 平面形 は、東西 に細 長い不整楕 円形 を呈す る。長 軸１７１ｃｍ、短軸８３ｃｍで、

深 さは１９ｃｍである。壁 は、底 面か らほぼ緩 やかに立ち上が り、柔 らか く軟弱であ る。底面は若

干起伏があ る。
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［堆積土］　 ２層に分層で きた。黒色土を基調 とし、ロームを混入する。 自然堆積 と考えられ

る。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第７５号土壙　　　（第２００図）

［位置］　 Ｇ―１６グリッドに位置する。

［重複］　 本土壙 より古いピットが底面の東側に位置する。

［平面形 ・規模］　 平面形は、不整円形を呈する。長軸７０ｃｍ、短軸６８ｃｍで、深 さは２４ｃｍである。

壁は、底面からほぼ垂直に立ち上がり堅緻である。底面に深さ３０ｃｍのピットが位置する。

［堆積土］　 ２層に分層できた。黒褐色土 を基調 とし、炭化物 ・焼土粒 を混入する。自然堆積

と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 構築時期については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第７８号土壙　　　（第２００図）

［位置］　 Ｍ―２３に位置する。

［重複］　 第 ２号溝跡 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、東西に長軸をとる楕円形である。長軸１．１ｍ、短軸０．９ｍ、深さ

０．２ｍである。壁は底面から緩やかに外傾 しなが ら立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層 した。層全体に炭化物 を少量含む。自然堆積の可能性が高い。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 時期不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岡田　康博）

第７９号土壙　　　（第２００図）

［位置］　 Ｎ ・Ｏ―２３グリッドに位置する。

［重複］　 なし

［平面形 ・規模］　 昭和５７年の調査では確認で きなかった土壙であり、半分が調査区域外にあ

るため、明確でないが、平面形は、楕円形を呈すると思われる。長軸１．７０ｍである。壁は緩や

かに立ち上が り、底面は平坦である。
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［堆積土］　 ４層に分層できた。黒 ・暗褐色土を基調としてお り、ローム粒を含む。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 時期、用途ともに不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （三浦　孝仁）

第８０号土壙　　　（第２００図）

［位置］　 Ｍ―２４グリッドに位置する。

［重複］　 第８２、８４、９２号竪穴住居跡 と重複 しているが本土壙はこれらの遺構 より新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、長方形 を呈する。長軸１．２０ｍ、短軸０．５５ｍである。壁はほぼ垂

直に立ち上が り、底面は平坦である。

［堆積土］　 黒褐色土を基調 としてお り、ローム粒を含む。

［出土遺物］　 土師器が出土した。

［その他］　 重複関係から平安時代以降のものであるが、明確な時期、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （三浦　孝仁）

第８１号土壙　　　（第２０１図）

［位置］　 Ｇ― ８グリッドに位置する。

［重複］　 第２４号竪穴住居跡 と重複 しており、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 不整形 を呈する。長軸７４ｃｍ、短軸７０ｃｍで、深さは約２８ｃｍである。底面はナ

ベ底状を呈する。

［堆積土］　 ８層に分層できた。黄褐色土を基調とし、ローム主体の堆積土である。全体に締

まりが認められる。

［出土遺物］　 土師器片が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８２号土壙　　　（第１８１図）

［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。

　［重複］　 第１１・５５・５６・８３号土壙 ・第１７号溝 と重複、または接 しているが、新旧関係は不明

である。

　［平面形 ・規模］　 本来の形状は不明であるが、底面は径約３５ｃｍ程の円形を呈する。深 さは４５ｃｍ

程である。

　［堆積土］　 堆積状況を確認できなかった。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒 を混
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入する。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 形状から柱穴とも考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８３号土壙　　　（第１８１図）

［位置］　 Ｈ―１１グリッドに位置する。

［重複］　 第１１・５５・５６・８２号土壙 ・第１７号溝 と重複、または接 しているが、新旧関係は不明

である。

［平面形 ・規模］　 長楕円形を呈 し、長軸８５ｃｍ、短軸３０ｃｍで、深さは３５ｃｍ程である。重複が著

しいため、本来の形状は不明である。

［堆積土］　 堆積状況を確認で きなかった。暗褐色土を基調 とし、ローム粒及び炭化物粒 を混

入する。

［出土遺物］　 上部で、第１７号溝から本土壙にかけて炭化板材が出土 したが、伴 うものかどう

かは不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８５号土壙　　　（第２００図）

［位置］　 Ｋ― ９グリッドに位置する。

［重複］　 第１２７・１２８号住居跡と重複 してお り、本土壙が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、やや不整な円形を呈する。開口部で８８×８５ｃｍ、底面で７２×６８ｃｍ

で、深さは５６ｃｍである。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、断面形状は円筒形を呈する。底面は平坦

である。

［堆積土］　 ３層 に分層できた。暗褐色土を基調としてお り、全体にローム粒を混入する。ま

た、炭化物粒 を混入し、粘性がややある。上部は焼土まじりの層で、第 ２層はローム暗褐色土

が互層をなしてお り、第 ３層はこれらの混合土である。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 第 ２層の中位から底面直上まで２０片程の土師器片及び小礫が １点出土 している。

［その他］　 堆積状態及び出土遺物から、平安時代に構築されたものと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８６号土壙　　　（第２０１図）

［位置］　 Ⅰ―９グリッドに位置する。
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［重複］　 第６７号竪穴住居跡と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複のため全体形 は不明である。確認部分は１３０×６３ｃｍで、深さは２１ｃｍで

ある。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面は緩やかなナベ底状を呈 している。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、ローム粒 を混入する。また、全体に炭

化物を多 く含み、特に第 ２層中の炭化物は、粉炭状のものとスサ状のものが全体に敷かれたよ

うな状態であった。人為堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 上部より土師器片が出土している。

［その他］　 炭または、これに類するものの集積場の可能性 も考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）

第８７号土壙　　　（第２０２図）

［位置］　 Ｎ―２２・２３グリッドに位置する。

［重複］　 第 ３号竪穴住居跡、第９０号溝 と重複する。本土壙 は、第 ３号竪穴住居跡及び第９０号

溝よりも古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は不整楕円形を呈する。長軸は１．７２ｍ、深さは約４４ｃｍである。壁は

ほぼ垂直に立ち上が り、開口部 と底面の平面形はほぼ同 じである。底面は西側が若干高 くなる。

　［堆積土］　 ２層に分層できた。

　［出土遺物］　 なし。

　［その他］　 構築の時期、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （長瀬　　昇）

第９１号土壙　　　（第２０２図）

　［位置］　 Ｎ―２９グリッドに位置する。

　［重複］　 第４７号住居跡と重複 し、本土壙が新 しい。

　［平面形 ・規模］　 平面形は、不整楕円形を呈する。長軸 （１８８ｃｍ）、短軸１２６ｃｍで、深さは１０

～２０ｃｍである。壁は緩やかに立ち上がる。底面はやや起伏が多い。

　［堆積土］　 ２層に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。自

然堆積 と考えられる。

　［出土遺物］　 土師器が出土 している。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中嶋　友文）
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第９２号土壙　　　（第２０２図）

［位置］　 Ｌ―３０グリッドに位置する。

［重複］　 第３７号住居跡 と重複 し、本土壙は、第３７号住居跡 より古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、隅の丸い方形 を呈する。長軸１５８ｃｍ、短軸１４８ｃｍで、深 さは１２～

２０ｃｍである。壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 黒褐色土の層のみで、ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒 を含んでいる。 自然堆積 と考

えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面からピットが ３個検出された。遺構に伴 うものかは、不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第９４号土壙　　　（第２０３図）

［位置］　 Ｍ―２３・２４グリッドに位置する。

［重複］　 第８２、８４、８５、９４号竪穴住居跡、第９１号溝と重複 し、これらの遺構より新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、方形 を呈する。長軸１．３５ｍ、短軸１．２０　ｍ、深さ２０ｃｍ程である。

壁は緩やかに立ち上が り、底面は平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。黒褐色土 を基調 としてお り、炭化粒 ・焼土粒を混入 している。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

［その他］　 重複関係から平安時代以降のものであるが、明確な時期、用途は不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （三浦　孝仁）

第９６号土壙　　　（第２０３図）

［位置］　 Ｎ ・Ｏ―１９・２０グリッドに位置する。

［重複］　 第９６号溝 と重複 しており、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 方形を呈 し、長軸１０４ｃｍ、短軸約１００ｃｍで、深 さは１０ｃｍ程である。壁はほぼ

垂直に立ち上がる。底面は平坦であるが、掘 り方は礫が混入 している。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黒褐色土を基調 とし、全体に軟質である。炭化物粒を少量混

入している。第 ２層中には灰状の堆積物がみられ、苫小牧火山灰の可能性が考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （白鳥　文雄）
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第９７号土壙　　　（第２０３図）

［位置］　 Ｆ― ９グリッドに位置する。

［位置］　 本土壙の東側には、時期不明のピットが位置する。

［平面形 ・規模］　 遺構の南側が調査区域外になっているため、北側部分だけの検出であるが、

残存部から推定すると平面形は不整な楕円形 を呈すると考えられる。長軸は不明であるが、短

軸１５３ｃｍで、深さは２６ｃｍである。壁は、底面か らほぼ垂直に立ち上が り、柔 らかく軟弱である。

底面は若干起伏があ り、北側で一段低 くな り、ピットが存在 した可能性も考えられる。

［堆積土］　 ３層に分層できた。暗褐色土を基調とし、全層にロームを混入する。自然堆積と

考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 構築時期については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第９８号土壙　　　（第２０３図）

［位置］　 Ｍ―２２、２３グリッドに位置する。

［重複］　 第７９号溝と重複するが、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は楕円形を呈する。長軸１１４ｃｍ、短軸７５ｃｍ、深さは０～１０ｃｍである。

壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面はほぼ平坦で、貼 り土が施されている。

［堆積土］　 １層に分層で きた。火山灰の混入はみられない。自然堆積、人為堆積かは不明で

ある。第２層は底面に貼っている土で堆積土ではない。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 平面形、堆積土の状態から平安時代のものである可能性が高い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （羽柴　直人）

第１００号土壙　　　（第２０４図）

［位置］　 Ｋ―２８グリッドに位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、円形を呈する。長軸１２０ｃｍ、短軸１２０ｃｍで、深さは１２～１６ｃｍであ

る。壁は緩やかに立ち上がる。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。自

然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第１０１号土壙　　　（第２０４図）

［位置］　 Ｎ・Ｏ―２８・２９グリッドに位置する。

［重複］　 第３７号溝と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、不整形 を呈する。規模は、不明である。深さは１６～２６ｃｍである。

壁は緩やかに立ち上がる。底面は起伏が多い。

［堆積土］　 ３層に分層できた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒を含んでいる。自

然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 北側が、昭和５７年度の調査部分と重なる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （中嶋　友文）

第１０３号土壙　　　（第２０４図）

［位置］　 Ｇ―１９に位置する。

［重複］　 認められなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は、円形 を呈する。長軸６５ｃｍ、短軸５６ｃｍで、深さは５８ｃｍである。壁

は、底面からほぼ垂直に立ち上がり、堅緻である。底面は概ね平坦である。

［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 構築時期については不明である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （成田　　悟）

第１０４号土壙　　　（第２０４図）

［位置］　 Ｇ ・Ｈ―１９に位置する。

［重複］　 第１１６号溝 と重複し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は東西に長い楕円形を呈する。長軸 （１２８）ｃｍ、短軸 （１２０）ｃｍで、

深さは２０ｃｍである。壁は緩やかに立ち上が り、上部が広がる。底面は若干起伏があり柔 らかく

軟弱である。

［堆積土］　 ３層に分層で きた。黒色土を基調とし、炭化物粒を混入する。自然堆積 と考えら

れる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 第１１６号溝 との新旧関係から、平安時代のものと考えられる。
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（成田　　悟）

第１０８号土壙　　　（第２０５図）

［位置］　 Ｊ―３２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第６３号溝 と重複す る。第６３号溝 よ り本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る と思 われるが、残存 部分が少な く不明である。長

軸 （１．４０） ｍ、短軸 １．１４ｍ、深 さは４３ｃｍである。壁 は緩 やかに立ち上が り、上端が広がる。底

面は平坦 である。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とする。 自然堆 積 と考 えられ る。

（木村　　高）

第１１１号土壙　 　　（第２０５図）

［位置］　 Ｆ―３１に位 置す る。

［重複］　 第１０５号溝 と重複 し、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸の残存 部１６２ｃｍ、短軸１１８ｃｍ、深 さは２０～２６ｃｍ

であ る。壁 はゆるやか に立 ち上が り、その まま底面 に続 いて いる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。火山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為堆積 の別 は不明

で ある。

［出土遺物］　 な し。

［その他］　 堆積土 の状態か ら平安時代 の もので ある可能性 が高 い。

（羽柴　直人）

第１１３号土壙　　　（第２０５図）

［位 置］　 Ｊ―２３に位置す る。

［重複］　 第 ２号溝跡 と重複 し、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、北西～南東に長軸のあ る楕円形であ る。長軸１．６ｍ、短軸０．８ｍ、

深 さ０．２ｍである。壁 は底面か ら緩 やかに外傾 しなが ら立 ち上 がる。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ２層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ックを少量含 む。 自然堆積 の可能性が高

い ｏ

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 時期不明である。

（岡田　康博）
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第１１４号 土壙　　　（第２０６図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ― ２３グ リッドに位置す る。

［重複］　 第７９号溝跡 と柱穴重複 し、本土壙が柱穴 よ り古 く、溝跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は東西 に長軸 のあ る楕 円形であ る。長軸１．０ｍ、短軸０．８ｍ、深 さ０．２５ｍ

である。壁 は底面か ら緩やか に湾 曲 しなが ら立 ち上が るが、西壁 は段状 になってい る。底面 は

ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ック、焼土 を含 む。人為堆積の可能性が

高 い。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 時期不明であ る。

（岡田 康博）

第１１５号土壙　　　（第２０６図）

［位置］　 Ｋ―３２、 Ｌ―３２グ リ ッドに位 置す る。

［重複］　 第６４号溝 と重複 する。第６３号溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は楕 円形 を呈す ると思われ るが、第６３号溝 と重複す るため不明であ

る。長軸２．２６ｍ、短軸 （１９．３） ｍで、深 さは４３ｃｍであ る。壁は非常に緩やかに立ち上が り、上

端が広が る。底面には凹凸が認 め られる。

［堆積土］　 １５層 に分層 で きた。褐色 土 を基 調 と し、 ローム、炭化 物粒 を混入す る。 自然堆積

と考 えられ る。

（木村　　高）

第１１６号土壙　　　（第２０７図）

［位置］　 Ｊ―２９グ リ ッドに位置 する。

［重複］　 第４６、１１１、１１４号溝 と重複 している。本土壙 は第４６、１１４号溝 よ り古 く、第１１１号溝

よ りは新 しい。

［平面形 ・規模］　 北側 は削平 され半分 だけ確 認で きた。 直径 約３．５ｍの円形 を呈す る と思 わ

れ る。深 さは４０～５０ｃｍで、壁 か らほぼ垂直 に立 ち上 がっている。底面 は起伏がな く平坦である。

［堆積土］　 １０層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム ・炭化物粒 を混入 している。 人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 土 師器 の破片が ６点 と須恵器が 出土 した。

（下山　信昭）

－ １８２ －



第１１７号土壙　　　（第２０６図）

［位 置］　 Ｇ ・Ｈ―２８・２９グ リッ ドに位 置する。

［重複］　 第１２０号溝 と重複す る。本土壙 は第１２０号溝 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈 す る。長 軸２０２ｃｍ、短軸１２４ｃｍ、深 さは２２～２８ｃｍである。

壁はほぼ垂 直に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は平安 時代 の ものであ る可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１１９号土壙　　　（第２０７図）

［位置］　 Ｇ―２５グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 第１０号溝 と重複 するが、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複に よ り西側が失われてい るが、平面形 は円形 を呈す ると思われ る。直

径９０ｃｍ、深 さは１６～２０ｃｍであ る。壁 ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は凹凸がみ られ る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。人為 堆積の可能性が高い。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 遺構の形状か ら平安時代の ものであ る可能性が高 い。

（羽柴　直人）

第１２０号土壙　　　（第２０７図）

［位置］　 Ｇ―２５グリッドに位置する。

［重複］　 第 １号溝 と重複するが、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複により東側が失われているが、平面形は円形を呈すると思われる。直

径１５４ｃｍ、深さは１４～１８ｃｍである。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ３層に分層で きた。自然堆積、人為堆積かは不明である。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 遺構の形状 と堆積土の状況か ら平安時代のものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１２１号 土壙 　　 　（第２０７図）

［位置］　 Ｈ―２５グ リッ ドに位置す る。

－ １８３ －



［重複］　 第１０号溝と重複するが、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複により西側が失われているが、平面形は方形ないし長方形を呈すると

思われる。南北径は５２ｃｍである。深さは８～１２ｃｍである。壁はほぼ垂直に立ち上が り、底面は

ほぼ平坦である。

［堆積土］　 ２層に分層できた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 遺構の形状 と堆積土の状況から平安時代のものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１２２号土壙　　　（第２０８図）

［位 置］　 Ｈ―２４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１２４号溝 と重複す る。本土壙が古 い。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は不整 な方形 を呈す る。西壁 １２０ｃｍ、東壁 １２２ｃｍ、南壁ｃｍ１４２、北壁 １４０ｃｍ、

深 さは ８～１２ｃｍである。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 平面形 と堆積土の状況か ら、土壙 の時期 は平安時代 の ものである可 能性 が高 い。

（羽柴　直人）

第１２３号土壙　　　（第２０８図）

［位置］　 Ｈ―２３グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１１８号住居跡 と重複す る。本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸９２ｃｍ、短軸５３ｃｍ、深 さは ４～１０ｃｍであ る。

壁 はほぼ垂直 に立ち上が り、底面は平坦であ る。

［堆積土］　 １層で、火山灰の混入はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

［その他］　 土壙の時期は平安 時代 の ものであ る可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１２５号土壙　　　（第２０９図）

［位置］　 Ｇ―２１グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 第１２６号土壙、第１３４・１４１号溝 と重複す る。本土壙 は第１２６号土壙 より新 しく、第１３４、

－ １８４ －



１４１号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 重複に よ り東側 が失 われているが、平面形は不整な楕円形 を呈す ると思わ

れ る。南北径 は２０４ｃｍ、深 さは１０～１４ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦

であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。火 山灰 の混入はみ られない。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙 の時期 は平安 時代 の ものである可能性 が高い。

（羽柴　直人）

第１２６号土壙　　　（第２０９図）

［位置］　 Ｇ―２１グリ ッドに位 置する。

［重複］　 第１２５号土壙 と重複 しているが、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り北側 が失われてい るが、平面形 は楕円形 を呈す ると思われ る。

南北径 は１４８ｃｍ、深 さは１０～１２ｃｍで ある。壁 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、底面 は概 ね平坦で ある。

［堆積土］　 １層で、火山灰の混入はみ られない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 時代 は不明であ るが、平安時代の可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１２７号土壙　 　　（第２０９図）

［位置］　　 Ｉ―２３グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１１１号住居跡 ・第１２９号住居跡 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、北東～南西 に長軸のあ る楕円形であ る。長軸１．１ｍ、短軸０．９ｍ、

深 さ０．１ｍである。壁 は底面 か ら緩 やかに湾曲 しなが ら立 ち上 がる。底 面は船底状 である。

［堆積土］　 １層で、層全体 にローム ・ブロ ックを多量 に含 む。人為堆積の可能性が高い。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 時期不明であ る。

（岡田　康博）

第１２８号 土壙　　（第２０９図）

［位置］　 Ｈ―２０、２１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１４１号溝 と重複 するが本土壙 が古 い。
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［平面形 ・規模］　 平面形は角張 った楕 円形 を呈す る。長軸 １９０ｃｍ、短軸１３２ｃｍ、深 さは４０～４４ｃｍ

であ る。壁はやや角度 をもって立ち上が り、底面 は概 ね平坦であ る。

［堆積土］　 １層 で、 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 平面形 か ら平安時代 の もの と考 え られる。

（羽柴　直人）

第１２９号土壙　　　（第２１０図）

［位置］　 Ｆ― ２グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整 な形 を呈 す る。長軸２５０ｃｍ、短軸５２～１０４ｃｍ、深 さは ６～１２ｃｍ

であ る。壁 はなだ らかに立 ち上が り、その まま底面 に続 いている。

［堆積土］　 １層 で、 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 な し

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。形状か ら考 えて人為的 な もので はない可能性 もあ る。

（羽柴　直人）

第１３０号土壙　　　（第２１０図）

［位置］　 Ｉ・Ｊ―２１グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 第１３１号溝 と重複 してい るが、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸の残存部１３２ｃｍ、短軸 １１２ｃｍ、深 さは４４～４８ｃｍ

であ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は凹凸がある。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は平安時代の可能性が高 い。

（羽柴　直人）

第１３１号土壙　 　　（第２１０図）

［位置］　 Ｉ―４１・４２グ リッ ドに位 置する。

［重複］　 第７９号溝 、第１３０号 土壙 と重複す るが、本土壙が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸２４４ｃｍ、短軸１５２ｃｍ、深 さは２４～３４ｃｍであ る。

壁 はほぼ垂 直に立 ち上が り、底面 は凹凸が ある。
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［堆積土］　 １層で、自然堆積、人為堆積かは不明である。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

［その他］　 土壙の時期は平安時代の可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１３３号土壙　　　（第２１０図）

［位置］　 Ｋ―３１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不 整 な方形 を呈 す る。長軸 １３８ｃｍ、短軸８４ｃｍ、深 さは ６～１０ｃｍで

ある。壁 はなだ らかに立 ち上が り、そのまま底面 に続 いている。

［堆積 土］　 １層 で、 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不 明である。 人為 的な ものではない可能性 も高い。

（羽柴　直人）

第１３５号土壙　 　　（第２１１図）

［位置］　 Ｊ―３６グリ ッドに位 置する。

［重複］　 第１４３号住居跡 とプラ ン的 に重複 しているが、新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈す ると思われ る。南北軸８２ｃｍ、、深 さは ８～１２ｃｍで ある。

壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 １層 に分層で きた。火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明で

ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 第１４３号住居 とプ ラン的に重 なる ことか ら、 この住居 に伴 う施設の可能性 がある。

（羽柴　直人）

第１３６号土壙　　　（第２１１図）

［位 置］　 Ｊ―３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 １１６ｃｍ、短軸８０ｃｍ、深 さは ２～２２ｃｍであ る。

壁 はほぼ垂 直に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 えられ る。
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［出土遺物］　 鉄滓が出土 している。

［その他］　 堆積土の状態から平安時代のものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１３８号土壙　　　（第２１１図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―４５・４６グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１７２ｃｍ、短軸１４０ｃｍで、深 さは９０

～９５ｃｍであ る
。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ８層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化 物粒 を含んでい る。人

為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１３９号土壙　　　（第２１２図）

［位置］　 Ｇ―３７・３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１５１号溝 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側が失 われているが、平面形 は楕 円形 を呈す る と思 われる。

長軸の残存部７８ｃｍ、短軸５８ｃｍ、深 さは ５～１４ｃｍである。壁 は緩 やかに立 ち上 が り、底面 は凹凸

がみ られる。

［堆積土］　 １層で、火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 第１５１号溝 よ り古 い ことか ら平安 時代 の ものである可能性 が高い。

（羽柴　直人）

第１４２号土壙　　　（第１０５図）

［位置］　 Ｅ―３７・Ｆ―３７グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１４８号住居跡 、第１４６号溝 と重複す る。本土壙 は第１４８号住居跡 より新 しく、第１４６

号溝 より古 い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側部分が失われてい るが平面形 は方形 を呈す ると思われ る。

西壁 １４５ｃｍ、南壁の残存部 １２８ｃｍ、北壁 の残存部１１２ｃｍ、深 さは１２～３５ｃｍであ る。壁 はほぼ垂 直

に立 ち上が り、底面はほぼ平坦であ る。

－ １８８ －



［堆積土］　 ５層に分層できた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 底面に二次的に堆積 した焼土がみられた。土壙の時期は平安時代の ものである可

能性が高い。

（羽柴　直人）

第１４３号 土壙　 　　（第２１２図）

［位置］　 Ｉ―３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は長方形 を呈す る。西壁 １１５ｃｍ、東壁１１２ｃｍ、南壁６８ｃｍ、北壁７０ｃｍ、

深 さは ２～２２ｃｍである。壁 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積 か は不明であ る。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。 また鉄滓が出土 してい る。

［その他］　 遺構 の形状 か ら平安 時代 の ものであ る可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１４４号土壙　　　（第２１２図）

［位置］　 Ｊ―３９グリッドに位置する。

［重複］　 第３３号掘立柱建物跡 と重複するが前後関係を確認できなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形は円形を呈する。直径１０２ｃｍ、深さは１５～２８ｃｍである。壁はほぼ垂

直に立ち上が り、底面はほぼ平坦である。

［堆積土］　 ３層に分層できた。自然堆積、人為堆積かは不明である

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 遺構の形状 と堆積土の状況から平安時代の ものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１４５号土壙　 　　　（第２１３図）

［位置］　 Ｈ―４０グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈す る。 直径 １５２ｃｍ、深 さは１２～３６ｃｍであ る。壁 はや や角

度 をもって立 ち上が り、底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られ る。

－ １８９ －



［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 遺構の形状 と堆積土の状況から平安時代のものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１４６号土壙　　　（第２１３図）

［位置］　 Ｊ―４４・４５グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 第１４６号住居跡 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で直径約 １１５ｃｍ、深 さは第

１４６号住 居跡 に削平 されてい るため残存 部分で約９０ｃｍであ る。断面形 は内部 に広が るフラスコ

状で、底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］　 残存部分 を ８層 に分層 で きた。黄褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 ん

でい る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１４８号土壙　　　（第２１４図）

［位置］　 Ｊ―４２・４３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で直径約９５ｃｍ、深 さは８５～

１００ｃｍである。断面形 は内部 に広が るフラスコ状で 、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 １１層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

自然堆積か人為堆積かは、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１４９号土壙　　　（第２１４図）

［位置］　 Ｅ―４０グ リッドに位 置す る。

［重複］　 第１５０号住居跡 と重複す る。本土壙 は第１５０号住居跡 よ り古い。

［平面形 ・規模］　 重複に よ り北側部分が失われてい るが平面形 は方形 を呈す ると思われ る。

西壁 の残存部７０ｃｍ、東壁の残存 部６８ｃｍ、南壁８５ｃｍ、深 さは２５～３０ｃｍであ る。壁はほぼ垂直に立

ち上が り、底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

－ １９０ －



［出土遺物］　 出土しなかった。

［その他］　 平面形 と堆積土の状況から、土壙の時期は平安時代のものである可能性が高い。

（羽柴　直人）

第１５０号土壙　　　（第２１５図）

［位置］　 Ｋ―３９グリ ッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸１０５ｃｍ、短軸７５ｃｍ、深 さは ２～１４ｃｍである。

壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は平坦であ る。

［堆積土］　 １層で 、火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 南側 にある ピッ トは本土壙 に伴 う可能性 がある。

（羽柴　直人）

第１５１号土壙　　　（第２１５図）

［位置］　 Ｌ―３８グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸１２２ｃｍ、短軸７２ｃｍ、深 さは ２～２４ｃｍで ある。

壁 はなだらか に立 ち上が りその まま底面 に続 いて いる。

［堆積土］　 １層で、火 山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積 かは不明で ある。

［出土遺物］　 須恵器が 出土 して いる。

［その他］　 南側 にあるピ ッ トは本土壙 に伴 う可能性が ある。

（羽柴　直人）

第１５２号土壙　　　（第２１５図）

［位置］　 Ｋ―３８グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形は楕 円形 を呈す る。長軸９２ｃｍ、短軸６８ｃｍ、深 さは ２～１４ｃｍである。

壁 はなだ らか に立ち上が り、底面は凹凸がみ られ る。

［堆積土］　 １層で、火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

［その他］　 時代 は不明であ る。

－ １９１ －



（羽柴　直人）

第１５３号 土壙　　　（第２１５図）

［位置］　 Ｆ―４２グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸１５１ｃｍ、短軸８０ｃｍ、深 さは１５～１８ｃｍである。

壁 はやや角度 を もって立 ち上が り、底面 は概ね平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 壁際 に周溝状 に小 ピ ットが巡 ってい る。土壙の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第１５４号土壙　　　（第２１６図）

［位置］　 Ｆ―４２グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸７０ｃｍ、短軸４５ｃｍ、深 さは ８～１２ｃｍであ る。

壁 はやや角度 をもって立ち上が り、底面 は概ね平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第１５５号土壙　　　（第２１６図）

［位置］　 Ｈ―４１グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 遺構 との重複 はないが、風倒木 との重複 によ り南側が不明瞭 になって いる。

［平 面形 ・規模］　 平 面形 は楕 円形 を呈す る と思 われ る。長軸 の残 存部１１８ｃｍ、短軸８４ｃｍ、深

さは ８～２０ｃｍであ る。壁 は緩やかに立ち上が り、底面 は凹凸があ る。

［堆積土］　 １層で、 自然堆積 、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

－ １９２－



第１５６号土壙　　　（第２１６図）

［位置］　 Ｉ―４１、４２グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整 な楕 円形 を呈す る。 長軸１４５ｃｍ、短 軸７０ｃｍ、深 さは１２～１６ｃｍ

であ る。壁はほぼ垂直に立 ち上 が り、底 面は概ね平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不 明である。人為 的な ものではない可能性 もあ る。

（羽柴　直人）

第１５７号土壙　　　（第２１６図）

［位置］　 Ｇ―４２、４３グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形は不 整な楕 円形 を呈す る。長軸４６４ｃｍ、短軸１０６ｃｍ、深 さは１０～３４～ｃｍ

であ る。壁 はなだ らかに立ち上が り、底面は凹凸があ る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。人為的 な もので はない可能性 も高い。

（羽柴　直人）

第１５８号土壙　　　（第２１７図）

［位置］　　Ⅰ―４２グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸８２ｃｍ、短軸５２ｃｍ、深 さは ８～１０ｃｍで ある。

壁 はなだ らか に立 ち上が り底面 にその まま続 く。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第１６２号土壙　　　（第２１７図）

［位置］　 Ｈ― ４２グ リッ ドに位置す る。

－１９３－



［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 開口部 の平面形 は不整 な楕 円形 を呈 する。長軸７６ｃｍ、短軸４９ｃｍ、深 さは３５

～４５ｃｍである
。 開口部 よ り底面が広 いフラスコ状 の ものである。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ るが、縄文時代 のフラスコ状 ピッ トの可能性 もある。

（羽柴　直人）

第１６３号土壙　　　（第２１７図）

［位置］　 Ｌ―４１グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開 口部で直径約１２０ｃｍ、深 さは約６０ｃｍ

である。断面形 は内部 に広 がるフラスコ状 で、底面 は、ほぼ平坦である。

［堆積土］　 褐色土 の層 で、炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（中嶋 ・白鳥）

第１６４号土壙　　　（第２１８図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―４０グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第１７１号土壙 と重複 し、新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、開 口部 が東側 にかた よる楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１２０ｃｍ、

短軸 １１０ｃｍ、深 さは７０～９０ｃｍであ る。壁 は、西壁 が内部 に広 が り、その他 は、ほぼ垂 直 に立 ち

上が る。底面 は、やや起状 がみ られる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基 調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土 を含 んでいる。

自然堆積 か人為堆積 かは、不明 である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１６５号土壙　 　　（第２１８図）

［位置］　 Ｊ ・Ｋ―４０グ リッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、開口部が西にかた よる円形 を呈す る。規模 は、開 口部で直径約

－ １９４ －



１０５ｃｍ、深 さは１２５～１５５ｃｍであ る。断面形 は内部 に広が る フラスコ状 で、底面 は、 ほぼ平坦で

あ る。

［堆積土］　 ９層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器片が 出土 した。

（中嶋 ・白鳥）

第１６６号土壙　　　（第２１９図）

［位 置］　　Ｉ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平 面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈 する。直径６２ｃｍ、深 さはなだ らか に立 ち上が り底面 にそ

の まま続 く。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第１６７号土壙　　　（第２１９図）

［位置］　 Ｌ―４１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 やや東 に開口部 がかた よる円形 を呈 する。規模 は、開口部 の直

径 約１２０ｃｍ、深 さは約９０ｃｍであ る。壁 は、西壁が 内部 に広が り、その他 は、 ほぼ垂直 に立 ち上

がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］　 上部 が削平 されているが、 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭

化物粒 を含 んでいる。 自然堆積 か人為堆積 かは、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１６８号土壙　　　（第２１９図）

［位置］　 Ｋ―４１グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸８２ｃｍ、短軸６２ｃｍ、深 さは２５～３０ｃｍである。

－ １９５ －



壁はやや広角度 をもって立ち上がる。底面は平坦である。

［堆積土］　 １層に分層できた。 自然堆積、人為堆積かは不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙の時期は不明である。

（羽柴　直人）

第１６９号土壙　　　（第２１９図）

［位置］　 Ｋ―４２グリッドに位置する。

［重複］　 第１６４号住居跡 とプラン的に重複するが、新旧関係は不明である。

［平面形 ・規模］　 平面形は円形を呈する。直径８２ｃｍ、深 さは５５ｃｍである。壁 はほぼ垂直に立

ち上がり、底面は平坦である。

［堆積土］　 ６層に分層で きた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 したている。

［その他］　 形態 と堆積土の状況か ら平安時代のものと思われる。

（羽柴　直人）

第１７０号土壙　　　（第２２０図）

［位置］　 Ｇ―４４グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は方形 を呈す る。西壁 １４８ｃｍ、東壁１５５ｃｍ、南壁 １５５ｃｍ、北壁 １５８ｃｍで、

深 さは１５～３５ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

［その他］　 南西隅、北西隅、北壁中央 に柱穴状の ピ ッ トがみ られる。土壙 の時期 は平面形 と

堆積土の状況か ら平安時代 の もの と考 えられ る。

（羽柴　直人）

第１７１号土壙　 　　（第２１８図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―４０・４１グ リ ッドに位 置す る。

［重複］　 第１６４号土壙 と重複 し、新 旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、東西 にやや長い楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 （２００ｃｍ）、短軸

１６０ｃｍ、深 さは３５～４０ｃｍであ る。壁 は、緩やか に立上が り、底面 は、やや起状 がみ られる。
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［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自然

堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１７２号土壙　　　（第２２０図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１３７号土壙 と重複 し、新旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は、不 明であ る。残存する西壁は、ほぼ垂 直に立 ち上が り、

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 確認で きなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１７３号土壙　　　（第２２０図）

［位 置］　 Ｌ ・Ｍ―４１・４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１７２号土壙 と重複 し、新旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開口部 がやや東 にかた よる円形 を呈 す る。規模 は、開口部 の直

径約１２０ｃｍ、深 さは約９５ｃｍであ る。断面形 は東壁 を除いて、内部に広が るフラス コ状 で、底面 は、

ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ８層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１７４号土壙　　　（第２２１図）

［位 置］　 Ｌ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１６４号住居 跡、第１７５号 土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙が 、第１６４号住居跡

よ り古 く、第１７５号土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開口部が楕円形 を呈す る。規模 は、開 口部の長軸１６０ｃｍ、短軸１３０ｃｍ、

深 さは約９５ｃｍである。断面形 は内部 に広 がる フラス コ状で、底面 は、やや起状が認め られた。

［堆積土］　 第１６４号住居跡 に削平 されてい るが、３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ロー

－ １９７ －



ム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面 の北側 に、深 さ約３０ｃｍの楕 円形 の ピッ トを検 出 した。用途 につ いては、不 明

である。

（中嶋 ・白鳥）

第１７５号土壙　　　（第２２１図）

［位置］　 Ｌ―４１・４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１７４号土壙 と重複 する。新 旧関係 は、本土壙 が、古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は不明であ るが、残存す る壙底部の長軸２００ｃｍ、短軸 １４０ｃｍ

で楕 円形 を呈 してい る。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 第１７４号土壙 に削平 されているが 、２層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ロー

ム粒 と炭化物粒 を含 んでい る。 自然堆積 か人為堆積 か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１７６号土壙　　　（第２２１図）

［位置］　 Ｌ―４２・４３グ リッ ドに位 置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開 口部が ほぼ円形 を呈す る。規模 は、 開口部 の直径約１３０ｃｍ、

深 さは約１０５ｃｍで ある。断面形 は内部 に広が るフラスコ状で、底面 は、 やや起状が認 められ る。

［堆積土］　 １０層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 と炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面 の北側 に、深 さ約１５ｃｍの楕 円形 の ピッ トを検 出 した。用途 につ いては、不明

であ る。

（中嶋 ・白鳥）

第１７９号土壙　　　（第２２２図）

［位 置］　 Ｊ ・Ｋ―４１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１６４号住居跡 、第１８２号 、１８３号土壙 と重複す る。本土壙 は これ らの遺構 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］　 平 面形 は方形 を呈 する。西壁 １７５ｃｍ、東壁１９２ｃｍ、南壁１８２ｃｍ、北壁２００ｃｍで、
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深 さは７５～１０５ｃｍである。壁 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦 であ る。北西隅 と北東

隅にピ ッ トがみ られ る。

［堆積土］　 ７層 に分層で きた。 自然堆積 と考 えられる。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。 また鉄滓が 出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は平面形 と堆積土 の状 況、出土遺物か ら平安時代の もの と考え られる。

（羽柴　直人）

第１８０号 土壙　　　（第２２３図）

［位置］　 Ｋ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は、斜面 によって一部削平 され ているため不明であ る。断

面形 は南壁 を除いて、内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、やや起状が認め られ る。

［堆積土］　 残存部分 を ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含ん

でいる。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１８１号 土壙 　　　（第２２３図）

［位置］　 Ｎ―４２、４３グリ ッ ドに位置す る。

［重複］　 第１８８号土壙 と重複 するが、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈 す る。直径 １１２ｃｍ、深 さは１１～１５ｃｍで ある。壁 はなだ ら

かに立 ち上が り、底面 にその まま続 く。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］　　 土師器が出土 した。 また、底面か ら鉄滓が 出土 している。

［その他］　 鉄滓が 出土 した ことか ら、平安時代 の土壙 と思 われる。

（羽柴　直人）

第１８５号土壙　　 　（第２２３図）

［位置］　 Ｇ―４４グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈す る。直径７１ｃｍ、深 さは ８～１２ｃｍで ある。壁 はなだ らか

に立 ち上が り、底面 にその まま続 く。
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［堆積土］　 ２層に分層できた。自然堆積 と考えられる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙の時期は不明である。

（羽柴　直人）

第１８６号土壙　　　（第２２３図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―４４グリ ッドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 はほぼ円形 を呈す る。規模 は、直径１０５ｃｍで、深 さは６５～１００ｃｍであ

る。壁 は、南壁が 内部 に広が り、その他 は、ほぼ垂 直 に立ち上が る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し、炭化物粒 を含 んでい る。 自然堆積か人

為堆積 か は、不 明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１８７号土壙　　　（第２２４図）

［位置］　 Ｌ―４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１９２号土壙 と重複 す る。新旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 の直径約９５ｃｍ、深 さは約６５

～９０ｃｍである
。断面形 は内部 に広が るフラスコ状 で、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１８８号土壙　　　（第２２４図）

［位置］　 Ｌ―４２、４３グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１８１号 、１９１号土壙 と重複す る。本土壙 は第１８１号土壙 よ り古 く、第１９１号土壙 よ り

新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は方形 を呈す る。西壁 １８５ｃｍ、東壁１７５ｃｍ、南壁 １７５ｃｍ、北壁１９５ｃｍで、

深 さは２６～４２ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、底面 はほぼ平坦であ る。各四隅 に柱穴状

の ピッ トがみ られ る。
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［堆積土］　 ４層に分層できた。自然堆積と考えられる。

［出土遺物］　 鉄滓が出土 した。

［その他］　 底面に炭化物の広が りがみられる。土壙の時期は平面形 と堆積土の状況から平安

時代のものと考えられる。

（羽柴　直人）

第１８９号 土壙　　　（第２２５図）

［位置］　 Ｌ―４４グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１９５号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、東西 に長い楕 円形 を呈 す る。規模 は開口部で、長軸 １９５ｃｍ、短

軸１３０ｃｍ、深 さは９０～１２５ｃｍであ る。壁 は、東壁が、 ほぼ垂直 に立 ち上が るほか は、断面形が内

部 に広が るフラスコ状で、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自然

堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１９０号土壙　　　（第２２５図）

［位置］　 Ｌ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開 口部が楕円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長軸９０ｃｍ、短軸７５ｃｍ、

深 さは１２０～１５０ｃｍで ある。断面形 は内部 に広が るフラスコ状で、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１９２号土壙　　 　（第２２４図）

［位置］　 Ｋ ・Ｌ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第 １８７号土 壙 と重複 する。新 旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、南北 にやや広が るが ほぼ円形 を呈す る。規模 は開口部で、長軸

１２５ｃｍ、短軸 （１００ｃｍ）、深 さは７０～９５ｃｍであ る。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、
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ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自然

堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１９４号土壙　　　（第２２６図）

［位置］　 Ｍ― ４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開 口部が北側 にか たよる楕円形 を呈す る。規模 は開 口部で長軸

１４０ｃｍ、短軸１２５ｃｍ、深 さは８５～１４５ｃｍであ る。 断面形 は内部 に広 が るフラス コ状 で、底面 は、

やや起状が認め られ る。

［堆積土］　 ８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで い

る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 底面の西側 に、深 さ約３０ｃｍの円形の ピ ッ トを検 出 した。用途 につ いては、不明で

ある。

（中嶋 ・白鳥）

第１９５号土壙　　　（第２２６図）

［位 置］　 Ｌ―４４グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１８９号 土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は、重複 して いるため不明で ある。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち

上が り、底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 残存す る層 を、 ４層 に分層 した。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小

礫 を含 んでいる。 自然堆積か人為堆積か は、不明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１９６号土壙　 　　（第２２７図）

［位置］　 Ｌ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１８８号住居跡 と重複 する。新 旧関係 は、本土壙が、古い。

－ ２０２ －



［平面形 ・規模］　 平 面形及 び規模 は、第１８８号位 居跡 に削平 されて いるため不明であ る。深

さは、約９０ｃｍであ る。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈 し、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第１９９号土壙　　　（第２２７図）

［位 置］　 Ｊ ・Ｋ―４２、４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１６４号住居跡 と重複す る。本土壙 は第１６４号住居跡 より古 い。

［平 面形 ・規模］　 重複 に より東側が失 われているが、平面形 は楕 円形 を呈 する と思 われる。

長軸 は１８５ｃｍ、短軸の残存部 は８５ｃｍで、深 さは２０～２５ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、

底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］ １層 で、 自然堆積 、人為堆積 かは不 明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期は不 明であ る。

（羽柴　直人）

第２００号土壙　　　（第２２７図）

［位置］　 Ｊ―４６グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 開口部 の平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸９８ｃｍ、短軸６５ｃｍ、深 さは６５～７０ｃｍ

である。開口部 より底面が広 いフラスコ状 の ものである。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不 明であるが 、縄文時代 のフラスコ状 ピ ットの可能性 もある。

（羽柴　直人）

第２０１号土壙　 　　（第２２７図）

［位置］　 Ｉ―４６グリ ッドに位 置する。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、楕円形 を呈す る。規模 は開 口部で長軸１５０ｃｍ、短軸 １１５ｃｍ、深 さ

－２０３ －



は約７０ｃｍであ る。壁 は、西壁が、ほぼ垂直に立 ち上が るほか は、断面形が内部 に広が るフラス

コ状で、底面 は、やや起状が認め られ る。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土 ・小礫 を含ん

でいる。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第２０２号土壙　　　（第２２８図）

［位置］　 Ｌ―４２グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第２０４号土壙 と重複 し、新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１８０ｃｍ、短軸 （１４０ｃｍ）で、深 さ

は４５～８５ｃｍで ある。壁 は、西壁が内部 に広が り、その他 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、

ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第２０３号土壙　　　（第２２８図）

［位 置］　 Ｋ ・Ｌ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で直径約６７ｃｍ、深 さは約７８ｃｍ

であ る。断面形 は内部 に広が るフラスコ状で、底面 は、 やや起状が認 め られる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・小礫 を含 んでいる。 自然堆積

か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第２０４号土壙　　　（第２２８図）

［位 置］　 Ｌ ・Ｍ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第２０２号土壙 と重複 し、新 旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は、削平 されているため不明で ある。残存す る南壁 は、ほ

－ ２０４ －



ぼ垂直に立ち上が り、底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 残存部分 を ２層に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫

を含 んでい る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋 ・白鳥）

第２０６号土壙　　　（第２２８図）

［位 置］　 Ｌ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈 す る。規模 は、開口部 で直径約 １４０ｃｍ、深 さは約 １２５ｃｍ

であ る。断面形は内部 に広 がる フラス コ状 で、底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 １３層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。

［出土遺物］　 底面か ら礫が出土 してい る。

（中嶋 ・白鳥）

第２０７号土壙　　　（第２２９図）

［位置］　 Ｄ―３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈 する。直径 ７４ｃｍ、深 さは ８～１０ｃｍであ る。壁 はなだ らか

に立ち上が りその まま底 面に続 いている。

［堆積土］　 １層に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２０８号土壙　　　（第２２９図）

［位置］　 Ｅ―４０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈 する。長 軸は１２０ｃｍ、短軸 は１０５ｃｍで、深 さは ８～１０ｃｍ

であ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為 堆積 か は不明であ る。

－ ２０５ －



［出土遺物］　 鉄滓が出土 した。

［その他］　 土壙の時期は不明である。

（羽柴　直人）

第２０９号土壙　　　（第２２９図）

［位 置］　 Ｆ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平 面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は１０８ｃｍ、短軸 は９８ｃｍで、深 さは１０～１６ｃｍ

である。壁 はやや広角度 を もって立 ち上が る。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２１０号土壙　　　（第２２９図）

［位置］　 Ｄ―３８グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形は楕 円形 を呈す る。長軸 は９８ｃｍ、短軸 は８４ｃｍで、深 さは ８～１０ｃｍで

ある。壁 はなだ らかに立ち上が り、底面 は湾曲 してい る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙 の時期 は不 明である。

（羽柴　直人）

第２１１号土壙　　 　（第２２９図）

［位置］　 Ｅ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 柱 穴状 の ピッ トと重複す るが、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈 する。直径 は５８ｃｍ、深 さは２０～２５ｃｍであ る。壁はなだ ら

かに立ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

－ ２０６ －



（羽柴　直人）

第２１２号土壙　　　（第２３０図）

［位置］　 Ｂ ・Ｃ―４３グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整 な楕 円形 を呈す る。 長軸 は１６８ｃｍ、短軸 は７８ｃｍで、深 さは２２

～３０ｃｍであ る。壁はなだ らかに立ち上が り、底面 は湾 曲 してい る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。形状か ら考 えて人為的 な もので はない可能性 もあ る。

（羽柴　直人）

第２１３号土壙　 　　（第２３０図）

［位置］　 Ｂ ・Ｃ―４３グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整 な楕 円形 を呈す る。長軸 は８０ｃｍ、短軸 は５８ｃｍで、深 さは１０～

３０ｃｍである。壁 はなだ らか に立 ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不 明である。

（羽柴　直人）

第２１５号土壙

［位置］　 Ｄ―３７グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第１７０号住居跡 、第１７３号溝 と重複す る。本土壙 は第１７０号住居 跡 よ り古 く、第１７３号

溝 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側が失 われてい るが 、平面形 は方形 を呈す る と思 われる。西

壁１３５ｃｍ、南壁の残存部４５ｃｍ、北壁の残存部 ５０ｃｍで、深 さは ８～１０ｃｍで ある。壁 はほぼ垂直 に

立 ち上が り、底面 はほぼ平坦であ る。西壁、南壁 、北壁 に周溝が み られる。南西 隅 と北西 隅に

ピッ トが みられる。堆積土 は観察で きなか った。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は平面形 と堆積 土の状況、出土遺物か ら平安時代 の ものと考 えられ る。

－ ２０７ －



（羽柴　直人）

第２１６号土壙　　 　（第２３０図）

［位置］　 Ｃ―３９、４０グ リッ ドに位置 す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平 面形 は楕円形 を呈 す る。長軸 は１０１ｃｍ、短軸 は７０ｃｍで、深 さは２０～２２ｃｍ

であ る。壁 はほぼ垂 直に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦 である。

［堆積 土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］　 土 師器 が出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は不 明である。

（羽柴　直人）

第２１７号土壙　　　（第２３０図）

［位 置］　 Ｃ―３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は９５ｃｍ、短軸 は６８ｃｍで、深 さは１８～２０ｃｍで

あ る。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は平坦 である。東端 と西端 に ピ ットがみ られる。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 土 師器が 出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第２１８号土壙　　　（第２３０図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―４１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は９３ｃｍ、短軸 は６０ｃｍで、深 さは１５～１８ｃｍで

あ る。壁 はなだ らかに立 ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 １層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙 の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

－ ２０８－



第２１９号土壙　　　（第２３０図）

［位置］　 Ｂ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平 面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は１００ｃｍ、短軸 は６２ｃｍで、深 さは１５～２０ｃｍ

である。壁 はなだ らか に立 ち上が り、 そのまま底面 に続 いている。

［堆積土］　 １層で、 自然堆積、人為堆積か は不 明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２０号 土壙　　　（第２３０図）

［位置］　 Ｂ―４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は９５ｃｍ、短軸 は７２ｃｍで、深 さは２２～２５ｃｍで

ある。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は平坦で ある。

［堆積土］　 １層 で、自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第２２１号 土壙 　　　（第２３１図）

［位置］　 Ｃ―４２、４３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平 面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は１７２ｃｍ、短軸 は７５ｃｍで、深 さは４０～５５ｃｍ

である。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は平坦 である。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積 かは不 明で ある。

［出土遺物］　 土 師器が出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２２号土壙　　　（第２３１図）

［位置］　 Ｃ ・Ｄ―３７グリ ッドに位置す る。

－２０９ －



［重複］　 第１７３号溝 と重複す るが 、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側が失 われてい るが 、平面形 は楕 円形 を呈す る と思 われる。

長軸 は２３５ｃｍ、短軸 の残存部 は１２５ｃｍで、深 さは１５～３２ｃｍで ある。壁 はなだ らかに立 ち上が り、

底面 は湾 曲 して いる。

［堆積土］　 １層で、 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

［その他］　 土壙の時期 は堆積土の状況か ら平安時代 と思 われる。

（羽柴　直人）

第２２３号土壙　　　（第２３１図）

［位置］　 Ｂ ・Ｃ―３８、３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規 模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は２２８ｃｍ、短軸 は８４ｃｍで、深 さは２０～２５ｃｍ

である。壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］　 壁 はほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 はほぼ平坦 である。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 している。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２４号土壙　　　（第２３１図）

［位 置］　 Ａ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈す る。直径 は７５ｃｍで、深 さは２８～３０ｃｍであ る。壁 はほぼ

垂直に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明であ る。

［出土遺物］　 土 師器が 出土 して いる。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第２２５号土壙　　　（第２３２図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１６８号溝 と重複す るが、本土壙 が新 しい。

－ ２１０ －



［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸は１０２ｃｍ、短軸 は４８ｃｍで、深 さは３８ｃｍである。

壁 はなだ らか に立 ち上が り、底面 は湾 曲 して いる。

［堆積土］　 １層で、 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２６号土壙　　　（第２３２図）

［位置］　 Ａ―４２、４３グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈す る。長 軸 は１４２ｃｍ、短軸 は９５ｃｍで、深 さは ４～３６ｃｍ

で ある。壁 はなだ らか に立 ち上が り、底面 は湾 曲 して いる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２７号土壙　　 　（第２３２図）

［位置］　 Ａ―４２グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１６３号溝 と重複 しているが 、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側 を失 って いるが、平 面形 は楕 円形 を呈す る と思 われる。。

長軸 は１３８ｃｍ、短軸 の残存部 の長 さは４８ｃｍで、深 さは１５～１８ｃｍであ る。壁 はやや広角度 を もっ

て立 ち上が る。底面 には凹凸がみ られ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期は不明であ る。

（羽柴　直人）

第２２８号土壙　　　（第２３２図）

［位置］　 Ａ―４２グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形は楕 円形 を呈す る。長軸 は５８ｃｍ、短軸 は４５ｃｍで、深 さは ４～１５ｃｍで

－ ２１１ －



ある。壁 はなだ らかに立 ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第２２９号 土壙　 　　（第２３３図）

［位置］　 Ｂ―３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形は不整 な方形 を呈す る。長軸 は１２２ｃｍ、短軸 は８２ｃｍで、深 さは１２～２２ｃｍ

である。壁 はなだ らか に立 ち上が り、その まま底面 につ なが っている。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。人為的 な もので はない可能性 も考 え られる。

（羽柴　直人）

第２３０号土壙　　　（第２３３図）

［位置］　 ＺＺ ・Ａ―４０・４１グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第１６６号溝 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は２３０ｃｍ、短軸 は１７８ｃｍで 、深 さは１５～４２ｃｍ

である。壁 はなだ らかに立 ち上 が り、底 面 は湾 曲 して いる。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 土 師器 が出土 してい る。

［その他］　 堆積土 の状況 か ら平安 時代 の ものの可能性が高い。

（羽柴　直人）

第２３２号土壙　　　（第２３３図）

［位置］　 ＺＺ―４０グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 第１６６号溝 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕 円形 を呈 する。長 軸は１８５ｃｍ、短軸 は１４４ｃｍで、深 さは４５～６０ｃｍ

であ る。壁 はやや広角度 をもって立 ち上 がる。底面 は平坦 であ る。

［堆積土］　 ７層 に分層 で きた。 自然堆積 と考 え られ る。

－ ２１２ －



［出土遺物］　 土師器が出土 している。

［その他］　 土壙の時期は、堆積土の状況から平安時代のものの可能性が高い。

（羽柴　直人）

第２３３号 土壙　　　（第２３４図）

［位置］　 Ｃ―３６、３７グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第１４６号溝 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り東側 が失われて いるが 、平面形 は楕 円形 を呈す る と思 われる。。

長軸 は３１２ｃｍ、短 軸の残存部 は１３５ｃｍで、深 さは ５～２６ｃｍで ある。壁 はなだ らかに立 ち上が り、

底面 は湾 曲 してい る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］　 土師器 ・須恵器が出土 して いる。

［その他］　 土壙の時期 は、堆積土の状況か ら平安時代 の ものの可能性 が高 い。

（羽柴　直人）

第２３４号土壙 　　　（第２３３図）

［位置］　 Ｂ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整 な楕 円形 を呈 す る。長軸 は１２０ｃｍ、短軸 は９８ｃｍで、深 さは ８

～１５ｃｍで ある
。壁 はなだ らか に立 ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。人為的 な ものでない可能性 も考 え られる。

（羽柴　直人）

第２３５号土壙　　　（第２３４図）

［位置］　 Ｂ―３９、４０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１７４号溝 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は円形 を呈す る。 直径 は１４４ｃｍで、深 さは２６～３２ｃｍであ る。壁 はほ

ぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は平坦で ある。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 土師器が 出土 している。

－ ２１３ －



［その他］　 堆積土の状況から平安時代のものの可能性が高い。

（羽柴　直人）

第２３６号土壙　　　（第２３４図）

［位置］　 Ａ―４１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第１７６号住居跡 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り北東側が失 われているが、平面形 は円形 を呈す る と思 われる。

直径は１０２ｃｍで、深 さは ２～ ８ｃｍであ る。壁 はほぼ垂直に立 ち上が り、底面 は平坦であ る。

［堆積土］　 １層 で、自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 土 師器が 出土 している。

［その他］　 土壙 の時期 は不明で ある。

（羽柴　直人）

第２３７号土壙　　　（第２３５図）

［位置］　 Ｂ―４０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は楕円形 を呈す る。長軸 は１２２ｃｍ、短軸 は１０２ｃｍで、深 さは２６～３５ｃｍ

である。壁 はやや角度 をもって立ち上が る。底面 は平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］　 土師器が出土 してい る。

［その他］　 土壙の時期は不 明であ る。

（羽柴　直人）

第２３８号土壙　 　　（第２３５図）

［位置］　 ＺＺ―４０グリッ ドに位置 する。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平 面形 は楕 円形 を呈 する。長軸 は７５ｃｍ、短軸 は４８ｃｍで、深 さは ２～１８ｃｍで

ある。壁 はなだ らかに立 ち上が り、底面 は湾 曲 している。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙 の時期 は不明 である。人為 的な ものでない可能性 もある。

（羽柴　直人）

－ ２１４ －



第２３９号土壙　　 　（第２３５図）

［位置］　 ＺＺ―４０グ リッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平面形 は不整な楕円形 を呈す る。長軸 は７８ｃｍ、短軸 は７０ｃｍで 、深 さは ８～

１０ｃｍであ る。壁 はなだ らか に立ち上が り、底面 は湾 曲 してい る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。人為的 な もので ない可能性 もあ る。

（羽柴　直人）

第２４０号土壙　　　（第２３５図）

［位置］　 ＺＺ―４２グ リッドに位置す る。

［重複］　 第１８２号住居跡 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 重複 によ り南側が また、削平 によ り東側が失 われて お り、平面形 は不明で

あ る。深 さは１５～３０ｃｍであ る。壁 はなだ らか に立 ち上が り、底面 は湾 曲 して いる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は不明であ る。人為的 な もので ない可能性 もあ る。

（羽柴　直人）

第２４１号土壙　　 　（第２３６図）

［位置］　 Ａ―４６グ リッドに位 置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 平 面形 は楕 円形 を呈す る。長軸 は１０８ｃｍ、短軸 は１２～１５ｃｍである。壁 はや

や広角度 を もって立 ち上が る。底面 は平坦であ り、火熱 を うけて赤変 して いる。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。第 ２層 は炭化物の層であ る。 自然堆積、人為堆積か は不明で

あ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙の時期 は、堆積土の状況か ら平安時代の土壙の可能性が高 い。

（羽柴　直人）

－ ２１５ －



第２４２号土壙　　　（第２３６図）

［位置］　 Ｂ―４４グリ ッドに位置す る。

［重複］　 な し

［平面形 ・規模］　 削平 によ り東側が失 われてい るが、平面形 は方形 を呈す ると思 われ る。西

壁１８１ｃｍ、南壁 の残存 部１４５ｃｍ、北壁 の残存部 １２４ｃｍで 、深 さは ０～５２ｃｍで ある。壁 はほぼ垂直

に立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦で ある。西壁 に周溝が み られる。南西隅 と底面 中央 に ピッ トが

み られ る。底面 中央 の ピッ トはこの遺構 の伴 わない可能性 が高い。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。 人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 土壙 の時期 は平面形 と堆積 土の状 況、出土遺物 か ら平安 時代 の もの と考 え られる。

（羽柴　直人）

第３０１号土壙　　（第２３７図）

［位 置］　 Ｄ ・Ｅ―４８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整形であ る。規模 は、長軸１５０ｃｍ、短軸１３０ｃｍ、深 さは３０～４０ｃｍ

である。壁 は、やや緩 やかに立 ち上 が り、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ７層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化 物粒 を含 む。 自然堆積

か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３０２号土壙　　（第２３７図）

［位置］　 Ｎ―５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、北側が やや広が る円形で 、規模 は、長軸９５ｃｍ、短軸８５ｃｍ、深 さ

は１３～２５ｃｍである。壁 は、緩 やかに立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 む。 自然堆積

か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 覆土 か ら土器が 出土 している。

（中嶋　友文）

－ ２１６ －



第３０３号土壙　　（第２３７図）

［位置］　 Ｎ― ５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、北側 が膨 らむ楕 円形 を呈 す る。規模 は、長軸９５ｃｍ、短軸８３ｃｍで、

深 さは１０～２０ｃｍで ある。壁 は、緩やか に立 ち上が る。底面 は、 やや起伏が あるが ほぼ平坦であ

る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３０４号土壙　　（第２３８図）

［位置］　 Ｍ―５４グ リッドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、北側が膨 らむがほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸１４０ｃｍ、短軸 １１６ｃｍ

で、深 さは１０～１５ｃｍであ る。壁 は、緩やか に立 ち上が る。底面 は、やや起伏が見 られるが ほぼ

平坦 である。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 を含 んで いる。 自然堆積か人為

堆積 かは、不 明で ある。

［出土遺物］　 底面か ら礫が ２点 出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３０５号 土壙　 　（第２３８図）

［位置］　 Ｌ ・Ｍ― ５５グ リッドに位置す る。

［重複］　 認 められなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸１２３ｃｍ、短 軸１２０ｃｍで、深 さは

１０～４０ｃｍである。壁 は、やや急 に立ち上がる。底面 は、ほぼ平坦であ るが、中央 の西 よ りにピ ッ

トが見 られる。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、炭化物粒 ・焼土粒 を含 んで いる。人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が 出土 して いる。

（中嶋　友文）

－２１７ －



第３０６号土壙　　（第２３８図）

［位置］　 Ｌ―５５グ リ ッドに位 置する。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ楕 円形 を呈 する。規模 は、長軸 １２５ｃｍ、短軸１０３ｃｍ、深 さは

１０～２３ｃｍである。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏 が見 られ るがほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層に分層で きた。暗褐色土を基調 とし、ローム粒を含んでいる。自然堆積か人

為堆積かは、不明である。

［出土遺物］　 覆土から土器が出土 している。

（中嶋　友文）

第３０７号土壙　　（第２３８図）

［位置］　 Ｐ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、南北 に長い楕円形 を呈 し、規模 は、長軸１４５ｃｍ、短軸１１２ｃｍ、深

さは１２～１５ｃｍであ る。壁は緩やかに立 ち上が り、底面 は、やや起伏が見 られ る。

［堆積土］　 ３層に分層できた。暗褐色土を基調とし炭化物粒 ・焼土粒を含んでいる。自然堆

積か人為堆積かは、不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（中嶋　友文）

第３０８号土壙　　（第２３９図）

［位置］　 Ｎ― ５２グリ ッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸１０５ｃｍで、深 さ

は１２～２０ｃｍである。壁 は、緩 やかに立 ち上がる。底 面は、やや起伏 が多い。

［堆積土］　 黒褐色土 の層 のみで、ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒 を含 んでいる。 自然堆積 と考

えられる。

［出土遺物］　 覆土から土器が出土 している。

（中嶋　友文）

第３０９号土壙　　（第２３９図）

［位置］　 Ｐ―５１グ リッ ドに位置す る。

－ ２１８ －



［重複］　 認 め られなかった。

［平面 形 ・規模］　 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長 軸１０７ｃｍ、短軸８８ｃｍ、深 さは１０ｃｍ

前後 である。壁 は、緩 やかに立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を含 んでい る。 自然堆積 か人為

堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３１１号 土壙 　　（第２３９図）

［位置］　 Ｑ―５０・５１グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第３１２号 土壙 と重複す る。本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、北側が広が る不整楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １７５ｃｍ、短軸１２５ｃｍ、

深 さは１２～２３ｃｍで ある。壁 は、緩やか に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒 を含 む。人為堆積 と考 えられ

る。

［出土遺物］　 覆土 か ら土器片が 出土 している。

（中嶋　友文）

第３１２号土壙　　（第２３９図）

［位置］　 Ｑ―５０グリ ッドに位 置する。

［重複］　 第３１１号土壙 と重複す る。本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形であ る。規模 は、長軸 （１８０）ｃｍ、短軸 １４５ｃｍ、深 さは１２

～２２ｃｍで ある
。壁 は、緩やか に立ち上が る。底面 は、起伏が多い。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、 ローム粒 を含 む。人為堆積 と考 えられ

る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器片が数点出土 している。

［その他］　 底面から炭化材が出土 している。

（中嶋　友文）

第３１７号土壙　　（第２４０図）

［位置］　 Ｐ―５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

－ ２１９ －



［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸１２５ｃｍ、短 軸１２３ｃｍで、深 さは

２３～２７ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、やや起伏が見 られ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでい る。 自然

堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 底面 と覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３１８号土壙　　（第２４０図）

［位置］　 Ｑ―５０グ リ ッドに位置 する。

［重複］　 第３１９号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、長軸１１８ｃｍ、短軸１１３ｃｍで、深 さは

１５～２０ｃｍである。壁 は、西側が緩 やかに立 ち上 がるが、その他 は、やや急 に立 ち上 がる。底面

は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 を含 んでいる。 自然堆積 か人為

堆積 かは、不 明で ある。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３１９号土壙　　（第２４０図）

［位置］　 Ｑ―５０グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第３１８号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸２１０ｃｍ、短軸２０５ｃｍで、深 さは

５５～１２５ｃｍである。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 やや起伏が多 い。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 を含 んでい る。人為堆積 と考え

られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３２１号土壙　　（第２４０図）

［位置］　 Ｏ―５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形であ る。規模 は、長軸７５ｃｍ、短軸７０ｃｍで、深 さは２０～

－ ２２０ －



３０ｃｍで ある。壁 は、南側が内部 に広が ってい るが 、やや急 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏が

見 られる。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒 を含 んで

いる。 自然堆積か人為堆積か は、不明で ある。

［出土遺物］　 覆土か ら礫が ２点 と、土器が 出土 している。

（中嶋　友文）

第３２２号土壙　　（第２４１図）

［位 置］　 Ｄ―４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整楕 円形 を呈 する。開口部長軸１６５ｃｍ・短軸１１５ｃｍ、壙底 部長

軸１３８ｃｍ・短軸７５ｃｍで、深 さは２７ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて緩 やかに立 ち上が る。

底面 は、若干起伏 が認 め られるがほぼ平 坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か は不明であ るが、 自然堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］　 覆土か ら土器片が出土 した。

［その他］　 本土壙の南側 に深 さ３８ｃｍの ピ ッ トが位置す るが、本土壙 には伴 わない と考 えられ

る。

（成田　　悟）

第３２３号土壙　　（第２４１図）

［位置］　 Ｂ―４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 本土壙 の南東側 に小 ピッ トが位置 し、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸 （１１１） ・短軸９５ｃｍ、壙底 部長 軸８８ｃｍ・

短軸７６ｃｍで、深 さは３３ｃｍである。北壁 は、検 出で きなか った。その他 の壁 は、底面 か ら開口部

にかけてほぼ垂 直に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 暗褐色土 の １層 のみで、炭化物粒 を混入 す る。人為堆積 か 自然堆積 か は不 明であ

る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（成田　　悟）

－ ２２１ －



第３２４号土壙　　（第２４１図）

［位置］　 ＺＹ―５０・５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３１０号住居跡 、第３５６号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平 面形は、不整形 を呈す る。規模 は、長軸８８ｃｍ、短 軸７０ｃｍ、深 さは１０～１５ｃｍ

である。壁 は、緩やか に立ち上が り、底 面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、炭化物粒 を含んでい る。 自然堆積 か人為

堆積か は、不 明である。

［出土遺物］　 覆土 か ら土器が 出土 している。

（中嶋　友文）

第３２５号土壙　　（第２４２図）

［位置］　 ＺＸ―５２グ リッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、東側 が膨 らむ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸９５ｃｍ、短軸

８５ｃｍで、深 さは５８～６５ｃｍである。断面形は、内部に広 が るフラス コ状 を呈 し、底面 は、やや起

伏が多い。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 を含 んでいる。 自

然堆積か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（中嶋　友文）

第３２６号土壙　　（第２４２図）

［位置］　 ＺＷ ―５５グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第３２７号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸６６ｃｍ、短軸６０ｃｍで、

深 さは１２ｃｍ前後であ る。壁 は、緩 やかに立上が り、底面は、ナベ底状 を呈する。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。褐色 土 を基 調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでい る。 自然

堆積か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（中嶋　友文）

－２２２ －



第３２７号 土壙　　（第２４２図）

［位置］　 ＺＫ―４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３１２号住居跡 ・第３２６号 土壙 と重複す る。新旧 関係 は、本土壙が第３１２号住居跡 よ

り新 しく、第３２６号土壙 よ り古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長軸 １２３ｃｍ、短軸１２０ｃｍ、

深 さは６２～６７ｃｍである。断面形 は、フラスコ状 を呈 し、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。褐色 土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３２８号土壙　　（第２４２図）

［位置］　 ＺＷ ―５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、東西に膨 らむ円形 を呈す る。規模 は、長軸１４０ｃｍ、短 軸１２３ｃｍで、

深 さは２６～５５ｃｍである。壁 は、南北 がほぼ垂 直で、東西 がやや急 に立 ち上がる。底面 は、ほぼ

平坦であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化 物粒 を含んでいる。 自然

堆積か人為堆積か は、不明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３２９号 土壙　　（第２４３図）

［位置］　 Ａ ・Ｂ―４６グ リッドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸 １３６ｃｍ・短軸１２４ｃｍ、壙底部長軸

８４ｃｍ・短軸６２ｃｍで、深 さは４７ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて若干緩 やかに立 ち上が

る。底面 は、ほぼ平坦 であるが東側 に緩傾斜 する。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積か は不 明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（成田　　悟）

－ ２２３ －



第３３０号土壙　　（第２４３図）

［位置］　 ＺＸ―５３グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整形 を呈 する。規模 は、長軸 １４０ｃｍ、短軸１２０ｃｍ、深 さは３４～

４６ｃｍであ る。壁 は、南側 が内部 に広 がるが、その他 は、ほぼ垂 直に立 ち上 がる。底面 はほぼ平

坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３３１号土壙　　（第２４３図）

［位置］　 ＺＸ― ５３グリッ ドに位置 する。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、南北 に膨 らむ楕円形 を呈 す る。規模 は、開口部で長軸１３０ｃｍ、

短軸１０５ｃｍ、深 さは４５～６０ｃｍであ る。断面形 は、南側 を除 いて、ほぼフラスコ状 を呈 して いる。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積か人為堆積 かは、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３３２号 土壙　　（第２４４図）

［位置］　 ＺＹ―５４・５５グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 認 められ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸１３０ｃｍ、短軸 １２０ｃｍで、深 さは

１５～４２ｃｍである。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、 やや起伏が認め られる。

［堆積 土］　 ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ロー ム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 南側で ピ ッ トと切 り合 っているが、本土壙 に伴 うもの とは考 え られない。

（中嶋　友文）
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第３３３号土壙　　（第２４４図）

［位 置］　 ＺＶ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、不整形 を呈 してい る。規模 は、開口部 で長軸１１５ｃｍ、短軸１００ｃｍ、

深 さは５２～６０ｃｍである。断面形 は、フ ラス コ状 で、内部が広 が ってい る。底面 は、ほぼ平坦 で

あ る。

［堆積 土］　 ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ロー ム粒 ・炭化 物粒 を含んでい る。 自然

堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３３４号土壙　　（第２４４図）

［位置］　 ＺＸ―５４グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長軸 １３８ｃｍ、短軸１３０ｃｍで、

深 さは７５～１０５ｃｍである。 断面形 は、 フ ラス コ状 で、 内部 が広 が って いる。底 面 は、やや起 伏

が見 られ るが、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ６層 に分層で きた。暗褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積か人為堆積 か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３３５号土壙　 　（第２４５図）

［位置］　 ＺＹ― ５３グ リッドに位置す る。

［重複］　 認 められなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸１１５ｃｍで、深 さは

５０～６０ｃｍで ある。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 覆土 と底面か ら土器が 出土 している。

［その他］　 西側 でピ ッ トと切 り合 っている。遺構 に伴 うもの とは考 え られない。 ピッ トの規

模 は、長軸 （１０５ｃｍ）、短軸 （８０ｃｍ）で 、深 さは４５～６０ｃｍである。底 面に焼 土が多量 に分布 して
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い る 。

（中嶋　友文）

第３３６号土壙　 　（第２４５図）

［位 置］　 ＺＶ―５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３１２号住居跡 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。規模 は、長軸 １３０ｃｍ、短軸８０ｃｍで、深 さは３０

～３５ｃｍである。壁 は、 やや急 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 形状か ら土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

第３３７号土壙　　（第２４５図）

［位 置］　 ＺＹ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３１０号住居跡 と重複 す る。本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸８０ｃｍ、短軸７３ｃｍで、深 さは３０ｃｍ

前後であ る。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］　 ６層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］　 覆土 か ら土器片 と礫が 出土 している。

（中嶋　友文）

第３３８号土壙　　（第２４６図）

［位置］　 ＺＹ―５１グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 第３１０号住居跡、第３３９号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が一番新 しい。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 （１１８）ｃｍ、短軸 （８５）ｃｍ、深

さは５５ｃｍ前後である。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 覆土 か ら土器 が出土 してい る。
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［その他］　 底面から赤色顔料を検出しており、土壙墓 と考えられる。

（中嶋　友文）

第３３９号土壙　　（第２４６図）

［位 置］　 ＺＹ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３１０号住居跡、第３３８号土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙 が一番古い。

［平面形 ・規模］　 平面形及 び規模 は、一部削平 されてい るため不明であ るが、残存部分 か ら、

深 さは４０ｃｍ前 後で、壁 はやや急 に立 ち上 が る。底 面 は、中央部か ら壁寄 りにか けて低 くな って

お り起伏 が少ない。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 む。 自然堆積

か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３４０号土壙　　（第２４６図）

［位 置］　 Ｂ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 で、規模 は、開口部 で長軸 １４８ｃｍ、短軸１４５ｃｍ、深 さは

８５～９５ｃｍである。断面形 は内部 が広が るフラスコ状 を呈 し、底 面は、ほぼ平坦である。

［堆積 土］　 １０層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 を含む。 自然堆積 か

人為堆積 かは、不明である。

［出土遺物］　 底面か ら土器 が出土 している。

（中嶋　友文）

第３４１号土壙　　（第２４７図）

［位置］　 Ｄ ・Ｅ―４４グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 第３０５号住居跡 と重複 し、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不 整楕円形 を呈 す る。 開口部 長軸１３３ｃｍ・短 軸 （１２０）、壙底部

長軸 １２７ｃｍ・短軸 （１２２）で 、深 さは１０２ｃｍである。北壁 は、重複 によ り確認 で きなか った。東

壁 は底面か ら開口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、 その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にか けて

内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］　 堆積 土 は、第３０５号住居跡 のカマ ド煙道部 と重複 してい る。 自然堆積か人為堆積
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かは不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 住居跡との新旧関係から、平安時代以前に構築された。

（成田　　悟）

第３４２号土壙　　（第２４７図）

［位置］　 ＺＶ―５４・５５グ リ ッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、長軸６３ｃｍ、短軸５９ｃｍで、深 さは１５

～２０ｃｍである
。壁 は、緩 やかに立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 覆土 か ら石器が 出土 している。

（中嶋　友文）

第３４３号土壙　　（第２４７図）

［位置］　 ＺＶ― ５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 （１２０）ｃｍ、短軸７５ｃｍで、深 さ

は２３～３７ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。黄褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３４４号土壙　　（第２４７図）

［位置］　 ＺＷ ・ＺＸ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られない。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、一部崩落 してい るため推定であるが、円形 を呈 する。規模 は、直

径 １１０ｃｍ前後 で、深 さは７０～７５ｃｍで ある。断面形 は内側 が広が るフ ラス コ状 を呈 し、底面 は、

やや起伏 があ り、 中央部が低 くなってい る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自然
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堆積か人為堆積かは、不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

（中嶋　友文）

第３４５号土壙　　（第２４８図）

［位置］　 ＺＸ― ５５グリ ッドに位置する。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸８０ｃｍ、短軸７５ｃｍ、深

さは６０～６５ｃｍであ る。断面形は、 フラス コ状 を呈 し、底面 は、やや起伏が認め られ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３４６号土壙　　（第２４９図）

［位置］　 ＺＷ ・ＺＸ―５５グ リ ッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈 している。規模 は、開口部 で長軸 １２５ｃｍ、短軸１０３ｃｍ、

深 さは５５～６７ｃｍであ る。断面形は、 フラス コ状で、内部が広が ってい る。底面 は、やや起 伏が

多い。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］　 覆土か ら石器が出土 している。

（中嶋　友文）

第３４７号土壙　　（第２４８図）

［位 置］　 ＺＶ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第８０１号土壙 ・第８０２号土壙 と重複す るが、木 の根 に よる攪乱 を受 けているため新旧

関係 は、不 明である。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、不整形 を呈 す る。規模 は、長軸 （１２５ｃｍ）、短軸 １１０ｃｍ、深 さは

１２０～１４５ｃｍ前後 であ る。壁は、北側 が垂直 に立 ち上が り、他 は、緩やか に立 ち上が る。底面は、

やや起伏が多 く、北側 に深 さ約１０ｃｍの楕 円形 の落ち込 みが見 られる。
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［堆積土］　 ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自

然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３４８号土壙　　（第２４９図）

［位置］　 ＺＵ ・ＺＶ―５３グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸７２ｃｍ、短軸６８ｃｍで、深 さは１２

～２２ｃｍである
。壁 は、南側が内側 に広が るが 、他 はほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 やや起伏

が見 られるが ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 を含 んで いる。 自然堆積か人為

堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３４９号土壙　　（第２４９図）

［位置］　 ＺＰ―５５・５６グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １２５ｃｍ、短軸７０ｃｍで、深 さは３６

～４２ｃｍである
。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人

為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 形状 か ら土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋　友文）

第３５０号土壙　　（第２５０図）

［位 置］　 ＺＴ―５５・５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形は、楕 円形 を呈 する。規模 は、長軸１３０ｃｍ、短軸６０ｃｍ、深 さは３８～５０ｃｍ

で ある。壁 は、西側が内側 に広 くなるが、他 はやや急 に立 ち上がる。底 面は、やや起伏 が見 ら

－ ２３０ －



れるが、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 形状 か ら土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

第３５１号 土壙 　　（第２５０図）

［位置］　 Ｅ―４６・４７グ リッドに位置す る。

［重複］　 第３０２号住居 跡 と重複 し、本 土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。開 口部長軸９３ｃｍ・短軸８０ｃｍ、壙底部長軸７８ｃｍ・

短軸６８ｃｍで、深 さは４０ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上が る。底面

は、 ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。明黄色 土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 住居跡 との重複か ら平安時代以前 に構築 された と考 え られる。

（成田　　悟）

第３５２号土壙　　（第２５０図）

［位置］　 Ｅ―４７グリ ッドに位 置する。

［重複］　 第３０２号住居跡 と重複 し、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、不整円形 を呈す る。開口部 長軸９０ｃｍ・短 軸８６ｃｍ、壙底部長軸８２ｃｍ・

短軸７５ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、起伏が あ り平坦で はない。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積 かは、不 明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 住居 跡 との重複 か ら平安 時代 以前 に構 築 された と考 えられ る。

（成田　 　悟）

－ ２３１ －



第３５４号土壙　　（第２５１図）

［位置］　 ＺＴ―５６グ リッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、東西 に長い楕 円形 を呈 し、規模 は、長軸１２０ｃｍ、短軸６３ｃｍ、深

さは６５ｃｍ前後であ る。壁はやや急に立ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。黄褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでい る。人

為堆積 と考え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 形状 か ら土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

第３５５号土壙　　（第２５１図）

［位置］　 ＺＷ ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 められなかった。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。規模 は、長 軸１１５ｃｍ、短軸５５ｃｍで、深 さは４５

～５５ｃｍである
。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が 出土 して いる。

（中嶋　友文）

第３５６号土壙　 　（第２５１図）

［位置］　 ＺＹ―５０・５１グリ ッドに位置す る。

［重複］　 第３１０号住居跡 、第３２４号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が一番古い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸７４ｃｍ、短 軸５５ｃｍ、深 さは１５～２０ｃｍ

である。壁 は、やや急に立ち上が り、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、炭化物粒 ・焼土粒 を含 んでい る。 １層上

面 に焼土が堆積 しているが、用 途に関 しては、不明であ る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器 が出土 している。

（中嶋　友文）

－ ２３２ －



第３５７号土壙　　（第２５１図）

［位置］　 ＺＱ―５０・５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ方形 を呈す る。規模 は、長 軸１４８ｃｍ、短軸１４０ｃｍで、深 さは

１７～３２ｃｍである。壁 は、緩 やかに立 ち上 が り、底面 は、やや起伏 が見 られ る。

［堆積 土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・焼 土粒 と多量の炭化物粒 を含

んでい る。底面及び壁面 が火熱 に より焼 けてい る。人為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 覆土か ら多量の炭化材 が出土 してお り、炭焼 窯 と考 えられ る。

（中嶋　友文）

第３５８号土壙　　（第２５２図）

［位置］　 ＺＳ―５５グリッドに位置する。

［重複］　 風倒木と重複する。新旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］　 平面形は、残存部分から楕円形 と考えられる。規模 は、不明である。壁は、

ほぼ垂直に立ち上が り、底面は、やや起伏が多い。

［堆積土］　 確認で きなかった。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面から赤色顔料を検出しており、土壙墓 と考えられる。

（中嶋　友文）

第３５９号土壙　　（第２５２図）

［位 置］　 ＺＮグ リッ ドに位置 する。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、北側 がやや膨 らむ楕 円形 を呈 し、開口部が北側 にかた よってい

る。規模 は、開口部で長軸１１０ｃｍ、短軸９６ｃｍで、深 さは９０～１１５ｃｍである。断面形は北側 を除い

て内部 に広が るフラス コ状 で、底面は、やや起伏 が認め られ るがほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

－ ２３３ －



第３６０号土壙　　（第２５３図）

［位置］　 ＺＭ ・ＺＮ―５１グリ ッ ドに位置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開口部で長軸 （１３０ｃｍ）、短軸１１５ｃｍ、

深 さは１２０～１４５ｃｍであ る。断面形 は、 フラス コ状 を呈 し、底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ７層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい るｏ

（中嶋　友文）

第３６１号土壙　 　（第２５３図）

［位置］　 ＺＫ― ５３・５４グ リッ ドに位 置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１４６ｃｍ、短軸７２ｃｍで、深 さは５５

～６０ｃｍであ る
。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏が見 られ るが ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 を含 んでいる。人

為堆積 と考え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

第３６２号土壙　　（第２５４図）

［位置］　 ＺＬ―５０・５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、 開口部 で長軸９０ｃｍ、短軸７５ｃｍで、

深 さは９５～１０８ｃｍである。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈 し、底面 は、やや起伏が多 い。

［堆積土］　 ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積か人為堆積 か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋　友文）

－ ２３４ －



第３６３号土壙　　（第２５４図）

［位置］　 ＺＭ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 第３８１号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、ほぼ 円形 を呈 す る。規模 は、開 口部で直径 １１０ｃｍ前後で、深 さ

は約５０ｃｍであ る。断面形は、内部 に広 がるフ ラス コ状 を呈 し、底面は、やや起伏 が多い。

［堆積土］　 ４層に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。 自然

堆積か人為堆積かは、不明である。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３６４号土壙　 　（第２５５図）

［位置］　 ＺＭ ―５１グ リッドに位置す る。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開 口部が北側 にかた よる円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸

９８ｃｍ、短軸９２ｃｍで、深 さは１００～１１０ｃｍであ る。断面形 は、内部 に広が るフラス コ状 を呈 し、底

面 は、 やや起伏が認め られ るが、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 ・小礫 を含 んでいる。

自然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土器が 出土 してい る。

（中嶋　友文）

第３６５号土壙　　（第２５５図）

［位置］　 ＺＬ―５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、北側 が張 り出す楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸９５ｃｍ、

深 さは６５～８０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、北側 の一部が張 り出 し、段状 にな ってい

る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

－ ２３５ －



第３６６号土壙　　（第２５６図）

［位 置］　 ＺＬ―５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸 １４５ｃｍ、短軸８５ｃｍ、深 さは３５～４０ｃｍ

であ る。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 形状 から土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋　友文）

第３６８号土壙　　（第２５６図）

［位置］　 ＺＭ―５２グリ ッドに位 置す る。

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、開 口部が北側 にかた よる円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸

７２ｃｍ、短軸６８ｃｍ、深 さは３０～５５ｃｍであ る。断面形 は、北側 の一部 を除いて フラス コ状 で、内部

が広が ってい る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自然

堆積 か人為堆積か は、不 明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（中嶋　友文）

第３６９号土壙　　（第２５７図）

［位置］　 ＺＭ―５１・５２グ リッ ドに位置 する。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕円形 を呈 す る。規模 は、長軸 １５０ｃｍ、短軸８０ｃｍで、深 さは７５

～８５ｃｍであ る
。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 で、中央部が壁際 よ りやや低

くなる。

［堆積土］　 ９層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでいる。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

－ ２３６－



（中嶋　友文）

第３７０号土壙　　（第２５７図）

［位置］　 ＺＬ―５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈 す る。規模 は、長軸１３０ｃｍ、短軸７５ｃｍで、深 さは５０

～７０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］　 ４層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化 物粒 を含んでいる。人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 底面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋　友文）

第３７１号土壙　　（第２５８図）

［位置］　 Ｄ―４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。開口部長軸 （１２５）ｃｍ・短軸 （１０８）ｃｍ、

壙底部長軸５１ｃｍ・短軸４８ｃｍで、深 さは３０ｃｍである。壁 は、底 面か ら開口部 にかけて緩 やかに立

ち上がる。底面は、起伏 が見 られる。

［堆積土］　 ５層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化 物粒 ・焼 土粒 を混入す る。 自然堆積

か人為堆積か は不明であるが、人為堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］　 １層か ら土器片が出土 した。

（成田　　悟）

第３７２号 土壙　 　（第２５８図）

［位置］　 Ｃ―４８グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸 １３５ｃｍ・短軸１２９ｃｍ、壙底部長軸

１６４ｃｍ・短軸１５５ｃｍで、深 さは１２５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら中程 にか けて内傾 して立 ち上が り、

開 口部 で広 がるフ ラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］　 １４層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。特 に第 ９層上面 に

は炭化 物粒 が厚 さ ２ｃｍ程で層 をな してい る。 自然堆積 か人為堆積 か は不明であ るが、人為堆積
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の可能性が高い。

［出土遺物］　 第１４層から土器片が出土 した。

（成田　　悟）

第３７３号土壙　　（第２５９図）

［位 置］　 Ａ ・Ｂ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１２２ｃｍ・短軸５４ｃｍ、壙底部長軸１０６ｃｍ・

短軸４３ｃｍで、深 さは３８ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ３層に分層で きた。褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 覆土か ら土 器片 が出土 した。

［その他］　 底 面の東寄 りか ら２５×２３ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考え られる。

（成田　　悟）

第３７５号土壙　　（第２５９図）

［位 置］　 Ｃ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 められなかった。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、円形 を呈 する。開口部長軸１２９ｃｍ・短軸１２８ｃｍ、壙底部長軸１３４ｃｍ・

短軸１２８ｃｍで、深 さは３０ｃｍであ る。西壁 ・北壁 は、底面か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上

が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底面

は、若干起伏が認め られ るが概 ね平坦であ る。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色 土 を基調 と しを炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積 かは不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

（成田　 　悟）

第３７６号土壙　　（第２５９図）

［位置］　 Ｂ―４９・５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］　 平面形 は、不 整楕円形 を呈 す る。開 口部長軸 １４６ｃｍ・短軸６３ｃｍ、壙底部長
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軸１２５ｃｍ・短軸５４ｃｍで、深 さは３ｏｃｍである。壁は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直に立ち上

がる。底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］　 ３層に分層できた。黄褐色土を基調とし炭化物粒を混入する。自然堆積か人為堆

積かは不明である。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 土壙形状などから、土壙墓の可能性が高い。

（成田　　悟）

第３７８号土壙　　（第２６０図）

［位置］　 ＺＬ―５２グ リッドに位置す るｏ

［重複］　 認め られ なか った。

［平面形 ・規 模］　 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １４０ｃｍ、短軸８０ｃｍで、深 さは４５

～５５ｃｍで ある
。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］　 ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 底面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）

第３７９号土壙　　（第２６０図）

［位置］　 ＺＬ―５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなかった。

［平面 形 ・規模］　 平面形 は、楕円形 を呈 す る。規模 は、長軸１５３ｃｍ、短 軸８５ｃｍで、深 さは７５

～８０ｃｍである
。壁 は、南壁が内側 にやや膨 らむが 、他 は、ほぼ垂 直に立 ち上 がる°底面 は、や

や起伏 がみ られるが 、ほぼ平坦 である。

［堆積土］　 ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなかった。

［その他］　 形状 か ら土壙墓 と考 え られる。

（中嶋　友文）
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第３８０号土壙　　（第２６０図）

［位置］　 Ｚ Ｌ―５２グリ ッドに位置する。

［重複］　 認め られなか った。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１４８ｃｍ、短軸８２ｃｍで、深 さは３５

～４０ｃｍであ る。壁 は、西壁がやや緩やかで、他 は、ほぼ垂直に立ち上が る。底面は、ほぼ平坦

である。

［堆積土］　 ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 形状か ら土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋　友文）

第３８１号土壙　 　（第２６１図）

［位置］　 ＺＭ― ５１グ リッドに位置す る。

［重複］　 第３６３号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］　 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １６５ｃｍ、短軸９５ｃｍで、深 さは８０

～１００ｃｍである
。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］　 ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］　 出土 しなか った。

［その他］　 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋　友文）

第３８２号土壙　　（第２６１図）

［位 置］　 ＺＮ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］　 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］　 平面形 は、東西 に長 い楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１４０ｃｍ、短軸１２５ｃｍ、

深 さは６０～８０ｃｍである。壁 は、南壁がや や内側 に広が るが、その他 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、

底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］　 ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい る。

自然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］　 出土 しなか った。
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（中嶋 友文）

第３８３号土壙 （第２６２図）

［位置］ ＺＮ―５０・５１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長軸１００ｃｍ、短軸９８ｃｍで、

深 さは５０～７５ｃｍである。断面形 は、フラスコの形状 を とり、底面 は、幾 らか起伏 はある ものの

平坦である。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・小礫 を含 んでいる。人為堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第３８４号 土壙 （第２６２図）

［位置］ ＺＭ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４４１号土壙 と重複 し、本土壙 が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸 １３６ｃｍ、短軸１３０ｃｍで、深 さは

６０～７０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、北側半分 が段状 に下 が るが、ほぼ平

坦であ る。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第３８５号土壙 （第２６３図）

［位 置］ ＺＭ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４５０号土壙 と重複 し、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、楕 円形 を呈 する。規模 は、長軸１５５ｃｍ、短軸 １２０ｃｍで、深 さは５５

～８０ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直に立ち上が り、西壁か ら北壁 にか けて内側 に若干入 り込 む。底

面 は、やや起伏が多い。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでいる。

人為堆積 と考 えられる。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第３８６号土壙 （第２６３図）

［位置］ ＢＣ―４９グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不 整楕円形 を呈 す る。 開口部 長軸１２２ｃｍ・短 軸９５ｃｍ、壙底部長

軸１５４ｃｍ・短軸１４７ｃｍで、深 さは７７ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が

るフ ラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆積

かは不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

第３８７号土壙 （第２６４図）

［位 置］ ＣＤ―４９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸 １１３ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部長軸９１ｃｍ・

短軸７７ｃｍで、深 さは４１ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ 褐色土 の １層 のみで、炭化 物粒 を混入す る。自然堆積 か人為堆積 かは不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第３８８号土壙 （第２６４図）

［位置］ ＺＫ―５１・５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸 １４２ｃｍ・短軸８８ｃｍ、壙底部 長

軸１１２ｃｍ・短軸６０ｃｍで、深 さは３９ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂 直に立 ち上

がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積か は不明であ る。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら、土壙墓の可能性が高 い。

（成 田 悟）

第３８９号土壙 （第２６４図）

［位置］ ＺＨ ・Ｚ Ｉ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸９５ｃｍ・短軸８７ｃｍ、壙底部長軸６７ｃｍ・

短軸６４ｃｍで 、深 さは４９ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

かは不明で ある。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が 出土 した。

（成 田 悟）

第３９０号土壙 （第２６５図）

［位置］ ＺＪ―５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１３５ｃｍ・短軸６１ｃｍ、壙底部長軸１２０ｃｍ・

短軸５１ｃｍで 、深 さは６３㎝で ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の東壁際か ら２９×２４ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第３９１号土壙 （第２６５図）

［位置］ ＺＬ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。 開口部長軸 １３３ｃｍ・短軸１１２ｃｍ、壙底部長

軸 １１３ｃｍ・短軸８８ｃｍで、深 さは３５ｃｍで ある。東壁 ・北壁 は、底 面か ら開口部 にか けて緩やか に
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立 ち上が り、その他 の壁 は、ほぼ垂 直 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆 積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基 調 と し炭化 物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為 堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第３９２号土壙 （第２６５図）

［位置］ Ｚ Ｊ―５２グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。開 口部長軸 ９５ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部 長軸

１０９ｃｍ・短軸９６ｃｍで、深 さは５５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が る

フラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。暗褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第３９３号土壙 （第２６６図）

［位置］ ＺＪ―５４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。 開口部長軸１２２ｃｍ・短軸１１４ｃｍ、壙底部長軸

１６２ｃｍ・短軸１５５ｃｍで、深 さは１１９ｃｍで ある。西壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上

が り、その他 の壁 は、底面か ら中程 にか けて内傾 し、 開口部 で広が るフラスコ状 を呈す る。底

面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。 にぶ い黄橙色土 を基調 とし炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。 自

然堆積 か人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第３９４号土壙 （第２６７図）

［位 置］ ＺＫ― ５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

－ ２４４ －



［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１１６ｃｍ・短軸６３ｃｍ、壙底部長軸１０７ｃｍ・

短軸４４ｃｍで、深 さは６４ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

かは不 明であるが 、人為堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら土壙基 の可 能性 が高い。

（成 田 悟 ）

第３９５号土壙 （第２６６図）

［位置］ Ｚ Ｉ・ＺＪ―５５グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１１４ｃｍ・短 軸７９ｃｍ、壙底部長軸１５８ｃｍ・

短軸 １５４ｃｍで、深 さは１２３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上がるフラス

コ状 を呈 する。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第３９６号土壙 （第２６７図）

［位置］ ＺＦ ・ＺＧ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、方形 を呈す る。開口部長軸１５０ｃｍ・短軸１１３ｃｍ、壙底部長軸１４３ｃｍ・

短軸１０６ｃｍで、深 さは１０ｃｍである。壁 は底面 か ら開 口部 にかけて、ほぼ垂直 に立 ち上 が る。底

面 は、ほぼ平担であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を多量 に混入す る。 自然堆積か人

為堆積か は不明で あるが、 自然堆積の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 比較 的に新 しい時期 に構築 された炭窯 と考 え られる。

（成 田 悟）

－ ２４５ －



第３９７号土壙 （第２６７図）

［位置］ ＺＫ ・ＺＬ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に長 い楕 円形 を呈す る。 開口部長軸２２７ｃｍ・短軸１００ｃｍ、壙

底部 長軸１８７ｃｍ・短軸５７ｃｍで、深 さは５０ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直 に

立 ち上が る。底面 は起伏が認め られ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆積

かは不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第３９８号土壙 （第２６８図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５６グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開口部長軸１６３ｃｍ・短軸９４ｃｍ、壙底部長軸１３０ｃｍ・

短軸６４ｃｍで、深 さは１１０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上 がる。底

面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。 にぶい黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 ・焼 土粒 を混入する。人

為堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 本土壙 の確認面 か ら６０×４１ｃｍの焼土 を検 出 した。本土壙 に伴 うか どうかは不 明で

あ る。また、土壙底面の南東壁寄 りか ら６５×４５ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考 えられる。

（成 田 悟）

第３９９号土壙 （第２６８図）

［位置］ ＺＪ―５２・５３グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部長軸 １３５ｃｍ・短軸６３ｃｍ、壙底部長軸 １００ｃｍ・

短軸４０ｃｍで 、深 さは７４ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

かは不明であ る。

－ ２４６ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 か ら土壙 墓の可能性 が高い。

（成 田 悟 ）

第４００号土壙 （第２６９図）

［位置］ ＹＧ―６０グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は、楕円形 を呈 す る。 開口部長軸 １５６ｃｍ・短軸１３１ｃｍ、壙底部 長軸

１１９ｃｍ・短軸６７ｃｍで、深 さは６９ｃｍで ある。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上 が り、開 口部が若

干広 がる。底面 の壁際 には、壁溝が全周す る。幅 は、１５～２１ｃｍで、深 さは ４～２４ｃｍである。 ま

た、壁溝 の中に ピッ トを ７個検 出 した。深 さは ２～ ９ｃｍである。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状 況か ら人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 覆土 か ら礫が １点 出土 した。

［その他］ 底面 の西壁 際か ら３４×２８ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考え られる。

（成田 悟）

第４０１号土壙 （第２６９・２７０図）

［位置］ ＺＦ ・ＺＧ―６０・６１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。 開 口部長軸２１３ｃｍ・短軸２１０ｃｍ、壙底部長軸２０３

ｃｍ・短軸１９６ｃｍで、深 さは１０９ｃｍであ る。壁 は、底面か ら中程 まで若干 内傾 して立 ちあが り、開

口部 で若干広が るフラスコ状 を呈す る。底面 はほぼ平坦で あるが 、底面 の東壁際 か ら深 さ２２ｃｍ

の ピッ トを １個検 出 した。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。 黄褐色 土 を基調 とし炭化物粒 ・焼土 を混入す る。 自然推積 か

人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第４０２号土壙 （第２７０図）

［位置］ ＺＧ―６０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

－ ２４７ －



［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１１８ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底 部長軸１００

ｃｍ・短軸６５ｃｍで、深 さは９０ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広

がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １０層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面中央部の南側 か ら３４×１５ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓 と考え られる。

（成田 悟 ）

第４０３号土壙 （第２７１図）

［位置］ ＺＧ ・ＺＨ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸 １５４ｃｍ・短軸１１４ｃｍ、壙底 部長軸

１３８ｃｍ・短軸１０４ｃｍで、深 さは６４ｃｍであ る。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開口部で若

干広 がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の西側か ら７４×４２ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（成 田 悟 ）

第４０４号土壙 （第２７１図）

［位置］ ＹＺ ・ＹＹ―５７グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。 開口部長軸 １５８ｃｍ・短軸 （１０３）、壙底部長軸１１４

ｃｍ・短軸８２ｃｍで、深 さは９８ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上が り、

開 口部が若干広 がる。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ １３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 などか ら、土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

－ ２４８ －



第４０５号土壙 （第２７２図）

［位 置］ ＹＺ―５７・５８に位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 す る。開 口部長 軸１２４ｃｍ・短 軸１１８ｃｍ、壙底 部長軸１１０ｃｍ

・短軸６９ｃｍで
、深 さは７７ｃｍである。壁 は、南北 の壁 はやや急に立ち上が り、東西の壁 は底面 か

ら開 口部にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 が広が る。底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ １０層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。人為堆積 と考 え ら

れる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面の東側 か ら２３×１０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考え られる。

（小舘 孝 浩）

第４０６号土壙 （第２７２図）

［位置］ ＹＺ―６０に位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈 する。開口部 長軸１４２ｃｍ・短軸８１ｃｍ、壙底部長軸１１４ｃｍ

・短軸５０ｃｍで、深 さは５５ｃｍである。壁 は、底 面か ら開口部にかけてほぼ垂直に立ち上が り、開

口部が若干広 がる。底 面は、平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入する。堆積状 況か ら人為堆

積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考え られる。

（小舘 孝 浩）

第４０７号土壙 （第２７３図）

［位置］ ＺＡ―５７・５８グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は楕 円形 を呈 する。開 口部長軸１４８ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部長軸１２７ｃｍ

・短軸６１ｃｍで、深 さは６８ｃｍである。壁 は、底 面か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立ち上が り、開

口部が若干広が る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ７層に分層で きた。褐 色土 を基調 と しローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考え られ る。

－ ２４９ －



［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 の東側 か ら４９×３１ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第４０８号土壙 （第２７３図）

［位置］ ＹＹ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。 開口部長軸 １４８ｃｍ・短軸９４ｃｍ、壙底部長軸１３０ｃｍ

・短軸７３ｃｍで、深 さは６４ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開

口部が若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 底面 か ら硬玉製勾玉 、石鏃 、ボ タン状石 製品が １点ずつ出土 した。

［その他］ 底面 の東側 か ら４４×１６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考 えられ る。

（小舘 孝 浩）

第４０９号土壙 （第２７４図）

［位置］ ＺＡ― ５９グ リ ッドに位置 す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸１５４ｃｍ・短軸７９ｃｍ、壙底部長軸１１８ｃｍ

・短軸５０ｃｍで、深 さは７６ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部 が若干広が る。底 面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状 況

か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の北東側か ら５８×４５ｃｍ、南西側か ら２７×２６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓

と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第４１０号土壙 （第２７４図〉

［位 置］ ＺＡ― ５９・６０グ リッドに位置す る。

［重 複］ 認 められなか った。

－ ２５０ －



［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開口部長 軸１５４ｃｍ・短軸１０１ｃｍ、壙底部長軸１３３ｃｍ

・短軸７６ｃｍで、深 さは４２ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部 が若干広が る。 ただ、西側 の壁 の一部 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が って

い る。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ロームブ ロ ックを混入 する。堆

積状況か ら人為堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 な どか ら、土壙 墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第４１１号 土壙 （第２７５図）

［位置］ Ｙ Ｚ ・ＺＡ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５６７号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸 １６７ｃｍ・短軸１５４ｃｍ、壙底部長軸

１５０ｃｍ・短軸 １３８ｃｍで、深 さは１０６ｃｍで ある。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上 が り、開 口部が

若干狭 まるフラス コ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ２０層 に分層 で きた。褐色及 び黄褐色 土 を基調 としローム ・炭化 物粒 を混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 底面か ら縄 文のみ施 文の粗 製土器が出土 した。

（成田 悟）

第４１２号 土壙 （第２７６図）

［位置］ ＺＡ ・Ｙ Ｚ―５５グ リッドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。 開口部長軸１２４ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底 部長軸１７４ｃｍ・

短軸 １５９ｃｍで、深 さは１０７ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が り、開 口

部が狭 まるフラス コ状 を呈 する。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ １０層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

－ ２５１ －



第４１３号土壙 （第２７７図）

［位 置］ ＺＡ ・ＹＺ―５４・５５グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。 開口部長軸１１７ｃｍ・短軸８６ｃｍ、壙底部長軸１４４ｃｍ・

短軸１１５ｃｍで、深 さは８４ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、 開口

部が狭 まるフ ラスコ状 を呈す る。 ただ、東側 の壁 は掘 り過 ぎのため開口部 の一部が確認で きな

か った。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第４１４号土壙 （第２７７図）

［位置］ ＺＡ―５７グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１２５ｃｍ・短軸７１ｃｍ、壙底部長軸１０１ｃｍ

・短軸５４ｃｍで
、深 さは５７ｃｍである。壁 は、底面 か らほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 で若干広が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入 する。第 ６層 まで

黄褐色土 と褐色土が交互 に堆積 されてお り、人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土器が 出土 した。

［その他］ 土壙 の形状 などか ら、土壙墓の可能性が高 い と考 え られる。

（成 田 悟）

第４１５号土壙 （第２７８図）

［位置］ ＺＫ ・ＺＬ―５３グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸８０ｃｍで、深 さは４０ｃｍ

前後で ある。壁は、ほぼ垂直に立ち上が り、底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面 か ら玉が 出土 した。

－ ２５２ －



［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４１６号土壙 （第２７８図）

［位置］ ＺＬ―５１・５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１３７ｃｍ、短軸７２ｃｍで 、深 さは１５７

～７８ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平坦である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・小礫 を含んでい る。人為堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋 友文）

第４１７号 土壙 （第２７９図）

［位置］ ＺＪ ・ＺＫ―５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東側の一部 が張 り出す楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １４０ｃｍ、

短軸１０５ｃｍ、深 さは６５～７５ｃｍであ る。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上 が り、西側 に段状 の張 り出 し部

分がみ られ る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、ロー ム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでいる。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４１８号土壙 （第２７９図）

［位置］ Ｚ Ｊ―５５・５６グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １６２ｃｍ、短軸９３ｃｍで、深 さは４０

～６５ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 人為堆積 と考 え られる。

－ ２５３ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４１９号土壙 （第２８０図）

［位 置］ ＺＫ―５６・５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。規模 は、長軸 （１００ｃｍ）、短軸 （８０ｃｍ）で、深 さ

は３２～４４ｃｍである。壁 は、急 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏 があ る。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４２０号土壙 （第２８０図）

［位置］ ＺＫ ・ＺＬ―５７・５８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ楕 円形 を呈 す る。規模 は、長軸１４５ｃｍ、短軸９５ｃｍで、深 さ

は７５～９０ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考え られ る。 １層 は、砂 質土で土壙墓のマ ウン ドと考 えられ る。

［出土遺物］ 墓標 と考 え られる礫 （Ｓ― １）が出土 してい る。

［その他］ 底 面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考え られ る。

（中嶋 友文）

第４２１号土壙 （第２８１図）

［位置］ ＺＬ―５５グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、西側 が膨 らむ楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１６５ｃｍ、短軸９５ｃｍで、

深 さは６３～８５ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂 直 に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人

－ ２５４ －



為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 底面か ら玉が 出土 して いる。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第４２２号土壙 （第２８１図）

［位 置］ Ｚ Ｊ―５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面 形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１５８ｃｍ、短 軸９０ｃｍで、深 さは５０

～６０ｃｍであ る
。壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上 が り、底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ ５層に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでいる。人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４２３号 土壙 （第２８２図）

［位置］ ＺＪ―５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈 す る。規模 は、長軸１３０ｃｍ、短軸 ７０ｃｍで、深 さは６２

～７５ｃｍである
。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 底面 か ら玉 が出土 している。

［その他］ 形状 か ら、土壙基 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第４２４号土壙 （第２８２・２８３図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５８グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第４２５号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １７２ｃｍ、短軸９０ｃｍで、深 さは３８

～６０ｃｍで ある。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、やや起伏が多 い。

－ ２５５ －



［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４２５号 土壙 （第２８２・２８３図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５８グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第４２４号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、開口部が北 に膨 らむ円形 を呈 す る。規模 は、開 口部で長軸１２０ｃｍ、

短軸 （９０ｃｍ）で、深 さは５５～８０ｃｍである。断面形は内部に広が るフラス コ状で、底面は、ほぼ

平坦で、南側 に深 さ１５ｃｍ程 の楕 円形 の落ち込 みが見 られる。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。 暗褐色 土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 を含 んでいる。 自

然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第４２６号土壙 （第２８３図）

［位 置］ ＺＨ ・Ｚ Ｉ―５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 する。規模 は、長軸 １５８ｃｍ、短軸９５ｃｍで、深 さは３０

～５５ｃｍである。壁 は、南壁 は内側 に広が るが、他 は、 やや急 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦

である。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人為

堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 底面か ら玉が出土 してい る。

［その他］ 底面か ら赤色 顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４２７号土壙 （第２８３図）

［位置］ ＺＬ―５６グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

－ ２５６－



［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１６３ｃｍ、短軸１０２ｃｍ、深 さは７５～

９０ｃｍである。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が り、北側 に段状 の張 り出 し部分 が見 られる。底面 は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 墓標 と考 え られる礫 （Ｓ― １） と、底 面か ら玉が出土 している。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙 墓 と考え られる。

（中嶋 友文）

第４２８号土壙 （第２８４図）

［位置］ ＺＪ―５８グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第８００号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈 し、規模 は、長軸 （１５０ｃｍ）、短軸９０ｃｍ、深 さは４０ｃｍ

前後で ある。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第４２９号土壙 （第２８５図）

［位 置］ ＺＰ―４８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１５５ｃｍ、短軸８３ｃｍ、深 さは９０～１１５ｃｍ

で ある。壁 は、 ほぼ垂直 に立ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。人為堆

積 と考 え られる。 １層 は、全体的 に盛 り上が って お り、土壙墓 のマ ウ ン ドと考 え られる。

［出土遺物］ 墓標 と考 えられ る礫 （Ｓ― １）が 出土 している。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

－ ２５７ －



第４３０号土壙 （第２８５図）

［位置］ ＺＨ―５６・５７グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸１４７ｃｍ・短軸８６ｃｍ、壙底部長軸 １０６ｃｍ

・短軸５９ｃｍで
、深 さは４１ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂 直に立 ち上が り、開 口部で若干広 が

る。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状 況か ら人為堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の東側か ら、６３×３７ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第４３１号土壙 （第２８６図）

［位置］ ＺＧ―５７・５８グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部 長軸１０５ｃｍ・短軸９８ｃｍ、壙底部長軸

９７ｃｍ・短軸９７ｃｍで、深 さは９４ｃｍである。東壁 は、底 面か ら開口部にかけてほぼ垂 直に立ち上 が

り、その他 の壁 は、底 面か ら開口部にかけて内傾 して立ち上が るフラス コ状 を呈す る。底面 は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。 自然堆積 か人為堆積

かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第４３２号土壙 （第２８６図）

［位置］ ＺＦ―５４グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 に若干長い方形 を呈す る。開 口部長軸１４９ｃｍ・短軸１３１ｃｍ、

壙底部長軸 １２０ｃｍ・短軸８６ｃｍで、深 さは３０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら緩 やか に立 ち上 が り、開

口部で若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状況 か ら自然

堆積 と考え られる。

－ ２５８ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 第 ５層 には、炭化物 を多量 に混入 してお り、形状 などか ら、炭窯 に使 われた と考

えられる。

（成 田 悟）

第４３３号土壙 （第２８７図）

［位置］ ＺＥ ・ＺＦ―５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、不 整楕 円形 を呈す る。 開口部 長軸１０９ｃｍ・短 軸８１ｃｍ、壙底部長

軸９６ｃｍ・短軸７０ｃｍで、深 さは２５ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が

るが柔 らか く軟弱 である。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。第 １層 は火山灰層 で第 ２層は炭化物 を多量に混入する。 自然

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第４３４号 土壙 （第２８７図）

［位置］ ＺＨ―５８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開口部長軸１３６ｃｍ・短軸１２４ｃｍ、壙底部長軸１１４ｃｍ

・短軸１１２ｃｍで、深 さは５２ｃｍであ る。西壁 は、底面か ら開口部 にかけて若干 内傾 して立 ち上が り、

その他 の壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 で若干広 が る。底 面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積か は不 明であ るが、 自然堆積 の可 能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第４３５号土壙 （第２８７・２８８図）

［位置］ ＺＨ― ５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４３９号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 （１４０） ・短軸 （１１０）、壙底部長

軸 （１３０） ・短軸８０ｃｍで、深 さは５３ｃｍで ある。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り、 開口部

－ ２５９ －



が若干広が る。底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入する。堆積状 況か ら人

為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片が 出土 した。

（成 田 悟）

第４３６号土壙 （第２８８図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５５グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸 １４４ｃｍ・短軸８４ｃｍ、壙底部長軸９０ｃｍ

・短軸６０ｃｍで
、深 さは８３ｃｍである。壁 は、底面 か らほぼ垂 直に立ち上 が り、開口部 が若干広 が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面か らヒス イの勾 玉が １点、覆土か ら土器片が ２点出土 した。

［その他］ 底面の東壁 際か ら４８×３９ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（成田 悟）

第４３７号土壙 （第２８９図）

［位 置］ ＺＧ― ５８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸 １４１ｃｍ・短軸９３ｃｍ、壙底 部長軸 １１９ｃｍ

・短軸６７ｃｍで
、深 さは５１ｃｍであ る。壁は、底面か らほぼ垂直 に立ち上が り、開 口部で若干広 が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 などか ら、土壙墓 の可能性が高 い と考 え られる。

（成 田 悟）

第４３８号土壙 （第２８９図）

［位置］ ＺＧ―５８グ リッ ドに位置 する。

－ ２６０ －



［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。開 口部長軸１４２ｃｍ・短軸 １３２ｃｍ、壙底部長軸

１０４ｃｍ・短軸 １０４ｃｍで、深 さは６９ｃｍであ る。壁 は、底面か ら若干緩やか に立 ち上が り、開 口部で

広が る。底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為

堆積 かは不 明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第４３９号土壙 （第２８７・２８８図）

［位置］ ＺＨ―５９グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第４３５号土壙 と重複 して お り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸１４１ｃｍ・短軸７７ｃｍ、壙底部長軸１２８ｃｍ

・短軸８０ｃｍで、深 さは７７ｃｍであ る。壁 は、底面か らほ ぼ垂直 に立 ち上が る。底面 はほぼ平坦で

ある。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片が 出土 した。

［その他］ 底面 か ら、３０×１２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 として使用 された と考 え られ

る。

（成田 悟）

第４４０号土壙 （第２９０図）

［位置］ Ｚ Ｉ・ＺＪ―５７グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１５０ｃｍ、短軸７６ｃｍ、深 さは３０～４０ｃｍ

である。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 形状 か ら土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

－ ２６１ －



第４４１号 土壙 （第２９０・２９１図）

［位置］ ＺＭ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３８４号土壙 ・第３８５号土壙 ・第４４２号 土壙 ・第４５０号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、

本土壙 より、第３８４号土壙 ・第３８５号土壙 ・第号４５０土壙が新 しく、第４４２号土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、残存 部分か ら円形 と考 えられ る。規模 は、開口部 で直径 １２０ｃｍで、

深 さは６０ｃｍ前後であ る。断面形 は内部 に広が るフラスコ状で、底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで い

る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４４２号土壙 （第２９０・２９１図）

［位置］ ＺＭ ・ＺＮ― ５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４４１号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本 土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、残存部分か らほぼ円形 と考 え られる。規模 は、開口部 の直径が

１２５ｃｍで、深 さは６５ｃｍ前後 であ る。断面形 は内部 に広 がる フラス コ状 で、底 面 は、 ほぼ平坦で

ある。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

自然堆積か人為堆積 かは、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第４４３号土壙 （第２９１図）

［位 置］ Ｚ Ｉ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められ なか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １０５ｃｍ、短軸 （８０ｃｍ）で、 深 さは

周溝 を除いて３０～４０ｃｍであ る。壁は、南側が内部 に広が るが、他 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。

底面 は、 ほぼ平坦で、壁寄 りに深 さ１２～１８ｃｍの周溝がみ られ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基 調 と し、炭化物粒 ・小礫 を含んでい る。人為 堆

積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

－ ２６２ －



（中嶋 友文）

第４４４号土壙 （第２９２図）

［位置］ Ｚ Ｉ・Ｚ Ｊ―５６・５７グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸７６ｃｍ、深 さは２５～４０ｃｍ

で ある。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 か ら土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋 友文）

第４４５号土壙 （第２９２図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５７グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１３０ｃｍ、短軸７８ｃｍ、深 さは３５～６０ｃｍ

であ る。壁 は、ほぼ垂直 に立ち上が り、底 面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色 土 を基調 と し、炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。人為堆積

と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 から土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４４７号土壙 （第２９３図）

［位 置］ ＺＰ―４９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 風倒 木 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、風倒木 に よって削平 されているため残存部分 か ら楕 円形 を呈す

ると考え られる。規模 は不 明である。底面 は、やや起伏 が多い。

［堆積土］ 残存部分 は、黄褐色 の砂 質土 で、小礫 を含 んでいる。 人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

－ ２６３ －



（中嶋 友文）

第４４８号土壙 （第２９３図）

［位置］ ＺＰ ・ＺＱ―４９・５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 風倒木 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、風倒 木に よって削平 されてい るため残存部分か ら楕円形 を呈す

る と考 えられ る。規模 は不 明である。底 面は、やや起伏が多い。

［堆積土］ 確 認で きなか った。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第４４９号土壙 （第２９３図）

［位置］ ＺＮ ・ＺＯ―４９・５０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈 す る。規模 は、長軸１２０ｃｍ、短 軸９２ｃｍで 、深 さは７５

～９０ｃｍである
。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上 がる。底面 は、やや起伏 が多い。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４５０号土壙 （第２９０・２９１図）

［位置］ ＺＭ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３８５号土壙 と第４４１号土壙 と重複す る。本土壙 は、いず れの土壙 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸 （１３０ｃｍ）、短軸 （７５ｃｍ）で、深

さは６５～８０ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

－ ２６４ －



（中嶋 友文）

第４５１号土壙 （第２９４図）

［位置］ ＺＫ―５８グリッ ドに位置 する。

［重複］ 風倒 木 と重複 す る。新 旧関係 は、本土 壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、風倒 木 と重複 してい るが、残存部分か ら楕円形 を呈す ると考 え

られる。規模 は不明であ る。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、やや起伏が多い。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでいる。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。

［その他］ 底面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４５２号土壙 （第２９４・２９５図）

［位 置］ ＺＱ―４６・４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４５３号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈 する。規模 は、直径約 １３０ｃｍ、深 さは１５～３０ｃｍであ る。

壁は、やや急 に立ち上がる。底面 は、やや起伏 が多い。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４５３号土壙 （第２９４・２９５図）

［位置］ ＺＱ―４６グ リッドに位置す る。

［重複］ 第４５２号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １１０ｃｍ、短軸 （９０ｃｍ）で、 深 さは

１５～２５ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

－ ２６５ －



第４５４号土壙 （第２９５図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５８グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、開口部が西 に膨 らむが 、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部で 、

長軸９０ｃｍ、短軸８０ｃｍで、深 さは５２～６７ｃｍであ る。断面形 は内部 に広 がるフ ラスコ状 で、底面 は、

ほぼ平坦で、南側 に深 さ１０ｃｍ程 の円形 の落ち込 みが見 られる。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自然

堆積 か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４５５号土壙 （第２９５・２９６図）

［位置］ ＺＱ―４７グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、ほぼ円形 を呈 す る。規模 は、直径約１４０ｃｍ、深 さは８５～１１５ｃｍで

ある。断面形は内部 に広 がるフ ラスコ状 で、底 面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 完形土器 １点 と土器片１０点 、礫が １点 出土 している。

（中嶋 友文）

第４５６号土壙 （第２９６図）

［位置］ ＺＪ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１６５ｃｍ、短軸８５ｃｍで、深 さは３５

～４０ｃｍで ある
。壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上 が り、底 面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。明黄褐色土 を基調 とし、小礫 を含 んでい る。人為堆積 と考 え

られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底 面か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

－ ２６６ －



第４５７号土壙 （第２９６図）

［位 置］ ＺＭ ・ＺＮ―４６グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、不整 円形 を呈す る。規模 は、長軸１０６ｃｍ、短軸７５ｃｍで 、深 さは

３５～６０ｃｍであ る。壁 は、急に立ち上が る。底 面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面 よ り玉が ２点出土 してい る。

［その他］ 底面 から赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第４５８号土壙 （第２９７図）

［位 置］ ＺＯ―４６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、ほぼ円形 で、開口部が東にかた よっている。規模 は、開口部 で

長軸１１８ｃｍ、短軸１１０ｃｍ、深 さは９０～１２５ｃｍであ る。 断面形 は、 フラスコ状 を呈 しているが、東

壁の一部が、上部に広がる。底 面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第４５９号土壙 （第２９７図）

［位置］ ＺＭ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、木の根 によって攪乱 されているため、残存 部分か ら楕 円形 を呈す

ると考え られ る。規模 は不 明で ある。底面 は、やや起伏 が認 め られるが平坦 である。

［堆積 土］ 残存部分 は、黄褐色 の砂 質土 で、炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。人為堆積 と考 え

られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 か ら土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋 友文）

－ ２６７ －



第４６０号土壙 （第２９８図）

［位置］ Ｙ Ｚ―５９グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、隅丸方形 を呈す る。規模 は、長軸１１０ｃｍ・短軸 １０５ｃｍで、深 さは

６０～７０ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自然

堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４６１号土壙 （第２９８図）

［位置］ ＹＺ―６０・６１グ リッ ドに位置 す る。

［重複］ 第６５２号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈 する。開口部 長軸 （９２ｃｍ） ・短軸 （６９ｃｍ）、壙底部長

軸 （７２ｃｍ） ・短軸 （６２ｃｍ）で 、深 さは４１ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂 直に

立 ち上が り、開口部が若干広が る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入する。 人為堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 底面か ら硬玉製勾玉 １点が 出土 した。

［その他］ 出土遺物か ら土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第４６２号土壙 （第２９８図）

［位 置］ ＹＹ ・Ｙ Ｚ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られ なか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸１２４ｃｍ・短軸８２ｃｍ、壙底部長軸１３４ｃｍ・

短軸７５ｃｍで 、深 さは７５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部 が若干広が る。西側の壁 が底 面か ら開口部にか けて若干内傾 して立ち上が ってい る。底面 は、

ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ７層に分層 で きた。明黄褐色土 を基調 と し、炭化物粒、ローム粒 を混入す る。人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

－ ２６８ －



［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第４６３号土壙 （第２９９図）

［位 置］ ＹＹ ・Ｙ Ｚ―６０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈 す る。開 口部 長軸１４０ｃｍ・短軸 （８７ｃｍ）、壙底部 長軸

１１５ｃｍ・短軸６６ｃｍで、深 さは４３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、

開口部 が若干広 がる。底面 は、凹凸が認 め られる。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と しローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第４６４号土壙 （第２９９図）

［位 置］ ＹＺ―６０グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 する。開口部長軸１０３ｃｍ・短軸８９ｃｍ、壙底部長軸１０２ｃｍ・

短軸８０ｃｍで、深 さは７２ｃｍである。壁 は、底 面か ら開口部にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口部

が若干狭 くなる フラスコ状 を呈す る。底 面は、若干起伏があ るが、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第４６５号土壙 （第３００図）

［位置］ ＹＺ― ６０グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部長軸１５８ｃｍ・短軸１４２ｃｍ、壙底部 長軸 １３４ｃｍ

・短軸１１５ｃｍで、深 さは７６ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けて ほぼ垂 直に立ち上が り、

開口部が若 干広 がる。北側 の壁 の一部 が底面 か ら開口部にかけて若干内傾 して立ち上が ってい

－ ２６９ －



る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。 にぶい黄橙色土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第４６６号土壙 （第３００図）

［位 置］ ＹＸ ・ＹＹ― ６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。 開口部長軸 １５８ｃｍ・短軸８３ｃｍ、壙底部長軸１４８ｃｍ

・短軸７６ｃｍで、深 さは４７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上 が り、開

口部が若干広が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況 から人為

堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の西側 か ら４２×４０ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第４６７号土壙 （第３０１図）

［位置］ ＹＹ―６０グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開 口部長軸１３６ｃｍ・短軸１０２ｃｍ、壙底 部長軸１２３ｃｍ

・短軸９５ｃｍで
、深 さは７０ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部が若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ロー ム粒 を混入す る。堆積状 況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第４６８号土壙 （第３０１図〉

［位置］ ＹＹ―６１グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第５０８号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

－ ２７０ －



［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸 （１４０ｃｍ）・短軸 １３４ｃｍ、壙底部長軸１１３ｃｍ

・短軸 １０７ｃｍで、深 さは６５ｃｍであ る。北側の壁 は、第５０８号土壙 と重複 してい るため壁 は確認 で

きないが、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてやや急 に立 ち上が り、開 口部が広が る。底

面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第４６９号土壙 （第３０２図）

［位置］ ＺＡ ・Ｙ Ｚ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５０７・５６５号土壙 と重複 してお り、本土壙 が最 も古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈 する。開口部長軸１４４ｃｍ、壙底部長軸１２１ｃｍで、短軸は

第５０７号 土壙 と重複 してい るため確認 で きなか った。深 さは８６ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口

部 にか けてほぼ垂直に立ち上が り、開 口部が若干広が る。西側の壁が底面か ら開 口部 にか けて

内傾 して立 ち上が ってい る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 底面の西側か ら礫が ２点、土器が １層 か ら出土 した。

［その他］ 底面 の西側か ら３０×２２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（小舘 孝 浩）

第４７０号土壙 （第３０２図）

［位 置］ ＺＨ―５７グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。開口部長軸 １１４ｃｍ・短軸６０ｃｍ、壙底部長軸１０４ｃｍ

・短軸５５ｃｍで、深 さは２３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が る。底

面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積 かは不明で あるが人為堆積の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙 の形状 などか ら土壙墓 の可能性 が高 い。

－ ２７１ －



（成 田 悟）

第４７１号土壙 （第３０２図）

［位置］ Ｚ Ｉ―５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部長軸１４０ｃｍ・短軸８４ｃｍ、壙底部長軸１２０ｃｍ

・短軸５５ｃｍで、深 さは１８ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて若干緩 やかに立 ち上が る。

底面は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら土壙墓の可能性が高 い。

（成 田 悟 ）

第４７２号土壙 （第３０３図）

［位置］ ＺＧ―６０グ リッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 する。開口部長軸１４３ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸 １２８ｃｍ

・短軸５９ｃｍで、深 さは６０ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部で若干広 が

る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。褐色土 を基 調 と し、炭化 物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 な どか ら、土壙墓 の可能が高い と考 えられ る。

（成田 悟）

第４７３号 土壙 （第３０３図）

［位置］ ＺＧ―５９・６０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸１４１ｃｍ・短軸 １０６ｃｍ、壙底 部長軸

１３０ｃｍ・短 軸９０ｃｍで、深 さは３４ｃｍで あ る。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部で若

干広が る。底 面は、ほぼ平坦 である。

－ ２７２ －



［堆積土］ ２層に分層で きた。黄褐 色土 を基調 と し、炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状な どか ら、土壙墓 と考 えらる。

（成 田 悟）

第４７４号土壙 （第３０４図）

［位置］ ＺＨ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。開 口部長軸１９５ｃｍ・短軸１５０ｃｍ、壙底部長軸

１６８ｃｍ・短軸１３８ｃｍで、深 さは１８８ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら中程 にか けて緩 く内傾 し開 口部 に

かけて広が るフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ １６層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為

堆積 かは不明で ある。

［出土遺物］ 本土壙の確認面 に、掘 り方 を有す る礫が存在す る。 また、覆土 か ら土器片が 出

土 した。

［その他］ 本土壙 の北西側 は大 き く突 出 してお り、他 の土壙 と重複 していた可 能性 も考 え ら

れる。

（成 田 悟）

第４７７号土壙 （第３０４図）

［位置］ ＺＧ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開口部長 軸９０ｃｍ・短軸６０ｃｍ、壙 底部 長軸７１ｃｍ

・短 軸４５ｃｍで、深 さは１５ｃｍである。壁 は、底面 か ら若干緩 やかに立 ち上が り、開口部が広が る。

底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の中央部東寄 りか ら１８×１３ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。小型 の土壙 墓 と考 え ら

れる。

（成田 悟）

－ ２７３ －



第４７８号土壙 （第３０４図）

［位置］ ＺＧ―５９グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。開口部長軸８７ｃｍ・短軸５５ｃｍ、壙底部長軸６７ｃｍ

・短軸４５ｃｍで、深 さは４０ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂 直 に立 ち上が り、開 口部で若干広 が

る。底面 は、 ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基 調 と し炭化 物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 な どか ら土 壙墓の可能が高い。

（成 田 悟 ）

第４７９号土壙 （第３０６図）

［位置］ ＺＧ― ６０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開口部長軸９９ｃｍ・短軸６５ｃｍ、壙底部長軸８９ｃｍ・

短軸 ５８ｃｍで、深 さは２４ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広がる。

底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の西側か ら３１×２３ｃｍの赤色顔料 と、東側 から僅 かな赤色顔料 を検 出 した。土

壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第４８０号土壙 （第３０６・３０７図）

［位置］ ＺＶ― ５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３１２号住居跡 、第４８２号 土壙 と重複 す る。新旧 関係 は、本土壙が第３１２号住居跡 よ

り古 く、第４８２号土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１４５ｃｍ、短軸６８ｃｍで 、深 さは３０ｃｍ

前後であ る。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ にぶい黄褐色土 の層 に、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人為堆積 と考 え られ

－ ２７４ －



る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面か ら赤色 顔料 を検出 してお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第４８１号土壙 （第３０６・３０７図）

［位置］ ＺＷ ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３１２号住居 跡、第４８２号 土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙が 第３１２号住居跡 よ

り古 く、第４８２号土壙 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 す る。規模 は、直径１２０ｃｍで、深 さは４０ｃｍ前後 で

あ る。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自然

堆積か人為堆積 か は、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４８２号土壙 （第３０６・３０７図）

［位置］ ＺＶ ・ＺＷ ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重 複］ 第３１２号住居 跡、第４８０号 土壙、第４８１号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 がい

ずれの遺構 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平面 形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、直径２１５ｃｍで、深 さは８５ｃｍ前 後で

あ る。壁 は、ほぼ垂直に立ち上がる。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １３層 に分層で きた。黄褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自

然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第４８４号土壙 （第３０７図）

［位置］ ＺＦ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規 模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部 長軸１８０ｃｍ・短 軸１１６ｃｍ、壙 底部長 軸

１３０ｃｍ・短軸５７ｃｍで、深 さは８９ｃｍで ある。南壁 は底面 か ら若干緩 やか に立 ち上 が り、その他 の

－ ２７５ －



壁 は、底面か らほぼ垂 直に立ち上 が る。底 面壁際 には全周す る壁溝が存在す る。幅 は１０～１５ｃｍ

で深 さは、 ５～１０ｃｍであ る。底 面は、若干起伏 が認め られ るが、概 ね平坦であ る。

［堆積土］ １１層 に分層 で きた。明黄褐 色土 を基 調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 覆土か ら礫 が ２個 出土 した。

［その他］ 底面西側 か ら５９×５６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考 えられ る。

（成 田 悟 ）

第４８５号土壙 （第３０８図）

［位置］ ＺＨ―５８・５９グ リッ ドに位置 す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸２２７ｃｍ・短軸 １１６ｃｍ、壙 底部長 軸

１１９ｃｍ・短軸９７ｃｍで、深 さは６６ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直 に立 ち上が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆積

かは不明であ るが、人為堆積 の可能性 が高 い。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片 が出土 した。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら土壙墓 の可 能性 が高い。

（成 田 悟）

第４８６号土壙 （第３０８図）

［位置］ ＺＨ―５９グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１３０ｃｍ・短軸７４ｃｍ、壙底部長軸１１６ｃｍ

・短軸５３ｃｍで
、深 さは２４ｃｍである。壁 は底面 か ら若干緩 やかに立ち上が る。底 面は、ほぼ平坦

であ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 か ら、土壙墓 の可能が高 い。

（成 田 悟）

－ ２７６－



第４８８号土壙 （第３０９図）

［位 置］ ＺＨ―５８グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面 形 ・規模］ 平面 形 は、楕 円形 を呈す る。 開口部長軸 １５０ｃｍ・短軸１０２ｃｍ、壙底 部長軸

１３０ｃｍ・短軸７８ｃｍで、深 さは７８ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が

る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。底面 は暗褐色土 を基調 と し、上面は黄褐色 土 を基調 とする。

全層 に炭化物粒 を混入す る。人為堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の南壁寄 りか ら９４×５３ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（成 田 悟）

第４８９号土壙 （第３０９図）

［位置］ ＺＧ―５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１４４ｃｍ・短軸８２ｃｍ、壙底部長軸１３３ｃｍ

・短軸６８ｃｍで、深 さは３６ｃｍである。壁 は、底面 か らほぼ垂 直に立ち上が り、開 口部が若干広 が

る。底面 は、若干起伏 が認 め られる。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状か ら、土壙墓の可能が高 い。

（成 田 悟）

第４９０号土壙 （第３０９図）

［位 置］ ＺＧ―６１グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長 軸１０７ｃｍ・短軸７５ｃｍ、壙底部長軸９３ｃｍ

・短軸５７ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、 開口部が若干広が

る。底面 は、若干起伏が認め られ る。

［堆積土］ ４層に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 えられ る。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面か ら４０×２７ｃｍと２６×２２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 の可 能性 が高 い。

（成 田 悟）

第４９１号土壙 （第３１０図）

［位置］ ＺＨ―５６・５７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸１６６ｃｍ・短軸８２ｃｍ、壙底部長軸 １４７ｃｍ

・短軸６４ｃｍで、深 さは４６ｃｍである。壁 は、底 面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆

積 かは不 明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状か ら、土壙墓の可能性が高 い。

（成 田 悟）

第４９２号土壙 （第３１０図）

［位置］ ＺＨ ・Ｚ Ｉ―５７グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 （１６１）ｃｍ・短軸 １０９ｃｍ、壙底部長

軸１４４ｃｍ・短軸８３ｃｍで、深 さは４２ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けて ほぼ垂 直に立ち上

が る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。 自然堆積 か人為堆

積かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第４９３号土壙 （第３１１・３１２図）

［位置］ Ｚ Ｉ―６１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第５５４号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 重複 に より西壁 が検 出で きなか ったが、平 面形 は、楕円形 を呈す ると考 え

られる。 開口部長軸 （１５４ｃｍ） ・短軸１０３ｃｍ、壙底部長 軸 （１３８ｃｍ） ・短 軸９７ｃｍで、深 さは８２ｃｍ
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である。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とす る。 自然堆積 か人為堆積 かは不明で ある

が人為堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片が 出土 した。

［その他］ 土壙底面 の東寄 りか ら３１×２０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成田 悟）

第４９４号土壙 （第３１３図）

［位置］ ＺＨ―６１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第５１２号土壙 と重複 してお り、新 旧関係 は不 明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸 （１４６ｃｍ） ・短軸 （１１３ｃｍ）、

壙底部長軸７５ｃｍ・短軸５０ｃｍで、深 さは７８ｃｍで ある。南壁 ・東壁 だけの検 出で あるが、底面か ら

開口部 にかけて若干緩 やかに立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。 明黄褐色土 を基調 とす る。 自然堆積 か人為堆積 かは不明で あ

る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第４９５号土壙 （第３１３図）

［位置］ ＺＡ―４９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。開口部長軸 １９０ｃｍ・短軸１５１ｃｍ、壙底部長軸

１５５ｃｍ・短軸 １５４ｃｍで、深 さは１４０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら中程 にか けて若 干内傾 して立 ち上

が り、開 口部が若干広 がるフラスコ状 を呈 する。底 面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １３層に分層 で きた。黒褐色 土 と暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入する。 自然堆

積か人為堆積かは不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第４９６号 土壙 （第３１４図）

［位置］ ＺＡ― ５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 に長 い方形 を呈 する。開口部長軸１５５ｃｍ・短軸１０３ｃｍ、壙底

部 長軸１２４ｃｍ・短 軸９０ｃｍで、深 さは２４ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら緩 やかに立 ち上が り、開口部

が若干広 がる。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状 況か ら自然

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 第 ２層 には、炭化物 を多量 に混入 してお り、形状 な どか ら、炭窯 に使 われた と考

え られる。

（成 田 悟）

第４９７号土壙 （第３１４図）

［位置］ ＹＺ―４６グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１８８ｃｍ・短軸 １８０ｃｍ、壙底部長軸２０５ｃｍ

・短軸１９８ｃｍで
、深 さは１６３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が る

フラス コ状 を呈す る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １３層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か不明瞭であるが、人為堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第４９８号土壙 （第３１５図）

［位置］ ＺＢ―４１グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規 模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開口部長軸 １５２ｃｍ・短軸 １２８ｃｍ、壙底 部長 軸

１２３ｃｍ・短軸１１８ｃｍで、深 さは４８ｃｍであ る。北壁 は、底面か ら開 口部 にか けて緩 く立 ち上が るが、

その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黒褐色土 と褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。 自然堆積

か人為堆積 かは不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

－ ２８０－



第４９９号土壙 （第３１５図）

［位置］ Ｙ Ｚ ・ＺＡ―４６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。開口部長 軸１５４ｃｍ・短軸１３８ｃｍ、壙底部長

軸１３０ｃｍ・短軸１００ｃｍで、深 さは９０ｃｍである。西壁 は、底面か ら中程に若干内傾するが、その他

の壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平 坦であ る。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第５０３号土壙 （第３１６図）

［位置］ ＹＸ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部 長軸 １８３ｃｍ・短軸９０ｃｍ、壙底部長軸１７９ｃｍ・

短軸９７ｃｍで、深 さは５４ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上 が り、開口

部 が広 がる。東側 の壁 の一部が底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が る。底 面は、ほぼ平

坦である。

［堆積 土］ ６層 に分層 で きた。明黄褐色土 を基 調 と してい る。堆積 状況か ら人為堆積 と考 え

られ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 した。

（小舘 孝浩）

第５０５号土壙 （第３１６図）

［位置］ ＹＸ ・ＹＹ―５９・６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部長軸 １００ｃｍ・短軸６８ｃｍ、壙底部長軸８６ｃｍ・

短軸８０ｃｍで、深 さは６０ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部にかけて内傾 して立ち上が り、開口部

が若干狭 まるフラスコ状 を呈す る。北側 の壁 の一部が底面か ら開口部にかけてやや急に立ち上

が っている。底 面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化 物粒、 ロー ム粒 を混入す る。堆積状 況

か ら人為堆積 と考 え られる。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第５０６号土壙 （第３１６図）

［位置］ ＹＸ―６１・６２グリッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開口部 長軸 １５４ｃｍ・短軸８９ｃｍ、壙底部長軸１５４ｃｍ・

短軸８１ｃｍで、深 さは５７ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口

部が若干広 がる。底面 は、凹凸が認 め られる。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混 入する。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 の可能性 が高 い と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第５０７号土壙 （第３０２図）

［位 置］ ＹＺ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４６９号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸１４８ｃｍ・短軸９０ｃｍ、壙底部長軸１５２ｃｍ・

短軸８８ｃｍで、深 さは５６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広 がる。西側の壁が底面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が ってい る。底面は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ 確認で きなか った。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の西側か ら７０×５０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（小舘 孝浩）

第５０８号土壙 （第３１７図）

［位置］ ＹＹ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 第４６８号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面 形 ・規模］ 平面 形 は楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸１３２ｃｍ・短軸 （７４ｃｍ）、壙底 部長 軸

１１７ｃｍ・短軸 （５７ｃｍ）で、深 さは５７ｃｍで ある。南側 の壁 は、第４０８号 土壙 と重複 しているため確
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認 で きないが 、壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開 口部が若干広がる。

西側 の壁 が底面 か ら開口部 にかけて若干 内傾 して立ち上が ってい る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ 確認 で きなかった。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙 墓の可能性 が高い と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第５１０号土壙 （第３１７図）

［位置］ Ｚ Ｉ―６１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、ほぼ円形 を呈 し、規模 は、長軸９５ｃｍ、短軸９０ｃｍ、深 さは２０～４０ｃｍ

で ある。壁 はやや急 に立 ち上が り、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋 友文）

第５１１号土壙 （第３１７図）

［位 置］ Ｚ Ｊ ・ＺＫ―６０・６１グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 にやや長い楕 円形 と考 えられる。規模 は、長軸２８５ｃｍ、短

軸 （２１５ｃｍ）で、深 さは３５～６５ｃｍで ある。壁 は、緩 やか に立ち上が り、底面 は、やや起伏が多い。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、小礫 を含 んで いる。 自然堆積か人為堆積

か は、不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器 と石器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第５１２号土壙 （第３１２・３１３図）

［位置］ ＺＧ ・ＺＨ― ６１グリ ッ ドに位置す る。

［重複］ 第４９４号土壙 と重複 してお り、新 旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈 す る。開口部長軸２０５ｃｍ・短軸２０６ｃｍ、壙底部長軸１８８ｃｍ・
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短軸１７１ｃｍで、深 さは１０２ｃｍである。壁は、南側の壁が重複で確認で きないが、底面か ら開 口部

にか けてやや急に立ち上が り、開口部 が広が る。若干起伏があ るが、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。明黄褐色 土 を基 調 と してい る。堆積状況か ら人為堆積か 自然

堆積か は不明である。

［出土遺物］ 土器 が覆土 中か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第５１３号土壙 （第３１８図）

［位 置］ ＺＬ―４４・４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開 口部で長軸１１３ｃｍ、短 軸１０２ｃｍで、

深 さは９５～１１５ｃｍである。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈 し、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５１４号土壙 （第３１８図）

［位置］ ＺＯ ・Ｚ Ｐ―４７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、短軸がやや広 が る楕円形 を呈す る。規模 は、長軸１３５ｃｍ、短軸１０３ｃｍ、

深 さは７５～９０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上が る。底 面 は、やや起 伏が認め られ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 覆土 か ら石器が 出土 している。

［その他］ 底面 か ら赤色顔料 を検 出 してお り、土壙墓 と考 え られ る。

（中嶋 友文）

第５１５号土壙 （第３１９図）

［位 置］ ＺＬ―５０・５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。 規模 は、長軸 １１７ｃｍ、短軸６６ｃｍで、深 さは３０
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～４８ｃｍで ある。壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏 が多い。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第５１６号土壙 （第３１９図）

［位置］ ＺＬ―５２グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸 １３０ｃｍ、短軸７０ｃｍ、深 さは４０～５５ｃｍ

である。壁 は、西壁が 内部 にやや入 り込 むが 、その他 は、やや急 に立ち上が る。底 面 は、ほぼ

平坦 である。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し、 を炭化物粒 ・小礫含 んでい る。人為堆

積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状か ら土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第５１７号土壙 （第３１９図）

［位 置］ ＺＬ ・ＺＭ―４７グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面 形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部 で直径約１２５ｃｍ、深 さは５５

～９０ｃｍであ る。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自

然堆積か人為堆積か は、不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第５１８号土壙 （第３２０図）

［位置］ ＺＬ―４６・４７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形で、開 口部が東 にか たよった楕 円形 を呈す る。規模は、
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開口部 で長軸 （１００ｃｍ）、短軸７５ｃｍ、深 さは１１５～１３５ｃｍである。 断面形 は フラス コ状 を呈 し、底

面は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 む。人為堆積

と考 え られる。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第５１９号土壙 （第３２０図）

［位置］ ＺＬ ・ＺＭ― ４４グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 で開口部 が東側 にかた よっている。規模 は開口部 で長

軸１１６ｃｍ、短軸１１１ｃｍで、深 さは９０～１１５ｃｍであ る。壁 は、西側 が若干 内部 が広が って いるが、

東側 は、急 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏が見 られるが 、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで い

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２０号土壙 （第３２１図）

［位置］ ＺＪ ・ＺＫ― ４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、 開口部が やや南 にかたよる円形 を呈す る。規模 は開口部 で直径

１３５ｃｍで、深 さは１０５～１３５ｃｍ前 後であ る。断面 形 は内部 に広 が るフラス コ状 で、底面 は、 ほぼ

平坦 である。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明であ る。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第５２１号土壙 （第３２１・３２２図）

［位置］ ＺＫ― ４６・４７グ リッドに位置す る。

［重複］ 第５９４号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

－ ２８６ －



［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸２１０ｃｍ、短軸２０５ｃｍで、深 さは

５５～１２５ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、やや起伏 が多い。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と し、炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。人為堆

積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２２号 土壙 （第３２２図）

［位置］ ＺＯ― ４７・４８グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部 で長軸１７７ｃｍ、短軸１６５ｃｍで、

深 さは１０５～１３０ｃｍであ る。壁 は、北西側がやや内部 に広が るが、他 は、 やや急 に立 ち上が る。

底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２３号 土壙 （第３２３図）

［位置］ ＺＬ―４５・４６グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、開 口部がやや東 にかたよる円形 を呈す る。規模 は、開 口部で直

径 １１５ｃｍで、深 さは１２０～１４５ｃｍ前後で ある。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、 ほ

ぼ平坦で ある。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２４号 土壙 （第３２３図）

［位置］ ＺＮ― ５０グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。
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［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１３７ｃｍ、短軸６５ｃｍで、深 さは６５

～７０ｃｍである。壁 は、南側が 内部 に広が るが 、他 は、ほぼ垂 直に立 ち上 がる。底面 は、ほぼ平

坦である。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状か ら土壙墓 と考え られ る。

（中嶋 友文）

第５２５号土壙 （第３２４図）

［位 置］ ＺＪ―４６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整形 を呈す る。規模 は、長軸１２０ｃｍ、短軸１０５ｃｍ、深 さは９０～

１２０ｃｍである。断面形 は内部 に広が るフラスコ状 で、底 面は、やや起伏 が認め られる。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２６号土壙 （第３２４図）

［位 置］ ＺＰ―４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、開口部 が、やや東側 に広 がる円形 と呈 する。規模 は、開口部 で、

直径 １２０ｃｍ、深 さは７５～１０５ｃｍである。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 はやや起伏 が

認 められ る。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。

自然堆積 か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が 出土 して いる。

（中嶋 友文）

第５２７号土壙 （第３２５図）

［位置］ Ｚ Ｊ―４５・４６グ リッ ドに位置 する。
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［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、開口部 が東 にかた よる円形 と呈す ると考 えられ る。規模は、開

口部で、直径 １３０ｃｍ、深 さは７５～１０５ｃｍであ る。断面形 は東側がやや垂直 に立 ち上が るが、内部

に広が るフラス コ状 を呈 する と考 え られる。底 面 は、やや起伏 が認め られ る。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 か は、不 明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら石 器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第５２８号土壙 （第３２５図）

［位置］ ＺＪ―４７・４８グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長軸１２２ｃｍ、短軸１１５ｃｍで、

深 さは１２５～１６０ｃｍであ る。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈 し、底面 は、 ほぼ平坦であ

る。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黒褐 色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５２９号 土壙 （第３２６図）

［位置］ ＺＫ― ４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で長 軸７８ｃｍ、短軸ｃｍ７３で、

深 さは１１０～１２５ｃｍである。 断面形 は、フラスコ状 を呈 し、底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第５３０号 土壙 （第３２６図）

［位置］ ＺＪ―４５グ リッ ドに位置す る。
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［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東側がややふ くらむ円形 を呈す る。規模 は、長軸１６０ｃｍ、短軸１５５ｃｍ

で 、深 さは５５～８５ｃｍであ る。壁 は、西側が若干内部 に広が るが、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、やや起伏が多い。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第５３１号土壙 （第３２７図）

［位置］ ＺＬ―４８・４９グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸９６ｃｍ、短 軸７５ｃｍ、深 さは７５～９０ｃｍ

であ る。断面形 は、 フラス コ状 を呈 し、底 面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化 物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第５３２号土壙 （第３２７図）

［位置］ Ｚ Ｌ ・ＺＭ― ４６・４７グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南側 が膨 らむ楕 円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸９８ｃｍ、短

軸８６ｃｍで、深 さは８０～１１０ｃｍで ある。断面形 は、フ ラス コ状 を呈 して いる。底面 はやや起伏 が

認め られるが、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積か は、不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５３３号土壙 （第３２８図）

［位 置］ ＺＬ―４３・４４グ リッ ドに位置 する。

－ ２９０ －



［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 している。規模 は、開口部で長軸１４８ｃｍ、短軸１４５ｃｍ

で、深 さは１２０～１４０ｃｍであ る。断面形は、 フラス コ状で、内部が広が ってい る。底面 は、ほぼ

平坦であ る。

［堆積土］ １３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５３４号土壙 （第３２９図）

［位置］ ＺＫ―４４グリ ッドに位 置する。

［重複］ 第５７８号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 と呈す る。規模 は、開口部で、直径１２５ｃｍ、深 さは１００

～１３０ｃｍであ る
。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、やや起伏が認め られる。

［堆積土］ １３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。

自然堆積 か人為堆積 かは、不明で ある。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第５３５号土壙 （第３３０図）

［位置］ ＺＫ―４４グ リッドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、北側 が膨 らむ円形 を呈す る。規模 は、開 口部 で長 軸１１６ｃｍ、短

軸１１０ｃｍで、深 さは７５～１１０ｃｍで ある。断面形 は、内部 に広 がる フラスコ状 を呈 し、底面 は、や

や起伏 が多い。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化 物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５３６号土壙 （第３３０図）

［位置］ ＺＢ―５１グ リッ ドに位置す る。

－ ２９１ －



［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸１５５ｃｍ・短軸 １５１ｃｍ、壙底部 長軸 １４８ｃｍ・

短軸１３０ｃｍで 、深 さは１０５ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部が若干広が る。ただ、西側の壁 の一部が底面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が っ

てい る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。暗褐 色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第５３７号土壙 （第３３１図）

［位 置］ ＺＡ ・ＺＢ―４７・４８グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸１０３ｃｍ・短軸１００ｃｍ、壙底部長軸１２５ｃｍ・

短軸１２５ｃｍで、深 さは１０８ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が り、開口

部が挟 まるフラスコ状 を呈す る。南側 の壁 の一部 が底 面か ら開口部にかけてほぼ垂直に立ち上

が っている。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 としている。堆積状 況か ら人為堆積 と考え られ

る。

［出土遺物］ 土器が １層 と６層 か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第５３８号土壙 （第３３１図）

［位 置］ ＺＡ―５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。 開口部長軸 １３８ｃｍ・短軸１２４ｃｍ、壙底部長

軸１４１ｃｍ・短軸１３１ｃｍで、深 さは８１ｃｍであ る。北壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち

上がるが 、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にかけて内傾 して立 ち上 がるフラスコ状 を呈す る。

底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か自然堆

積 かは不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

－ ２９２ －



（成田 悟）

第５３９号土壙 （第３３２図）

［位置］ ＹＹ― ５１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は、楕円形 を呈す る。開 口部長軸 １４３ｃｍ・短軸１２９ｃｍ、壙底部 長軸

１３３ｃｍ・短軸１２４ｃｍで、深 さは７１ｃｍで ある。西壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が

り、その他 の壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。人為堆積 か 自然堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第５４０号土壙 （第３３２図）

［位置］ ＹＹ―５０・５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開口部 長軸１４４ｃｍ・短軸１３３ｃｍ、壙底部長軸１４４ｃｍ・

短軸１４２ｃｍで、深 さは１５６ｃｍであ る。東壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上 がるが、その他の壁 は、

底面か ら開 口部 にかけて若干内傾 して立ち上が り、 フラス コ状 を呈す る。底面は、ほぼ平坦 で

ある。

［堆積土］ １３層 に分層で きた。黒褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積 かは不 明である。

［出土遺物］ 底面 か ら土器の底部 と礫が 出土 した。

（成 田 悟）

第５４１号土壙 （第３３３図）

［位置］ ＹＺ― ５２グ リ ッドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１３２ｃｍ・短軸１２０ｃｍ、壙底部長軸１２２ｃｍ・

短軸８７ｃｍで、深 さは６２ｃｍであ る。西壁 は、底面 か ら開口部 にかけて、若干 内傾 して立 ち上が り、

その他の壁 は、 ほぼ垂直に立ち上が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

－ ２９３ －



積か は不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第５４２号土壙 （第３３３図）

［位置］ ＺＢ―４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１２９ｃｍ・短軸 （１２５）ｃｍ、壙底部長軸

（１２５）ｃｍ・短軸１２０ｃｍで、深 さは５２ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち

上 がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

第５４３号土壙 （第３３４図）

［位置］ ＺＣ―４７グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。開口部長軸１１７ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部長軸９４ｃｍ・

短軸８２ｃｍで、深 さは１８ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて、緩 やかに立 ち上が る。底面

は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為堆

積かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第５４４号土壙 （第３３４図）

［位置］ Ｙ Ｚ ・ＺＡ―５１・５２グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第５４５号土壙 と重複 してお り、新旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。 開口部長軸 （１９５ｃｍ） ・短軸１８２ｃｍ、壙底部

長軸１６９ｃｍ・短軸 （１５５ｃｍ） で、深 さは１３２ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら中程 にかけて若干内傾 し

て立 ち上が り、開口部で広が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

－ ２９４ －



［堆積土］ 重複 してい る第５４５号 土壙 と新 旧関係 を比較す るため に、同 じ面 で堆積 土 を精査

し、１７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆積か は不明で

あ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第５４５号土壙 （第３３４図）

［位置］ Ｙ Ｚ ・ＺＡ―５１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５４４号土壙 と重複 してお り、新 旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 円形 を呈す る。 開口部長軸 １５８ｃｍ・短軸 （１４５ｃｍ）、壙底部長軸

１４８ｃｍ・短軸 １４５ｃｍで、深 さは１２０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上

がる。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積 土］ 重複 している第５４４号土壙 と新旧 関係 を比較す るために、同 じ面で堆積土 を精査

し、１７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆積 かは不 明で

ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第５４６号土壙 （第３３５図）

［位 置］ ＹＹ―４６・４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開口部長軸 １２０ｃｍ・短軸１１１ｃｍ、壙底部 長軸

１４５ｃｍ・短軸 １４４ｃｍで、深 さは１５６ｃｍであ る。壁の立 ち上が りは、底面 か ら中程 にかけて若干 内

傾 し、開 口部 で広 がる フラス コ状 を呈 す る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ １０層 に分層 で きた。黒褐 色土 と黄褐 色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入す る。自然堆

積 か人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第５４７号土壙 （第３３６図）

［位置］ Ｙ Ｙ ・ＹＺ―４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

－ ２９５ －



［平面形 ・規模］ 平 面形 は、不整 円形 を呈 する。開口部 長軸 １５３ｃｍ・短軸１３６ｃｍ、壙底部 長軸

１７７ｃｍ・短軸 １７０ｃｍで、深 さは１８７ｃｍであ る。壁の立 ち上 が りは、底面 か ら中程 にか けて若干 内

傾 し、開口部 で広 がるフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ １０層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

かは不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第５４８号土壙 （第３３５図）

［位置］ ＹＹ ・ＹＺ―５３グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形は、不整 円形 を呈 する。開口部長軸１４５ｃｍ・短軸 （１１０）ｃｍ、壙底部

長軸１５４ｃｍ・短軸 １４２ｃｍで、深 さは７５ｃｍで ある。東壁 は、削平 されているため検 出で きなか った。

その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上 がるフ ラスコ状 を呈 する。底面 は、ほ

ぼ平坦である。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第５４９号土壙 （第３３６図）

［位置］ ＹＺ―４７グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開口部長軸 （７８）ｃｍ・短軸 （５９）ｃｍ、壙底部

長軸 １２４ｃｍ・短軸 １１３ｃｍで、深 さは１４０ｃｍであ る。壁の立 ち上 が りは、底面 か ら中程 にか けて内

傾 し、開 口部 で若干広が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層で きた。褐色土 と暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況

か ら自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

－２９６ －



第５５０号土壙 （第３３７図）

［位 置］ ＹＹ―４８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸 １３６ｃｍ・短軸１１９ｃｍ、壙底部長軸

１４１ｃｍ・短軸 １３３ｃｍで、深 さは１２９ｃｍで ある。壁の立 ち上 が りは、底面 か ら開 口部 にか けて若干

内傾 す るフラス コ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ ９層 に分層 で きた。 にぶ い黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。 自然堆積か

人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第５５１号土壙 （第３３７図）

［位置］ ＺＨ―６０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第４７６号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不 整形 を呈 す る。開 口部 長軸 （１３６ｃｍ） ・短軸１２０ｃｍ、壙底部長軸

（１２３ｃｍ） ・短軸９８ｃｍで、深 さは３０ｃｍであ る。壁 は、東壁が第４７６号土壙 と重複 してい るため確

認で きないが、その他 の壁 は底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広

が る。底面 は、凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。明黄褐色 土 を基調 と しローム ・ブロ ックを混入す る。堆積状

況 か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第５５３号土壙 （第３３８図）

［位置］ Ｚ Ｉ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸１１２ｃｍ、短軸６５ｃｍで、深 さは２０ｃｍ

前後 である。壁 は、南側が内部 に広が るが、他 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦

で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

－ ２９７ －



［その他］ 形状か ら土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第５５４号土壙 （第３１１・３１２図）

［位置］ Ｚ Ｉ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４９３・５７５号土壙 と重複 してお り、 いず れの土壙 よりも本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸２１２ｃｍ・短軸２０９ｃｍ、壙底部長軸２４１ｃｍ・

短軸２２３ｃｍで、深 さは１８５ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が り、開口

部 が挟 まるフラスコ状 を呈す る。北側の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が っ

ている。底面 は、 ほぼ平坦であ るが 、北側 の壁際 か ら深 さ１０ｃｍの ピッ トを １個検 出 した。

［堆積土］ １８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 として炭化物粒 、 ローム粒 ・焼土粒 を混入す

る。堆積状況 か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第５５５号土壙 （第３３８図）

［位 置］ ＺＤ ・ＺＥ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３４２号竪穴住居跡 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 す る。開 口部長 軸 （１４６ｃｍ） ・短軸 （１３７ｃｍ）、壙底部長

軸１２６ｃｍ・短軸 １２０ｃｍで、深 さは１０２ｃｍである。壁 は、西側 だ けが確認 で きた。西壁 は、底面 か

ら開 口部 にかけてやや急 に立 ち上が り、開口部が若干広 が ると思 われ る。底 面は、ほぼ平坦 で

あ る。

［堆積 土］ 第３４２号竪穴住居 と重複のため、１層 しか確認で きなかった。黄褐色土 で炭化物粒、

ローム粒 を混入 している。 人為 堆積 か 自然堆積 かは、確認 で きなか った。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小舘 孝浩）

第５５６号土壙 （第３３９図）

［位 置］ ＹＺ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部 長軸２０７ｃｍ・短軸２０５ｃｍ、壙底部長軸

２１５ｃｍ・短軸 １９２ｃｍで、深 さは１０１ｃｍで ある。壁の立 ち上 が りは、底面 か ら開 口部 にかけて若干

－ ２９８ －



内傾す るフラス コ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １４層 に分層で きた。黄褐色土 と暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆

積か人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 底面か ら１０×１０ｃｍで コの字形 を した炭化材 と土器が 覆土 中か ら出土 した。

（成 田 悟）

第５５８号土壙 （第３４０図）

［位置］ ＺＡ―５９・６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不正楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸１５１ｃｍ・短軸 １１４ｃｍ、壙底部長

軸１４５ｃｍ・短軸１０２ｃｍで、深 さは５５ｃｍであ る。西壁 は、底面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立

ち上が り、その他 の壁 は、ほぼ垂 直に立ち上が る。底面 には起伏が認め られ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。堆積状況

から人為堆積の可能性が高い。

［出土遺物］ 土器が覆土 中か ら出土 した。

（成 田 悟）

第５５９号土壙 （第３４０図）

［位置］ Ｙ Ｚ―５７・５８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部長軸 １２７ｃｍ・短軸８０ｃｍ、壙底部長軸７１ｃｍ・

短軸５８ｃｍで、深 さは６８ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部にかけてほぼ垂直に立ち上が る。底面

は、ほぼ平坦である。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。堆積状 況

か ら人為堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の東側か ら６０×３７ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（成 田 悟）

第５６０号土壙 （第３４０図）

［位置］ ＹＢ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

－ ２９９ －



［平面形 ・規模］ 平 面形 は、不整楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 １３１ｃｍ・短軸７７ｃｍ、壙 底部長

軸 １２０ｃｍ・短軸６９ｃｍで 、深 さは３８ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂直に立ち上

がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と してい る。堆積状況か ら人為堆積の可能性

が高 い。

［出土遺物］

［その他］ 底面の西側か ら５３×３３ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（成 田 悟）

第５６１号土壙 （第３４１図）

［位置］ ＹＹ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸１３５ｃｍ・短軸１１４ｃｍ、壙底部長

軸１２５ｃｍ・短軸９８ｃｍで、深 さは４３ｃｍで ある。南壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて若干緩やか に立

ち上が り、その他 の壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、炭化物粒の混入が認め られ る。堆積状況

か ら人為堆積 の可能性が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の西側か ら３３×３２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第５６２号土壙 （第３４１図）

［位置］ ＹＹ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸１２８ｃｍ・短軸７９ｃｍ、壙底部長軸９１ｃｍ・

短軸６２ｃｍで、深 さは６２ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けてや や急 に立 ち上が り、開 口部

が広が る。底面 は若干 の凹凸が認 め られ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 底面 か ら硬玉製勾玉が ２点 出土 した。

［その他］ ほぼ底面の全域か ら６６×４０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（小舘 孝浩）

－ ３００ －



第５６３号土壙 （第３４１図）

［位置］ ＹＺ―６１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規 模］ 平面形 は楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸１５５ｃｍ・短軸８４ｃｍ、壙底部 長軸１４０

ｃｍ・短軸７８ｃｍで、深 さは１９ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、

開口部が若干広が る。底面は、若干起伏 があ るが、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 であ る。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆積

と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の西側か ら３５×３１ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第５６４号土壙 （第３４２図）

［位置］ ＹＹ― ６１・６２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面 形 ・規模］ 平面 形 は楕 円形 を呈 す る。 開 口部 長軸１４７ｃｍ・短軸６７ｃｍ、壙底 部長軸１３７

ｃｍ・短軸５７ｃｍで、深 さは３６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、

開口部が若干広が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と してい る。堆積状況か ら人為堆積 と考 えら

れる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西側か ら３７×３２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第５６５号土壙 （第３４２図）

［位置］ ＺＡ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 第４６９号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平 面形 ・規模］ 平面 形 は楕 円形 を呈 す る。 開 口部 長軸 １３０ｃｍ・短軸 ７１ｃｍ、壙底 部長軸 １２０

ｃｍ・短軸６２ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、

開口部が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と しローム粒 を混入す る。体積状況か ら人為

堆積 と考 えられる。

－３０１ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の北西側か ら９８×３４ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第５６６号土壙 （第３４２図）

［位置］ ＺＢ ・ＺＣ―６１グリ ッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸１９６ｃｍ・短軸１６８ｃｍ、壙底部長

軸１５４ｃｍ・短軸１２９ｃｍで、深 さは５３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上

が る。底面の壁際 には、幅が ９～２３ｃｍで、深 さが１０×１５ｃｍの壁溝が全周す る。底面 は、若干起

伏 が認 め られるが、概ね平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し、炭化物粒 の混入が認 め られる。堆積状況

か ら人為堆積 の可能性が高い。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面か ら東西 方向に伸 びる１４５×５５ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考え られ る。

（成 田 悟）

第５６７号土壙 （第２７６図）

［位 置］ ＺＡ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４１１号 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸は重複のため不明、開口部短軸９５ｃｍ、

壙底部長軸７６ｃｍ・短軸５６ｃｍで、深 さは５５ｃｍである。壁 は、北壁 及び西壁 は底面 か ら開口部 にか

けてほぼ垂直に立 ち上 が り、開口部 が若干広 がる。ただ、東壁 は重複 のため確認 で きないが、

南壁 は底面か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上 が っている。東壁 際は重複 のため確認 で きない

が、底面の壁 際には、壁溝 が全周 する と思われ幅は、 ３～ ９ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍである。底

面 は、 ほぼ平坦である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 底面 直上の覆土 中か ら硬 玉製勾 玉が１３点出土 した。

［その他］ 出土遺物 な どか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

－ ３０２ －



第５６８号土壙 （第３４３図）

［位置］ ＺＡ―６０グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １３５ｃｍ・短軸７８ｃｍ、壙底部長軸１１９ｃｍ・

短軸７２ｃｍで 、深 さは５５ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直に立ち上が り、開口

部 が若干広 くなる。南側 の壁 の一部が底面 か ら開口部 にかけて若干内傾 して立ち上が る。底面

は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム ・ブロ ックを混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

［その他］ 底面の西側か ら５２×４５ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 え られ る。

（小舘 孝浩）

第５６９号 土壙 （第３４３図）

［位置］ ＺＢ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開口部長軸１３０ｃｍ・短軸８８ｃｍ、壙底部長軸１１６ｃｍ・

短軸６０ｃｍで、深 さは３３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。ただ、北側及 び南 側の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が っ

てい る。底面の壁際 には壁溝 が全 周す る。幅 は ８～１２ｃｍで、深 さは１２～１８ｃｍで ある。 また、壁

溝の 中に深 さ ３～１２ｃｍの ピ ットを ６個 検出 した。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙 の形状 などか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第５７０号土壙 （第３４３図）

［位 置］ ＺＡ―６０グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面 形 は、楕 円形 を呈 す る。開 口部 長軸 １６２ｃｍ・短 軸１００ｃｍ、壙底部 長軸

１６１ｃｍ・短軸９２ｃｍで、深 さは５８ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂 直 に立 ち上 が り、開 口部で若
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干広 がる。底面 は、若干起伏が認 め られるが 、概 ね平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 から人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土器 が覆土 中か ら出土 した。

［その他］ 底面 の西壁際 か ら５３×４４ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 の可能性が高 い。

（成 田 悟）

第５７１号土壙 （第３４４図）

［位置］ ＺＢ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規 模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開口部長 軸１５４ｃｍ・短軸 １０３ｃｍ、壙底 部長軸

１５３ｃｍ・短軸９６ｃｍで、深 さは５７ｃｍで ある。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り、 開口部 で若

干広がる。底 面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入する。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西壁 寄 りか ら６３×４３ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓の可能性 が高い。

（成田 悟）

第５７２号土壙 （第３４４図）

［位置］ ＹＹ―６１グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第６５３号土壙 と重複 して お り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１２１ｃｍ・短軸８１ｃｍ、壙底部長軸１１９ｃｍ・

短軸７０ｃｍで、深 さは４２ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部にかけてほぼ垂直 に立ち上が り、開口

部が若干広が る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状な どか ら、土壙墓 と考え られ る。

（小舘 孝浩）
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第５７３号土壙 （第３４５図）

［位置］ ＹＹ―６１・６２グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部長軸 １２５ｃｍ・短軸７４ｃｍ、壙底部長軸 １２５ｃｍ・

短軸６５ｃｍで、深 さは３９ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広 がる。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。 にぶい黄橙色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。堆

積状 況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 の可能性 が高 い と考 え られる。

（成田 悟）

第５７５号 土壙 （第３１１・３１２図）

［位置］ Ｚ Ｉ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５５４号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。 開口部短軸 １３８ｃｍ、壙底部短軸ｃｍ１２０で、深 さは

６５ｃｍであ る。開 口部及 び壙 底部長軸 は、第５５４号 土壙 と重複 してい るため確認で きなかった。

壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口部が若干広 がる。北側の一部 が底

面か ら開 口部にかけて若干内傾 して立ち上が ってい る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第５７６号土壙 （第３４５図）

［位 置］ Ｚ Ｊ―４８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東側 が若干膨 らむ円形 を呈す る。規模 は、開 口部で長軸１７０ｃｍ、

短軸１５５ｃｍ、深 さは９６～１３８ｃｍであ る。断面形 は、内部 に広が るフラスコ状 を呈 し、底面 は、 ほ

ぼ平坦で ある。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられる。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５７７号土壙 （第３４６図）

［位置］ ＺＪ ・ＺＫ―４６・４７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、開口部 が西 にかた よる円形 を呈 す る。規模 は、開口部 で直径約

１００ｃｍ、深 さは１４０～１６０ｃｍであ る。 断面 形 は、内部 に広 が るフラスコ状 を呈す る
。底面 は、ほ

ぼ平坦 である。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積か は、不明で ある。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が 出土 して いる。

（中嶋 友文）

第５７８号土壙 （第３２９図）

［位置］ ＺＫ―４３・４４グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第５３４号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開口部 で、長軸８０ｃｍ、短軸６０ｃｍ、

深 さは１４０ｃｍ前 後であ る。断面形 は、内部 に広 がる フラス コ状 を呈 す る。底面 は、 やや起伏が

認め られる。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで い

る。 自然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 して いる。

（中嶋 友文）

第５７９号土壙 （第３４６図）

［位置］ ＺＫ ・ＺＬ―４４・４５グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第５８０号土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。規模 は、長軸 １７０ｃｍ、短軸１２５ｃｍで、深 さは１５

～２５ｃｍである
。壁 はやや急 に立 ち上が る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積か人為堆積かは、不明であ る。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８０号土壙 （第３４６図）

［位 置］ ＺＫ―４４グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第５７９号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開 口部 で直径約１００ｃｍ、深 さは１５

～４０ｃｍであ る
。断面形 は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ 褐色土の層で、 ローム粒 ・小礫 を含 んで いる。 自然堆積 か人為堆積 かは、不明で

ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８１号土壙 （第３４７図）

［位 置］ Ｚ Ｊ―４２・４３グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第５８２号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、直径 １８０ｃｍで 、深 さは１００～１３０ｃｍ

で ある。壁 は、西側がやや内側 に入 り込 むが、 ほぼ垂直 に立 ち上が り、底面 は、ほぼ平坦 であ

る。

［堆積土］ １１層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んで いる。

自然堆積 か人為堆積 かは、不 明で ある。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器 と石器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第５８２号土壙 （第３４７図）

［位置］ ＺＪ―４３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第５８１号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 （１４５ｃｍ）、短軸１０５ｃｍで、深 さ

は５０ｃｍであ る。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦で鍋底状 を呈す る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。 自

然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。
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（中嶋 友文）

第５８３号土壙 （第３４８図）

［位置］ Ｚ Ｊ―５５グリ ッドに位置 す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、北側 がやや膨 らむ不 整形 を呈す る。規模 は、長軸 （１６０ｃｍ）、短

軸１４０ｃｍで 、深 さは４２～８５ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、西側が若干 内部 に広が る。

底面 は、ほぼ平である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化 物粒小礫 を含 んでい る。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８４号土壙 （第３４８図）

［位置］ ＺＬ―４４グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 し、開 口部が東側 にかた よってい る。規模 は、開

口部で長軸１４０ｃｍ、短軸１３０ｃｍで、深 さは１２５～１６０ｃｍであ る。断面形 は、西側が内部 に広が るフ

ラスコ状で、底 面は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ １１層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８５号土壙 （第３４９図）

［位置］ ＺＬ―４４グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、開口部 で、長軸９５ｃｍ、短軸７５ｃｍで、

深 さ１００～１１５ｃｍであ る。断面形 は、内部 に広 が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、やや起伏が認

め られる。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 か は、不 明であ る。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８６号土壙 （第３４９図）

［位置］ Ｚ Ｊ ・ＺＫ―４３・４４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は、開口部が東側にかた よる円形 を呈す る。規模 は、開 口部で直径

９５ｃｍで、深 さは１０５～１３０ｃｍであ る。断面形は内部 に広が るフラス コ状で、底面 は、ほぼ平坦で

ある。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積か人為堆積かは、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８７号土壙 （第３５０図）

［位置］ Ｚ Ｌ―４２・４３グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈す る。規模 は、直径１３０ｃｍで、深 さは７０～１１５ｃｍで

ある。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでいる。

自然堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５８８号 土壙 （第３５０図）

［位置］ ＺＬ―４２グリ ッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開 口部 で長軸１３０ｃｍ、短軸１１３ｃｍで、

深 さは１００～１３５ｃｍであ る。断面形 は、 フラス コ状 を呈 し、底面 は、やや起伏が見 られ るが、ほ

ぼ平坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人

為堆積 と考 えられ る。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５９０号土壙 （第３５１図）

［位置］ ＺＫ ・ＺＬ―４１グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形及 び規模 は、削平 されているため不 明である。断面形 は内部 に広 が

るフラスコ状 で、底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ２０層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自

然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第５９１号土壙 （第３５１・３５２図）

［位置］ Ｚ Ｊ ・ＺＫ―４１・４２グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形及 び規模 は、削平 されているため不 明である。断面形は内部に広 が

るフラスコ状 で、底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自

然堆積 か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第５９２号土壙 （第３５２図）

［位置］ ＺＫ―４４グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、西側 がへ こむ円形 を呈す る。規模 は、長軸１６５ｃｍ、短軸 １３５ｃｍで、

深 さは１１０～１３５ｃｍであ る。壁 は、西壁が内部 に広が り、その他 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底

面は、やや起伏がみ られ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積か人為堆積かは、不 明である。

［出土遺物］ 覆土か ら土器 と石器 が出土 してい る。
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（中嶋 友文）

第５９３号土壙 （第３５３図）

［位 置］ ＺＫ―４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、やや東 に開口部 がかた よる円形 を呈 す る。規模 は、開口部 の直

径約１３５ｃｍで、深 さは約１６５ｃｍである。 断面形 は内部 に広 が るフラス コ状 で、底面 は、やや起伏

がみ られ る。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し、炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。 自然堆

積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら石器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第５９４号土壙 （第３２１・３２２図）

［位 置］ ＺＫ―４６・４７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５２１号土壙 と重複 す る。新旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形及 び規模 は、 第５２１号土壙 と重複 しているため、不明 である。 断面

形 は、残存部分 か らフ ラスコ状 を呈す る と思 われ、深 さは約４５ｃｍである。底面 は、平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ロー ム粒 ・炭化物粒 を含んでい る。 自然

堆積か人為堆積か は、不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第５９６号土壙 （第３５４図）

［位置］ ＺＥ―５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５９７号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部 長軸１２０ｃｍ・短軸１１０ｃｍ、壙底部長軸１１５ｃｍ・

短軸１１３ｃｍで、深 さは８５ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して立 ち上が り、開口

部 が狭 まるフラスコ状 を呈す る。西側 の壁 が底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂 直 に立ち上が って

い る。底 面は、ほぼ平坦 であるが、底面 のほぼ中心か ら深 さ１０ｃｍの ピ ットを １個 検出 した。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 とし炭化 物粒 、 ロームブロ ックを混入す る。

堆積 状況か ら人為堆積 と考 え られる。
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［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小舘 孝浩）

第５９７号土壙 （第３５４図）

［位置］ ＺＥ―５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５９６号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸１５４ｃｍ・短軸８１ｃｍ、壙底部長軸 １３０ｃｍ・

短軸６９ｃｍで、深 さは３２ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １層 である。黄褐色土 で炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆積

と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 か ら、土壙墓 の可能性 が高い と考 え られる。

（小舘 孝 浩）

第５９８号土壙 （第３５３図）

［位 置］ ＺＤ ・ＺＥ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸 １０８ｃｍ・短軸９５ｃｍ、壙 底部

長軸７１ｃｍ・短軸５６ｃｍで、深 さは４６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上

がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。明黄褐色 土 を基調 と してお り、堆積状況か ら人為堆積 の可能

性が高 いと考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 な どか ら、土壙墓 の可能性 が高 い と考 え られる。

（成 田 悟）

第５９９号土壙 （第３５４図）

［位置］ ＺＥ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸 １３８ｃｍ・短軸８２ｃｍ、壙 底部

長軸 １３２ｃｍ・短軸６９ｃｍで、深 さは５８ｃｍであ る。東壁 は、底面か ら開口部 にか けて若干 内傾 して
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立 ち上が るが、その他 の壁 は、ほぼ垂 直に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積

か 自然堆積 か は、不明であ るが、人為堆積 の可能性 が高い と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 などか ら、土壙墓の可能性 が高い と考 えられ る。

（成 田 悟 ）

第６００号土壙 （第３５５図）

［位置］ ＺＤ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 １２１ｃｍ・短軸 （５７ｃｍ） 、壙 底部長

軸９９ｃｍ・短軸４４ｃｍで、深 さは３５ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が

る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。人為堆積 の可 能性

が高い。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙底 面の東 寄 りか ら７０×４２ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられる。

（成田 悟 ）

第６０１号土壙 （第３５５図）

［位 置］ ＹＹ ・ＹＺ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開 口部 長軸１５２ｃｍ・短軸１３５ｃｍ、壙底部長軸

１５５ｃｍ・短軸 １３５ｃｍで 、深 さは１４１ｃｍである。東壁 ・南壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂直

に立 ち上が り、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が るフラス コ状 を呈 す

る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）
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第６０２号土壙 （第３５６図）

［位 置］ ＹＹ ・Ｙ Ｚ―５０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開 口部長軸 １１０ｃｍ・短軸９８ｃｍ、壙底 部長軸

１１４ｃｍ・短軸１００ｃｍで、深 さは１２０ｃｍであ る。東壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂 直 に立 ち

上 が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状であ る。底面

は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆

積か は不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第６０３号 土壙 （第３５６図）

［位置］ ＺＢ―４６グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部 長軸 （１００ｃｍ）・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸８１ｃｍ・

短軸７５ｃｍで、深 さは９８ｃｍである。壁 は、底面か ら中程にかけて若干内傾 して立ち上が り、開口

部で広が るフラスコ状 である。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。人為堆積 か 自然堆

積かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６０４号土壙 （第３５７図）

［位置］ ＺＡ―５１・５２グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る。開口部長軸１３０ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸１０５ｃｍ・

短軸７８ｃｍで、深 さは８６ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上がる。底面

は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 と考 えら

れる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。
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［その他］ 底面 の北寄 りか ら７３×５８ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（成 田 悟 ）

第６０５号土壙 （第３５７図）

［位置］ ＺＢ―４９・５０グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面 形 ・規模］ 平 面形 は、不 整 円形 を呈 す る。 開口部長 軸７２ｃｍ・短 軸６６ｃｍ、壙底 部長軸

１２６ｃｍ・短軸１２４ｃｍで、深 さは１３５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら中程 にか けて内傾 して立 ち上が り、

開口部で広 がるフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平 坦である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６０６号 土壙 （第３５８図）

［位置］ ＹＺ ・ＺＡ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部 長軸１５４ｃｍ・短軸 １１０ｃｍ、壙 底部長 軸

１１２ｃｍ・短軸５８ｃｍで 、深 さは８５ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上が る。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況 から人為

堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 第 １層 か ら土器片が 出土 した。

［その他］ 底面 の東壁寄 りか ら４７×３７ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考え られる。

（成田 悟）

第６０７号土壙 （第３５８図）

［位置］ ＺＡ―５２・５３グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６０８号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。 開口部長軸１４０ｃｍ・短軸１１７ｃｍ、壙底部長

軸 １２４ｃｍ・短軸１１６ｃｍで、深 さは８５ｃｍで ある。西壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上

がる、フ ラスコ状 を呈 し、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直に立ち上 がる。底
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面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ８層 に分層 で きた。 にぶい黄褐色土 を基調 と し炭化 物粒 を混入す る。人為堆積 か

自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片 が出土 した。

（成 田 悟）

第６０８号土壙 （第３５９図）

［位 置］ ＺＡ―５２・５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６０７号土壙 と重複 してお り、本土壙 よ り新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、不 整楕円形 を呈 す る。開 口部 長軸 （１２４ｃｍ） ・短軸５２ｃｍ、壙底

部 長軸 （１０７ｃｍ） ・短軸４７ｃｍで、深 さは７１ｃｍであ る。北壁 は、重複 によ り残存 しない。その他

の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 と考 え ら

れる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の北寄 りか ら３７×３０ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第６０９号土壙 （第３５９図）

［位置］ ＺＢ ・ＺＣ―４５グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１９４ｃｍ・短軸１８５ｃｍ、壙底部長軸 １８９ｃｍ・

短軸１９８ｃｍで 、深 さは１３４ｃｍである。東壁 は、底面か ら開口部にかけてほぼ垂直に立 ち上が り、

その他の壁は、底 面か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が るフラス コ状 を呈す る。底面の西壁

寄 りに深 さ２７ｃｍの ピッ トが位置す る。 その他 の底 面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １０層 に分層 で きた。 明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入する。 自然堆積 か人為

堆積かは不明であるが、人為堆積 の可能性 が高 い と考 え られる。

［出土遺物］ 底面 か ら検 出された ピッ トの覆土 か ら土器 が倒 立の状 態で出土 した。

（成田 悟）

第６１０号土壙 （第３６０図）

［位 置］ ＺＣ―４５グ リッ ドに位置す る。

－ ３１６－



［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規 模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸２１８ｃｍ・短軸 １８２ｃｍ、壙 底部長 軸

２０５ｃｍ・短軸 １９８ｃｍで、深 さは１１１ｃｍであ る。北壁 は、底 面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上

が るフラス コ状 を呈 し、その他 の壁は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面

は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。 にぶい黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か

人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成田 悟 ）

第６１１号土壙 （第３６０・３６１図）

［位置］ ＺＰ―６０・６１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６１２号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。 開口部長軸１５５ｃｍ・短軸 （１１５）ｃｍ、壙底部

長軸１１３ｃｍ・短軸 （１００）ｃｍで、深 さは９０ｃｍで ある。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部 が若干広が る。底面 の壁際か ら周溝 を検 出 した。幅 は、約 ８ｃｍで深 さは ３ｃｍ程である。そ

の他 の底面 は、概 ね平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。堆積状況か ら自然

堆積 の可能性 が高い と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６１２号土壙 （第３６０・３６１図）

［位 置］ ＺＰ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６１１号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開 口部長軸１２５ｃｍ・短軸 １２１ｃｍ、壙底部長軸

１４５ｃｍ・短軸 １４３ｃｍで、深 さは１３５ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら中程 にかけて内傾 し、開口部で広

が るフラス コ状 を呈す る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黒褐 色土 を基調 とし炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。 自然堆積

か人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）
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第６１３号土壙 （第３６１・３６２図）

［位置］ Ｚ Ｐ ・ＺＱ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６１４号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸２１８ｃｍ・短軸２１６ｃｍ、壙底部長軸

２１７ｃｍ・短軸２０６ｃｍで、深 さは１６１ｃｍで ある。北壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上 が り、そ の他

の壁 は、底面 から中程 にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口部で広が るフラスコ状 を呈す る。底

面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １６層 に分層 で きた。明黄褐色 土 を基 調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為

堆積か は不明であ るが、人為堆積 の可 能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６１４号土壙 （第３６１・３６２図）

［位置］ ＺＱ―６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 第６１３号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形は、不 整円形 を呈す る。開 口部長軸２０４ｃｍ・短軸 （２０４）ｃｍ、壙底部

長軸１９０ｃｍ・短軸 （１７１）ｃｍで、深 さは９０ｃｍである。北壁は、底面か らほぼ垂直に立ち上が り、

開 口部が若干広 がる。底面 の中央部 か ら北寄 りに深 さ２５ｃｍの ピ ットが存在 す る。その他 の底面

は、ほぼ平坦 であるが 、北側 に緩傾斜す る。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。褐色土 と明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。 自然堆

積か人為堆積 かは不明であ るが、人為堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６１５号土壙 （第３６２図）

［位置］ ＺＲ ・ＺＳ―６１・６２グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第６１７・６２０号土壙重複 してお り、第６１７号土壙 よ りは古 いが、第６２０号 土壙 よりも新

しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。 開口部長軸 １９４ｃｍ・短軸１７３ｃｍ、壙底部長軸

１８６ｃｍ・短軸１７９ｃｍで、深 さは１０３ｃｍであ る。西壁 ・北 壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直

に立 ち上が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す

る。底面 の北壁寄 りに深 さ ８ｃｍの ピ ットが位 置す る。その他の底面 は、 ほぼ平坦であ る。
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［堆積土］ １０層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 人為堆積か 自然堆積

かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 遺構 の重複 関係 か ら晩期 中葉以前 に構 築 された と考え られ る。

（成田 悟）

第６１６号土壙 （第３６３図）

［位置］ ＺＲ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６２０号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。開口部 長軸 （１６０）ｃｍ・短軸１５０ｃｍ、壙底部

長軸 （１６３）ｃｍ・短 軸１６１ｃｍで、深 さは１０９ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら中程 にかけて内傾 して立

ち上が り、開 口部で広 がるフ ラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６１７号土壙 （第３６３・３６４図）

［位置］ ＺＳ―６１・６２グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第６１５号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。開 口部長軸１９４ｃｍ・短軸 １７５ｃｍ、壙底部長軸

２３６ｃｍ・短 軸２２８ｃｍで、深 さは１６５ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて 内傾 して立ち上が

るフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。 にぶ い黄橙色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積 かは不 明であるが人為堆積 の可能性が高 い。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器が倒立 の状態 で出土 した。

（成田 悟）

第６１８号土壙 （第３６４・３６５図）

［位置］ ＺＲ―６１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸２２９ｃｍ・短 軸１７８ｃｍ、壙底部長
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軸２２５ｃｍ・短軸２２５ｃｍで、深 さは１３７ｃｍで ある。西壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立

ち上が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積 かは不明で ある。

［出土遺物］ 第 １層か ら土器片が 出土 した。

（成 田 悟）

第６１９号土壙 （第３６５図）

［位置］ ＺＵ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。 開口部長軸 １６０ｃｍ・短軸１４３ｃｍ、壙底部長軸

１９０ｃｍ・短軸１８９ｃｍで、深 さは１１３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が

りフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 人為堆積 か 自然堆積

かは不 明である。

［出土遺物］ 底面か ら土器 と礫が 出土 した。

（成 田 悟）

第６２０号土壙 （第３６６図）

［位 置］ ＺＲ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６１５・６１６号土壙 と重複 してお り、いず れの土壙 よ りも古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開 口部 長軸２３５ｃｍ・短軸２３１ｃｍ、壙底部 長軸

２３４ｃｍ・短軸２３２ｃｍで、深 さは１７３ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら中程 にかけて内傾 して立 ち上が り、

開口部が若干広 が るフ ラスコ状 を呈 する。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。 にぶい黄橙色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。人為堆積 か

自然堆積か は不 明であるが、 自然堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第６２１号土壙 （第３６６図）

［位置］ ＹＧ―５５グ リッ ドに位置す る。
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［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸 １２５ｃｍ・短軸１１５ｃｍ、壙底部長軸１３５ｃｍ・

短軸１１５ｃｍで、深 さは１１０ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が り、開口

部が若干挟 くなるフラスコ状 を呈す る。東側 の壁が底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上

が っている。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土器 が覆土 中か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第６２２号土壙 （第３６７図）

［位置］ Ｙ Ｆ―５４・５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸 １６０ｃｍ・短軸１４４ｃｍ、壙底部長軸１２３ｃｍ・

短軸 １１８ｃｍで、深 さは１０２ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて若干内傾 して立ち上が り、

開口部が挟 まるフラスコ状 を呈す る。底面 は、若 干起伏 があるが、ほぼ平坦であ り、深 さ ６ｃｍ

の ピ ットを １個検 出 した。

［堆積 土］ １２層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し炭化物粒 ・ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第６２３号 土壙 （第３６７図）

［位置］ Ｙ Ｆ ・ＹＧ― ６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕不整形 を呈 す る。 開口部 長軸１８５ｃｍ・短軸 （１４３ｃｍ）、壙底部長

軸１２０ｃｍ・短軸８４ｃｍで、深 さは２８ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて緩 やかに立 ち上が り、

開 口部 が広 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化 物粒 、ローム粒 、焼土粒 を混入す る。

堆積状 況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土器 が覆土 中か ら出土 した。

［その他］ 北東側壁 か ら７０×２４ｃｍ、北西壁 か ら１６× ６の焼土 を、底面か ら直径１０ｃｍ大の炭化
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物 を検 出 した。

（小舘 孝浩）

第６２４号土壙 （第３６８図）

［位置］ ＹＦ ・ＹＧ―５５グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸１１０ｃｍ・短軸１０８ｃｍ、壙底部長軸１１０ｃｍ・

短軸１１５ｃｍで、深 さは７０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開口

部が若干挟 まるフラスコ状 を呈 する。東側 の壁 が底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が

る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。 にぶ い黄橙色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。

堆積状況 から人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６２５号土壙 （第３６８図）

［位置］ ＹＧ ・ＹＨ―５１グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は隅丸長方形 を呈す る。 開口部 長軸１９９ｃｍ・短軸 （１１４ｃｍ）、壙底部

長軸１５８ｃｍ・短軸 （８６ｃｍ） で、深 さは３６ｃｍであ る。西壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直

に立ち上 が り、その他の壁 は、底面か ら開口部 にかけて緩 やかに立 ち上が り、開口部で若干広

が る。底面 は、 ほぼ平坦であ るが、 中央部 には東西方向へ段差が ある。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積

状況 か ら自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しない。

［その他］ 第 ２層に は、炭化 物 を多量 に混入 してお り、壁の立 ち上が りの部分か ら焼土が検

出 されてい る。形状な どか ら、炭窯に使 われた と考え られ る。

（小舘 孝浩）

第６２６号土壙 （第３６９図）

［位置］ ＹＨ―５７グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第６３８号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開 口部長軸１０６ｃｍ・短軸９０ｃｍ、壙底部長軸７７ｃｍ・

短軸４６ｃｍで、深 さは５２ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面 の壁 際には、壁溝 が全周 す る。壁溝の幅 は、８～１３ｃｍで、深 さは ６～ ７ｃｍ

である。底面 は若干凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土器が覆土 中か ら出土 した。

［その他］ 底面 の東側 か ら２２×２０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考え られ る。

（小舘 孝 浩）

第６２７号土壙 （第３６９図）

［位置］ ＹＨ ・ＹＧ―５７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７０７号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形は円形 を呈す る。開口部長軸１５３ｃｍ・短軸１２９ｃｍ、壙底部長軸１３３ｃｍ・

短 軸１１１ｃｍで 、深 さは４２ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて若干 内傾 して立 ち上が り、

開口部 が挟 まるフラスコ状 を呈す る。東側 の壁 の一部 が底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立

ち上がる。底面 は凹凸が認 め られる。

［堆積 土］ ５層 である。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状 況か ら

人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６２８号 土壙 （第３７０図）

［位置］ Ｙ Ｉ―５８・５９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開口部長軸 １５０ｃｍ・短軸７４ｃｍ、壙底部長軸１３４ｃｍ・

短軸５４ｃｍで、深 さは３６ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部にかけてほぼ垂直 に立ち上が り、開口

部が若干広 が る。底 面は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状 況

から人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら土壙墓 と考 えられる。

－ ３２３ －



（小舘 孝浩）

第６２９号土壙 （第３７０図）

［位置］ ＹＧ ・ＹＨ―５８に位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸１１４ｃｍ・短軸 １０９ｃｍ、壙底部長軸１２３ｃｍ・

短軸１２２ｃｍで、深 さは７０ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上 が り、開口

部が若干狭 くなるフラスコ状 を呈す る。南側 の壁 の一部 が底 面か ら開口部にかけてほぼ垂 直に

立ち上 がっている。底面 は、 凹凸が認 め られる。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入する。堆積状

況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６３０号土壙 （第３７１図）

［位置］ ＹＧ―５７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 す る。開 口部長軸１１２ｃｍ・短軸１０２ｃｍ、壙底部長軸９８ｃｍ・

短軸８０ｃｍで、深 さは２８ｃｍである。壁 は、底 面か ら開 口部 にか けてやや急 に立 ち上が り、開 口部

が若干広 がる。底面 は、若干 の凹凸が認 め られ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状 況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小 舘 孝浩）

第６３１号土壙 （第３７１図）

［位置］ ＹＨ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開口部長軸１１８ｃｍ・短軸７８ｃｍ、壙底部長軸１０８ｃｍ・

短軸５２ｃｍで、深 さは４８ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ６層に分層 で きた。黄褐 色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状
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況 から人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面 か ら硬玉製勾玉 ３点ずつ出土 した。

［その他］ 底面の東側か ら４４×１６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第６３２号土壙 （第３７１図）

［位置］ ＹＧ― ５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開口部 長軸１２０ｃｍ・短軸１０７ｃｍ、壙底部長軸１２０ｃｍ・

短 軸１２０ｃｍで 、深 さは３２ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて若干内傾 して立 ち上 が り、

開 口部が狭 まるフ ラスコ状 を呈す る。東側 の壁 の一部 が底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立

ち上 がっている。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 の可能性 が高い と考え られる。

（小舘 孝浩）

第６３３号土壙 （第３７２図）

［位置］ ＹＹ― ５８・５９グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部長軸１２０ｃｍ・短軸 １００ｃｍ、壙底部 長軸１００ｃｍ・

短軸８３ｃｍで、深 さは２５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面 は、凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器 と礫が １点覆土中か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第６３４号 土壙 （第３７２図）

［位置］ Ｙ Ｆ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。
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［平 面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長 軸９２ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部 長軸１１０ｃｍ・

短 軸１１３ｃｍで、深 さは６６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開口

部が狭 まるフラスコ状 を呈す る。底面は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況 か ら人為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６３５号土壙 （第３７３図）

［位置］ Ｙ Ｆ ・ＹＧ― ５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６３６号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１２８ｃｍ・短軸 １２１ｃｍ、壙底部長軸１１２ｃｍ・

短軸１１２ｃｍで、深 さは５８ｃｍである。壁 は、底面 か ら緩 やかに立 ち上 が り、開口部 が若 干広 がる。

底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第６３６号土壙 （第３７３図）

［位置］ ＹＧ―５６グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６３５・６３７号土壙 と重複 してお り、いずれの土壙 よ り本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、隅丸方形 を呈す る。 開 口部長軸 （１０７ｃｍ） ・短軸 （８７ｃｍ） 、壙

底部長軸 （８７ｃｍ） ・短軸 （５５ｃｍ）で、深 さは５５ｃｍである。壁 は、底面か ら緩 やか に立 ち上が り、

開 口部が若干広 がる。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。 にぶい黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況か

ら自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第６３７号土壙 （第３７３図）

［位置］ ＹＧ―５６グ リッ ドに位置す る。

－ ３２６ －



［重複］ 第６３６号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部 長軸 １５４ｃｍ・短軸８９ｃｍ、壙底 部長軸１３４ｃｍ・

短軸６７ｃｍで、深 さは５５ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広 が る。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら自然

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６３８号土壙 （第３７４図）

［位置］ ＹＨ―５７グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６２６号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸２０３ｃｍ・短軸１２３ｃｍ、壙 底部 長軸 １９０ｃｍ・

短軸 １１５ｃｍで、深 さは５２ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂 直 に立 ち上が り、開

口部 が若干広が る。底面 は、凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積

状況 か ら自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６３９号土壙 （第３７４図）

［位置］ Ｙ Ｉ―５８グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸 １０５ｃｍ・短軸８１ｃｍ、壙 底部長軸１０４ｃｍ・

短軸７０ｃｍで、深 さは５７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。西側 の壁が底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が っている。底面 は、 ほ

ぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 としている。堆積状況 か ら人為堆積 と考 えら

れる。

［出土遺物］ 土器が覆土 中か ら出土 した。

［その他］ 土壙 の形状 などか ら、土壙墓 の可能性が高 い と考 え られる。

（小舘 孝浩）
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第６４０号土壙 （第３７５図）

［位置］ Ｙ Ｊ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。 開口部長軸 （１４８ｃｍ） ・短軸１００ｃｍ、壙底部長軸

（１３０ｃｍ） ・短軸９６ｃｍで、深 さは３０ｃｍで ある。西壁 は、掘 り過 ぎのため確認 で きなか ったが、

その他 の壁 は、底面か ら開口部にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開口部 が若干広が る。底面は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝 浩）

第６５１号土壙 （第３７５図）

［位置］ ＺＡ ・Ｙ Ｚ―５３・５４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １６３ｃｍ・短軸８６ｃｍ、壙底部長軸１４９ｃｍ・

短軸７２ｃｍで、深 さは１００ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部が若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積 土］ ８層 に分層で きた。 明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人

為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土壙確認面 か ら石棒 が １点 出土 した。

［その他］ 底面 の南側 か ら５０×４６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙 墓 と考え られる。

（小舘 孝 浩）

第６５２号土壙 （第３７６図）

［位置］ ＹＺ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４６１号土壙 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する と思 われる。壙 底部長軸 １２３ｃｍで、深 さは５４ｃｍで

あ る。開口部長軸 ・短軸及 び壙底部短軸 は確認で きなかった。壁 は、南側 の壁 しか確認で きず、

底面か ら開口部にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 が若干広 がる と思われ る。底 面は、ほ

ぼ平坦であ る。

［堆積土］ 確認 で きなかった。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６５３号 土壙 （第３４４図）

［位置］ ＹＹ― ６１グ リッドに位置す る。

［重複］ 第５７２号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長 軸 （１４９ｃｍ） ・短軸 ７４ｃｍ、壙底部長軸

（１４４ｃｍ） ・短軸６８ｃｍで、深 さは６８ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち

上 が り、開口部 が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 としローム粒 を混入 する。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 か ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第６５４号土壙 （第３７６図）

［位 置］ ＺＣ―６０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第６５５号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸１３７ｃｍ・短軸１３１ｃｍ、壙底部 長軸１１８ｃｍ・

短軸１２０ｃｍで、深 さは４４ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けてほぼ垂 直に立 ち上が り、開

口部が若干広 がる。底面 は、若干 凹凸が認 め られる。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の北西側 か ら２１×１１ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓の可能性が高い と考え

られ る。

（小舘 孝浩）

第６５５号土壙 （第３７６図）

［位置］ ＺＣ―６０グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第６５４号土壙 と重複 して お り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部 長軸 （９８ｃｍ） ・短軸６５ｃｍ、壙底部長 軸
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（８３ｃｍ） ・短軸４６ｃｍで、深 さは３４ｃｍである。壁 は、南壁 のみ確認 で き、底 面か ら開口部 にかけ

てほぼ垂直に立 ち上 が り、開口部が若干広が る。底面 は、凹凸が認 め られる。

［堆積土］ １層 である。黄褐色土で炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為堆積

と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状な どか ら、土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝 浩）

第６５６号土壙 （第３７７・３７８図）

［位 置］ ＹＸ ・ＹＹ―６２・６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６５７・６５８・６９６号土壙 と重複 してお り、本土壙が一番新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。 開口部長軸 （２３７ｃｍ）、壙底 部長軸 （１３０ｃｍ）で、

深 さは１３７ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂 直 に立 ち上 が り、開口部が若干広

が る。底面 は、ほぼ平坦であるが、北壁際か ら深 さ２１．１ｃｍの ピ ッ トを １個検出 した。

［堆積土］ １３層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積 状況か ら人為

堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土器 が覆土 中か ら出土 した。

［その他］ 南西壁 か ら焼土が検 出された。

（小舘 孝浩）

第６５７号土壙 （第３７７・３７８図）

［位置］ ＹＸ― ６２グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６５６号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 す る。開 口部 長軸 （１０８ｃｍ）、壙底部 長軸 （１４４ｃｍ） で、

深 さは１０４ｃｍであ る。壁は、西側 の壁が第６５６号土壙 と重複 しているため確認 で きないが 、東側

の壁 は、底面 か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口部が挟 ばまるフラス コ状 を呈す る。

底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ ２層か ら礫 が ２点出土 した。

［その他］ 礫の周辺か ら焼土 が検 出 された。

（小舘 孝浩）
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第６５８号土壙 （第３７７・３７８図）

［位置］ ＹＹ ・ＹＸ―６３グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６５６・６９６号土壙 と重複 してお り、本土壙 は第６５６号土壙 よ り古 く、第６９６号土壙 よ

り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸 （１３２ｃｍ）、壙底部長軸１４２ｃｍ・短軸１３９ｃｍ

で、深 さは９６ｃｍで ある。壁 は、東側 の壁が 第６５６号土壙 と重複 しているため確 認で きないが、

北側 の壁が底面 か ら開口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、西側及 び南側 の壁 は底面か ら開 口

部にかけて内傾 して立 ち上が っている。確認 で きた壁 か ら考 えれば、開口部が挟 ば まるフラス

コ状 を呈 す ると思 われる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が覆土 中か ら出土 した。

（小舘 孝 浩）

第６６０号土壙 （第３７８図）

［位置］ ＺＤ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６６３号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １６９ｃｍ・短軸７３ｃｍ、壙底部長軸１５６ｃｍ・

短軸６６ｃｍで、深 さは４４ｃｍであ る。壁 は、東側 の壁が第６６３号土壙 と重複 してい るため一部確認

で きないが、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 が若干広

が る。底 面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入する。堆積状

況か ら人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土器が ２層か ら出土 した。

［その他］ 土壙の形状な どか ら、土壙墓 と考え られ る。

（小舘 孝浩）

第６６１号 土壙 （第３７９図）

［位置］ ＺＤ―６０グ リッドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸１２３ｃｍ・短軸６２ｃｍ、壙底部長軸１１２ｃｍ・

短軸４５ｃｍで、深 さは４８ｃｍで ある。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口
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部が若干広が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。明黄褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が １層 か ら出土 した。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第６６２号土壙 （第３７９図）

［位置］ ＺＣ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸１３３ｃｍ・短軸６９ｃｍ、壙底 部長軸 １０６ｃｍ・

短軸５５ｃｍで、深 さは３０ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広 がる。底 面は、ほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積 状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 の西側か ら３５×１８ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第６６３号土壙 （第３７８図）

［位置］ ＺＤ―６０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６６０号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈 す る。 開口部 長軸 （１４８ｃｍ） ・短軸５８ｃｍ、壙底部長軸

（１０９ｃｍ） ・短軸４８ｃｍで、深 さは３１ｃｍであ る。壁 は、西壁 の壁が第６６０号 土壙 と重複 しているた

め一部確認 で きないが 、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口

部が若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ １層で ある。黄褐色土で ローム粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為堆積 と考 え られ

る。

［出土遺物］ 確認面か ら礫が １点 出土 した。

［その他］ 底面のほぼ全 域東側のか ら７６×３２ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）
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第６６６号土壙 （第３７９図）

［位置］ ＺＣ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。 開口部長軸 （１３７ｃｍ） ・短軸 （８５ｃｍ）、壙底部長

軸 （１２２ｃｍ） ・短軸 （７０ｃｍ） で、深 さは３５ｃｍであ る。壁 は、東 側及 び西側 の一部が残存 してる

だけで全体 は確認 で きないが 、残存部分 か ら考 えれば底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち

上が り、開口部が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入 する。人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第６６９号土壙 （第３８０図）

［位 置］ ＺＣ―５９・６０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸８８ｃｍ・短軸 （６３ｃｍ）、壙底部長軸８８ｃｍ・

短軸 （５５ｃｍ） で、深 さは２４ｃｍである。壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が って

お り、開口部が若干広 がる。西側 の壁 が底面か ら開 口部にかけて若干内傾 して立 ち上が ってい

る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西側か ら１３×１０ｃｍ、東側か ら１２× ６ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考

えられ る。

（小舘 孝浩）

第６７１号土壙 （第３８０図）

［位置］ ＺＢ ・ＺＣ―４４グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６７２号土壙 と重複 して お り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形は、不整楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１７１ｃｍ・短軸 １５４ｃｍ、壙底部長

軸１７６ｃｍ・短 軸１６７ｃｍで、深 さは１２６ｃｍであ る。東壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、その
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他 の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平

坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６７２号土壙 （第３８０図）

［位置］ ＺＢ ・ＺＣ―４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６７１号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。開 口部長軸１７１ｃｍ・短軸 （１５６）ｃｍ、壙底部

長軸１５５ｃｍ・短軸 （１４５）ｃｍで、深 さは１１５ｃｍであ る。西壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて若 干内

傾 して立ち上が り、その他 の壁 は、底 面か ら開口部にかけてほぼ垂直 に立 ち上が る。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。 暗褐色土 及び明黄褐色 土 を基 調 と し炭化物粒 を混入する。人

為堆積か 自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 第 ２層 から土器片が 出土 した。

（成 田 悟）

第６７３号土壙 （第３８１図）

［位置］ ＺＥ― ４３グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は不整楕 円形 を呈す る。 開口部長軸１０９ｃｍ・短軸８８ｃｍ、壙底部 長軸

１１７ｃｍ・短軸９６ｃｍで、深 さは９８ｃｍであ る。東壁 は、底 面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂 直に立 ち上

が り、その他の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が るフラス コ状 を呈する。底面

は、 ほぼ平坦である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆

積か は不明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第６７４号土壙 （第３８１図）

［位置］ ＺＤ― ４４グ リッドに位置す る。
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［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部長 軸１４０ｃｍ・短軸 １２２ｃｍ、壙 底部長 軸

１１４ｃｍ・短軸 １２３ｃｍで、深 さは１２３ｃｍである。西壁 ・南壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して

立ち上が るフラス コ状 を呈 し、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上 がる。

底面 は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６７５号土壙 （第３８２図）

［位 置］ ＺＤ―４４グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不 整円形 を呈す る。開 口部長軸１５２ｃｍ・短軸１５２ｃｍ、壙底部長軸

１５７ｃｍ・短軸１３９ｃｍで、深 さは１０７ｃｍであ る。東壁 は、底面 か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち

上が り、その他 の壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底

面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。 にぶい黄橙色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。人為堆積 か

自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６７６号土壙 （第３８２図）

［位置］ ＺＥ ・ＺＦ―４３・４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規 模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。 開 口部 長軸１７４ｃｍ・短軸 １４５ｃｍ、壙 底部長 軸

１５０ｃｍ・短軸 １２３ｃｍで、深 さは１２１ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直 に立ち上

が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １１層 に分層で きた。暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

－ ３３５ －



第６７７号 土壙 （第３８３図）

［位置］ ＺＥ ・ＺＦ― ４４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。開 口部長軸１４８ｃｍ・短軸 １４１ｃｍ、壙底部長軸

１３０ｃｍ・短軸 １３８ｃｍで、深 さは８９ｃｍであ る。西壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が

るフラスコ状 を呈 し、その他 の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が る。底 面は、

ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成田 悟）

第６７８号土壙 （第３８３～３８６図）

［位置］ ＺＴ―６２・６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６８９・６９０号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 重複 してい るため、平面形 は確定で きないが、不整 円形 を呈す る と考 えら

れる。短軸 について は不明であ る。開 口部長軸１６２ｃｍ、壙底部長軸 １２６ｃｍで、深 さは９７ｃｍであ る。

残存 してい る壁は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦

であ る。

［堆積土］ １１層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と してお り炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積 かは不明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成田 悟 ）

第６８１号土壙 （第３８７図）

［位 置］ ＺＵ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 北側 だけの検 出で あるが平面形 は、不整 円形 を呈す る と考 え られる。長軸

だけの計測で あるが、開 口部長軸 （１０３）ｃｍ、壙底部長軸 （１１７）ｃｍで、深 さは９７ｃｍで ある。壁

は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦であ

る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色土 を基 調 と し炭化 物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆積
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かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６８２号土壙 （第３８８・３８９図）

［位 置］ ＺＴ ・ＺＵ―６３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸３１８ｃｍ・短軸２９４ｃｍ、壙底部長軸３０８ｃｍ・

短軸３０８ｃｍで、深 さは２５５ｃｍであ る。西壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、

その他 の壁 は、底面か ら中程にかけて内傾 して立 ち上が り、開 口部で若干広が るフラスコ状 を

呈す る。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ １５層 に分層 で きた。にぶい黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 と

考 えられ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器 が出土 した。

（成 田 悟）

第６８３号土壙 （第３８３～３８６図）

［位置］ ＺＴ―６２グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６８４・６８５・６８９号土壙 と重複 してお り、第６８４号土壙 よ りは古 いが、その他 の土壙

よ りは新 しい。

［平面形 ・規模］ 北壁 の一部だけの検 出であ るが、平面形 は、楕円形 を呈す ると考 えられ る。

規模 は一部分 だけの検 出であ るため、開 口部長軸１８４ｃｍ、壙底部 長軸１５３ｃｍで短軸 は計測で きな

か った。深 さは６５ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上 が り、第６８５号

土壙の覆土 を壁面 と してい るため、柔 らか く軟弱 である。底部 は、ほぼ平坦 であ るが柔 らかい。

［堆積土］ １１層 に分層で きた。褐色土 を基調 と してお り炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。 人為

堆積か 自然堆積か は不明であ るが、 自然堆積の可能性が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第６８４号 土壙 （第３８３～３８６図）

［位置］ ＺＴ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６８３・６８５・６８６号土壙 と重複 してお り、いずれの土壙 よ りも新 しい。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸２０３ｃｍ・短軸１９１ｃｍ、壙底部長

軸２５０ｃｍ・短軸２３０ｃｍで、深 さは１２０ｃｍであ る。北壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立

ち上が るが、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が るフラス コ状 を呈 する。

底面 は、ほぼ平坦である。

［堆積土］ １１層 に分層 で きた。にぶい黄褐色 土 を基 調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か

自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器が 出土 した。

（成 田 悟）

第６８５号土壙 （第３８３～３８６図）

［位置］ Ｚ Ｓ ・ＺＴ―６１・６２グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６３８・６８４・６８９号土壙 と重複 してお り、第６８９号土壙 よ りは新 しいが、その他の土

壙 よ りは古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、方形 を呈す る。開口部長軸２３１ｃｍ・短軸２２７ｃｍ、壙底部長軸２０６ｃｍ・

短軸２０１ｃｍで、深 さは８７ｃｍで ある。壁 は、底面か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上 が る。北

壁寄 りに深 さ５ｃｍの ピッ トが位置す る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。鈍 い褐色土 を基調 としてお り炭化物粒 を混 入す る。 人為堆積

か 自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第６８６号土壙 （第３８４・３８５・３８７図）

［位置］ ＺＴ ・ＺＵ―６１・６２グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６８４・６９０号土壙 と重複 してお り、第６８４号土壙 よ りは古 いが 、第６９０号土壙 よ り新

しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は確定 で きないが 、不 整楕円形 を呈 す る。開 口部長軸 ２１５ｃｍ・短軸

１６６ｃｍ、壙底部長軸 １９３ｃｍ・短軸１９０ｃｍで、深 さは５２ｃｍで ある。東 と西壁 は、底部 か らほぼ垂直

に立 ち上が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にかけて若干 内傾 して立 ち上が る。

［堆積土］ ７層 に分層 で きた。黄褐 色土 を基調 と してお り炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積か は不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

－ ３３８ －



第６８７号土壙 （第３８９図）

［位 置］ ＺＯ―６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈 する。開口部 長軸２１２ｃｍ・短軸２００ｃｍ、壙 底部 長軸

２００ｃｍ・短軸 １９５ｃｍで、深 さは１３７ｃｍである。東壁 ・北壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂直

に立 ち上 が り、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す

る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ １１層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆

積 か は不 明であるが 自然堆積 の可能性 が高 い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟）

第６８８号土壙 （第３９０図）

［位 置］ ＺＵ―６２グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸 （１２９）ｃｍ・短軸 １０２ｃｍ、壙底部長

軸１２３ｃｍ・短軸１１５ｃｍで、深 さは７０ｃｍであ る。北壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立ち

上が り、その他 の壁 は底面 か ら、開口部 にかけて内傾 して立 ち上が るフラス コ状 を呈す る。底

面 は、若 干起伏 が認 め られるが概 ね平坦 であ る。

［堆積 土］ ６層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積か は不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第６８９号土壙 （第３８３～３８５・３８７図）

［位置］ ＺＴ―６２グ リ ッドに位置 す る。

［重複］ 第６７８・６８５・６９０号土壙 と重複 してお り、第６８５号土壙 よ りは古 いが、 その他の土壙

よ りは新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不 整楕 円形 を呈す る。開 口部長軸２４９ｃｍ・短軸 （２１９）ｃｍ、壙底

部長軸２２０ｃｍ・短軸 （２１０） ｃｍで、深 さは１３０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら中程 にかけて内傾 して

立 ち上が り、開 口部で若干広 が るフラス コ状 を呈す る。

［堆積土］ １４層 に分層で きた。 にぶい黄褐 色土 を基調 と してお り炭化物粒 を混入す る。人為
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堆積か 自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 底面な どか ら石器 と炭化材が出土 した。

（成 田 悟）

第６９０号土壙 （第３８３～３８５・３８７図）

［位置］ ＺＴ―６２グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第６７８・６８６・６８９号土壙 と重複 してお り、第６７８号 土壙 よ りは新 しいが、その他 の土

壙 よ りは古 い。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す る と考 え られる。開口部長軸 （１８５）ｃｍ・短軸 （１４５）ｃｍ、

壙底部長軸 （１５５）ｃｍ・短軸 （１２０）ｃｍで 、深 さは３５ｃｍである。壁 は、底 面か らほぼ垂 直に立 ち

上が り、 開口部で若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。褐色土 を基調 と してお り炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か自

然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 覆土 か ら土 器片が出土 した。

（成 田 悟）

第６９１号土壙 （第３９０図）

［位 置］ ＹＸ―６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １５０ｃｍ・短軸９６ｃｍ、壙底部長軸１２６ｃｍ・

短軸７３ｃｍで、深 さは５０ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてやや急 に立 ち上 が り、開口部

が広が る。底面 は、平坦であ る。

［堆積土］ ５層に分層 で きた。 にぶい黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況か

ら人為堆積 と考え られ る。

［出土遺物］ 土器が覆土 か ら出土 した。

［その他］ 底 面の東側 か ら、５９×５４ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第６９２号土壙 （第３９１図）

［位 置］ ＹＸ ・ＹＷ― ６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １５５ｃｍ・短軸１０８ｃｍ、壙底部長軸１２７ｃｍ・

－ ３４０ －



短軸８４ｃｍで、深 さは３３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてやや急 に立 ち上 が り、開口部

が広 が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人為

堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 底面の南側 か ら硬玉 製勾 玉が ２点出土 した。

［その他］ 底面 の南西側 か ら７６×５４ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第６９４号土壙 （第３９１図）

［位置］ ＹＺ―６１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形は楕 円形 を呈 す る。開 口部長軸８０ｃｍ・短軸５４ｃｍ、壙底部長軸６９ｃｍ・

短軸５３ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開口

部が若干広が る。底面 は、北側 に若干起 伏があ るが、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄橙色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西側か ら５２×２８ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第６９５号 土壙 （第３９１図）

［位置］ ＹＱ ・Ｙ Ｐ―６２グリ ッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整 形 を呈 す る。開口部長軸 １３５ｃｍ・短軸１３３ｃｍ、壙底部長軸１２８ｃｍ・

短軸１１８ｃｍで、深 さは２０ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて ほぼ垂 直 に立 ち上が り、開

口部 が若干広 がる。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黒色土 を基調 とし炭化物 、ローム粒 を を混入す る。 １・２層

は火山灰 である。堆積状況 か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 炭化物 は土壙 内全域 か ら多量 に出土 した。

（小舘 孝浩）

－３４１ －



第６９６号土壙 （第３７７・３７８図）

［位置］ ＹＹ ・ＹＸ―６２・６３グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６５６・６５８号土壙 と重複 してお り、本土壙が もっとも古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。壙底部長軸 （１９５ｃｍ） ・短軸１９０ｃｍで、開口部長軸 ・

短軸及 び深 さは確認 で きなかった。壁 も、北側及 び南側 の底面 か ら中程 までの一部 が確認 で き

ただ けであるが、 どち らも底面 か ら上部 にかけて内傾 して立 ち上 が っている。底面 は、ほぼ平

坦である。

［堆積土］ 確認で きなか った。

［出土遺物］ 土器が底面直上か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第６９７号土壙 （第３９７図）

［位置］ ＺＣ―６１グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開口部 長軸 １３９ｃｍ・短軸８８ｃｍ、壙底部長軸９０ｃｍ・

短軸７０ｃｍで、深 さは５４ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてやや急 に立 ち上が り、開口部

が広 がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 えれ らる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第６９８号土壙 （第３９２図）

［位置］ ＹＮ―６４グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開口部長軸 １５２ｃｍ・短軸１１１ｃｍ、壙底部長軸１４０ｃｍ・

短軸９３ｃｍで、深 さは３８ｃｍで ある。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。明黄褐 色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積

状況 か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土器が ２層 か ら多量 に出土 した。

（小舘 孝浩）

－ ３４２ －



第７０１号土壙 （第３９３図）

［位置］ Ｙ Ｉ・Ｙ Ｊ―６２・６３グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７０２号土壙 、第７０６号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、楕 円形 を呈す る。規模 は、長軸 １９３ｃｍ、短軸 （１１５ｃｍ）、深 さ４５

～５５ｃｍ前後であ る
。壁は、ほぼ垂 直に立 ちあが る。底面 は、 ほぼ平坦で、 中央部 に深 さ１０ｃｍの

円形の ピ ットが検 出 された。

［堆積 土］ ６層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７０２号土壙 （第３９３図）

［位置］ Ｙ Ｉ・Ｙ Ｊ―６２・６３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７０１号土壙、第７０６号土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形及び規模 は、重複 してい るため不 明であ る。深 さは、約５５ｃｍで ある。

断面形 は、内部 に広 がる フラスコ状 を呈 する。底 面は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ 残存 す る層 は、褐色土 と暗褐色 土の層 で、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７０３号土壙 （第３９４図）

［位 置］ Ｙ Ｊ―６２グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸２０３ｃｍ・短軸 １９０ｃｍ、壙底部長軸 １７８ｃｍ・

短軸１５８ｃｍで、深 さは１５４ｃｍである。壁 は、底 面か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が り開

口部が狭 まる フラス コ状 を呈す る。南側 は底面 か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立ち上が ってい

る。底 面 は、若干起伏 があ るが、ほぼ平坦 であ る。底 面の南側か ら深 さ１０ｃｍの ピ ットを １個検

出 した。

［堆積 土］ ８層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺 物］ 出土 しなか った。

－ ３４３ －



（小舘 孝浩）

第７０４号土壙 （第３９４図）

［位置］ Ｙ Ｊ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７１６号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 （１２５ｃｍ） ・短軸７７ｃｍ、壙底部 長軸

（１１０ｃｍ） ・短軸６６ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、南 北の壁 のみが確 認で き、底面 か ら開 口

部 にか けてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口部 が若干広 くな る。底面 は、若干起伏があ るが、ほぼ

平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。 明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積

状 況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら、土壙墓の可能性が高 い と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第７０５号土壙 （第３９５図）

［位置］ ＹＧ ・ＹＨ―５９グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開口部 長軸２９１ｃｍ・短軸２５７ｃｍ、壙底部長軸２１９ｃｍ・

短軸１８２ｃｍで、深 さは４６ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 に緩 やかに立ち上が り、 開口部が広

がる。底面 は、 凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況 か ら人為堆積か 自然堆積かは不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７０６号土壙 （第３９３図）

［位 置］ Ｙ Ｉ・Ｙ Ｊ―６２グ リッドに位置す る。

［重複］ 第７０１号土壙、 第７０２号土壙 と重複す る。新 旧関係 は、本土壙 が、第７０１号 土壙 よ り

古 く、第７０２土壙 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ 円形 を呈 す る。規模 は、開 口部で直径約 ７０ｃｍ、深 さは１５０

～１７０ｃｍであ る
。断面形 は、 内部 に広 が るフラス コ状 を呈す る。底 面 は、 ほぼ平坦 であるが、

－ ３４４ －



南東の壁 際 に深 さ４５ｃｍの楕 円形 の ピッ トが検 出 された。遺構 に伴 うもの と考 えられ るが、用途

について は、不明であ る。

［堆積 土］ １１層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・小礫 を含 んでい る。 自然堆

積か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７０７号土壙 （第３９５図）

［位置］ ＹＨ―５７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６２７号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 す る。開 口部 長軸 １５５ｃｍ・短軸 （８０ｃｍ）、壙底部長 軸

１２７ｃｍ・短軸６７ｃｍで、深 さは４０ｃｍで ある。壁 は、南壁 が第６２７号土壙 と重複 してお り確認で きな

か ったが、その他 の壁 は、底面か ら開 口部 にか けてやや急 に立 ち上が り、開口部が若干広 がる。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら、土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第７０８号土壙 （第３９６図）

［位置］ Ｙ Ｉ・Ｙ Ｊ―６３・６４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南側の一部が膨 らむ円形 を呈す る。規模 は、長軸２７５ｃｍ、短軸２１５ｃｍ

で、深 さは１２５～１４０ｃｍである。壁 は、垂直 に立 ち上が り、若干 フラス コの形状 をとる。底面は、

幾 らか起伏 はあるものの平坦であ る。

［堆積土］ １１層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含んでいる。

人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 して いる。

［その他］ 南側の一部が張 り出 し、段状 になって お り、出入 り口の可能性が ある。 また、底

面 のピ ッ ト （長軸５０ｃｍ、短軸２５ｃｍ、深 さ１０ｃｍ）か ら炭化材が検 出され、遺構 に伴 うもの と考 え

られる。用途 に関 して は、不明であ る。

－ ３４５ －



（中嶋 友文）

第７０９号土壙 （第３９７図）

［位置］ Ｙ Ｊ―５９・６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 す る。規模 は、 開口部 長軸１５８ｃｍ・短軸９６ｃｍ、壙底部

長軸１４６ｃｍ・短軸８２ｃｍで、深 さは５９ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち

上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。 人為堆積

の可能性 が高い と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 な どか ら、土壙墓 の可能性 が高 い と考 え られる。

（成 田 悟）

第７１０号土壙 （第３９７図）

［位置］ Ｙ Ｉ・Ｙ Ｊ―６１・６２グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は円形 を呈 する。規模 は、開口長軸 １４７ｃｍ・短軸１４５ｃｍ、壙底部長軸

１６０ｃｍ・短軸１５８ｃｍで、深 さは９７ｃｍである。南壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直に立 ち上

が り、その他 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて若干内傾 して立ち上が るフラス コ状 を呈す る。

底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １０層 に分層 で きた。褐色 土 を基 調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か

自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第７１１号土壙 （第３９８図）

［位 置］ Ｙ Ｊ―６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸１７０ｃｍ・短軸 １３１ｃｍ、壙底部

長軸１６８ｃｍ・短軸１１６ｃｍで、深 さは３８ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち

上が る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

－ ３４６ －



［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積

か 自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第７１２号土壙 （第３９８図）

［位置］ Ｙ Ｉ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７１３号土壙 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈 する。開口部長軸 １６４ｃｍ、壙底部長軸１８３ｃｍ・短軸１７８ｃｍで、

深 さは１１６ｃｍであ る。開口部短軸は第７１３号土壙 と重複 してお り確認 で きなか った。壁 は、底面

か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が り、開口部が狭 まるフラスコ状 を呈す る。底面 は、若干

起状があ るが、ほぼ平坦である。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ロー ム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小 舘 孝 浩）

第７１３号土壙 （第３９８図）

［位置］ Ｙ Ｉ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７１２号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は確認で きなか った。開口部長 軸１８０ｃｍ、壙底部長軸 は１７８ｃｍで、深

さは４１ｃｍである。短軸 は確認で きなかった。壁 は、東側 の壁 は確認 で きなか ったが、西側 の壁

は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、開口部 が広 が る。北側 の壁 の一部 は底面

か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が っている。底面 は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 の北西側 か ら６８×５３ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。赤色顔料 の検 出な どか ら土壙

墓 の可能性が高 い と考 え られる。

（小舘 孝浩）

－ ３４７ －



第７１４号土壙 （第３９９図）

［位置］ ＹＫ― ６２・６３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７１５・７１８号土壙 と重複 してお り、いずれの土壙 よ りも本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開口部長軸２３６ｃｍ・短軸２１８ｃｍ、壙底部長軸２３２ｃｍ・

短軸２０６ｃｍで、深 さは９６ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開

口部が若干広 がる。西側 の壁 は、底面 か ら開口部 にかけて若干 内傾 して立 ち上が っている。底

面は、ほぼ平坦 であるが、東側 から深 さ ８ｃｍの ピッ トを １個検 出 した。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７１５号土壙 （第３９９図）

［位 置］ ＹＫ―６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７１４号土壙 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は円形 を呈す る。開 口部長軸７９ｃｍ・短軸 （７２）ｃｍ、壙底部長軸１０７ｃｍ・

短軸 （１０３）ｃｍで、深 さは２５ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、

開口部が狭 まるフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １層であ る。褐色土で炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆積 と

考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝 浩）

第７１６号土壙 （第４００図）

［位置］ Ｙ Ｊ―６１・６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７０４・７１７号土壙 と重複 してお り、いず れの土壙 よ りも本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形は円形 を呈す る。開口部長軸１７５ｃｍ・短軸１６２ｃｍ、壙底部長軸２３４ｃｍ・

短軸１９８ｃｍで、深 さは１８０ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口

部が狭 まるフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦であ るが、北東側 に深 さ ６ｃｍ、南西側 に深

さ４５ｃｍの ピッ トを ２個検 出 した。

［堆積土］ １２層 に分層 で きた。明黄褐色土 を基 調 とし炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積

状況 から人為堆積 か 自然堆積 かは不 明である。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７１７号土壙 （第４０１図）

［位 置］ Ｙ Ｊ―６１グリッ ドに位置 す る。

［重複］ 第７１６号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈す る。 開口部長軸１２８ｃｍ・短軸 （１０９ｃｍ）、壙底部 長軸

１２０ｃｍ・短軸 （９６ｃｍ） で、深 さは３４ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直 に立ち

上が り、開 口部が若干広がる。西側 の壁は第７１６号土壙 と重複 しているため、確認 で きなか った。

底面 は、ほぼ平坦 であ る

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 か 自然堆積 かは不 明であ る。

［出土遺 物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７１８号土壙 （第４０２図）

［位置］ ＹＫ―６１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７１４号 土壙、第７８１号土壙 と重複 す る。新 旧関係 は、本土壙 が、第７１４号土壙 よ り

古 く、第７８１号土壙 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕 円形 を呈す ると考 えられ る。規模 は、不明であ る。壁 は、ほ

ぼ垂直 に立 ち上が る。底 面は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積 土］ ７層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい

る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 硬 玉製玉が、 １点 と覆土 か ら土器が出土 してい る。

［その他］ 東側 の底 面か ら壁 にかけて赤色顔料 が検出 されてお り、土壙墓 と考 えられ る。

（中嶋 友文）

第７１９号土壙 （第４０２図）

［位置］ Ｙ Ｉ―６３・６４グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は不 整形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸１３４ｃｍ・短軸 １２７ｃｍ、壙底部

長軸１６３ｃｍ・短軸１４６ｃｍで、深 さは９０ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて若干内傾 して立
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ち上が り、 フラス コ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。褐 色土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積かは不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

第７２０号土壙 （第４０３図）

［位置］ ＹＫ ・Ｙ Ｌ―６０・６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部長軸１０６ｃｍ・短 軸９４ｃｍ、壙底部長軸１５０ｃｍ・

短軸１４２ｃｍで、深 さは８６ｃｍで あ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して立ち上が り、開 口

部が狭 まるフラス コ状 を呈 する。底 面は、若干の凹凸が認め られ る。

［堆積土］ ５層 に分層 で きた。 暗褐色土 を基調 とし炭化 物粒 を混入す る。堆積状 況か ら人為

堆積 である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小舘 孝浩）

第７２１号土壙 （第４０３図）

［位置］ ＹＢ ・ＹＣ―５３グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸１５２ｃｍ・短軸１４５ｃｍ、壙底部長軸１５２ｃｍ・

短軸１４７ｃｍで、深 さは９８ｃｍであ る。壁 は、東側が底面 か ら開 口部 にかけて若干内傾 して立 ち上

が り、西側 は底面 か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開口部が若干広 がる。底面 は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７２２号土壙 （第４０４図）

［位 置］ Ｙ Ｂ ・ＹＣ― ５２・５３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸８４ｃｍ・短軸７８ｃｍ、壙底部長軸７６ｃｍ・短

軸７６ｃｍで、深 さは４５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上 が り、開口部

が若干広が る。西側の壁が底面か ら開 口部 にかけて内傾 して立 ち上 が ってい る。底面 は、ほぼ

平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 としてい る。堆積状 況か ら人為堆積 と考え ら

れ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７２３号土壙 （第４０４図）

［位置］ Ｙ Ｂ―５２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸 １６５ｃｍ・短軸１４８ｃｍ、壙底部長軸１５０ｃｍ・

短軸１４３ｃｍで、深 さは８６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上 が り、開

口部が若 干広 がる。西側 の壁 が底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が ってい る。底面は、

平坦である。

［堆積土］ ６層に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７２４号土壙 （第４０５図）

［位置］ ＹＡ ・ＹＢ―５２・５３グ リッ ドに位置 す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開 口部長軸１４６ｃｍ・短 軸１３８ｃｍ、壙底部長軸 １３０ｃｍ・

短軸１２５ｃｍで、深 さは６３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けて やや急 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。西側 の壁 が底面 か ら開 口部 にか けて若干内傾 して立 ち上が っている。底面 は、

平坦で ある。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状 況か ら人為堆

積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小舘 孝浩）
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第７２５号土壙 （第４０５図）

［位置］ ＹＦ ・ＹＧ―５８グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整楕円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸９０ｃｍ・短軸７９ｃｍ、壙底

部長軸７１ｃｍ・短軸６５ｃｍで、深 さは３９ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立ち

上が り、開 口部で若干広が る。底面は、若干起状が認め られ るが概ね平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。明黄褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆

積か 自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

第７２６号土壙 （第４０５図）

［位置］ Ｙ Ｆ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。 開口部長軸１１５ｃｍ・短軸１０１ｃｍ、壙底部長軸９２ｃｍ・

短軸８０ｃｍで 、深 さは２２ｃｍで ある。壁 は、底面 から開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上 が り、開口

部 が若干広が る。底面 は、凹凸が認め られる。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７２７号土壙 （第４０６図）

［位置］ ＹＦ― ５７グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整楕 円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸 １１７ｃｍ・短軸５６ｃｍ、壙

底部長軸 １０７ｃｍ・短軸４４ｃｍで、深 さは３９ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にか けてほぼ垂 直に

立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の南壁寄 りか ら、４５×４５ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。
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（成 田 悟）

第７２８号土壙 （第４０６図）

［位置］ Ｙ Ｄ ・Ｙ Ｅ―５６・５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面 形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。規模 は、開 口部長 軸１４６ｃｍ・短軸９６ｃｍ、

壙底 部長軸１１４ｃｍ・短 軸７２ｃｍで、深 さは３６ｃｍであ る。南壁 は、底面 か ら開 口部 にかけてほぼ垂

直 に立ち上が り、その他 の壁 は、底面か ら開口部 にかけて、若干緩 やかに立 ち上 がる。底面 は、

ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ７層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。堆積状 況か

ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の南壁寄 りか ら、３５×２０ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（成 田 悟）

第７２９号土壙 （第４０６図）

［位置］ ＹＧ―５６・５７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開口部 長軸１２６ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸１０４ｃｍ・

短軸７５ｃｍで、深 さは４２ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口

部 が若干広が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 と考 え られ る。

（小舘 孝 浩）

第７３０号土壙 （第４０７図）

［位 置］ ＹＦ―５６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は不整形 を呈す る。開 口部長軸１６８ｃｍ・短軸 １６０ｃｍ、壙底部長軸 １４８ｃｍ・

短軸１４６ｃｍで、深 さは７６ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて ほぼ垂直 に立 ち上が り、底
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面 か ら開口部 にか けて若干広が る。 ただ、東側 の壁 は一部底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立

ち上が っている。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る°堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小 舘 孝 浩）

第７３３号土壙 （第４０７図）

［位置］ Ｙ Ｆ―６８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ ない。

［平面形 ・規模］ 平面形は、ほぼ円形で、開 口部が南 にか たよって いる。規模 は、開 口部で

長軸１５０ｃｍ・短軸１４５ｃｍ、深 さは９５～１１０ｃｍで ある。断面形 は、フ ラス コ状 を呈 し、底 面は、ほ

ぼ平坦である。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 む。人為堆積

と考え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第７３４号土壙 （第４０８図）

［位置］ ＹＥ ・ＹＦ―７０グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開口部 の直径約 １５０ｃｍ、深 さは約１５０ｃｍ

であ る。断面形は内部 に広 がるフ ラスコ状 で、底 面は、やや起伏 がみ られ る。

［堆積 土］ １３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 ・小礫 を含 んでい

る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明である。

［出土遺物］ 多数の土器 と石器が 出土 した。

（中嶋 友文）

第７３５号土壙 （第４０９図）

［位置］ ＹＦ―６７・６８グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第７３６号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、 開口部が やや南 にかた よる円形 を呈 する。規模 は、開口部 の直
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径約 １４０ｃｍ、深 さは約８０ｃｍで ある。 断面形 は内部 に広 が るフラス コ状で 、底面 は、ほぼ平坦 で

あ る。

［堆積 土］ ６層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と し、ローム粒 ・焼 土粒 ・小礫 を含 んでいる。

自然堆積 か人為堆積 か は、不 明であ る。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第７３６号 土壙 （第４０９図）

［位置］ Ｙ Ｆ―６７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７３５号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 する。規模 は、開口部 の直径約 １００ｃｍ、深 さは約１３０ｃｍ

である。断面形 は内部 に広 がるフラスコ状 で、底 面は、やや起伏 が認め られ る。

［堆積 土］ ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し、 ロー ム粒 ・炭化物粒 ・焼土粒 ・小礫 を含

んでい る。 自然堆積 か人為堆積 かは、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７３７号 土壙 （第４１０図）

［位置］ ＹＤ ・Ｙ Ｅ―６７・６８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ方形 を呈す る。規模 は、長軸２２５ｃｍ、短軸２０５ｃｍで、深 さは

約４０ｃｍである。壁 は、緩 やかに立 ち上 が り、底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 と し、 ローム粒 と多量の炭化物粒 を含 んでい

る。 ２層が炭化材 の層 にな ってい る。底 面及 び壁 面が火熱 によ り焼 けて いる。人為堆積 と考 え

られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 多量 の炭化材が 出土 して いるこ とか ら炭焼窯 と考 え られる。

（中嶋 友文）

第７３８号土壙 （第４１０・４１１図）

［位 置］ Ｙ Ｈ―６８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第７４１・７４２号土壙 と重複 してお り、いずれの土壙 よ りも新 しい。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸２０６ｃｍ・短軸 （１８３）ｃｍ、壙底部長軸

１７５ｃｍ・短 軸１７０ｃｍで、深 さは１５７ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら中程にか けて 内傾 して立 ち上が り

開口部で広が るフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ １８層 に分層 で きた。明黄褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。 自然堆積か人為

堆積か は不明であ るが、 自然堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 ）

第７３９号土壙 （第４１２図）

［位置］ Ｙ Ｊ―８１・８２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ ない。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 を呈す る。規模 は、長軸９５ｃｍ、短軸８２ｃｍで、深 さは３０

～３６ｃｍであ る
。壁 は、やや急 に立ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ 粘性のあ る黒褐色土 の層 で、 ローム粒 を含んでい る。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７４０号土壙 （第４１２図）

［位置］ ＹＭ― ７８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られない。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、ほぼ円形 を呈 す る。規模 は、長軸１０８ｃｍ、短軸９５ｃｍで、深 さは

６０～７０ｃｍである。壁 は、やや急 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。里褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面近 くか ら土器片が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第７４１号土壙 （第４１０・４１１図）

［位置］ Ｙ Ｉ―６８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第７３８号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 円形 を呈す る。 開口部長軸 １８０ｃｍ・短軸 （１２２）ｃｍ、壙底部長軸

（１４０）ｃｍ・短軸 （９７）ｃｍで、深 さは５６ｃｍである。西側の壁 は重複 によ り残存 しない。 その他
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の壁 は、底面か ら開 口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。 にぶい黄橙色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。 自然堆積か

人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第７４２号土壙 （第４１０・４１１図）

［位置］ ＹＨ―６８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７３８号 土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕円形 を呈す る。 開口部長軸 （１６５）ｃｍ・短軸１３５ｃｍ、壙底

部長軸 （１６０）ｃｍ・短軸 １３７ｃｍで、深 さは７２ｃｍであ る。西壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 し

て立 ち上が るフラス コ状 を呈 し、その他の壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が

る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 か人為堆積

は不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第７４３号土壙 （第４１２図）

［位 置］ ＸＺ―７２グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈 する。開口部 長軸８６ｃｍ・短軸７８ｃｍ、壙底部長軸４６ｃｍ・

短軸２９ｃｍで、深 さは２０ｃｍである。壁 は、底 面か ら開 口部にかけてほぼ垂直 に立ち上が る。底面

には、深 さ１５ｃｍの ピ ットが位置 す る。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化 物粒 を混入す る。人為堆積 か 自然堆

積か は不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第７４５号土壙 （第４１３図）

［位 置］ ＸＷ ―７７グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなか った。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１３８ｃｍ・短軸 １３６ｃｍ、壙底部 長軸１６０ｃｍ・

短軸１６０ｃｍで、深 さは１１１ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラス

コ状 を呈す る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １２層に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。人為堆積

か自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 土壙の確 認面に礫 が位置 してお り、人為的 に配置 された もの と考 えられ る。

（成 田 悟）

第７４６号土壙 （第４１３図）

［位置］ ＹＧ ・ＹＤ― ５６・５７グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸９５ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部長軸

７３ｃｍ・短軸６７ｃｍで、深 さは５０ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干

広が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層に分層で きた。褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積かは不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 悟 〉

第７４７号土壙 （第４１４図）

［位置］ ＹＤ ・ＹＥ― ５８グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸７４ｃｍ・短軸７３ｃｍ、壙底部長軸

６１ｃｍ・短軸６０ｃｍで、深 さは３２ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干

広 がる。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。褐色土 を基調 と してお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積か

自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟 ）

第７４８号土壙 （第４１４図）

［位置］ ＹＤ― ５３グ リ ッドに位 置する。
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［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開 口部長軸１４７ｃｍ・短軸１４５ｃｍ、壙底部長軸１５６ｃｍ・

短軸 １４１ｃｍで、深 さは７３ｃｍであ る。東壁 は、底 面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、

その他 の壁 は底面か ら、開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほ

ぼ平坦 である。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。里褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 人為堆積 か自然堆

積か は不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第７４９号土壙 （第４１４図）

［位置］ ＹＥ ・ＹＦ―５５・５６グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面 形 ・規模］ 平面 形 は、不 整円形 を呈す る。開 口部 長軸９９ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸

１４２ｃｍ・短軸１４０ｃｍで、深 さは１２７ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が

りフ ラス コ状 を呈 する。底面の中央部に、深 さ ３ｃｍの ピッ トが位置 して いる。その他 の底面 は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然

堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 悟）

第７５０号土壙 （第４１５図）

［位置］ ＹＡ―５３グリ ッドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整楕 円形 を呈す る。開口部長軸１１８ｃｍ・短軸８６ｃｍ、壙底部 長

軸１４０ｃｍ・短軸 １２５ｃｍで、深 さは９５ｃｍであ る。壁 は底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上がる

フラスコ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆積

かは不 明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）
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第７５１号土壙 （第４１５図）

［位置］ ＹＨ―５７・５８グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は楕 円形 を呈 す る。規模 は、開 口部長軸 １５２ｃｍ・短軸９６ｃｍ、壙底 部

長軸 １３３ｃｍ・短軸６５ｃｍで、深 さは５０ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂 直 に立 ち上が り、開口部

が若干広が る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黄褐色土 を基調 としてお り、炭化 物粒 を混入する。人為堆積

か 自然堆積かは不 明であるが、人為堆積 の可 能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 土壙 の形状 な どか ら、土壙墓 の可 能性 が高 い。

（成 田 悟）

第７５２号土壙 （第４１６図）

［位置］ ＸＸ―７５・７６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整円形 を呈す る。規模 は、 開口部長軸１５５ｃｍ・短軸 １４０ｃｍ、壙底

部長軸１８０ｃｍ・短軸１７５ｃｍで、深 さは１６０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら中程 にか けて内傾 して立 ち

上が り、開口部で若干広が るフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ９層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と してお り、炭化物粒 ・焼土 を多量 に混入す る。

人為堆積 か自然堆積か は不 明であ るが、人為 堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 覆土か ら土器が出土 した。

（成田 悟）

第７５３号土壙 （第４１６図）

［位置］ ＸＸ ・ＸＹ―７５・７６グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第７５８号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈 す る。開 口部長軸 １１３ｃｍ・短 軸９７ｃｍ、壙底部長軸

１５３ｃｍ・短軸 １４６ｃｍで、深 さは１２８ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して立 ち上が

るフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か自然堆積

か は不 明である。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が 出土 した。
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（成 田 悟）

第７５４号土壙 （第４１７図）

［位置］ ＸＹ―７６グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整楕円形 を呈す る。規模 は、開 口部長軸１３０ｃｍ・短軸１００ｃｍ、壙

底部長軸 １６６ｃｍ・短軸 １５２ｃｍで、深 さは１６４ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して

立 ち上が りフラス コ状 を呈す る。底面の ほぼ中央部 に深 さ１０ｃｍの ピ ッ トが位置 し、その他の底

面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １０層 に分層で きた。褐色土 を基調 と してお り、炭化物粒 ・焼土粒 を混入す る。人

為堆積か 自然堆積か は不明であ るが、人為堆積の可能性が高い。

［出土遺物］ 第 ２層か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第７５５号土壙 （第４１８図）

［位置］ ＸＹ ・Ｘ Ｚ―７４・７５グ リッドに位置す る。

［重複］ 第６１０号土壙 と重複 してお り、本土壙 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸１８５ｃｍ・短軸１４１ｃｍ、壙底部長軸

２０１ｃｍ・短軸 １９３ｃｍで、深 さは９６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が る

フラスコ状 を呈す る。底面のほぼ中央部 に深 さ１０ｃｍの ピッ トが位置す る。 その他 の底面 は、 ほ

ぼ平坦であ る。

［堆積土］ １２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。 また、第 ３層 は焼

土で あ り、廃棄 された と考 えられ る。人為堆積の可能性が高い。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第７５６号土壙 （第４１９図）

［位置］ ⅩＹ―７４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整 円形 を呈す る。開 口部長軸 １０５ｃｍ・短軸９５ｃｍ、壙 底部長軸

１３６ｃｍ・短軸１２３ｃｍで、深 さは１０６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が

るフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦で ある。
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［堆積 土］ １１層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化 物粒 ・焼土粒 を混入す る。人為堆積

か 自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片 が出土 した。

（成 田 悟）

第７５７号土壙 （第４２０図）

［位 置］ ＸＸ―７３・７４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、不整円形 を呈す る。 開口部長軸１２６ｃｍ・短軸１１６ｃｍ、壙底部長軸

２０５ｃｍ・短軸１９７ｃｍで、深 さは１９２ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立ち上が り、

開口部で若干広が るフラス コ状 を呈す る。 底面の西壁 よ りに深 さ４３ｃｍの ピ ットが位置 する。 そ

の他 の底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積 ±］ １８層 に分層 で きた。褐 色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆積

か は不明であ る。

［出土遺物］ 覆土 か ら土器片 が出土 した。

（成田 悟 ）

第７５８号土壙 （第４１６図）

［位 置］ ＸＸ―７５グ リッ ドに位置す る。

［重 複］ 第７５３号土壙 と重複 してお り、本土壙が古い。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、円形 を呈す る。開口部長軸６４ｃｍ・短軸 （６３）ｃｍ、壙底部長軸１０９ｃｍ・

短軸 １０１ｃｍで、深 さは１３３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が るフラス

コ状 を呈 する。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然堆

積 かは不 明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第７５９号土壙 （第４１８図）

［位置］ ＸＹ―７５グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第７６０号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は不整 円形 を呈 する。開口部長軸 （１８５）ｃｍ・短軸１６０ｃｍ、壙底部長
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軸１７５ｃｍ・短軸１７４ｃｍで、深 さは１１８ｃｍであ る。東壁 は、底 面か ら開口部 にか けて ほぼ垂 直に立

ち上が り、その他の壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が るフラスコ状 を呈す る。

底面の ほぼ中央部 に深 さ ６ｃｍの ピ ットが位 置す る。その他の底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １３層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然

堆積 かは不明で ある。

［出土遺物］ 覆土か ら土器片が出土 した。

（成 田 悟）

第７６０号土壙 （第４１８図）

［位 置］ ＸＹ―７４・７５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７５５・７５９号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 重複 が激 しく一部分 だけの検 出であるが、平面形は不整円形 を呈 する と考

えられ、規模 は深 さが７６ｃｍで、その他 の規模 は不 明である。壁 は、底面か ら開口部にかけてほ

ぼ垂直 に立ち上が る。底面 も一部分 の検 出であるが、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。明黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。人為堆積か 自然

堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 底面か ら礫が ３点出土 した。

（成 田 悟）

第７６１号土壙 （第４２１図）

［位置］ ＹＬ―５９・６０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸２２３ｃｍ・短軸１９５ｃｍ、壙底部長軸２５３ｃｍ・

短軸２２９ｃｍで、深 さは１９６ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して立ち上が り、開口

部が狭 まるフラス コ状 を呈 する。底面 は、若 干起伏 が認 め られ る。底面の西側 か ら深 さ１３ｃｍの

ピ ッ トを １個検出 した。

［堆積土］ １５層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化 物粒、 ローム粒、焼土 を混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ ４層 と ５層の間か ら石棒 が １点 出土 した。

（小舘 孝浩）
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第７６２号土壙 （第４２２図）

［位 置］ ＹＭ―６４グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第７６８・７６９号土壙 と重複 してお り、第７６９号土壙 よ り新 しいが、第７６８号 土壙 との新

旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 円形 を呈す る。 開口部長軸 （２５０）ｃｍ・短軸２４４ｃｍ、壙底部長軸

２１９ｃｍ・短軸２１０ｃｍで、深 さは１１１ｃｍであ る。壁 は、底面か ら垂 直に立 ち上が り、開 口部が若干

広 がる。底面 はほぼ平坦で あるが、底面西壁際 に深 さ ７ｃｍの ピッ トを有す る。

［堆積土］ １０層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況 か ら自然堆

積 と考 えられる。

［出土遺物］ 土器が覆土中か ら出土 した。

（成 田 悟）

第７６３号土壙 （第４２３図）

［位置］ ＹＫ―６６・６７グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸２３８ｃｍ・短軸２３３ｃｍ、壙底部長軸２３１ｃｍ・

短軸１８４ｃｍで、深 さは１２９ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にかけて内傾 して立ち上が り、開口

部が狭 まるフ ラスコ状 を呈す る。 ただ、西側及 び南側 の壁 の一部 は、ほぼ垂直に立ち上が って

い る。底面 は、ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ １７層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入 する。堆積

状 況か ら人為堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 礫が １点覆土 中か ら出土 した。

（成 田 悟）

第７６４号土壙 （第４２４図）

［位置］ Ｙ Ｉ―６７グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸２０８ｃｍ・短軸 １８２ｃｍ、壙底 部長軸２６５ｃｍ・

短軸２５０ｃｍで、深 さは１６８ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口

部が狭 まるフラス コ状 を呈 する。底 面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２８層 に分層 で きた。にぶい黄褐色 土 を基 調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考 え られる。
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［出土遺物］ 底 面の北側 か ら礫 が １点出土 した。

（小舘 孝浩）

第７６５号土壙 （第４２５図）

［位置］ Ｙ Ｌ―６５グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は円形 を呈す る。開口部長軸１１１ｃｍ・短軸９０ｃｍ、壙底部長軸 １３２ｃｍ・

短軸１２３ｃｍで、深 さは１４７ｃｍである。壁は、底面か ら開 口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開 口

部が狭 まるフラス コ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。にぶい黄橙色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 第 ５層 か ら炭化 物が出土 した。

（小舘 孝浩）

第７６６号土壙 （第４２５図）

［位置］ ＹＭ ―６３グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は円形 を呈 す る。開口部長軸１１４ｃｍ・短軸１０３ｃｍ、壙底部長軸１０３ｃｍ・

短軸９８ｃｍで、深 さは削平 されて確認で きなか った。壁 は、底面か ら開 口部 にかけてほぼ垂直 に

立 ち上が り、 開口部が若干広が る。底面は、凹凸が認め られる。

［堆積土］ 残存部 は １層であ る。明黄褐色土 を基調 としている。堆積状況 か ら人為堆積 と考

えれ らる。

［出土遺物］ 硬玉製勾玉が １点が出土 した。

［その他］ 底面 の西側か ら６３×３９ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第７６７号土壙 （第４２６図）

［位置］ Ｙ Ｊ―６６・６７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部 長軸２９０ｃｍ・短軸２７０ｃｍ、壙底部長軸２６０ｃｍ・

短軸２５５ｃｍで、深 さは１６７ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上 が り、開口

部 が広 がる。底面 は、ほぼ平坦で あるが 、中央部 か ら深 さ ６ｃｍ、東側 か ら深 さ ８ｃｍ、１４ｃｍの計

－ ３６５ －



３個の ピ ッ トを検出 した。

［堆積土］ ２５層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土器が覆土 か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第７６８号土壙 （第４２２図）

［位 置］ ＹＭ―６４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７６２号土壙 と重複 してお り、新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 重複 によ り東側の一部分 だけの検 出であ るが、楕 円形 を呈す ると考 えられ

る。重複 によ り長軸 は計測で きなか ったが、その他 は、開 口部短軸７７ｃｍ、壙底部短軸６１ｃｍで、

深 さは３４ｃｍであ る。壁 は、底 面か らほぼ垂 直に立 ち上が る。底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ 重複 して検 出 されたために、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 悟）

第７６９号土壙 （第４２７図）

［位置］ ＹＭ―６４グ リッドに位置す る。

［重複］ 第７６２号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、不整楕円形 を呈す る。開 口部長軸 （１４１）ｃｍ・短軸 １２１ｃｍ、壙底

部長軸 （１３５）ｃｍ・短軸９０ｃｍで 、深 さは４１ｃｍで ある。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、

開 口部が若干広がる。底 面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入する。堆積状 況か ら人為堆

積の可能性 が高い。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 底面 の南西壁 よ りか ら５１×３２ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙基 の可能性が考 えら

れる。

（成 田 悟）

第７７０号土壙 （第４２７図）

［位置］ ＹＮ ・ＹＭ―６３グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 認 め られなかった。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸 １２６ｃｍ・短軸７６ｃｍ、壙底部長軸１１５ｃｍ・

短軸６６ｃｍで、深 さは１４ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直に立ち上が り、開口

部が若干広が る。底 面は、若干起伏 はあるが、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １層 である。明黄褐色 土で炭化 物粒 、 ローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆

積 と考 えれ らる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の南側か ら４５×３９ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第７７１号土壙 （第４２８図）

［位置］ Ｙ Ｋ―６６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部 長軸１５０ｃｍ・短軸１１９ｃｍ、壙底部長軸１５０ｃｍ・

短軸１４８ｃｍで、深 さは１３３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部 にかけて内傾 して立ち上が り、開口

部が狭 まるフラス コ状 を呈 する。 ただ、東側 の壁 の一部 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂直

に立 ち上が る。底面は、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ８層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化 物粒 、 ローム粒 、焼土 を混入す る。堆

積状況か ら人為堆積 と考 えれ らる。

［出土遺物］ 土器が覆土か ら出土 した。

（小舘 孝浩）

第７７３号土壙 （第４２８図）

［位 置］ Ｙ Ｌ―６３・６４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。開口部長軸 １４５ｃｍ・短軸９５ｃｍ、壙底部長軸１１３ｃｍ・

短軸７４ｃｍで、深 さは３３ｃｍである。壁 は、底面 か ら開口部にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口

部が広が る。底面は、ほぼ平坦 であるが、底 面の北側 か ら深 さ１３ｃｍの ピ ットを １個検 出 した。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。明褐色 土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底 面の西側 か ら５６×５５ｃｍと２９×２３ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

－ ３６７ －



第７７４号 土壙 （第４２９図）

［位置］ Ｙ Ｌ―６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１３０ｃｍ・短軸８８ｃｍ、壙底部長軸１２２ｃｍ・

短軸８２ｃｍで、深 さは２１ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部 が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 えれ らる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の東側 と西側か ら５２×３８ｃｍ、４５×３８ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え

られる。

（小舘 孝浩）

第７７６号土壙 （第４２９図）

［位置］ ＹＫ― ６４・６５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。開口部長軸 １０６ｃｍ・短軸１００ｃｍ、壙底部長軸１３２ｃｍ・

短軸 １２３ｃｍで、深 さは１１６ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、開口

部 が狭 まるフラス コ状 を呈す る。底面 は、 ほぼ平坦で あるが 、中央部 に深 さ ６ｃｍの ピッ ト１個

を検 出 した。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人為

堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７７７号土壙 （第４３０図）

［位置］ Ｙ Ｌ―６３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 められ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸１６８ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部長軸１５６ｃｍ・

短軸７９ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、 開口

部が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。明黄褐色土 を基調 と し炭化物粒 、ローム粒 を混入 してい る。

－ ３６８ －



堆積状況か ら人為堆積 と考えれ らる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西側か ら８０×５８ｃｍの赤色顔料 を検出 した。土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第７７９号土壙 （第４３０図）

［位置］ Ｙ Ｌ―６２グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸１４２ｃｍ・短軸７８ｃｍ、壙底部長軸１２６ｃｍ・

短軸６６ｃｍで、深 さは４３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面は、平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黄褐色 土 を基調 と し炭化物粒、 ロームブロ ックを混入す る。

堆積状況か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 底面か ら硬玉製勾玉が ２点出土 した。

［その他］ 土壙の形状や出土遺物 などか ら、土壙墓 と考 え られる。

（小舘 孝浩）

第７８０号土壙 （第４３０図）

［位置］ Ｙ Ｊ―６４グ リッドに位置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は円形 を呈す る。 開口部長軸８８ｃｍ・短 軸７５ｃｍ、壙底部 長軸１４５ｃｍ・

短軸 １２６ｃｍで、深 さは５１ｃｍであ る。壁 は、底 面か ら開口部 にか けて内傾 して立 ち上が り、 開口

部が狭 まるフラスコ状 を呈す る。底面 は、若干起伏 はあるが 、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ロームブロ ック、焼土 を混入

す る。堆積状況か ら人為堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小 舘 孝浩）

第７８１号土壙 （第４０２図）

［位置］ ＹＫ― ６１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７１８号土壙 と重複 する。新 旧関係 は、本土壙が、古い。

［平面形 ・規模］ 平面形及 び規模 は、不明で ある。壁 は、やや急 に立 ち上 がる。底面 は、ほ
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ぼ平坦である。

［堆積 土］ ４層 に分層 で きた。黄褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含んでい る。人

為堆積か 自然堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７８４号土壙 （第４３１図）

［位置］ ＹＧ―６２グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸１４８ｃｍ・短軸９１ｃｍ、壙底部 長軸 １２１ｃｍ・

短軸６８ｃｍで、深 さは５５ｃｍである。壁 は、底 面か ら開口部にか けてほぼ垂直 に立 ち上が り、開口

部が若干広 がる。底 面は、ほぼ平坦 であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色土 を基調 と し炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況

か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 な どか ら、土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第７９１号土壙 （第４３１図）

［位置］ ＹＫ― ６３・６４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 認め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈す る。開 口部長軸１３４ｃｍ・短軸７２ｃｍ、壙底部長軸１１５ｃｍ・

短軸６２ｃｍで、深 さは３５ｃｍである。壁 は、底面か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口

部が若干広が る。底面は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ １層であ る。黄褐 色土で炭化物粒、 ローム粒 を混入す る。堆積状況か ら人為堆積

と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙の形状 などか ら、土壙墓の可能性が高い と考 え られ る。

（小舘 孝浩）

第７９２号 土壙 （第４３２図〉

［位置］ ＹＫ―６３グ リッドに位置す る。

－ ３７０ －



［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開口部長軸１２７ｃｍ・短軸８５ｃｍ、壙底部長軸１２０ｃｍ・

短軸７９ｃｍで、深 さは３５ｃｍであ る。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立 ち上が り、開口

部が若干広が る。 ただ、南壁の一部が底面か ら開口部 にかけて内傾 して立 ち上が っている。底

面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入する。堆積状

況 か ら人為堆積 と考 えれ らる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面 の西側 か ら中央部 にかけて７２×５１ｃｍの赤色顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 え ら

れる。

（小舘 孝浩）

第７９３号土壙 （第４３２図）

［位 置］ ＹＬ ・ＹＫ―６４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平 面形 ・規模］ 平 面形は楕 円形 を呈 する。開口部 長軸１３７ｃｍ・短軸５５ｃｍ、壙底部長軸１３３ｃｍ・

短軸５１ｃｍで、深 さは３５ｃｍである。壁 は、底面 か ら開 口部 にか けて ほぼ垂直 に立 ち上が り、開口

部が若干広 が る。底面 は、平坦 である。

［堆積 土］ １層 であ る。褐色土 で炭化物粒 を混入 してい る。堆積状況か ら人為堆積 と考 えら

れ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の西側か ら１２×１０ｃｍの赤色 顔料 を検 出 した。土壙墓 と考 えられ る。

（小舘 孝浩）

第７９４号土壙 （第４３２図）

［位置］ ＹＫ―６２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７９７号土壙 と重複 してお り、本土壙 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈す る。開口部長軸１２７ｃｍ・短軸７４ｃｍ、壙底部長軸１１８ｃｍ・

短軸６６ｃｍで、深 さは５９ｃｍで ある。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が り、開 口部が若干広が る。

底面 は、ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 を混入 する。堆積状況 か ら人為

堆積 と考 え られる。
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［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 底面の東側か ら４０×３２ｃｍの赤色 顔料 を検出 した。土壙墓の可能性が高い。

（成 田 悟）

第７９５号土壙 （第４３３図）

［位置］ ＹＬ―６２グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 認 め られなかった。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈 する。 開口部 長軸７７ｃｍ・短 軸４７ｃｍ、壙底 部長軸６９ｃｍ・

短軸４２ｃｍで、深 さは１０ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら開口部 にかけてほぼ垂 直に立ち上が り、開口

部 が若干広が る。底面 は、若干起伏が あるが 、ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。明褐色土 を基調 とし炭化物粒 、ローム粒 を混入 する。堆積状

況 か ら人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（小舘 孝浩）

第７９６号土壙 （第４３３図）

［位置］ ＹＫ―６２・６３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第７９７号土壙 と重複 してお り、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕円形 を呈 す る。規模 は、開 口部長軸 １１８ｃｍ・短軸７４ｃｍ、壙底 部

長軸１０３ｃｍ・短軸６２ｃｍで、深 さは２７ｃｍであ る。壁 は、底面か らほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、

ほぼ平坦 である。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。褐色土 を基調 としてお り、炭化物粒 を混入す る。人為堆積 か

自然堆積 かは不明で ある。

［出土遺物］ 土器が覆土及 び底面直上か ら出土 した。

（成 田 悟）

第７９７号土壙 （第４３３図）

［位置］ ＹＫ―６２・６３グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 第７９４・７９６号土壙 と重複 してお り、本土壙が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、楕円形 を呈 す る。 開口部 長軸 （１１８）ｃｍ・短軸９８ｃｍ、壙底部 長

軸２２２ｃｍ・短軸２１０ｃｍで、深 さは１１２ｃｍであ る。壁 は、底面 か ら内傾 して立 ち上が り、開口部が

狭 ま く断面はフラスコ状 を呈す る。底面 は、ほぼ平坦 である。
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［堆積土］ １５層に分層で きた。黄褐 色土 を基調 と し、炭化物粒 を混入す る。堆積状況か ら人

為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 土壙底面か ら ３個の ピ ットが検出 された。 ピッ トの深 さは概 ね ６ｃｍである。

（成 田 悟）

第７９９号 土壙 （第４３４図）

［位置］ Ｙ Ｌ―６２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 認 め られなか った。

［平面形 ・規模］ 平面形 は楕 円形 を呈す る。開 口部長軸 １３２ｃｍ・短軸８０ｃｍ、壙底部長軸１４１ｃｍ・

短軸８３ｃｍで、深 さは３７ｃｍで ある。壁 は、底面か ら開口部 にかけてほぼ垂直 に立 ち上が り、 開口

部 が若干広が る。底面 は、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黄褐色土 を基調 とし炭化物粒 、 ローム粒 を混入 する。堆積状

況か ら人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（小舘 孝 浩）

第８００号土壙 （第２８４図）

［位 置］ Ｚ Ｊ―５８・５９グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第４２８号土壙 と重複す る。新旧関係 は、本土壙が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、開口部 が北側 にかた よる円形 を呈す る。規模 は、開 口部の直径

１２０ｃｍ前後 、深 さは５０～６０ｃｍである。断面形 は、内部 に広が るフ ラス コ状 で、底面 は、やや起

伏が多い。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。人為

堆積か 自然堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第８０１号土壙 （第２４８図）

［位置］ ＺＶ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３４７号土壙 ・第８０２号土壙 と重複す るが、木 の根 に よる攪乱 を受 けているため新旧

関係 は、不 明である。
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［平面形 ・規模］ 平面形 は、 ほぼ円形 と考 えられ る。規模 は、直径７５ｃｍで 、深 さは３０ｃｍであ

る。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は、 ほぼ平坦であ る。

［堆積土］ 確認で きなか った。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第８０２号土壙 （第２４８図）

［位 置］ ＺＶ―５５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３４７号土壙 ・第８０１号土壙 と重複す るが 、木 の根 による攪乱 を受 けているため新 旧

関係 は、不明であ る。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、 ほぼ楕 円形 と考 え られ る。規模 は、長軸９５ｃｍ、短軸 （８５ｃｍ）、

深 さは約２５ｃｍであ る。壁 はやや緩 やか に立ち上が る。底面 は、やや起伏が認め られ、南側 に深

さ１５ｃｍの円形 の ピ ットが見 られる。

［堆積土］ 褐色 の層 で、ローム粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 んでい る。人為堆積 か 自然堆積 かは

不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

－ ３７４ －



第 ３節 溝

第 １号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｆ―Ｏ― ２４・２５グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１０号 ・第７８号溝 と重複 し、第１０号溝 よ り古 く、第７８号溝 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 調査区域 を南北 に横断 してい るため、全体 の形状 は不明で ある。断面形 は

箱形 に近 い。規模 は、幅１．５～ ２ｍ、深 さは約０．２５ｍで ある。傾斜 は南→北 であ る。壁 は底面

か ら緩やか に立 ち上が り、上部が広が る。底面 には小 さな凹凸があ る。

［堆積土］ ３層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ックを多 く含 む。第 １層 はローム土で、

人為堆積 と考 えられ る。底面所 々の直上 に砂が堆積 して いる。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 した。

［その他］ 時期不明であ る。

第 ２号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｆ～ Ｏ― ２３・２４グ リッドに位置す る。

［重複］ 多数の遺構 と重複す るが、本遺構が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 調査区域 を南北 に横断 してい るため全体 の形状 は不 明で あるが 、調査 区の

ほぼ中央で大 きくＬ字形 に屈 曲 してい る。断面形 は鍋底状で ある。規模 は、幅約０．５ｍ前 後で、

深 さは約０．２ｍである。傾斜 は南→北 である。壁 は底 面か ら緩やかに湾曲 しなが ら立ち上がる。

［堆積土］ ３層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ック を多 く含 む。 第 １層 はローム土で、

人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 した。

［その他］ 時期不明であ る。

第 ４号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｊ～ Ｎ―２０～２３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１１０号住居跡 の床下 に構築 され、第７９号溝 と接 続す る。

［平 面形 ・規模］ 第１１０号住居 跡か らほぼ南北 に延 び る。住居 内では Ｙ字状 に枝分か れを し

ている。断面状 は鍋底状で ある。規模 は、長 さ約２０．０ｍ、幅約０．６ｍ前後で、深 さは約０．５ｍで

ある。傾斜 は南→北で ある。壁 は底面か ら直線的 に外傾 しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ ２層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ック を多 く含 む。 人為堆積 である。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が 出土 した。

－３７５ －



［その他］ 第１１０号住居跡 の排水用 の施設 と考 え られる。

（岡 田 康博）

第１０号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｆ～Ｏ―２５～２７グ リッドに位置す る。

［重複］ 多数の遺構 と重複 し、本遺構が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 調査区域 をほぼ南北 に横 断す る。断面状 は浅 い鍋底状で ある。規模 は、幅

約０．５ｍ前後 で、深 さは約０．３ｍであ る。傾斜 は南→北であ る。壁 は底面か ら緩やか に湾 曲 しな

が ら立 ち上が る。

［堆積土］ １層 であ る。層全体 に炭化 物 を多 く含 む。 自然堆積の可能性が高い。

［出土遺物］ 土 師器 が出土 した。

第１６号溝 （配置 図）

［位置］ Ｆ～ Ｉ― ７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第２４号竪穴住居跡 と重複 し、本溝 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 調査 区域 を南北 に横 断 しているため、全体形 は不 明であ る。幅３０～６０ｃｍで

深 さは１０ｃｍ程であ る。

［堆積土］ 黒褐色土 に少量の ローム粒が混入 し、非常 に もろい。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 耕作 に伴 う排水用の溝 と考 えられ、 ご く最近 の ものの可能性が高 い。

（白烏 文雄）

第１７号溝 （第４３５図）

［位置］ Ｆ～ Ｋ― １０～１２グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第７０号竪穴住居 跡 ・第 ８～１５・２８・５５・８２・８３号土壙 ・第１３９号溝 と重複 している。

一部の遺構 との新 旧関係 は不 明瞭ではあるが
、本溝が最 も古い と考 えられ る。

［平面形 ・規模］ 調査 区域 を南北 に横 断 している ことか ら全体 形は不明であ るが、北端部で

第１３９号溝 と接 してい る。幅は５０～９０ｃｍ、深 さは２０～８０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直 に立 ち上が り、

底面は緩 く湾 曲 している。傾斜 は南→北 である。

［堆積土］ ９層 に分層で きた。第 ５層 は十和 田 ａ降下火山灰 の層であ る。また、底面 か ら２０ｃｍ

の部分 にロームの層が認め られ る。火山灰層の上か ら鉄滓 ・製鉄炉体 の破片 ・羽 口片 などが 出

土 している。火山灰層 の下か らは これ らの製鉄関連の遺物 は出土 して いない。

［出土遺物］ 覆土 中 より、土 師器 坏 ・甕 ・壼 ・須恵器甕 ・鉄滓等が出土 してい る。

－ ３７６ －



（白烏 文雄）

第１８号溝 （配置図）

［位置］ Ｌ― １８、Ｍ― １７・１８、 Ｎ― １７グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 第２８・２９・５１号 竪穴住居跡 と重複 し、本溝が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 若干北東へ 湾曲する。底面の傾 斜 は南→北方向で、北側の沢 に接 し、途切

れ る。幅 は、８０～１００ｃｍで、深 さは、１０～３０ｃｍ程 である。底面 は概 ね平坦で あるが、壁の立ち

上が りは緩やかで、全体 にはナベ底状 に近い。

［堆積土］ 暗褐色 土 を基調 としてお り、全体 に ローム を多 く混入す る。堆積土 は場所に よっ

て混入物に違いが認め られる。 自然堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 覆土中 より土 師器 の破片 が少量 出土 した。

（白烏 文雄）

第１９号溝 （配置図）

［位置］ Ｌ ・Ｍ― １８・１９、 Ｎ― １８グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ な し。

［平面形 ・規模］ 長 さ５５０ｃｍ、幅７０～１１０ｃｍで、確 認部は長楕円形 を呈す る。深 さは１５～３５ｃｍ

であ る。北側 に一段 の細長 い高 まりが確認 され、溝の北端部が土壙状に区切 られてい る。 この

北端部の区画部分は他 の部分 より浅い。壁 はほぼ垂直に立ち上が り、底面 は平坦であ る。

［堆積土］ 黒褐色土 を基調 として お り、 ローム粒 を微 量混入 してい る。第 ２層中 には灰状 の

ものが微 量混入 しているが、火 山灰 か どうかは不 明である。

［出土遺物］ 保 時期片 が少量 出土 している。 また土製品が １点出土 してい る。

（白烏 文雄）

第２０号溝 （配置 図）

［位 置］ Ｈ ・Ｉ―１２・１３グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第１９号土壙 と重複 してお り、本溝 が古 い。北端部で第２６号溝に接す る。

［平 面形 ・規模］ 長 さ４１０ｃｍ、幅６０～９０ｃｍで東西に長い長楕 円形 を呈 する。底面 の傾斜方向 は、

西→ 東である。

［堆積土］ 黒褐色土 を基調 としてお り、ローム粒 を微量 混入 している。

［出土遺物］ 覆土上面 か ら土 師器片が少量 出土 しているが、本 遺構 に伴 うかは不 明である。

（白烏 文雄）

－ ３７７ －



第２１号溝 （第４３６図）

［位置］ Ｇ― ８、 Ｈ― ７ ・８、 Ｉ― ７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第２０・２４・１００号竪穴住 居跡 ・第７１号 土壙 と重複 してい る。本溝 は、 第２０・２４号住

居跡 よ りは新 しいが、第７１号土壙 よ りは古い。

［平面形 ・規模］ 重複及 び削平 によ り全体形 は不明であ るが、南西か ら北東 にむけて掘 り込

まれた ものと考 えられ る。第２０号住居跡 との重複部分 はと くに不明瞭であ る。幅 は３０～４０ｃｍ程

で、深 さは、２０～４０ｃｍ程であ る。底面の傾斜 は、南→北であ る。

［堆積土］ ５層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ロームの混入がみ られ る。全体 に軟質

であるが、第７１号土壙 との重複部分 はやや締 ま りが認め られ た。

［出土遺物］ 少量の土師器片及 び、製塩土器の破片が覆土 中か ら出土 している。

（白烏 文雄）

第２２号溝 （第４３７図）

［位 置］ Ｇ―１３～１５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 東端部 で第２６号溝 と接 しているが新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 削平 のため全体形 は不明で あるが 、ほぼ東西 に直線 的に延 びている。長 さ

７５０ｃｍ、幅４０～６０ｃｍで、深 さは２０～３０ｃｍであ る。底面の傾 斜は西→東であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、焼土粒が少量混入 している。

［出土遺物］ 覆土 中 より、土 師器片が少量 出土 している。

［その他］ 本遺構 の北側 に数軒 の住居跡が位置 してお り、これ らの内の外周溝 の可能性 も考

えられ る。

（白烏 文雄）

第２３号溝 （第４３７図）

［位置］ Ｈ― １４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５２・５８竪穴住居跡 、第２３号土壙 、第５２号溝 と重複 している。新 旧関係 は不明瞭で

あ るが、第５２号住居跡及 び第２３号土壙 よ り古 い と考 え られる。

［平面形 ・規模］ 直径 ３メー トルほ どの弧状 を呈す る。幅３０～６０ｃｍで、深 さは２０ｃｍである。

壁及び底面は凹凸が多 く、不 明瞭で ある。傾斜方 向 も一定 していない。

［堆積土］ 暗褐色土 を基調 としてお り、全体 に軟 質である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（白烏 文雄）

－ ３７８ －



第２４号溝 （第４３７図）

［位置］ Ｇ― １３～１５グリ ッドに位置す る。

［重複］ 東端部 で第２６号溝 と接 しているが新 旧関係 は不 明であ る。 また、第２２号溝 と平行 し

て存在 してい る。

［平面形 ・規模］ 削平 のため全体形 は不 明であ るが、ほぼ東西 に直線 的に延 びている。長 さ

８００ｃｍ、幅４０～６０ｃｍで 、深 さは２０～３０ｃｍで ある。底面 の傾斜 は西→東で ある。

［堆積土］ 黒褐色 土 を基調 とし、焼土粒 ・ローム粒 が少 量混入 してい る。

［出土遺物］ 覆土中 よ り、土 師器 片が少量 出土 してい る。

［その他］ 本遺構 の北側 に数軒の住居跡 が位 置 してお り、第２２号溝 と同様 に、 これ らの内の

外周溝の可能性 も考え られ る。

（白烏 文雄）

第２５号溝 （配置図）

［位置］ Ｇ～ Ｊ―１２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第２２号土壙、第２６・２８号土壙ほか と重 複 してお り、本溝が、最 も新 しい と考え られ

る。

［平面形 ・規模］ 削平のため全体 形は不 明であ るが、南北 に延 びてい る。幅 は３０ｃｍ程で、深

さは１０～２０ｃｍ程であ る。壁 はほぼ垂直に立 ち上が り、傾斜 方向 は南→北であ る。

［堆積土］ 黒褐色土 を基調 と し、概 ね軟質であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 耕作 による、排水用の溝の可能性が高い。

（白烏 文雄）

第２６号溝 （配置図 ・４３８図）

［位置］ Ｆ～Ｈ― １３・Ｈ～ Ｌ― １２・Ｊ ・Ｋ― １１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第２６・６６・９９号竪穴住居 跡、第２０・２２・２８号土壙、第２２・２４・２５・２８・５３・８６号溝

と重複 または接 している。住居 跡 との新旧関係 は、第６６号住居跡 よ り古 く、他の もの よりは新

しい。土壙 は、概ね本溝 よ り新 しく、溝で は第２５・２８号溝が本溝 よ り新 しく、他 は新 旧関係 が

不 明瞭で ある。

［平面形 ・規模］ 調査 区 を南北 に横 断 して いるため全体形 は不 明であ る。北端部で第１３９号

溝 と接 しているが、 この溝 と交差 してい ない ことか ら、同時存在 して いた可能性 は高 い。 幅

２２０～３２０ｃｍで、深 さ７０～９０ｃｍであ る。壁 はやや上方 に開 き、底面 は部分的 に起伏が認め られる

－ ３７９ －



ものの、概ね、平坦で ある。底面の傾斜方向 は南→北で ある。

［堆積土］ １３層 に分層で きたが、第２８号溝 に中央部 を切 られているため、全体 の堆積状況 は

不 明で ある。暗褐色土 を基調 と してお り、 ローム粒 ・ロームブロ ック及 び炭化物粒が全体 に混

入 している。 また、部分的 に焼土の混入 も認め られ る。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器片が覆土及び底面か ら出土 した。

［その他］ 他の溝に比べ 、幅、深 さもあ り、堅緻な構 造であ ることか ら、本台地の区画、 ま

たは大がか りな排 水等 に関わる溝 と考 え られる。

（白烏 文雄）

第２７号溝 （第４３９図）

［位置］ Ｇ― ７ ・８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第２４号竪穴住居跡 と重複 して いる。住居跡 の床面精査時 に確認 されたが 、新 旧関係

は不 明瞭であ る。本溝が古い と考 えられ るが、断定 はで きない。

［平面形 ・規模］ 直径２７０ｃｍ程 の弧状 を呈 し、南東部が 開放 されている。 幅は３０～４０ｃｍ程 で、

開放部の端部がやや広 い。深 さは１０～２０ｃｍで、底 面 はナベ底状 であ る。

［堆積土］ 暗褐色土 を基調 としてお り、軟 質であ る。

［出土遺物］ 覆土上部 より土 師器片 が出土 したが、本遺構 に伴 うものか は不 明であ る。

［その他］ 住居跡 に伴 う溝 とは考 え られない。 また、用途 も不 明であ る。同様 の溝 が、第２０

号竪穴住居跡 の床面 か ら検 出 されている。

（白烏 文雄）

第２８号溝 （配置図 ・４３８図）

［位置］ Ｆ ・Ｇ― １３、 Ｆ～ Ｉ―１２、 Ｊ～ Ｋ― １１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６６・９９号竪穴住居 跡、第２０・２８号土壙、第２５・２６号溝 と重複 または接 してい る。

住居跡 との新旧関係 は、第６６号住居 寄 よ り古 く、第９９号住居跡 よ りは新 しい。土壙で は、第２０

号土壙 よ り本溝が古いが、第２８号溝 とは不 明であ る。溝では第２５号溝が本溝 よ り新 しく、第２６

号溝が本溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 調査 区 を南北 に横断 してい るため全体形 は不明 である。北端部で第１３９号

溝 と接 してお り、この部分で本溝 は途切 れている。幅９０～１９０ｃｍで、深 さ７０～１００ｃｍである。壁

はやや上方 に開 き、底面 は部分的 に起伏が認 められる ものの、概 ね、平坦 である。底面 の傾斜

方向は南→北であ る。

［堆積土］ １７層 に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 と してお り、 ローム粒及 び炭化物粒が全体 に
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混入 している。 また、部分 的に焼土 の混入 も認 め られる。

［出土遺物］ 覆土及 び底面 か ら、土 師器及 び須 恵器片が出土 した。

（白烏 文雄）

第３０号溝 （第４３９図）

［位 置］ Ｆ～Ｍ― ３３グ リ ッドに位置 する。

［重複］ 第３３・４２号住居跡 と重複 し、本溝 が もっとも新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、幅が狭 く南北 に延びた溝であ る。幅 は２５ｃｍで、深 さ１５ｃｍであ り

浅い。壁は、緩 やかに立ち上がる。底面 は若干起伏 がみ られ る。

［堆積土］ 分層で きず、墨褐色土 を基調 としてい る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成田 滋彦）

第３１号溝 （第４３９図）

［位置］ Ｎ ・Ｏ―３２、 Ｆ～ Ｏ― ３３グ リ ッドに位置す る。

［重複］ 第３３・４２・４８・８６号住居跡 と重複 し、本溝が もっ とも新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 に延 びた幅広の溝であ る。幅 は１８６ｃｍで、深 さ３６ｃｍである。

壁 は、 ほぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は若干起伏が認め られ るが、 ほぼ平坦で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 としてい る。

［出土遺物］ 須恵器が出土 してい る。

（成 田 滋彦）

第３５号溝 （第４４０図）

［位置］ Ｋ―２９～３１・Ｌ―２９・３０グ リッドに位置す る。

［重複］ 第３７号溝 と重複 し、本溝が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東側が膨 らむ楕円形 を呈す る。幅 は、１００－－１６０ｃｍで、深 さは、

１６～２６ｃｍであ る。底面 はやや起伏が認め られ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。 自

然堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（中嶋 友文）
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第３６号溝 （第４４０図）

［位置］ Ｍ― ２８グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られない。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東側が膨 らむ直線的 な楕 円形 を呈す る。 幅は、９０～１２０ｃｍで、

深 さは、１０～１８ｃｍである。底面 は起伏 が認 め られる。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし、炭化物粒 ・ローム を混入 する。 自然堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 床面の ピ ッ トは、本溝 に伴 わない もの と考 えられる。

（中嶋 友文）

第３７号溝 （第４４０図）

［位置］ Ｍ ・Ｎ―２９グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第４７号住居跡 と重複 し、本溝 が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、長楕 円形 を呈 する。幅は、１２５～１５０ｃｍで、深 さは、２４～３６ｃｍで

あ る。底 面は起伏 が認 め られる。

［堆積土］ ４層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。自

然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 床面の ピ ッ トは、本溝 に伴 わない ものと考 え られる。

（中嶋 友文）

第３８号溝 （配置図）

［位置］ Ｊ―３１グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第３５号住居跡 ・第２８号溝 と重複 し、本溝 が もっとも新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南西側が膨 らむ形 を呈す る。 幅 は、７０～１２０ｃｍで、深 さは、１４

～３０ｃｍであるが
、末端部 は、や や深 く５０ｃｍ前後 の深 さである。底面 はやや起伏が認 め られる。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んで いる。人

為堆積 と考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 本溝は、第３８号住居跡 の外 周溝 と考 えられ る。

（中嶋 友文）
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第３９号溝 （第４４１図）

［位置］ Ｇ―３４・３５グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第４０号溝 と重複 してお り、本溝 は第４０号溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南 ・北側が直線的 な長方形 を呈す る。幅 は２５ｃｍで 中央部が幅広

で ある。深 さは１２ｃｍであ る。壁 は、 ほぼ垂直であ り、底面 はほぼ平坦で ある。

［堆積土］ 分層で きず、暗褐色土 を基調 と している。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成田 滋彦）

第４０号溝 （第４４１図）

［位置］ Ｆ―３４・３５、 Ｇ―３５グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第３９・４１～４３号溝 と重複 してお り、本溝 は第３９・４１・４３号溝 よ り新 しく、第４２号溝

との新 旧関係 は不明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、西端 部がふ くらみ をもつ Ｕ字形 を呈す る。幅 は４６～１１２ｃｍで、

西側部分 が幅広 である。深 さは、１５～２４ｃｍで ある。壁 は、南側 が緩 やかに立 ち上 が り、北側が

ほぼ垂 直に立 ち上 がる。底面 はほぼ平坦 である。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。 ローム を混入す る。人為 堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 須 恵器が出土 してい る。

（成 田 滋彦）

第４１号溝 （第４４１図）

［位置］ Ｇ― ３４・３５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４０号溝 と重複 してお り、本溝 は第４０号溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、全体 に丸 み をもつ長楕 円形であ る。幅は （５４ｃｍ）であ る。深 さ

は２２ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直であ り、底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］ 分層で きず、褐色 土 を基調 と してい る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 滋彦）

第４２号溝 （第４４１図）

［位置］ Ｆ―３３・３４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４２号住居跡 ・第３１・４０号溝 と重複 し、本溝 は第４２号住居跡 ・第３１号溝 より新 しく、
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第４０号溝 との新 旧関係 は不明で ある。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 に延 びた直線的 な溝で ある。幅 は２２ｃｍである。深 さ１１ｃｍで

浅い。壁 はほぼ垂直で、底面 には起伏が認め られる。

［堆積土］ 精査 中に雨水のため流失 して しまったので、堆積土 は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（成 田 滋彦）

第４３号溝 （第４４２図）

［位置］ Ｆ― ３３・３４グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第４０・４４号溝 と重複 してお り、本溝 は第４０・４４号溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、 Ｕ字形 を呈 する。幅は、５６ｃｍである。深 さは１１ｃｍと浅い。壁 は

緩やかに立 ち上 が り、底面 はほぼ平坦 である。

［堆積土］ 分層 で きず 、暗褐色土 を基調 としている。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

（成 田 滋彦）

第４４号溝 （第４４２図）

［位置］ Ｆ―３３・３４グリ ッドに位置す る。

［確認状況］ 東側部分 を精査 中に削平 して しまい、西側部分のみの検 出であ る。

［重複］ 第３１・４０・４３号溝 と重複 してお り、本溝 は第４０号溝 よ り古 く、第４３号溝 より新 しい。

第３１号溝 とは不 明であ る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、残存部 か ら推 定す るとＵ字形 を呈 す ると思われ る。幅は３５ｃｍで

ある。深 さは４４ｃｍである。壁 は緩 やかに立 ち上 が り、底面 は起伏 が認 め られ る。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 に している。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 滋彦）

第４５号溝 （第４４３図）

［位置］ Ｌ ・Ｍ―２８グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第４７号住居跡 と第５０号土壙 と重複 し、本溝 がいずれ よ りも古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に細長 い形 を している。幅は、６０～６５ｃｍで、深 さは、１０～

１５ｃｍである。底面 はやや起伏が認 め られる。
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［堆積土］ ３層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでいる。自

然堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（中嶋 友文）

第４６号溝 （第４４３図）

［位置］ Ｊ―２９・３０、Ｋ― ２９～３１グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第３８号住居跡 と重複 し、本溝が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に細長 い形 を している。幅 は、８０～１３０ｃｍで 、深 さは、２３

～３５ｃｍである。底面 はやや起伏 が認 め られる。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし、ローム粒 ・炭化 物粒 を含んでいる。 自

然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第４８号溝 （第４９号溝） （配置 図）

［位 置］ Ｋ―２９～３１、 Ｌ―３１、Ｍ ・Ｎ―３０・３１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第３５号溝 ・第６３号溝 ・第６４号溝 と重複 し、本溝が第３５号溝 よ り古 く、第６３号溝 ・第

６４号溝 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南西側が膨 らむ細長 い形 を呈 する。幅 は、５０～１００ｃｍで、深 さは、

１５～２５ｃｍである。底面 はかな り起伏 が認 め られ る。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。黒褐色 土 を基調 とし、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積 と考え られる。

［出土遺物］ 土師器 ・須 恵器 が出土 している。

［その他］ 本溝 は、第３７号住居跡 ・第８７号住居 跡のいずれかの外周溝 と考 えられ るが、 どち

らに伴 うかは不 明である。

（中嶋 友文）

第５０号溝 （配置図）

［位 置］ Ｍ ・Ｎ―３５、Ｏ ・Ｐ―３６グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第４２号土壙 と重複 してお り、本溝 が新 しい。

［その他］ 本溝 は、第７８号住居跡 の外 周溝 であ る。
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（成 田 滋彦）

第５１号溝 （配置 図 ・第３５図）

［位置］ Ｈ―１３・１４グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第２５～２７・５２号 竪穴住居跡 と重複 している。削平のため、新 旧関係 は不 明瞭である

が、本溝が他 の遺構は り新 しい と考 え られる。

［平面形 ・規模］ 削平のため全体形 は不明であるが、残存 部の長 さ３８０ｃｍ、幅４０～１００ｃｍ程で

ある。底面はほぼ平坦である。

［堆積土］ 暗褐色土 を基調 と してい るが、堆積 状況 は不明瞭であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 竪穴住居 跡の外周溝の一部の可能性があ るが、特定で きない。

（白烏 文雄）

第５２号溝 （配置図 ・第４１・４３７図）

［位置］ Ｈ ・Ｉ―１４・１５グ リッドに位置す る。

［重複］ 第５８号竪穴住居跡、第２３号溝 と重複 して いる。第５８号住居跡 よ り新 しいが、第２３号

溝 とは新 旧関係が不明瞭であ る。

［平面形 ・規模］ 削平及 び重複の ため、全体形 は不明で ある。

［堆積土］ 暗褐色土 を基調 に して いるが、堆積状態 は不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第５３号溝 （配置 図 ・第４４２図）

［位置］ Ｈ―１１・１２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１７・２６号溝 と重複 している。新 旧関係 は不 明瞭であ るが、両溝 よ りも古 い と考 え

られる。

［平面形 ・規模］ 重複 のため全体形 は不 明であ る。残存 部の幅 は約７０ｃｍ程であ る。

［堆積 土］ 暗褐色土 を基調 に しているが 、堆積状態 は、不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（白烏 文雄）
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第５４号溝 （配置 図）

［位 置］ Ｉ ・Ｊ―１６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第５５号住居跡 ・第５１号土壙 と重複 し、本溝 が もっとも古 い。

［平 面形 ・規模］ 一部分 だけの検 出であるが、平 面形は、東側が開口する緩い Ｕ字 形 を呈 す

る。幅は、２３～３３ｃｍで、深 さは、 ８～１０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直で、底面は若干起 伏が認 め

られ るが概 ね平坦 である。

［堆積 土］ 暗褐色土 の １層 のみで、ロームを多量 に混入 し人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 平安 時代 の頃に構築 された と思 われる。

（成田 悟）

第５５号溝 （配置図）

［位置］ Ｉ―１４グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第５８号 竪穴住居跡 及び第５７号溝 と重複 してい るが、新旧関係 は不明瞭である。

［平面形 ・規模］ 重複 に より、半 円形 のご く一部分だけ残存 してい る。

［堆積 土］ 削平及び重複 のため、不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第５６号溝 （配置図）

［位置］ Ｉ―１５・１６グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第５３・第５５号住居跡 と重 複 し、本溝が もっとも古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、東西 に細 長 く直線状であ る。幅 は、１８～２７ｃｍで、深 さは、１５～

１６ｃｍであ る。壁は、ほぼ垂 直で、底 面は若干起伏 が認め られ るが概ね平坦であ る。

［堆積土］ ２層に分層 で きた。暗褐色 土 を基調 とし、炭化物 ・ローム を混入す る。人為堆積

と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 平安時代の頃に構築 された と思われ る。

（成田 悟 ）

第５７号溝 （配置図 ・第４３７図）

［位置］ Ｈ ・Ｉ―１４グ リッ ドに位 置する。
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［重複］ 第５８号竪穴住居跡 、第５５号溝 と重複 しているが、新 旧関係 は不 明瞭である。

［平面形 ・規模］ 重複 のため、全 体形 は不 明であ る。残存部 の長 さは２５０ｃｍ、幅 は５０～７０ｃｍ

である。

［堆積土］ 削平及 び重複 のため、堆積状態 は不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第５８号溝 （第４４４図）

［位置］ Ｎ―２７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１０号 ・第６２号溝 と重複 し、本遺構が最 も古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西 に長い楕円形 に近 い。断面形 は鍋底状で ある。規模 は、幅約

長軸３．７ｍ、短軸１．５ｍで、深 さは約０．２５ｍであ る。傾斜 は西→東で ある。壁 は底面か ら緩やか

に湾 曲 しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ ４層 に分層 した。層全 体 に炭化物 を含 む。 自然堆積の可能性が高 い。

［出土遺物］

［その他］ 時期不 明であ る。

第５９号溝 （配置図）

［位置］ Ｍ―２５、２６グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第６４号竪穴住居跡 より新 しく、第 ７号竪穴柱建物 よ り古 い。

［その他］ 本溝 は、第６３号竪穴住居跡 の外周溝 である。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

（三 浦 孝仁）

第６０号溝 （配置図）

［位置］ Ｍ―２３グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第９２、９３号住居跡 よ り新 しく、第８２、８４号竪穴住居跡 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 風倒木 に一部壊 されてお り、不明であ る。幅５０～６０ｃｍであ る。壁 はほぼ垂

直 に立 ち上が る。底面には起伏 がみ られ る。

［その他］ 本溝 は、第９４、８５号 竪穴住居 跡のいずれかの外周溝であ る可能性が高い。

［出土遺物］ 土師器 が出土 している。

（三浦 孝仁）
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第６１号溝 （第４４５図）

［位置］ Ｎ ・Ｏ―３６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７６号住居跡 と重複 し、本溝が古 い。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、東 ・西側が直線的 な長楕 円形 を呈す る。幅 は３２～３８ｃｍで、深 さ

は１９ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直で 、底面 は東側 か ら西側 にかけて傾斜 している。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。堆積土 中にローム ・黄褐色土 を含 む。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（成 田 滋彦）

第６２号溝 （第４４４図）

［位置］ Ｎ―２７・２８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４４号土壙 ・第５８号溝 と重複 し、本遺構 が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西 に延 びる溝状 で西端 が膨 らむ。断面形 は深 い鍋底状 である。

規模 は、長 は約 ５．７ｍ、幅約０．８ｍ、深 さは約０．５ｍであ る。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か

ら外傾 しなが ら直線 的に立 ち上 がる。

［堆積土］ ８層 に分層 した。層全体 に炭化物 を多 く含む。 自然堆積 の可能性 が高い。

［出土遺物］ 土師器が出土 した。

［その他］ 時期不明であ る。

第６３号溝 （配置図）

［位置］ Ｈ― ３０～３２、 Ⅰ―３２、 Ｊ―３２、 Ｋ―３１～３２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第３２号溝、第１０１号溝、第１０８号土 壙、第４９号溝 と重複す る。第３２号溝 よ りは古 く、

１０８号土壙 よりは新 しく、また第４９号溝 との新 旧関係 は不 明である。本溝 は第１０９号住居跡 の外

周溝で あると思 われ る。

（木村 高）

第６４号溝 （配置図）

［位置］ Ｍ ・Ｎ― ３０・３１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第４８号溝 と重複 し、本溝 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形及び規模 は、第４８号溝 に削平 されてい るため不明であ る。残存 する

部分の深 さは、１０～１５ｃｍであ る。底 面は起伏 が認 め られ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 を含 んでい る。 自然堆積 と考 え
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られる。

［その他］ 本溝 は、第３７号住居跡 ・第８７号住居跡 のいず れかの外周溝 と考 え られるが、 どち

らに伴 うかは不 明である。

（中嶋 友文）

第６５号溝 （第４３９図）

［位置］ Ｋ～ Ｏ―３３グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第３０号溝 と重複 し、本溝 が第３０号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は、南北 に延 びた溝 であ り、幅 は６５ｃｍで深 さ１２ｃｍであ る。壁 は、ほ

ぼ垂直 に立 ち上が る。底面 は若干起伏 が認 め られ るが、 ほぼ平坦であ る。

［出土遺物］ 土師器が出土 してい る。

（成 田 滋彦 ）

第６６号溝 （配置図）

［位置］ Ｇ―１６・１７グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６７号溝 と重複 し、本溝 が新 しい。 また、本溝 よ り古 いピ ッ トが底面 に存在す る。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は、東西方向に細長 く延び る長楕円形 を呈す る。幅は、８３～１２３ｃｍで、

深 さは、１０～２６ｃｍで ある。壁 は、底面か ら緩やか に立 ち上が り、堅緻で ある。底面 は若干起伏

が認 め られるが 、概 ね平坦であ る。

［堆積 土］ 黒色土 の １層 のみで、炭化物粒 を混入す る。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 構築時期 につ いては、不明で ある。

（成 田 悟）

第６７号溝 （配置 図）

［位置］ Ｈ― １７・１８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第６６号溝 と重複 し、本溝が古 い。 また、本溝 の西側 には第６９号溝が位置 してお り、

西側で重複する可能性 も考 え られる。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 方向に細 長 く延び る。幅 は、２９～４７ｃｍで、深 さは、１５～２６ｃｍ

であ る。壁 は、底面 か らほぼ垂直 に立 ち上が り堅緻 である。底面 は若干起伏 が認 め られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 平安時代 の頃 に構築 された と思 われ る。
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（成 田 悟）

第６８号溝 （第４４５・４４６図）

［位置］ Ｈ ・Ｉ―１８・１９グリ ッ ドに位置す る。

［重複］ 第６９・１４１号溝 と重複 し、第６９号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に細長 く直線状 に延 びる。 幅は、７７～１２０ｃｍで、深 さは、

２２～３４ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直で堅緻であ り、底面 は若干起伏が認め られるが概ね平坦で西

側か ら東側 にか けて緩 く傾斜す る。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黒色土 を基調 とし、炭化物 ・ロームを混入す る。 自然堆積 と

考 え られ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 平安時代の頃 に構 築 された と思 われ る。

（成 田 悟）

第６９号溝 （第４４６図）

［位置］ Ｇ～ Ｉ―１８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７３・７４号土壙、第６７・６８号溝 と重複 し、本溝が もっとも新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は南北 に細長い形状 を呈す る。幅 は、９４～２５５ｃｍで、北側の端部が

狭 く、第７３号土壙近 くの 中央部の幅が広 い。深 さは１８～３２ｃｍで ある。壁 は、底面 か ら緩 やか に

立 ち上が り、西側 ・北側 は堅 く締 まって いるが 、その他 は柔 らか く軟弱 である。底面 は起伏が

認 め られ、平坦で はない。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黒色土 を基調 とし、全層 にロームを混入す る。 自然堆積 と考

え られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 構築 時期 につ いて は不明で ある。

（成 田 悟）

第７０号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―１５～１９グ リッドに位置す る。

［重複］ 第 １号井戸、第９７号溝 と重複 し、第 １号井戸 よ りは古いが、第９７号溝 よりは新 しい。

［平面形 ・規模］ 南側が調査区域外 になっているの で、全体 の形状 は不明 であるが、東西 に

細長 く延 びてお り、東側で は第 １号井戸 と重複 し、西側で は幅広 になる。幅 は、（１１２）～ （３０６）ｃｍ
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で、深 さは、１１～２５ｃｍであ る。壁は、緩 く立ち上が り軟弱であ る。底面 は西側 ほど起伏が激 し

く、数条の水の流れた痕跡 を有 する。 また、底面や北壁際か らは多数の ピ ッ トが検出 され、掘

立柱 建物跡 と重複 していた可能性 も考 え られる。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 と し、炭化物 ・ローム を混入す る。 自然堆積

と考え られる。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

［その他］ 構築 時期 は不明で ある。

（成 田 悟）

第７１号溝 （配置図）

［位置］ Ｇ―１５・１６グリ ッドに位置す る。

［重複］ 時期不明の ピ ットが西側壁際 に位置す る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、基本的 には東西 に細長 く延 びてい るが、西側で は一部南側 に も

延 びてい る。幅は、４８～５４ｃｍで、深 さは、 ８～１３ｃｍであ る。壁 は、底面か ら緩やか に立 ち上が

り柔 らか く軟弱である。底 面は若干起伏 が認め られ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。ローム を徴 量に混入す る。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 構築 時期 につ いては不 明である。

（成田 悟）

第７２号溝 （第４４７図）

［位置］ Ｌ―３０・３１グ リッドに位置す る。

［重複］ 第３５号溝 と重複 し、本溝が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に細長い形 を呈す る。幅は、７０～８０ｃｍで、深 さは、１０～２５ｃｍ

で ある。底面 はやや起伏 が認 め られ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。暗褐色土 を基調 とし、 ローム粒 ・小礫 を含んでい る。 自然堆

積 と考え られる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

（中嶋 友文）

第７３号溝 （第４４７図）

［位置］ Ｌ―２８・２９グリ ッドに位置す る。
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［重複］ 第５０号土壙 と重複 し、本溝 が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は、南側が膨 らむ Ｃ字形 を呈す る。幅 は、８０～１３０ｃｍで、両端部が、

やや幅広 にな ってい る。深 さは、１５～２７ｃｍであ る。底面 はやや起伏が認め られ る。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。暗褐色 土 を基調 と し、 ローム粒 を含 んでい る。 自然堆積 と考

えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（中嶋 友文）

第７４号溝 （第４４７図）

［位置］ Ｌ―３０・３１、Ｍ― ２９・３０グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第４７号住居跡 と重複 し、本溝が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 に細長い形 を してい る。幅 は、４０～６０ｃｍで 、深 さは、 ８～

１６ｃｍで ある。底面 はほぼ平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。暗褐色土 を基調 と し、 ローム粒 ・炭化物粒 を含 んでい る。 自

然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（中嶋 友文）

第７６号溝 （第４４８図）

［位置］ Ｌ ・Ｍ ・Ｎ― ３１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 小 ピ ッ トと重複 してい るが、新旧関係 は不明で ある。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、全体 に丸み を有 した長楕 円形 を呈す る。長軸７５０ｃｍ、短軸１０１ｃｍ、

深 さ２９ｃｍで ある。壁 は、緩やか に立 ち上が り、底面 は鍋底状で ある。

［堆積土］ ４層 に分層で きた。 自然堆積 と思 われる。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が 出土 して いる。

（成 田 滋彦）

第７８号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｋ― ２５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１０８号位居跡 ・第 １号溝 ・第７７号溝 と重複 し、第１０８号位居跡 ・第７７号溝 よ り新 し

く、第 １号溝 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 重複の ため平面形 は不明で ある。断面形 は鍋底状で ある。規模 は、長 さ約

－ ３９３ －



１２ｍ、幅約０．１５ｍ、深 さは約０．２ｍであ る。傾斜 は南→北で ある。壁 は底面 か ら直線 的 に立 ち

上が る。

［堆積土］ １層 であ る。層全体 に炭化物 を多 く含 む。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 時期不 明である。

第８０号溝 （遺構配置図）

［位 置］ Ｎ―２５・２６グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７５号土壙 ・第１０号溝 と重複 し、第７５住居跡 よ り新 しく、第１０号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西 に延 びる溝状であ る。断面形 は鍋底状で ある。規模 は、長 さ

約４．２ｍ、幅約０．２ｍ、深 さは約０．１ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か ら緩やか に外

傾 しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ １層 であ る。層全体 に炭化 物 を多 く含む。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 時期不 明である。

第８１号溝 （遺構配置 図）

［位 置］ Ｊ ・Ｋ―２２・２３グ リッ ドに位置す る。

［重 複］ 多 数の遺構 と重複 してお り、第 ２号溝 跡 よ り古 く、第９５号 ・第１１０号住居跡 ・第８２

号滓 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東側が開 く大 きなＵ字型であ る。断面形 は鍋底状で ある。規模 は

東西約９．０ｍ、南北約８．０ｍ、深 さは約０．１ｍである。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底 面か ら緩や

かに立 ち上が る。

［堆積土］ ２層 に分層 した。層全体 に ローム ・ブ ロ ック、炭化 物 を多 く含 む。人為堆積 の可

能性が高い。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 第１３０号住居跡 の外周溝 の可能性 あ り。

第８２号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｋ ・Ｌ―２３・２４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第８１号溝 と重複 し、本遺構 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西 に延 びる弧状 であ る。断面形 は浅い船底状 であ る。規模 は、

－ ３９４ －



長 さ約６．０ｍ、幅約０．３ｍ、深 さは約０．１ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底 面か ら緩やか

に立 ち上が る。

［堆積土］ １層で ある。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

［その他］ 第１３０号住居跡野外周溝の可能性あ り。

第８４号溝 （遺構 配置図）

［位置］ Ｊ ・Ｋ―２３グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 多数の遺構 と重複 し、本遺構 が最 も古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西が開 くＵ字型で ある。断面形 は浅 い鍋底状で ある。規模 は、

東西約４．０ｍ、南 北約６．０ｍ、深 さは約０．０５ｍで ある。傾斜 は西→東 である。壁 は底面か ら緩や

かに立 ち上 がる。

［堆積土］ １層 である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 第１３２号住居跡の可能性が高い。

第８６号溝 （配置図 ・第４４８図）

［位置］ Ｆ―１３・１４グ リッドに位置す る。

［重複］ 第２６号溝、第 １号井戸 と重複 して お り、第 １号井戸 よ りは古 いが 、他の遺構 との新

旧関係 は不 明で ある。

［平面形 ・規模］ 重複及び削平のため、全体形 は不 明である。残存部の長 さ４８０ｃｍ、幅６０～９０ｃｍ、

深 さ３０ｃｍであ る。

［堆積 土］ ４層 に分層 した。黒褐色土 を基調 とし、上部 に焼 土の混入が認 め られる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第８７号溝 （配置図 ・第４４９図）

［位置］ Ｆ ・Ｇ―１３・１４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第２４号溝 と重複 してい るが、新旧関係 は不明で ある。

［平 面形 ・規模］ 削平 のため、全 体形 は不 明であ る。残存部 の長 さ５２０ｃｍ、幅５０～７０ｃｍ、深

さ３５ｃｍである。

［堆積土］ ４層 に分層 した。黒色土 を基調 とし、ロームがブロ ック状 に混入 する。

－ ３９５ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第８８号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｋ―２６グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１０号溝 と重複 し、本遺構 が古い。

［平面形 ・規模］ 重複のため平面形は不明である。断面形は浅い鍋底状であ る。規模 は、長

さ約２．０ｍ、幅約０．２ｍ、深 さは約０．２ｍであ る。傾斜 は南→北で ある。壁 は底面 か ら緩 やかに

立 ち上が る。

［堆積土］ １層 である。

［出土遺物］ 土 師器 が出土 した。

［その他］ 時期不 明である。

第８９号溝 （遺構配置 図）

［位 置］ Ｍ ・Ｎ―２１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第８９号住居跡 ・第７９号溝 と重複 し、第８９号住居跡 よ り新 しく、第７９号溝跡 より古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東西 に延 びる溝状で ある。断面形 は鍋底状 である。規模 は、長 さ

約６．５ｍ、幅約０．５ｍ、深 さは約０．５ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か ら外傾 しなが

ら直線 的に立 ち上が る。

［堆積土］ ３層 に分層 した。層全体 にローム ・ブロ ックを多 く含 む。人為堆積 の可能性が高

い 。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 時期 不明であ る。

第９６号溝 （配置図 ・第４４９図）

［位置］ Ｎ ・Ｏ―１９・２０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第９６号土壙 と重複 し、本溝が新 しい。 また、第６１号 竪穴住居跡 と接 しているが 、新

旧関係 は不明瞭である。 このほかに、抜根跡 が本溝横 で確認 されている。

［平面形 ・規模］ 調査 区の東端部 にあ り、全体形 は不 明である。北西 か ら南東方 向にむか っ

て延 びている。残存部の長 さは約６００ｃｍ、幅 は４０～５０ｃｍ、深 さ３５ｃｍ程であ る。

［堆積土］ ４層 に分層 した。暗褐色土 を基調 に してお り、覆土上部 に焼土 の堆積が認め られ

た。焼土 は本溝 に伴 うもので はな く、第６１号竪穴住居跡横 の抜根跡 に伴 うもの と考 えられ る。

－ ３９６ －



［出土遺物］ 出土 しなか った。

（白烏 文雄）

第９７号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―１８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第７０号溝 と重複 し、本溝が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南側で第７０号溝 と重複 しているが、南北 方向に長い楕 円形 を呈

する と考 え られる。幅 は、約１００～１６０ｃｍで 、深 さは、１８～３０ｃｍである。壁 は、底 面か ら緩 やか

に立ち上 が り軟弱 な構築 である。底面 は溝 の中央部 で若干深 くなるが、概 ね平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黒褐色土が基調 でローム を混入 する。自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

［その他］ 平安 時代 の頃に構築 された と思 われる。

（成田 悟 ）

第１０１号溝 （配置図）

［位置］ Ｈ―３１～３２、 Ｉ―３２、 Ｊ―３２、 Ｋ―３２グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第３２号溝 と重複 す る。第３２号溝 よ りは古 い。本溝 は第１２４号住居跡 の外 周溝であ る

と思われ る。

（木村 高）

第１０２号溝 （第４５０図）

［位置］ Ｇ ・Ｈ―３１グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１１６号住居跡 と重複 してい るが 、本溝が新 しい。

［平面形 ・規模］ 削平に よ り北側が失われてい るが、平面形 は北東側 にカーブ して い くもの

と思 われる。検 出 した長 さは２１０ｃｍ、幅 は３８～８０ｃｍで、深 さは１５～２０ｃｍである。底面 は概ね平

坦であ る。

［堆積土］ １層で、火山灰 の混入はみ られない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 須恵器が出土 してい る。

（羽柴 直人）

第１０３号溝 （第４５０図）

［位置］ Ｆ― ３０・３１、 Ｇ―３１・３２グ リッドに位置す る。

－ ３９７ －



［重複］ 第１０１号位居 跡、第１０４・１０５号溝 と重複 してい るが、本溝は第１０４号溝 よ り新 しく、

第１０１号住居 跡、第１０５号溝 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は Ｌ字形 を呈す る。幅 は１８～３８ｃｍで 、深 さは１５～２０ｃｍであ る。底面

は概 ね平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明で

ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１０４号溝 （第４５０図）

［位置］ Ｇ― ３０～３２、 Ｈ― ３２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第 １０３、第１０５号溝 と重複 してい る。本溝 は これ らの溝 よ り古い。本溝 は、第１１６号

住居跡の外周溝であ る。

（羽柴 直人）

第１０５号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―３０、３１、Ｇ― ３１、３２グ リッ ドに位置 する。

［重 複］ １１１号土壙、１０３、１０４号 溝 と重複す るが、本溝 は１０３、１０４号溝 よ り新 しく、１１１号土

壙 よ り古 い。

［平 面形 ・規模］ 平 面形 は Ｌ字 形 を呈す る。幅 は３５～１３８ｃｍで、深 さは１５～２０ｃｍであ る。底

面 は概ね平坦であ る。

［堆積土］ 堆積土 は観察 しなか った。

［出土遺物］ 土師器、須恵器が出土 してい る。

［その他］ な し

（羽柴 直人）

第１０７号溝 （第４５１図）

［位 置］ Ｈ ・Ｉ―２７・２８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１２８号溝 ・第１３１号溝 と重複 し、本遺構が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は南北 に長い隅丸長方形であ る。断面形 は鍋底状で ある。規模 は、

東西約７．０ｍ、南北約０．３ｍ、深 さは約０．３ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か ら外傾

しなが ら直線 的に立 ち上 がる。

－ ３９８ －



［堆積土］ ５層 に分層 した。層 全体 に ローム ・ブ ロ ックを多 く含 む。

［出土遺物］

［その他］ 時期不明であ る。

第１１１号 溝 （第４５２図）

［位置］ Ｊ―２７・２８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１１６号土壙 と重複 し、本溝の方が古い。

［平面形 ・規模］ 東西 に真 っす ぐに延 びた直線 的な溝 であ る。幅 は、４０～５０ｃｍで東側 が細 く

なってい る。深 さは、１０～３０ｃｍで東側 の方が浅い。壁 は、ほぼ垂直で、底面 は若干起 伏がみ ら

れるが概ね平坦であ る。 ピ ットが ９個検 出 された。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。黒褐色 土 を基調 と してい る。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 本溝 は、第１１６号土壙 に付属 する溝 の可能性 もあ る。

（下 山 信 昭）

第１１２号溝 （第４５２図）

［位置］ Ｆ― １９・２０、 Ｇ―２１、 Ｈ― １９・２０グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１４１号溝 と重複 してい る。本溝 は第１４１号溝 よ り古い。

［その他］ 本溝 は、第１１８号住居跡の外周溝で ある。

（羽柴 直人）

第１１３号 溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―１９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１０５号住居跡、第１１６号溝 と重複 してお り、第１１６号溝 よ り新 しい。第１０５号住居跡

との新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 よりも東西方 向 に細 長 く延 びる。幅 は、１９～３５ｃｍで、深 さ

は、概 ね２１ｃｍであ る。壁 は、底面 か らほぼ垂 直 に立 ち上が り堅緻であ る。底面 は概ね平坦であ

る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。黒褐色 土 を基調 と してお り、炭化物粒 ・焼土粒の混入が認め

られる。 自然堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 土師器が出土 してい る。

［その他］ 構築時期 につ いて は不明で ある。

－ ３９９ －



（成 田 悟）

第１１４号溝 （配置図）

［位 置］ Ｊ―３０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１１６号土壙 と重複 し、本溝 のほ うが新 しい。

［平面形 ・規模］ 第１１６号土壙 を精査 中に確認 したため、一部 しか確 認で きなか った。平面形 ・

規模 とも不明で ある。

［堆積土］ １層確認 した。黒褐色土で、 ローム ・炭化物粒 を混入 している。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（下 山 信昭）

第１１５号溝 （第４５３図）

［位置］ Ｉ・Ｊ―２８・２９グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１２１号溝 と重複 し、本溝 の方が新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、東西 に長 い弧状 を呈す る。幅は、１～１．４ｍで、東側が幅広 になっ

てい る。深 さは、２０～３０ｃｍである。壁 は、ほぼ垂直で、底面は概ね平坦であ る。 ５個の ピ ット

が検出 された。

［堆積土］ ３層 に分層 された。暗褐色 土 を基調 として、 ローム ・炭化物粒 が混入 してい る。

自然堆積 と思われる。

［出土遺物］ 土 師器 ・須 恵器 が出土 している。

（下山 信 昭）

第１１６号溝 （配置 図）

［位置］ Ｆ～ Ｈ―１９グ リッ ドに位 置する。

［重複］ 第１０４号土壙、第１１２・１１３号溝 と重複 し、第１０４号土壙 よ りは新 しいが、その他 の溝

よ りは古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北方向 に細長 く延 び、南側 で若干幅広 になる。幅は、４４～８１ｃｍ

で、深 さは ７～３０ｃｍである。壁 は、底面 か ら緩 やかに立 ち上が り、底 面は若干起伏 が認 め られ

るが概ね平坦 である。

［堆積 土］ ５層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 とし、炭化物粒 を混入 する。

［出土遺物］ 覆土 か ら土 師器が 出土 している。

［その他］ 平安時代 の頃に構築 されたと考 えられる。

－ ４００ －



（成 田 悟）

第１１７号溝 （第４５３図）

［位置］ Ｊ―２９・３０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 認め られ なか った。

［平面形 ・規模］ 東西 に真 っす ぐ延 びて直線状 を呈 している。幅 は、５０～６０ｃｍで、深 さは、

１０～１５ｃｍで ある。壁 は、 ほぼ垂直で、底面 は概ね平坦で ある。西側 の隅 か らピッ トが ２個検 出

された。

［堆積土］ ３層 に分層 された。黒褐色土 を基調 として、ローム ・炭化物粒 が混入 している。

自然堆積 と思 われる。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（下山 信 昭）

第１１９号溝 （第４５４図）

［位置］ Ｈ―２９・３０グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４３号住居跡 、第１２０、第１２６号溝 と重 複するが、本溝が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 平面形 はほぼ真 っす ぐで、検 出 した長 さは約３８８ｃｍである。幅 は６４～８６ｃｍで、

深 さは３５～２６ｃｍである。底面 は平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。火 山灰 の混 入はみ られない。 自然堆積 、人為堆積かは不明で

ある。

［出土遺物］ 土師器 ・須 恵器 が出土 してい る。

（羽柴 直人）

第１２０号溝 （第４５４図）

［位置］ Ｈ―２９グリ ッドに位 置する。

［重複］ 第１１９号溝、第１２６号溝 、第１１７号土壙 と重複 している。 本溝 は第１１９号溝 よ り古 く、

第１２６号溝、第１１７号 土壙 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線 的であ る。検 出 した長 さは約４３０ｃｍであ る。幅 は４０～６２ｃｍ

で、深 さは２５～３８ｃｍである。底面は平坦であ る。

［堆積 土］ ３層 に分層 で きた。火山灰 の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明で

あ る。

［出土遺物］ 土師器が出土 してい る。

－ ４０１ －



（羽柴 直人）

第１２１号溝 （第４５５図）

［位置］ Ｉ―２８・２９グ リ ッドに位置 する。

［重複］ 第１１５号溝 と重複 し、本溝の方が古い。

［平面形 ・規模］ 第１１５号溝の南側に平行す るように弧 を描 く形 を呈す る。北側が第１１５号溝

に削平 されているが、幅は３０～８０ｃｍと思われ る。深 さは、１０～３０ｃｍであ る。壁 は、ほぼ垂直で、

底面 は概 ね平坦で ある。 ピ ッ トが ２個検 出され た。

［堆積土］ ３層 に分層 された。黒褐色土 を基調 と して、 ローム ・炭化物粒が混入 してい る。

人為堆積 と思 われ る。

［出土遺物］ 土師器が出土 してい る。

（下山 信 昭）

第１２３号溝 （第４５５図）

［位 置］ Ｉ・Ｊ―２０・２１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１３１号土壙 ・第６８号 ・第１４１号溝 と重複 し、本遺構が最 も古 い。

［平 面形 ・規模］ 平面形 は東西が開 くＵ字型で ある。断面形 は鍋底状 である。規模 は、東西

約 ５．２ｍ、南北約７．２ｍ、深 さは約０．３ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か ら緩やか に

湾曲 しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ １層 であ る。層全体 に炭化 物 を多 く含 む。 自然堆積 の可能性が高い。

［出土遺物］ 須恵器 が出土 した。

［その他］ 時期不 明である。

第１２４号溝 （第４５６図）

［位 置］ Ｈ―２２・２４、 Ｉ―２４グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 多数 の遺構 と重複 し、本遺構が最 も古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東側が開 くＵ字型であ る。断面形 は鍋底状であ る。規模 は、東西

約５・１ｍ、南北約９．５ｍ、深 さは約０．２ｍで ある。傾斜 は西→東 であ る。壁 は底面 か ら緩やかに

立 ち上が る。

［堆積土］ ３層 に分層 した。層全体 にローム ・ブ ロ ックを多 く含む。人為堆積 の可能性 が高

い 。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 した。

－ ４０２ －



［その他］ 第１２２号住居跡の外周溝の可能性が高い。

第１２５号溝 （第４５６図）

［位置］ Ｈ ・Ｉ―２４グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第８１号 ・第１２４号 ・第１３５号溝 と重複 し、本遺構が最 も古い。

［平面形 ・規模］ 平面形は南北に延び る溝状であ る。断面形 は鍋底状であ る。規模 は、長 さ

約８．３ｍ、幅約０．４ｍ、深 さは約０．２ｍであ る。傾斜 は南→北 であ る。壁 は底面 か ら直線的 に外

傾 しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ ２層 に分層 した。層全体 にローム粒子 を多 く含 む。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 時期不明で ある。

第１２６号溝 （第４５４図）

［位 置］ Ｇ―２８・２９、 Ｈ―２９・３０グ リッ ドに位 置す る。

［重複］ 第１１９、１２０、１２７号溝 と重複 してい る。本溝 は第１１９、１２０号溝 より古 く第１２７号溝 よ

り新 しい。

［平面形 ・規模］ 削平のため北側 が失われてお り、本来の平面形 はＵ字形で あった可能性 が

ある。検 出 した範囲の平面形 は弧状 であ る。幅 は５３～８２ｃｍで、深 さは ０～１８ｃｍで ある。底面 は

平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 か人為堆積 かは不 明で

ある。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器 が出土 している。

（羽柴 直人）

第１２７号溝 （第４５４図）

［位置］ Ｇ―２８グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１２６号溝 と重複 しているが 、本滓が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 であ る。検 出 した長 さは約２３５ｃｍであ る。幅 は１８～２０ｃｍ

で、深 さは ８～１０ｃｍであ る。底面 は平坦であ る。

［堆積土］ １層で、火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積 かは不 明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

－ ４０３ －



第１２８号溝 （配置図）

［位置］ Ｈ―２６―２８、 Ｉ―２８・２９に位置す る。

［重複］ 第１３１号溝 と重複 してい るが、本溝が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 である。検 出 した長 さは約 １１ｍ８０ｃｍである。幅 は４８～

１０５ｃｍで、深 さは１８～４４ｃｍであ る。底 面 は平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層 で きた。火 山灰 の混入 はみ られない。人為堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 須 恵器 が出土 している。

（羽柴 直人）

第１２９号溝 （第４５７図）

［位置］ Ｉ―２９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第４３号住居跡 とプラ ン的に重 なるが、新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状であ る。検 出 した長 さは約２１８ｃｍで ある。幅は３０～４５ｃｍ

で、深 さは ８～１０ｃｍである。底面 は平坦 である。

［堆積 土］ ２層 に分層 で きた。 第 １層 に苫小牧 火山灰 の混入がみ られる。 自然堆積 、人為堆

積か は不明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１３０号溝 （第４５７図）

［位置］ Ｈ― ２１・２２グ リ ッドに位 置する。

［重複］ 第１２５号土壙、第１２４、１３７号溝 と重複 して いる。本溝 はこれらの遺構 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 両端 が重複 に よ り失 われてい るが、検 出 した部分の平面形は弧状 である。

幅 は５２～８０ｃｍで、深 さは ８～２４ｃｍである。底 面は平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。火山灰 の混入はみ られない。 自然堆積 か人為堆積 かは不 明で

ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１３１号溝 （配置図）

［位置］ Ｇ―２７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１２８号溝 と重複 してい る。本溝 が新 しい。

－ ４０４ －



［平面形 ・規模］ 平面形は不整な方形 を呈す る。形状か らこれを溝 に分類 したのは適当で な

いか もしれない。検出 した長 さは約２５０ｃｍである。幅は１０２～１３５ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍである。

底面 は平坦であ る。

［堆積土］ ３層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状か ら考 えて人為的 な もので ない可能性が高 い。

（羽柴 直 人）

第１３２号溝 （第４５７図）

［位置］ Ｆ～ Ｊ―２５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１０号溝 と重複 してい る。本溝が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状で ある。北側 でプ ランが不 明瞭 にな っている。検 出 し

た長 さは ９ｍ８０ｃｍである。幅 は１６～２０ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍである。底 面には柱 穴状 の ピッ ト

が連続 的にみ られる。

［堆積土］ １層 で、 自然堆積 か人為堆積 かは不 明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ ピ ットが連続 的にみ られる ことか ら、塀 、柵 とい った ような性 格の もの と思われ

る。

（羽柴 直人）

第１３３号溝 （第４５７図）

［位置］ Ｆ― ２５に位 置す る。

［重複］ 第１０号溝 と重複 してい るが、本溝 が古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほ ぼ直線状 であ る。検 出 した長 さは２６８ｃｍで調査 区域外 になお続

いてい る。幅 は４４～８２ｃｍで、深 さは１２～３２ｃｍであ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。 自然堆積 、人為堆積 かは不明 である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１３４号溝 （第４５８図）

［位置］ Ｆ― ２４、 Ｇ ・Ｈ― ２２～２４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１２４号溝 、第１２４、１２５号土壙 と重複 してい る。本溝 は これ らの遺構 よ り新 しい。

－ ４０５ －



［平面形 ・規模］ 調査区域 外になおプ ランが延びてい るが、検出 した部分の平面形は Ｌ字形

を呈す る。幅 は７９～１４０ｃｍで、深 さは ８～１６ｃｍで ある。底面 は平坦で ある。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。 自然堆積 、人為 堆積 かは不明であ る。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴 直人）

第１３５号溝 （遺構配置図）

［位置］ Ｊ―２３・２４グリ ッドに位置す る。

［重複］ 多数の遺構 と重複 し、第 ２号溝 よ り古 く、その他の遺構 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は東 に延び る溝状であ る。断面形 は船底状であ る。規模 は、長 さ約

９．６ｍ、幅約０．４ｍ、深 さは約０．３ｍであ る。傾斜 は西→東で ある。壁 は底面か ら緩 やかに湾曲

しなが ら立 ち上が る。

［堆積土］ ３層 に分層 した。層全体に炭化物 を少量含 む。 自然堆積の可能性が高い。

［出土遺物］ 土師器が出土 した。

［その他］ 時期不明であ る。

第１３７号溝 （第４５９図）

［位置］ Ｈ― ２２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１２４号 、第１３０号溝 と重複 してい る。本溝 は第１２４号溝 より古 く、第１３０号溝 よ り新

しい。

［平 面形 ・規模］ 重複 によ り南側が失われてい るが、検出 した部分の平面形 は 「く」の字形

を呈 する。幅 は７２～８５ｃｍで、深 さは１８～２２ｃｍであ る。底面 は平坦であ る。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。人為堆積 と考 えられ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１３８号溝 （第４６０図）

［位置］ Ｆ―２２～２３、 Ｇ― ２２～２３グリ ッドに位置 し、調査区外 に伸び るため、全体の形状 は

不 明で ある。

［重複］ 第１４０号溝 と重複す る。第１４０号溝 よ りは古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は調査 区外 に伸 び るため、全体 の形状 は不 明であ る。幅 は、１１５ｃｍ

～２０６ｃｍで
、末端部 の先端 は方形状 を呈す る。 深 さは、 ６ｃｍ～３５ｃｍであ る。壁 は非常 に緩 やか

－ ４０６ －



に立 ち上 が り、明確 な意味 での壁 は存在 しない と言 え る。底面 には ピ ットが １基検出 された。

［堆積土］ ６層 に分層 で きた。黒褐色土 を基調 としてい る。 自然堆積 と考 えられ る。

（木村 高）

第１３９号溝 （配置図）

［位置］ Ｌ― ７ ・８ ・Ｋ～ Ｌ― ９～１１グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１７・２６・２８号溝 と接 しているが、同時存在 していた ものか、 また、新旧関係 が存

在す るのか は不 明であ る。ただ、２６・２８号溝 は、本溝 と交差 していない ことか ら、同時存在 の

可能性 は高い。

［平面形 ・規模］ 東西 方向に延 びてお り、西端部で南北 に大 き く開 く。 幅約１３０ｃｍ、深 さは

６０～８０ｃｍであ る。壁 は上部がやや広 が り、底 面 は平坦であ る。底面の傾斜 は、西→東であ る。

［堆積土］ 暗褐色 土 を基調 としてお り、 ローム ・炭化 物 ・砂粒 が混入 してい る。堆積土 は部

分的 に異 な り、一部で は。 ローム主体 の層 も確認 されてい る。

［出土遺物］ 覆土中か ら、土師器 片 ・鉄 滓 ・礫 が出土 してい る。

［その他］ 溝の断面形状等 か らは、第２６・２８号 溝 と類似 点が認め られ る。同時 に存在 してい

るとすれば集落 （台地）の区画、 または、大規模 な排水施設等の用途が考 えられ る。

（白烏 文雄）

第１４０号溝 （第４６０図）

［位置］ Ｆ― ２２～２４グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１３８号溝 と重複す る。第１３８号 溝 よ りは新 しい。

［平面 形 ・規模］ 幅 は、５７ｃｍ～１９１ｃｍで、 ほぼ直角 に屈 曲す るが、調査区外 に伸 び るため、

全体 の形状 は不明で ある。深 さは１３ｃｍ～３８ｃｍであ る。壁 は緩や かに立 ち上が り、断面形 は上端

の広が るＵ字形 を呈す る。底面お よび傾 斜す る壁面 にはピ ッ トが、 ３基検 出された。

［堆積土］ ８層 に分層で きた。黒褐色土 を基調 と して いる。 自然堆積 と考 えられる。

（木村 高）

第１４１号溝 （第４６１図）

［位置］ Ｆ―１９、Ｆ～ Ｌ―２０・２１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第６９号、第１１２号溝、第１２８号土壙 と重複 してい る。本溝 は これ らの遺構 より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 は Ｌ字形 を呈す る。幅 は７９～２６０ｃｍで、深 さは ８～１６ｃｍである。

［堆積土］ ２層 に分層で きた。 自然堆積、人為堆積 かは不明で ある。

－ ４０７ －



［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴 直人）

第１４３号溝 （配置 図 ・第４８図）

［位置］ Ｉ―１０グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第６７号竪穴住居跡 と重複 し、本溝が古い。

［平面形 ・規模］ 重複及 び削平 のため、全体形 は不明である。

［堆積土］ 暗褐色土 を基調 としてお り、ローム及び炭化 物が混入する。

［出土遺物］ 土 師器片が少量 出土 している。

［その他］ 溝 として取 り扱 ったが 、住居 な どの掘 り方 の可 能性 も考 え られる。

（白烏 文雄）

第１４４号溝 （第４６２図）

［位置］ Ｆ ・Ｇ―２０・２１グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１２９号土壙 と重複 している。本溝 は第１２９号土壙 よ り古 い。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は蛇行 した形 を呈す る。幅 は１６～２８ｃｍで 、深 さは ２～ ６ｃｍで ある

［堆積土］ １層 に分層 で、 自然堆積 、人為堆積 か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 人為 的な ものではな く、 自然 に発 生 した水の流れの痕跡であ る可能性 もあ る。

（羽柴 直人）

第１４５号溝 （配置図）

［位 置］ Ｊ― ９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１２６・１２７号住居跡 と重複 し、本溝 の方が新 しい。

［平 面形 ・規模］ 南北 に真 っ直 ぐ延 びて直線状 を呈 しているが、途 中で消滅 する。幅 は、５０

～６０ｃｍで、深 さは、１５ｃｍであ る。壁 は、 ほぼ垂直で、底面 は概 ね平坦 である。

［堆積土］ ２層 に分層 された。黒褐色土 を基調 として、 ローム ・炭化物粒が混入 している。

自然堆積 と思われ る。

［出土遺物］ 土師器が出土 している。

（下山 信昭）

－ ４０８ －



第１４６号溝 （配置 図）

［位置］ ＺＹ、 ＺＺ、 Ａ～ Ｆ― ３６、 Ｄ～ Ｌ―３７、 Ｋ ・Ｌ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１４０・１４８・１４９・１６８・１７１・１７２・１８０号位居跡 、第１５１～１５４号溝 、第１４２・２３３号

土壙 と重複 してい るが、本溝が最 も新 しい。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 で ある。 幅は９０～１３２ｃｍで、深 さは１５～７６ｃｍであ る。

底面 は概 ね平坦で ある。断面形 はＵ字形 を呈す る。傾斜 は南か ら北で ある。

［堆積土］ ６層 に分層で きた。火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 えられる。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が出土 してい る。

（羽柴 直人）

第１５１号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ ・Ｇ―３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１４６号溝 と重 複 している。

［その他］ 本溝 は第１４６号溝 よ り古 い。本溝 は、第１４８号住居跡 の外周溝で ある。

（羽柴 直人）

第１５２号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―３７、Ｇ― ３６・３７グ リッ ドに位置す る。

［重 複］ 第１４８号住居跡 、第１４６号溝 と重複 してい る。本溝 は第１４８号住居跡 よ り新 しく、第

１４６号溝 よ り古い。

［出土遺物］ 須恵器が 出土 している。

［その他］ 本溝 は、第１５２号住居 跡の外 周溝 であ る。

（羽柴 直人）

第１５３号溝 （配置図）

［位 置］ Ｆ―３６、Ｇ― ３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１４９号住居 跡、第１４６号溝 と重複 している。本溝 は第１４７号住居 跡、第１４６号溝 よ り

古 い。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 本溝 は、第１５３号住居 跡の外周溝であ る。

（羽柴 直人）

－ ４０９－



第１５４号溝 （配置図）

［位置］ Ｌ ・Ｍ― ３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１４６号溝 と重複 してい る。本溝 は第１４６号溝 よ り古 い。

［出土遺物］ 土師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 本溝 は、第１５３号住居跡 の外周溝 である。

（羽柴 直人）

第１５５号溝 （第４６２図）

［位 置］ Ｉ・Ｊ―３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ な し。

［平 面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状で 、検 出 した長 さは約２００ｃｍであ る。幅 は３８～４２ｃｍで、

深 さは ２～２０ｃｍである。底面 は概 ね平坦 である。

［堆積土］ １層 で、火 山灰の混入 はみ られない。 自然堆積 か人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直 人）

第１５７号溝 （配置図）

［位置］ Ｆ―４１、Ｇ― ４１・４２グ リッ ドに位置す る。

［重複］ な し。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

［その他］ 本溝 は、第１５３号住居 跡の外周溝であ る。

（羽柴 直人）

第１５８号溝 （第４６２図）

［位置］ Ｋ―３９グ リッ ドに位置す る。

［重複］ な し。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状で 、検 出 した長 さは約４４０ｃｍであ る。幅 は３０～４２ｃｍで、

深 さは ２～２０ｃｍで ある。底面 に ３個 のピ ッ トが み られるが 、本溝 に伴 うものか どうかは不明で

ある。

［堆積土］ １層で、火山灰の混入 はみ られ ない。 自然堆積か人為的堆積か は不明で ある

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

－ ４１０ －



第１５９号溝 （第４６２図）

［位置］ Ｍ― ３８グリ ッドに位置す る。

［重複］ 第１６１号住居跡 と重複 している。本溝 は第１６１号住居跡 よ り新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 は弧状 を呈 し、検 出 した長 さは約６６０ｃｍであ る。幅 は５６～９０ｃｍで、

深 さは２２～４０ｃｍであ る。底面 は平坦であ る。

［堆積土］ ２層に分層で きた。火山灰 の混入 はみ られ ない。 自然堆積か人為的堆積かは不明

であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１６１号溝 （第４６３図）

［位置］ Ｉ―４０グリ ッドに位 置する。

［重複］ な し。

［平面形 ・規模］ 平面形は南 側でやや湾曲 してい るが、他 は直線状であ る。検出 した長 さは

約４０２ｃｍである。幅 は１８～２０ｃｍで 、深 さは約 ８ｃｍで ある。底面 は平坦 である。

［堆積土］ １層で、火山灰 の混入はみ られない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１６２号溝 （第４６３図）

［位置］ Ｆ ・Ｇ― ４５グリ ッドに位置す る。

［重複］ な し。

［平面形 ・規模］ ほぼ直線状で ある。検 出 した長 さは４８５ｃｍ、幅 は１４～２４ｃｍで 、深 さは１０～１６ｃｍ

である。底面 は概ね平坦であ る。

［堆積土］ １層で、火山灰混入 はみ られ ない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 形状 と位置か ら考 えて第３８号掘立柱建物跡 に伴 う施設であ る可能性が高い。

（羽柴 直人）

第１６３号溝 （第４６３図）

［位置］ Ａ～ Ｅ―４２グリ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１６０号住居跡 、第２２７号土壙 と重複 してい るが、本溝が これ らの遺構 よ り新 しい。

－ ４１１ －



［平 面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 であるが、北側 で東にやや湾曲 してい る。検 出 した長

さは約 １８ｍ９０ｃｍである。幅 は４０～６５ｃｍで、深 さは ８～１０ｃｍであ る。底面 は平坦 であ る。

［堆積土］ ２層 に分層 で きた。火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 と考 え られる。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（羽柴 直 人）

第１６４号溝 （第４６３図）

［位置］ Ｃ ・Ｄ― ３７グ リッ ドに位置す る。

［重複］ な し。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 であ る。検 出 した長 さは約２４０ｃｍであ る。幅 は１６～２０ｃｍ

で、深 さは ８～１０ｃｍであ る。底面は平坦であ る。

［堆積土］ １層 で、火山灰の混入 はみ られない。 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１６５号溝 （配置図）

［位置］ Ｄ ・Ｅ―３８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第１６９号溝 と重複 してい る。本溝 は第１６９号溝 よ り新 しい。

［その他］ 本溝 は、第１６８号住居 跡の外周溝であ る。

（羽柴 直人）

第１６６号溝 （第４６４図）

［位 置］ ＺＹ― ３６・３７、 ＺＺ―３７～４１、 Ａ― ４１グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１８０号住居跡 、第２３０・２３３号土壙 、第１７５号溝 と重複す るが 、本溝が これ らの遺構

より新 しい。

［平面形 ・規模］ 平 面形 はほぼ直線状 であ る。検出 した長 さは約２２ｍ６０ｃｍで ある。幅 は３８～

６５ｃｍで、深 さは ８～２４ｃｍである。底面 は平坦 であ る。

［堆積土］ １層 で、火 山灰 の混入 はみ られない。 自然堆積 、人為 堆積 か は不明であ る。

［出土遺物］ 土 師器 ・須恵器が 出土 している。

（羽柴 直人）

－ ４１２ －



第１６７号溝 （配置図）

［位置］ Ｃ ・Ｄ― ３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１６９号溝 と重複 している。本溝 は第１６９号溝 よ り新 しい。

［出土遺物］ 須恵器が 出土 してい る。

［その他］ 本溝 は、第１７３号住居跡 の外周溝 である。

（羽柴 直人）

第１６８号溝 （配置 図）

［位置］ Ａ ・Ｂ―３９グ リッドに位置す る。

［重複］ 第２２５号土壙 と重複 している。本溝 が古 い。

［平面形 ・規模］ 平面形 はほぼ直線状 であ る。検 出 した長 さは約５１０ｃｍであ る。幅 は６８～９５ｃｍ

で、深 さは１０～１８ｃｍであ る。底面 は平坦であ る。

［堆積土］ １層で、 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第１６９号溝 （配置図）

［位置］ Ｂ―３７・３８、 Ｃ ・Ｄ― ３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１６５・１６７号溝 と重複 してい る。本溝 は第１６５・１６７号溝 より新 しい。

［出土遺構］ 土師器が 出土 してい る。

［その他］ 本溝 は、第１７４号住居跡 の外周溝 である。

（羽柴 直人）

第１７１号溝 （第４６４図）

［位置］ ＺＺ ・Ａ―３８グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第１７２号溝 と重複 しているが前後 関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 平面形 はコの字形 を呈す る。幅 は１６～２４ｃｍで、深 さは１０～１８ｃｍで ある。底

面 は平坦 である。

［堆積土］ １層で、 自然堆積、人為堆積か は不明で ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

－ ４１３ －



第１７３号溝 （配置図）

［位置］ Ｃ ・Ｄ ・Ｅ―３８グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第１６８・１７０号住居跡 と重複 している。本溝 は第１６８号住居跡 よ り新 しく、第１７０号住

居跡 より古 い。

［出土遺物］ 土 師器が 出土 している。

［その他］ 本溝 は、第１７１号住居跡 の外周溝 である。

（羽柴 直人）

第１７４号溝 （第４６４図）

［位置］ ＺＺ ・Ａ―３９グリッ ドに位 置す る。

［重複］ 第１７８号住居跡、第２３５号 土壙 と重複 してい るが、本溝 はこれ らの遺構 よ り古い。

［平面形 ・規模］ 平面形 は Ｌ字形 を呈 す る。幅は３２～４０ｃｍで、深 さは ８～１６ｃｍであ る。底面

は平坦である。

［堆積土］ １層 で、 自然堆積 、人為堆積 かは不 明である。

［出土遺物］ 出土 しなかった。

（羽柴 直人）

第１７５号溝 （配置図）

［位置］ ＺＸ～ ＺＺ―３８グ リッドに位置す る。

［重複］ 第１６６号溝 と重複 している。本溝 は第１６６号溝 よ り古 い。

［出土遺物］ 土師器が出土 してい る。

［その他］ 本溝は、第１７９号住居跡の外周溝であ る。

（羽柴 直人）

第１７６号溝 （配置図）

［位 置］ ＺＸ―３９、 ＺＸ～ ＺＺ―４０グ リッ ドに位置 する。

［重複］ 第１６６号溝 と重複 している。本溝 は第１６６号溝 よ り古 い。

［その他］ 本溝 は、第１８１号住居跡 の外周溝 である。

（羽柴 直人）

第１７７号溝 （第４６４図）

［位 置］ Ａ ・Ｂ―３７・３８グ リッ ドに位置す る。

－ ４１４ －



［重複］ 第１７１号溝 と重複 しているが新 旧関係 は不 明である。

［平面形 ・規模］ 平面形 は Ｌ字形 を呈す る。幅 は１０～２８ｃｍで、深 さは ８～１６ｃｍであ る。底面

は平坦であ る。

［堆積土］ １層で、 自然堆積、人為堆積か は不明であ る。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

（羽柴 直人）

第３０２号溝 （配置 図）

［位置］ ＺＹ― ４５グ リッ ドに位置す る。

［重複］ 第３１８号住居跡 と重 複 し、本溝 が古 い。 また、昭和 の年代 に構築 された と思われ る

溝が 、北西側 に位置 してい る。

［平面形 ・規模］ 平面形 は、南北 よ りも東西方向 に細長 く延 びる。幅 は、２９～４４ｃｍで、深 さ

は、 ９～１８ｃｍであ る。壁 は、底面か ら緩やか に立 ち上が るが堅緻で ある。底面 は東側か ら西側

にかけて緩 やか に傾斜す るが、概ね平坦であ る。

［堆積土］ 褐色土の １層のみで炭化物 ・ロームを混入す る。人為堆積 か自然堆積か は不明で

ある。

［出土遺物］ 出土 しなか った。

［その他］ 構築時期 につ いて は、住居跡 との新 旧関係 か ら平安時代 または、それ以前 に構築

された と考 え られる。

（成 田 悟）

－ ４１５ －



第 ５節 鍛冶遺構

鍛冶遺構 （第３０号掘立柱建物跡） （第４６５・４６６図）

［位置］ Ｈ～ Ｊ―４２・４３グ リ ッドに位 置す る。

［重複］ 第１６１号溝 と重複 し、本遺構が新 しい。

［平面形 ・規模］ 桁行 ３間、梁行 １間の南 北に長い南北棟 建物跡であ る。桁 行 は西列８１５ｃｍ、

東列８４４ｃｍで、梁 行 は南列２６７ｃｍ、北列２７０ｃｍで ある。 この区画内 に径４０～６０ｃｍの焼土 が ４箇所

において確認 された。

［柱 穴］ すべての柱穴が平面 形及 び掘 り込 みの規模 が異 な り、深 さ も１４～１００ｃｍと一定 して

いない。概 ね、西列北側 の ３本が深 く穿 たれている。

［構造］ 建物跡 は、斜面上 に構築 され斜面 の下部 に黄褐色 ロームを盛 り、平場 を構築 してい

る。焼土 はこの面上 において確認 され た。 また、焼土 内及 び周辺 か らは、鍛造剥片が 出土 して

お り、一部で はこれ らが固結 して板状 になって いた。焼土 ― ２は、操業時 における還元面が確

認 されてい る。

［堆積土］ １５層 に分層で きた。概 ね黄褐色 ロームを基調 と してい る。第 １ ・２層 は斜面上部

にあ る竪穴住居跡の廃土の可能性 も考え られ る。第 ６層 までが本遺構の覆土であ り、 ７層以下

は平場構築 におけ る埋 め土 である。第 ６層中に苫小牧火山灰が堆積 していた。

［その他］ 斜 面に構 築 されている ことか ら、斜 面下側の状況が不明瞭であ り、梁行方向 にあ

と １間延びていた可能性 も考 え られる。 また、斜 面上部の第１６０号溝 との関係 は不明で あるが、

本遺構 の防水施設 の可能性 も考 え られる。

（白烏 文雄）

－ ４１６ －



第 ６節 製鉄炉

第 １号製鉄炉 （第４６７・４６８図）

［位置］ Ｚ Ｉ―３５グリッドに位置する。西側 は崖になってお り、東側 は湿地である。調査に

よる土砂の流出防止のため、側溝を設置中に、鉄滓 ・羽口等の散布が認められた。このため表

土を除去 し、廃滓範囲と製鉄炉 を確認した。

［重複］ 他の遺構 との重複は認められないが、本遺構 は風倒木痕上に構築されている。

［平面形 ・規模］ 確認時の平面形状は、平安時代の住居跡のカマ ドに近似 していた。炉体の

規模は１５５ｃｍ×８５ｃｍである。

［構造］ 風倒木痕の黒褐色土を掘 り込んで、構築 してお り、上部は削平のため残存していな

い。黒褐色土上に、黄褐色及び粘性の強い白色粘土を使用 し、炉体を構築 している。黄褐色粘

土 （ローム？）を掘 り込み面に敷き、白色粘土で炉壁を盛 り上げているが、炉底部には粘土を

貼った痕跡は認められない。また、下焼きを行なった痕跡 も認められない。

炉内部は、白色粘土にさらに黄褐色粘土を貼 りつけてお り、その接合を強固にするためか、

両者の間に径 １ｃｍ程の棒を差 し込んでいる。（図中に ドットで示 した。）この連結棒は左側に８

本、右側に１０本が確認された。この他、右側の炉体外にも２本確認されている。

炉底は緩やかに傾斜 しており、スラグ及び地山の黒土が焼化され、固結 している。炉壁の下

部及び炉底の一部に還元面が認められた。また、炉底上に砂鉄が少量堆積 していた。

頂上部の左側に炉壁の途切れる部分があり、この外部に破損 した羽口片が出土 している。お

そらくこの部分に羽口を装着 していたものと考えられる。前庭部には、流動滓 ・羽口 ・炉壁片 ・

椀型鉄滓等が堆積 していた。

また、炉の左側 （北側）に６ｍ×４ｍ程の廃滓範囲が確認された。この部分からは大型の羽

口が２０本以上出土 しており、相当回数の操業が示唆される。

［出土遺物］ 羽口 ・鉄滓 ・土師器 ・甕等が出土 したが、土器はいずれも破片での出土であ

る。

［その他］ 羽口の数量や鉄滓の量等から、調査区内の周囲をボーリング探査 したが、本遺構

以外には、製鉄炉及び廃滓による鉄滓などは確認できなかった。

（白烏 文雄）

－４１７ －



第 ７節 井戸跡

第 １号井戸 （第４６９図）

［位置］ Ｅ ・Ｆ―１４グ リッドに位置す る。

［確認状況］ 第Ⅳ層上面で、黒色土の広が りと して確認 した。遺構の南側部分 は、調査区外

である。 ほぼ半截の状態で精査 を行 なったが、調査区外部分の覆土が、湧水のため膨張 して、

崩落がみ られたため、表土下約 ２ｍで、調査 を断念 した。

［重複］ な し

［形状 ・規模］ 上部 は、確認部分 で、径約１４０ｃｍの半円形 を呈 し、全体形 は、概 ね円形 と考

え られる。表土下 ２ｍの部分で、径 は約８０ｃｍで、断面形 は ラッパ状 を呈 している。ボー リング ・

ステ ッキ による探査 では、調査 を断念 した位 置か ら、 さ らに１１０ｃｍまでは暗褐色 土の堆積 が確

認 された ことか ら、本遺構 の深 さは、掘 り込 み面 と考 え られ る第 Ⅱ層上部 か ら２７０ｃｍ以上、表

土か らは３１０ｃｍ以上であ る。

［堆積土］ 上部 は、黒色土及 び黒褐色土が堆積 してお り、 １層 か ら５層 まで は、概ね本遺構

の周 囲における標準的 な堆積 による もの と考 え られ る。 ６層以下 は、直接遺構 中に堆積 してお

り、 ローム粒 の混入がみ られ る。１１層 は暗褐色土 を基調 とす るが、湧水の ため、以下の分層 は

で きなか ったが、 ローム粒及 び粘土の混入が下位 に向 い多 くなる傾 向が認 め られた。 また、壁

面で、 ４～ ５ｃｍの厚 さで崩落 （剥落）す る部分が多 くみ られたが、 これ らの部分 は、 ローム及

び粘性 の強い土 で、単 に湧水 による地 山の剥離 か、 または、井戸 内部 に貼 り付 けた ものか は不

明であ る。

［出土遺物］ 上部か ら土師器片が数片 出土 したが 、いず れ も破片で ある。 中位以下か らは、

径１０ｃｍほ どの礫が数点 出土 した。

［時期］ 底面 まで調査がで きなか ったため、本遺構 の使用及 び廃絶期 を決定す る遺物 は出土

しなか った。 このため、帰属時期 は不 明であるが 、覆土 ２～ ５層 の流入状況 か ら、標準土層の

第 Ⅱ層 （縄 文時代末 か ら弥生時代 ・平安時代初期 ？までに形成） よりも上層 か ら掘 り込 んで い

ることが確 定的 と思 われる。 また、各遺構 の時期 な どか ら、本遺構 は、平安 時代 またはそれ以

降 に構築 された もの と考 え られる。

（白烏 文雄）

第 ２号井戸跡 （第４６９図）

［位置］ Ｇ― ２４グ リッ ドに位置す る。

［確 認状 況］ 第Ⅳ層上面で、黒色土 の広が りとして確認 した。

－ ４１８ －



［重複］ 第１３４号溝 と重複 してお り、本遺構 が古い。

［形状 ・規模］ 上部 は、東西 にやや長 い方形 を呈す る。北壁 １６０ｃｍ、西壁１４４ｃｍ、南壁１５０ｃｍ、

東壁１３０ｃｍで 、東南隅が一部不明瞭であ る。深 さは１３０ｃｍである。開口部下３０ｃｍである。一段の

テラス を設けている。全体 にはほぼ角柱状 で、本体部分 の一辺 は約 １ｍであ る。底面下 に６０×

２４ｃｍの長方形 の ピッ トが構築 されている。

［堆積土］ 全体 に黒色土及 び黒褐色土 が堆積 してお り、上部 には焼 土の混入 した層 も確認 さ

れる。炭化物粒 及び ローム粒 が混 入 してお り、 ７層 は苫小牧 火山灰 と考 え られる降下火 山灰 の

層で ある。

［出土遺物］ 上部か ら土 師器片 が数片 出土 したが、いずれ も破 片であ る。底 面上 １０ｃｍの部分

か ら約２０×１０ｃｍの木片が出土 した。

［時期］ 本遺構の使 用及 び廃絶期 を決定す る遺物 は出土 しなか ったが、苫小牧降下火山灰 が

中位 か ら検 出されてい ることか ら、平安時代 の降下時期以前の所産 と考 えられ る。

［その他］ 井戸跡 と して調査 したが、当該遺構 は、時期の不明 な第 １号井戸の ほかは確認 さ

れていない。本遺構 も深 さが１３０ｃｍ程 で、井戸 と しての決定的 な要素 に欠 けるが、形状 か ら井

戸跡 とした。

（白烏 文雄）

－ ４１９ －
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